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Ⅰ 人文学部の教育目的と特徴 
 

〔三重大学の基本的目標と人文学部の教育目的〕 

 三重大学の基本的な目標の実現のためには、歴史が豊かであり、また、高度成長の中で

現代的課題（公害や地域格差等）に直面してきた地域特性から、人文社会科学系の教育研

究が不可欠である。地域課題解決を求める地域の要請と教養教育の充実という大学発展の

必要から、1983 年に新設された人文学部は、「地域社会や国際社会で活躍できる人材」の育

成をめざしている。 

 

三重大学第二期中期目標（前文）大学の基本的な目標 

 

三重大学建学以来の伝統と実績に基づき、本学が基本的な目標として掲げる「三重の力を世界へ：地域に

根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す ～人と自然の調和・共生の中で～」の達

成を一層確固たるものにするため（以下、略） 

（出典 三重大学第二期中期目標） 

 

人文学部の目的 

 

人文学部は，人文社会科学の諸分野において学際的，総合的な教育研究を行うことにより，専門的知識と

豊かな教養に基づき，広い視野と柔軟な思考力をもった，地域社会や国際社会で活躍できる人材を育成し，

地域文化，地域社会の発展に寄与することを目指す。 

（出典 人文学部規程第 1 条の 2） 
 
 
〔人文学部の教育の基本的特徴〕 

 人文学部は、上述の理念目標を達成するために、文化学科では、日本研究、アジア・オ

セアニア研究、ヨーロッパ・地中海研究、アメリカ研究の四つのコースで、地域の哲学・

思想、歴史、言語、文学、社会、地誌を学び、法律経済学科では、法学、政治学を中心と

した法政コース（統治システム履修プログラム・生活法システム履修プログラム）と経済

学、経営学を中心とした現代経済コース（企業経営履修プログラム・地域経済履修プログ

ラム）で、法学、政治学、経済学、経営学を学ぶ。 

 現在のカリキュラムを、法律経済学科は 2005 年度に、文化学科は 2012 年度に導入した。

現在の履修単位は、学部の目標を実現するために継続して取組んできた組織とカリキュラ

ムの改革の現在の到達点である。 

 
（人文学部のカリキュラム改革の経緯） 

学 科 学部創設時（1983 年度） 1997 年度 2005 年度 2012 年度 

文化学科 コース制（日本研究、アジア・

オセアニア研究、ヨーロッパ・

地中海研究、アメリカ研究） 

専修（環境文化

専修等）の導入 

 コース制のカリ

キュラム改革を

実施 

法律経済

学科 

大講座制（社会変動、社会環境、

社会構造、国際環境） 

 コース（+プログ

ラム）制へ移行 

 

※法律経済学科は 2008 年度に学会名を社会科学科から法律経済学科に変更 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 
［想定する関係者とその期待］ 
関係者は、まず、在学生、卒業生であり、次に、学生を送り出す三重県はじめ近県の住

民、そして、卒業後学生を受け入れる地元の企業、自治体等である。学生からは将来社会

人として自立する力の育成が期待され、地元住民、企業等からは地元で活躍する人材の育

成が期待されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 
分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点１－１ 教育実施体制 

(観点に係る状況) 
 

○教育体制の工夫とその効果 
人文学部は、学部の目的を、人文科学的側面からアプローチする文化学科と社会科学的

側面からアプローチする法律経済学科の２学科で構成され、文化学科ではコース、法律経

済学科ではプログラムという履修単位を設定している。履修単位に専門分野・専門科目の

教員を配置することで、「専門的知識と豊かな教養に基づく広い視野をもった人材の育成」

のための教育体制を整備しており、後述する体系的また年次進行を明確にしたカリキュラ

ムの実現という効果を上げている（資料 1-1-1）。 

 
（資料 1-1-1 人文学部入学定員及び現員） <2015 年５月１日現在> 

区 分 
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 合 計 

定員 現員 定員 現員 定員 現員 定員 現員 定員 現員 

文化学科 100 106 100 113 110 120 110 132 420 462 

法律経済学科 165 177 165 178 185 200 185 240 700 795 

計 265 283 265 281 295 320 295 375 1,120 1,259 

＊１年次には、帰国生徒・社会人特別選抜を含む。 

＊３年次には、３年次編入（一般・社会人・私費外国人留学生）特別選抜を含む。 

＊法律経済学科４年次・合計には、旧社会科学科 6 名を含む。 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 

 
文化学科は、2011（平成 23）年度まで、コースと専修を組み合わせ、地域を中心とする

４つのコースと地域を超えた環境文化専修の計5の履修枠組を設定してきた（資料1-1-2）。

2012（平成 24）年度以降は、学問の基礎を充実させつつ地域文化を研究できるようカリキ

ュラム改革を実施し、学生が、広い視野と専門性を 4 つのコースでより体系的に身につけ

られるようにした。 

 
（資料 1-1-2 2011 年度までの文化学科地域・専修編成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

地域文化専修 

言語文化専修 

日本研究 アジア・オ

セ ア ニ ア

研究 

ヨ ー ロ ッ

パ・地中海

研究 

アメリカ研

究 

環境文化専修 
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法律経済学科は、系統的な履修により専門的知識を高め、広い視野で社会科学分野の学

習を行うことができるよう改組・カリキュラム改革を実施し、2005（平成 17）年度に法政

コースと現代経済コースを設置し、それぞれに２つの履修プログラムを設けた（資料

1-1-3）。 

 
（資料 1-1-3 法律経済学科コース・プログラム編成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
○多様な教員の確保とその組織編成の状況 
 各学科の目的達成のため、各履修単位（コース／プログラム）には以下のように専門分

野・専門科目の専任教員を配置している（資料 1-1-4，資料 1-1-5）。文化学科は 2012（平

成 24）年度のカリキュラム改訂に伴い、それに沿った形で教員が配置されるよう講座の整

理を行った。 

 全学の共通教育の人文分野、社会分野および外国語担当の教員が人文学部に配置されて

おり、これにより、多様な教員が確保できるとともに、共通教育と専門教育の連携がスム

ーズなものとなっている。共通教育機構の設置には人文学部から 6 ポストを拠出し、全学

の教育改革に協力した。 

教員の採用にあたっては職務に最もふさわしい教員を公募採用し、結果として女性教員

比率が高い（資料 1-1-6）。また、法律経済学科の福祉経済論の教員は厚生労働省から 3 年

の任期で採用している。 

 
（資料 1-1-4 文化学科の教員配置（2015 年４月１日現在）） 

 専門分野 

講座 

哲
学
・
思
想 

歴
史 

地
誌 

社
会 

日
本
語
・
日
本
文
学 

中
国
語
・
中
国
文
学 

ド
イ
ツ
語
・
ド
イ
ツ
文
学 

フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン
ス
文
学 

英
語
学
・
英
文
学 

英
語
学
・
米
文
学 

図
書
館
学 

留
学
生
担
当 計 

日本研究 1 3 1 2 4       1 12 

アジア・ 

オセアニア研究 
2 2 3 1  4     1  13 

ヨーロッパ・ 

地中海研究 
2 1 1 1   4 2 4    15 

アメリカ研究 1 1 1 2      4   9 

計 6 7 6 6 4 4 4 2 4 4 1 1 49 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 
 

法政コース 

現代経済コース 

統治システム履修プログラム 

生活法システム履修プログラム 

企業経営履修プログラム 

地域経済履修プログラム 
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（資料 1-1-5 法律経済学科の教員配置（2015 年４月１日現在）） 

講座 コース 履修プログラム 
専任教員 

担当科目 
実員 

法政研究講座 法政コース 

統治システム履修プログラム 

憲法 

8 

政治学原論 

国際組織法 

行政学 

政治思想史 

行政法 

地方自治論 

国際関係論 

生活法システム履修プログラム 

民法総則 

7 

債権各論 

家族法 

刑法 

刑事訴訟法 

会社法 

法哲学 

労働基準法・労働組合法 

現代経済研究講座 現代経済コース 

企業経営履修プログラム 

経営学 

7 

多国籍企業論 

経済原論 

マーケティング論 

日本経済史 

金融論 

日本経済論 

地域経済履修プログラム 

国際経済論 

6 

財政学 

地方財政論 

産業経済論 

福祉経済論 

計量経済学 

計  28 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 

（資料 1-1-6 女性教員比率） 

 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

文化学科 30 28 28 27 28 29 

法律経済学科 23 24 27 29 28 29 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 
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○入学者選抜の方法の工夫とその効果 
 学生募集要項等に次のような学部理念と求める人材を明記している。 
―このような人を育てます― 

人文学部は，人間が創り出してきた文化や社会を，より広く深く理解するための多様な知的探求を行い

ます。人文科学や社会科学のさまざまな研究分野にふれ，それらの理論にもとづき，人間社会のかかえ

る問題を見いだす“感性”を，その問題の適切な解決へのアプローチを学ぶことによって，分野の壁を

こえて文化や社会をとらえる総合的な視点や，古い枠にとらわれない“思考力”を育てます。また，こ

のような学びの場を通じて，現代社会を“生きぬく”ための知的立脚点の獲得をめざします。そして，

いつの時代にも変わらぬ人間の本質を見つめつつ，複雑化する現代世界と激しく変化する人間社会を正

しく認識し，次々と生じる問題に立ち向かい創造性あふれる提言ができる“コミュニケーション力”を

培います。卒業後は，企業，官庁，教育界から NPO，起業などの新たな分野に至るまで，地域において

も国際的にも幅広く活躍できる人材を育成します。 

 

―このような人を求めます― 

・人間の文化，または，社会の動きやしくみに強い関心・好奇心をもっている人。 

・積極的・人間的に生きるために，人閣の文化や社会について深く理解することを望む人。 

・現代社会における諸問題を理解し，解決策を探求しようとする意欲がある人。 

・そのために必要な基礎学力，論理的思考力，読解力，表現力を持ち，これらの力をさらに高めようと

する意欲にあふれる人。 

（2013 年度学生募集要項 抜粋） 
 
これに基づき、次のように一般入試を行なっている。 
●一般入試前期日程 

文化学科：大学入試センター試験(5 教科 7 科目又は 6 教科 7 科目)と個別学力検査(英語及び国語)  

法律経済学科：大学入試センター試験(5教科 7科目又は6教科7科目)と個別学力検査(英語を必須とし，

国語又は数学から 1 教科を選択の 2 教科 2 科目) 

●一般入試後期日程 

文化学科：大学入試センター試験のうち外国語を含む 3 科目と小論文 

法律経済学科：入試センター試験のうち社会科学を学ぶために特に重要と考えられる 2 科目と外国語及

び小論文 

（2013 年度学生募集要項 抜粋） 

 
一般入試は前期、後期とも一定程度の志願者があり、学部にふさわしい学生を選抜でき

ている（資料 1-1-7）。 

 両学科とも特別入試として、帰国生徒特別入試、社会人特別入試、私費外国人留学生特

別入試を行っており、それぞれに適した入試方法をとっている（資料 1-1-8）。 

 
（資料 1-1-7 一般入試） 

学 科 日程 募集人員 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

文 化 
前期 67 168 79 204 78 174 76 212 81 150 74 215 78 

後期 25 467 23 235 30 324 28 330 28 248 26 265 27 

法律経済 
前期 100 332 113 362 112 361 123 327 123 393 109 267 118 

後期 37 471 34 292 41 317 36 267 37 399 48 339 38 

  （出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 
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（資料 1-1-8 １年次特別入試） 

種別 学科 
募集 

人員 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

社会人 

文化 5 1 0 0 0 0 0 2 0 1 1 0 0 

法律経済 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

帰国 

生徒 

文化 3 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 

法律経済 3 1 1 1 0 2 1 0 0 0 0 2 0 

私費 

外国人 

文化 若干名 11 1 11 2 16 1 13 2 12 2 8 1 

法律経済 若干名 18 2 16 1 24 2 14 1 13 1 8 1 

計 31 4 29 3 42 43 29 3 28 4 19 2 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 
 

法律経済学科では、地元高校の要望等に基づき、2010（平成 22）年度より 1 年次の推薦

入試を導入した。大学入試センター試験を課さず、課題作文、志願理由書及び面接で評価

するもの（推薦 A・B）と、大学入試センター試験を課し（外国語を含む３科目）、志願理

由書及び面接で評価するもの（推薦 C）がある。大学入試センター試験を課さない場合に

は、特別な能力を持った学生を獲得すべく、推薦要件に普通科等では英語検定準２級以上

を、商業科等では英語検定準２級以上、簿記検定２級以上（日商）又は１級（全商）、情報

処理検定ビジネス情報部門１級のいずれか、IT パスポート試験又は初級システムアドミニ

ストレータ試験のいずれかの合格を条件としている。 

 推薦入試については年度により変動があるが、一定以上の志願者を確保している（資料

1-1-9）。 

 

（資料 1-1-9 １年次推薦入試） 

種別 
募集 

人員 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

推薦 A・B  10 38 10 27 9 31 10 26 10 27 10 26 10 

推薦 C 10 75 10 42 10 58 10 42 10 41 10 41 10 

計 20 113 20 69 19 89 20 68 20 68 20 67 20 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 
 



三重大学人文学部 分析項目Ⅰ 

－1-8－ 

 
３年次入学としては、一般を対象とした入試、社会人を対象とした入試、私費外国人留

学生を対象とした入試を行っているが、このうち法律経済学科では一般を対象とした入試

の中に推薦の枠を設けている。推薦、学力による入試とも毎年一定数の志願者がある（資

料 1-1-10）。 

 

（資料 1-1-10 ３年次入試） 

種別 学科 
募集 

人員 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

志 

願 

者 

入 

学 

者 

推薦 法律経済 7程度 26 9 28 8 17 7 30 7 23 7 20 8 

学力 

文化 5 32 9 29 10 21 8 28 8 30 7 27 8 

法律経済 10程度 55 11 55 12 44 10 54 10 54 11 51 10 

社会人特別 

文化 5 4 2 2 1 0 0 6 1 3 1 3 1 

法律経済 3 6 3 9 1 9 3 7 3 4 0 7 1 

私費外国人

特別 

文化 若干名 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 

法律経済 若干名 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 124 35 124 32 91 28 126 29 115 26 108 28 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 
 

 
 
 
○教員の教育力向上のための体制整備とその効果 

 人文学部では、構成員全員参加の FD 活動と継続して取組む三重大学教育 GP と外部評価

（質保証のためのプロジェクト）により教員の教育力向上に取組んできた。 

 

① ＦＤ活動 

人文学部では、2003（平成 15）年度以降 FD 委員会を組織し、FD 講演会と FD 研修会を

中心とする FD 活動を継続してきた。教授会前に実施する FD 講演会で、教育力向上の課題

を学部全体で共有し、各履修単位を研修単位とする FD 研修会で、学部方針に基づく教育力

向上および全学的な「授業改善のためのアンケート」等を基にした授業改善を検討してき

た。後者では、授業改善アンケートの結果に基づき一人の教員が自己の授業の課題と改善

の成果を分析し、それを参加者全員で検討し、経験を共有するという効果を上げている（資

料 1-1-11）。 

FD 活動内容はホームページで公開し、研修会での検討要旨や講演会の内容は、毎年発行

する『FD 活動報告書』に冊子にまとめている（資料 1-1-12）。 
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(資料 1-1-11 ＦＤ研修会) 

年度 研修会 内容 

2010 

（平成 22） 

FD 講演会（６月） 
沖裕貴立命館大学教授「教育の質保証を目指して：３つのポリシー

の策定とその実現方策」 

FD 研修会（７月） 
2009 年度実施学生アンケートとの自己分析とリレー講義の手法につ

いて 

FD 講演会（９月） 
岩間知之三重県教育委員会事務局教育改革室長「高等教育教育改革

の成果と今後の展望－三重県の取組について－」 

FD 講演会（10 月） 
中川浩一就職・採用コンサルタント「新卒採用・就職の現場で起こ

っていること―企業が求める人材と就職支援―」 

FD 研修会（12 月） 大学院教育に関する FD 

2011 

（平成 23） 

FD 研修会（６月） 
(1)2010 年度実施学生アンケートの自己分析と改善方法 

(2)授業アンケートの Web 入力について 

FD 研修会（７月） 

(1)学部のリレー講義の改善について―中期計画との関連を踏まえ

て― 

(2)大学院教育に関する FD 

FD 講演会（10 月） 日詰一幸静岡大学教授「静岡大学人文学部における FD 活動」 

FD 研修会（12 月） 
(1)授業についての工夫に関する意見交換 

(2)今年度 FD 活動の総括と今後に向けての意見交換 

2012 

（平成 24） 

FD 研修会（６月） 
(1)昨年度の授業評価アンケートの分析と改善方法について 

(2)（文化学科）「地域文化研究」について 

FD 研修会（７月） 
(1)少人数教育の実践例、授業サンプルの収集 

(2)（文化学科)「地域文化研究」について 

FD 講演会（９月） 
遠藤央京都文教大学総合社会学部教授「少人数による現場教育の実

践例」 

FD 講演会（11 月） 
尾崎史郎放送大学ＩＣＴ活用・遠隔教育センター教授「大学教育と

著作権」 

FD 研修会（12 月） 

(1)1 年間の FD 活動の反省 

(2)大学院 FD のあり方について 

(3)アンケートの実施 

2013 

（平成 25） 

FD 研修会（６月） 昨年度授業アンケートに基づく分析 

FD 研修会（７月） 
(1)大学院の DP, CP について 

(2)（文化学科のみ） 地域文化研究について 

FD 講演会（９月） 
三重大学学生総合支援センター学生なんでも相談室専任カウンセラ

ー鈴木英一郎室長「学生対応の留意点」 

2014 

（平成 26） 

FD 講演会（５月） 
三重大学学生総合支援センター学生なんでも相談室専任カウンセラ

ー鈴木英一郎室長「特別な配慮の必要な学生への対応」 

FD 研修会（６月） 2013 年度実施学生アンケートの自己分析と改善方法 

FD 講演会（９月） 
田倉さやか日本福祉大学障害学生支援センター助教「障害のある学

生の修学支援」 

FD 研修会（12 月） 
今年度 FD 活動の総括と今後に向けての意見交換（とくに Web 入力ア

ンケートについて） 

2015 

（平成 27） 

FD 研修会（６月） 昨年度の授業評価アンケートの分析と改善方法等について 

FD 講演会（11 月） 奥村晴彦 三重大学教育学部教授「IT の進展をどう教育に活かすか」 

FD 研修会（12 月） 1 年間の FD 活動の反省とアンケートの実施 

 

（出典： 『三重大学人文学部におけるＦＤ活動報告書』三重大学人文学部 2010 年度～2015 年度 抜粋） 
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（資料 1-1-12 FD 報告書目次） 
2015 年度ＦＤ活動報告書に寄せて 

 

Ⅰ．2015 年度ＦＤ活動の総括  

Ⅱ．ＦＤ研修会 

 ＜６月ＦＤ研修会＞  

 ＜12 月ＦＤ研修会＞ 

Ⅲ．ＦＤ講演会 

 ＜11 月 FD 講演会＞  

   教員アンケート  

Ⅳ．学部生による「授業改善のためのアンケート」  

 １．アンケートの 

概要 

 ２．調査結果 

Ⅴ．教員による「授業に関するアンケート」  

  １．アンケートの概要 

  ２．調査結果 

Ⅵ．大学院に関するＦＤ活動 

 １．大学院生による「授業改善のためのアンケート」 

  （１）アンケートの概要 

  （２）調査結果 

 ２．「三重の文化と社会」報告会、修士論文発表会への教員の参加  

Ⅶ．教員によるＦＤ活動の総括と「ＦＤ活動に関するアンケート」   

１．研修会およびアンケートの概要  

２．調査結果 

巻末資料  

 巻末資料１ 学びの振り返りシート、授業改善のためのアンケート（学部生） 

 巻末資料２ 学びの振り返りシート、授業改善のためのアンケート（大学院生） 

 巻末資料３ 授業に関する教員アンケート 

 巻末資料４ 大学院教育に関する教員アンケート 

 巻末資料５ ＦＤ活動に関するアンケート 

巻末資料６ 2015 年度ＦＤ委員会年間活動 

（出典 2015 年度 FD 活動報告書） 

 
 
 
②質保証のためのプロジェクト 

 人文学部は、三重大学教育 GP に継続して取り組み、教育力向上の方策を検討するととも

に、その成果を外部評価で検証してきた。 

 三重大学教育 GP は教育の活性化を目的とし、学内の様々な創意に溢れ特色ある教育の取

組を選定支援している。人文学部では、学部・学科として、教育力向上の課題を検討する

ために継続してこれに取組んだ（資料 1-1-13）。 

2011（平成 23）年度においては、百五銀行の企画協力で連続企画「あなたの学びを応援

します」を行い、報告書にまとめた（資料 1-1-14）。この企画に、三重大学教育 GP の成果

発表を組み込み、法律経済学科は、その学びの特徴を『法律経済学科 学びのガイドブッ

ク その軌跡と到達点』にまとめ学生に配布した。 

外部評価は、改革の成果を客観的に評価し、その結果をさらなる改革へと結び付けるた

めに実施してきた。2011（平成 23）年度の連続企画「あなたの学びを応援します」の成果

を検証するため、2012（平成 24）年度に、カリキュラム内とカリキュラム外における学生

支援に関して第 6 回外部評価を行い、その結果を報告書にまとめた（資料 1-1-15）。 
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（資料 1-1-13 三重大学教育 GP 人文学部分 2010-2014） 
1) 2010（平成 22）年度～2011（平成 23）年度 人文系学部における質の保証のための具体的基準作り  

2) 2010（平成 22）年度～2011（平成 23）年度 人文学部法律経済学科における学士課程教育改革の検証

と成果の活用 

3) 2010（平成 22）年度 純文系学部におけるキャリア養成教育科目の充実に向けて 

4) 2011（平成 23）年度～2012（平成 24）年度 多言語コミュニケーション力と国際感覚をあわせもつ人

材の育成を目指す「タンデム・ラーニング・プロジェクト」 

5) 2012（平成 24）年度～2013（平成 25）年度 カリキュラム・ポリシー策定と連動した授業の目的・方

法の明確化（授業・授業改善の指針の作成と戦略的 FD 体制の検討） 

6) 2013（平成 25）年度～2014（平成 26）年度 人文学部文化学科におけるカリキュラム改革の検証と成

果の活用 

7) 2013（平成 25）年度 自主カフェから発信するプロジェクトへ：「英語版『人文学部においでやす！』

ハンドブック」の作成 

8) 2013（平成 25）年度～2014（平成 26）年度 「主体的な学び」支援のための専門教育の試み──少人

数教育実践例の総括と見える化── 

9) 2015（平成 27 年度）～2016（平成 28）年度 人文学部文化学科における資格取得プログラムの成果な

らびに課題の検証および新しい文系専門職養成研修の導入 

10) 2015（平成 27）年度～2016（平成 28）年度 「地域人材」育成の機能強化を図る教育カリキュラムの

構築 －外部ネットワークの構築と授業創設、専門演習の工夫を中心に－ 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 
 

（資料 1-1-14 連続企画「あなたの学び応援します」） 

2011（平成 23）年 11 月 16 日 キックオフ講演会 

百五銀行専務取締役渡辺義彦氏「あなたの学びを応援します―い

ま、地域で羽ばたく人材とは」 

2011（平成 23）12 月 16 日 「質の保証」シンポジウムⅠ  

法律経済学科「法律経済学科における改革の到達点」 

＊高校進路指導担当者等に出席を依頼し、法律経済学科のカリ

キュラム改革の検証を行った。改革の成果を学生に還元する

ために「法律経済学科 学びのガイドブック その軌跡と到

達点」を作成し、配布した。 

2012（平成 24）1 月 19 日 留学生セミナー 

人文学部「日本で働く・母国で働く―三重と世界の架け橋を築く」 

＊日本で就職・起業した留学生、母国で就職・起業した留学生

に、「三重と世界の架け橋」という視点から経験を語っても

らった。 

2012（平成 24）1 月 25 日 地元企業・人文学部学生の交流・懇談会 

＊地元企業に参加を呼びかけ、学生に地元企業の活動への関心

を呼び起こした 

2012（平成 24）2 月 9 日 「質の保証」シンポジウムⅡ 

人文学部「企業が求める人材と人文学部の質の保証」 

＊企業等に出席を呼びかけ、人文社会科学系の教育に必要な質

をともに考えた。様子がテレビ、新聞で報道された。 

 
 
 
 

 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 
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（資料 1-1-15 三重大学人文学部外部評価） 

三重大学人文学部第６回外部評価 「質の保証に向けた学びの支援」 

日時：2012（平成 24）年 10 月 24 日 12：00-15：30 

【主な評価項目】 

（１）学力向上支援（授業における質の保証確保の取り組み） 

（２）その他の学生支援（就職支援、学部長と語る会、環境整備などの授業外の組織的取り組み） 

（３）留学生及び留学支援（留学生と日本人学生の交流、留学生の就職支援、日本人学生の留学支援等） 

【外部評価員】（五十音順） 

井上博夫氏（岩手大学人文社会科学部長）、岩間知之氏（三重県立津東高等学校校長） 

榎本和能氏（三重県立津高等学校校長）、志田行弘氏（三重テレビ放送（株）代表取締役社長） 

 

＜評価員の主な意見＞ 

・文化学科における４地域の文化研究を前面に押し出した形の改革、社会科学科から法律経済学科へ

の名称変更は、いずれも外部や学生から見たときにわかりやすさを重視し、専門性が見えやすい形

にしたという点で評価できる。 

・授業アンケートをもとに各履修プログラム単位で研修会を開催し、ほとんどの教員が出席している。

授業改善につながる有効な取組と思われる。 

・少人数授業と現地調査型授業が様々に行われている点が評価できる。 

・スタートアップ・セミナーは、合宿活動や演習形式などが取り入れられ、学生の興味関心や意欲を

育むという意味から、充実している。 

・スタートアップ・セミナー等の初年次教育から３年生の演習、そして卒論へと学びへの目的や目標

を持った学生への指導システムが整っている。 

・授業満足度、授業理解度、授業による知識等の獲得度等の高さに比べ、授業外学習が少ない。 

・４つの力が成長したと思う点で評価が低い。これは学生が授業に対して受け身であり、主体的に関

わっていないことに課題があるのではないか。 
 
 

(水準) 

 期待される水準を上回る 

(判断理由) 

 人文学部は、教育目的を実現する教育体制としてコースとプログラムという履修単位を

整備し、全員参加の FD と継続した教育 GP と外部評価で教育力向上の仕組みを構築してき

た。その結果、『平成 27 年度三重大学教育満足度調査報告書』によると、人文学部生の教

育実施体制や教員の熱意や技術に対する評価は非常に高い。 

 

項 目 

人文学部 全学 

平 均

値 

満 足

群 

平 均

値 

満 足

群 

三重大学の教育全般について 4.35 85.5 4.14 80.1 

学生の意向（授業評価など）が授業に反映されるなど、三重大学の

教育を改善しようとする大学の姿勢 

4.18 81.7 3.96 74.9 

受講したい授業が受けられるシステム 4.36 84.1 4.12 77.3 

学部専門の授業 4.54 90.5 4.37 87.1 

自分の所属する学部（学科等）のカリキュラム（教育課程） 4.45 87.8 4.25 84.1 

教員の教育に対する熱意・信念 4.37 88.5 4.16 82.0 

教員の教育技術 4.27 84.7 4.08 79.4 

＊「平均値」は１：「非常に不満」～６：「非常に満足」の平均を出したもの。 

「満足群」は４～６の合計の全体に対する割合（％）を出したもの。 

（出典 『平成 27 年度三重大学教育満足度調査報告書』抜粋） 
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観点１－２ 教育内容・教育方法 

(観点に係る状況) 
 

○体系的な教育課程の編成状況 

 人文学部は各学科で DP を定めている（資料 1-2-1）。各授業が DP のどの項に対応するも

のか明確にし、専門的知識及び学際的視点を備えた人材を養成するためのカリキュラムを

編成している（資料 1-2-2）。 

 
（資料 1-2-1 文化学科と法律経済学科のディプロマポリシー） 

項 文化学科 法律経済学科 

1 
人文科学の諸分野の専門的知識と豊かな教養を

身につけている 

法律・政治・経済・経営の諸分野において，専門

的知識と豊かな教養を身につけている 

2 
変動激しい現代社会について，専門的知識に基づ

いて論理的に考え，総合的に判断できる 

現代社会について，専門的知識に基づいて論理的

に考え，総合的に判断できる 

3 
人文科学諸分野の成果に基づき，世界各地域の固

有の文化に関して，広い視野から探求できる 

法律・政治・経済・経営の諸分野を広く学び，学

際的視点で問題を探究できる 

4 
変動激しい現代社会に対する理解を基盤として，

国際感覚に基づいて行動できる 

現代社会の課題に挑戦する積極性を備える 

5 
自ら学んだ知を，口頭表現や文章表現によって的

確に発信することができる 

自ら学んだ知を的確に発信し，国際社会と地域社

会の発展に貢献できる 

6 国際社会と地域社会の発展に貢献できる  

（出典：三重大学人文学部ホームページで公表） 

 

（資料 1-2-2 専門と学際を視点とするカリキュラムの概念図） 

 

○文化学科        ○法律経済学科 

 
 

（カリキュラムより作成） 
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〔共通教育と導入教育〕豊かな教養に基づき広い視野と柔軟な思考力をもった人材育成の

ため、卒業に必要な単位のうち約３分の１を共通教育で履修する。国際社会で活躍できる

人材育成のため、英語は TOEIC の一定の成績を条件としている。能動的な学習を通じ基礎

的学力を養成すべく、入学直後スタートアップ・セミナーを一年生全員が履修する。人文

学部では学部教員がこれを担当し、十数名の少人数で行っている（資料 1-2-1 項 1）。 

 

 

〔文化学科〕専門的知識に基づいて考え、判断する力を充実させるようカリキュラム改革

を行い、2012（平成 24）年度より施行している（資料 1-2-1 項 2）。１年次後期に多様な文

化の概要を学ぶ地域文化研究総論を履修し、同時に文化学必修科目（基礎）でそれぞれの

学問領域の基礎的考え方や知識を学ぶ（資料 1-2-1 項 1 および 3）。 

２年次には地域に分かれ、それぞれの地域の文化研究科目を履修し、幅広い視野を得な

がら、地域必修科目で地域文化の諸相を学び、文化学必修科目（発展）や文化学セミナー

で学問領域ごとのより高度な理論や方法論を学習する。２年次末には、これに基づき、自

身専門とする学問領域（指導教員）を決定する（資料 1-2-1 項 2 および 3）。 

３年次では専門演習（ゼミ）に所属し、それまでの学習成果を基に最も関心ある文化事

象について研究を深める。地域必修科目の学習を継続しながら、自身の研究テーマについ

て理解を深め、４年次では指導教員の指導の下、卒業論文を作成し、成果を『地域文化研

究』に発表する（資料 1-2-1 項 4、5 および 6）（資料 1-2-3）。 

 

（資料 1-2-3 文化学科教育カリキュラム） 

 

（出典：『三重大学人文学部』2013 年版 抜粋） 
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〔法律経済学科〕１年次にスタートアップ・セミナーで学習方法を学び、基礎総合科目Ａ・

Ｂで学習上の問題意識を形成する（資料 1-2-1 項 1 および 3）。 

後期からは専門基礎科目（憲法、民法総則、経営学総論、近代経済学、政治学原論、経

済原論の中から２科目選択必修）を受講する。２年次ではコースを決定し、法政コース・

現代経済コースのいずれかに所属し、法学・政治学・経済学・経営学に関する講義の中か

ら選択したコースの専門科目を中心に学習する（資料 1-2-1 項 2 および 3）。 

 ３年次では専門演習に所属し、それまでの学習を基に最も関心あるテーマを掘り下げ、

演習に関連する専門科目を中心に学習する。４年次では指導教員の指導の下、４年間の学

習を卒業論文として集大成する（資料 1-2-1 項 4 および項 5）（資料 1-2-4）。 

 

（資料 1-2-4 法律経済学科教育カリキュラム） 

 

（（出典：『三重大学人文学部』2013 年版 抜粋） 

 
 
 
〔卒業研究と学位〕両学科とも卒業研究の最終的評価は複数教員の審査により行われる。

卒業研究を含む所定の単位を履修し、「学士（人文科学）」、「学士（法律経済）」がそれぞれ

授与される。 
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○社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 
2012（平成 24）年度に、三重大学、伊賀市、上野

商工会議所（伊賀市）が連携し、伊賀市に教育研究

拠点「三重大学伊賀連携フィールド」を設置した（資

料 1-2-5）。忍者文化および市街地活性化等の地域社会

のニーズに応じた研究を行うとともに、学生の教育フ

ィールドとして活用している。2012（平成 24）年度以

降、留学生文化体験を実施し、天神祭りに留学生が参

加する等、直接、日本文化に触れる機会と場を提供し

ている。マーケティング論ゼミや産業経済論ゼミの学

生が市街地の活性化に向け商店主や市民に対しアンケ

ート調査を行い、両ゼミ合同の調査報告会を商店街並

びに商工会関係者を集め開催した（資料 1-2-6）。 
 

 
（資料 1-2-6 市街地活性化アンケート調査） 

（2012 年 9 月 11 日朝日新聞） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(資料 1-2-5 三重大学伊賀連携フィールド) 

この部分は著作権の関係で掲載できません。



三重大学人文学部 分析項目Ⅰ 

－1-17－ 

○養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 
①地域に根ざした教育 

地域社会で活躍する人材の育成という学部の目標に基づき、次のように地域をフィール

ドとする授業を行っている（資料 1-2-7）。 
 

（資料 1-2-7 地域をフィールドとした授業例） 

●日本歴史演習 

古文書現地調査、調査に基づく学生の分析・報告 

前期：論文講読（前提となる基礎知識の習得）と史料解読 

（崩し字解読能力の習得） 

後期：グループ学習で個別テーマに即した研究報告、９月 

と３月に合宿調査 

合宿調査は、地元市民グループと共同で実施、調査中に学 

生に成果発表をさせることもある。 

 

●経営学総論演習 

工場見学やフィールドワークの授業実践例 

・体験型農場見学 

・尾鷲市フィールドワーク 

・産業技術の博物館見学  

・食品工場見学  

・流通業見学 

・自動車工場見学 

・四日市の中小企業 3 社訪問・見学 

 

●マーケティング論演習 

鳥羽市坂手町の空き家対策と活性化方策 

鳥羽市より空き家活用と地域活性化の依頼があり、ゼミ研究として鳥羽市・坂手町の事前学習と現地での実証研

究を合わせた取組を実施した。現地で 70 戸にヒアリングとアンケートを行い、結果と方策を現地で報告会を開

催した。 

 

●金融論演習 

・大阪造幣局、ビール工場見学 

・静岡大学との討論合宿 

・八丁味噌醸造元、自動車工場、酒造元見学 

 

●産業経済論総論演習 

人文社会科学研究科の科目「三重の文化と社会」の調査対象市町村に合わせて、学部でもフィールドワークを行

う。実際に会って対話することで、新しい情報や課題が生まれる 

 

2003 年 津市：津市の産業とくらし 

2004 年 伊勢市：高齢化のなかでのまちづくり 

2005 年 伊賀市：「道の駅あやま」の農産物直売と地域農業 

2006 年 鈴鹿市：自動車リサイクルの現状と課題―三重オートリサイクルセンターの事例を通して 

2007 年 松阪市：「松阪農業公園ベルファーム」の現状と課題 

2008 年 四日市市：伊勢茶の現状と課題―茶系飲料の消費実態調査をもとに 

2009 年 津市：津市美杉地区における林業の活性化―産直住宅の取り組みを事例として 

2010 年 伊勢市：伊勢市中心街地における商店街の活性化 

2011 年 名張市：名張市における地産地消の現状と課題 

（出典:2012 年度人文学部外部評価資料 抜粋） 
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②国際化に対応した教育 

 国際社会で活躍する人材の育成という学部の目標に基づき、以下のことに取り組んでき

た。 

文化学科では、人文系科目を４地域ごとに配置し、国際化に対応した授業編成を行い、

それぞれの地域の言語について、ネイティヴ教員による会話や作文等の授業を行っている。 

スエーデンのルンド大学と学部間協定を締結する等、学生の留学を推進している。大学

又は学部が協定を結ぶ海外の大学については、留学期間を在学期間に算入し、30 単位を限

度に修得単位として認定している。学部で留学説明会を開催し、2015（平成 27）年 3 月現

在派遣実績は 25 大学である。人文学部への留学生との学生有志の相互交流組織「おいでや

す！」も 2012 年に結成され、学生の関心も高まった（資料 1-2-8）。 

短期海外研修の取組も 2012 年度から開始した。韓国世宗大学校でのショートビジット

及び国際インターンシップには（2 週間）、3 年間（2015 年度は SARS で中止）で学生 17 名

（年平均約 6 名）が参加し、オックスフォード大学ハートフォードカレッジにおける学部

主催の短期語学研修（2 週間）には、4 年間で学生 30 名（年平均約 8 名）の学生が参加し

ている。さらに、2015 年度からは、海外語学文化研修（中国語）とフィールドスタディー

／特殊講義「ドイツにおける排外主義の克服」（ドイツ語）を協定校の協力を得て実施し、

専門の単位として認めている。 
 

（資料 1-2-8 人文学部学生の主な留学対象校（協定校）） 
国 協定校名 概要紹介 

中国 江蘇大学 
８つの分野、24 の学科、69 の学士プログラムを提供。大学の所在

地、鎮江は歴史的商業都市で、周辺は名勝、旧跡も多い。 

〃 天津師範大学 
広大な敷地に 23 学部を擁する総合大学。天津は 5 大都市の１

つ。旧租界など西欧風の街並みも残る近代中国の歴史の街。 

〃 南開大学 

天津にある国立の総合大学。日本研究院が人文社会科学研究

科と協定。周恩来初め有名政治家、実業家、研究者を輩出してい

る。 

〃 延辺大学 
中国東北部延辺朝鮮族自治州にある総合大学。東北アジア研究

や民族研究などが有名。中国語と朝鮮語が学べる。 

〃 雲南大学 
留学生の受け入れ規模は雲南省随一で、欧米からの留学生も多

い。大学周辺には、各国料理のレストランが並ぶ。 

〃 北京外国語大学 
外国語教育では中国国内でも最高峰で、カリキュラムも整ってい

る。世界各国から留学生が訪れるため、国際色豊か。 

台湾 国立高雄師範大学 

教育、文学など 5 学部 19 学科がある。台湾の各方面に専門知識

と技術を備えた人材を輩出している。台湾研究や台湾史研究は

内外の評価が高い。 

〃 国立中山大学 
台湾第 2 の都市高雄にある。海辺のキャンパスは風光明媚。 

〃 国立金門大学 

中国大陸アモイ市沖約 2 キロに浮かぶ、中華人民共和国に最も

近い台湾領の島、金門島にある国立大学。中台交流の窓口とい

う地の利を活かした大陸研究が盛ん。 

韓国 梨花女子大学校 

ソウルの中心にあり女子大学としては世界最大級。多くの著名研

究者、実業家を輩出。言語教育院は男女共学で韓国語が学べ

る。 

〃 東国大学校 

ソウルと慶州にキャンパスがある。禅と仏教に関する蔵書で有

名。演劇学部卒業生に有名俳優が多い。 
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〃 世宗大学校 
ソウル市内。韓国有数の論文掲載数を誇る。「世宗」は李氏朝鮮

4 代目国王でハングルを制定した人。 

モンゴル モンゴル国立大学 
首都ウランバートルにあるモンゴル随一の国立総合大学。文系で

は経済、法律、人文科学、外国語・文化、モンゴル研究など。 

ウズベキ

スタン 
タシケント国立法科大学 

首都タシケントにある法律を専門にした国立大学で、ウズベキス

タンの法曹養成の中心であり、優れた法曹を輩出。日本語教育も

盛ん。 

タイ チェンマイ大学 

タイで最も古く最大規模の大学。多様な学内施設と最先端設備が

完備。学内に多数の店舗がある。古都チェンマイはタイ北部最大

の都市。 

ベトナム 外国貿易大学 

主要キャンパスは首都ハノイにある。経済、国際ビジネス、金融、

外国語などの有能な人材を輩出。日本語教育も盛ん。 

〃 ホーチミン市師範大学 
最大都市ホーチミンにある教員養成大学。外国人向けベトナム語

コースがある。日本語教育も盛ん。 

オーストラ

リア 
タスマニア大学 

自然環境に恵まれた総合大学。各国から学生が訪れ、留学生教

育が充実。大学がある州都ホバートは、美しい古都。 

イギリス セントラル・ランカシャー大学 

総合大学で、特に言語学とジャーナリズムの分野ではトップクラ

ス。大学のあるプレストンは歴史ある街で、湖水地方やマンチェス

ターにも近い。 

ドイツ 
エアランゲン・ニュルンベルク

大学 

ネイティヴと一対一でドイツ語が学べる。小さな大学町で治安も良

い。地ビール醸造が盛んでビール祭りで有名。 

〃 ハイデルベルク大学 
ドイツ最古の大学。市内には観光名所がいっぱい。ドイツ語コー

スが充実している。 

〃 ボーフム大学 
すべての学部が一カ所にまとまっている。隣接のショッピング街は

非常に充実。州内全域乗り放題の格安定期券がもらえる。 

〃 ライプチッヒ大学 
1409 年創立の、ドイツで２番目に古い大学。ライプチッヒは、ゲー

テやバッハが住んだことでも有名な、文化と伝統の街。 

フランス リヨン政治学院（学部間協定） 
語学センターでフランス語を学んだ後、好きな授業を受けることが

できる。大都市リヨンは住みやすく自然も豊か。 

〃 リール第 3 大学（学部間協定） 

フランス有数の国立総合大学。外国語学部に日本学科があり、

外国語としての仏語コースも充実している。リールはベルギー国

境に接した学生都市。 

スエーデ

ン 
ルンド大学(学部間協定) 

創立 1666 年の古い大学。日常も英語で過ごせ、英語でのカリキ

ュラムも充実。ルンドは歴史のある、治安のよい住みやすい街。 

ロシア 
ハバロフスク国立経済法律ア

カデミー 

会計、経営、金融、商学、国際経済、法学の 6 学部から成る。ロシ

ア国内の経済・貿易関係機関に卒業生が多い。 

アメリカ 

合衆国 

ノースカロライナ大学 

ウィルミントン校 

大西洋沿岸の緑豊かな環境にある総合大学。文学・芸術分野に

も力を入れる。ホストファミリーなど、留学生向けの体制も充実。 

ブラジル サンパウロ大学 
南米随一の総合大学。留学生にはポルトガル語教育を行う。サン

パウロ州と三重県が姉妹提携。現地では三重県人会もサポート。 

（三重大学人文学部ホームページ 抜粋） 
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○学生の主体的学習を促すための取組 
両学科とも学生の主体的学習を促すために、少人数の能動的学習を重視しており、１年

次にスタートアップ・セミナー２単位、３年次に文化学科では専門演習 12 単位、法律経済

学科では同４単位の履修が必修となっている。専門演習では、学生の発表討論を中心に主

体的能動的学習を行い、正規の時間割外でのフィールドワ

ーク（実地調査）や施設現場見学、他大学のゼミとの交流

を取り入れるなど、学生の主体的参加を促す様々な工夫を

行っている。 

授業の登録に一定の制限をかけ単位の実質化を図りつつ、

授業時間外の学習環境の整備に取組んでいる。両学科とも

適切な段階での履修を行うよう履修年次を指定し、法律経

済学科では年間履修申告単位数の上限を 60 単位と定めて

いる（資料 1-2-9、資料 1-2-10）。学部として、学生共用ス

ペース、自習室、学生ラウンジを設け、パソコンを置き自

習議論の場を提供している(写真１)。 

 

  

 
(水準) 

 期待される水準を上回る 

(判断理由) 

人文学部は、DP に基づく体系的で年次進行の明確なカリキュラムを提供し、行動力と積

極性、発信力を育成する工夫も推進してきた。その結果、『平成 27 年度三重大学教育満足

度調査報告書』の学生の主体的学びに関連した項目で高い満足度を達成している。 

 

項 目 
人文学部 全学 

平均値 満足群 平均値 満足群 

自己学習（主体的学習）ができる環境 4.68 87.0 4.52 86.6 

PBL などの少人数課題探究型の授業 4.43 88.7 4.22 83.5 

卒業研究指導 4.95 94.1 4.58 87.8 

＊「平均値」は１：「非常に不満」～６：「非常に満足」の平均を出したもの。 

「満足群」は４～６の合計の全体に対する割合（％）を出したもの。 

（出典 『平成 27 年度三重大学教育満足度調査報告書』抜粋） 

 

（写真１ 学生ラウンジ） 

（資料 1-2-9 履修年次指定例） 

 

授業科目 単位 選択履修年次 

日本思想演習Ａ～Ｆ 各２ ２・３・４ 

日本歴史演習Ａ～Ｈ 各２ ２・３・４ 

日本歴史総合演習Ａ～Ｂ 各２ ４ 

日本地誌演習Ａ～Ｄ 各２ ３・４ 

 

出典：『三重大学人文学部履修要項』抜粋 

（資料 1-2-10 法律経済学科の履修制限） 

 

○履修申告制限 

 １年間に履修申告可能な単位は、共通教育を含

めて 60 単位をこえないものとする。ただし、卒業

研究、資格関係科目を除く。 

 

 

 

出典：『三重大学人文学部履修要項』抜粋 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点２-１ 学業の成果 

(観点に係る状況)
 

○履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

 本学部では、４年次まで留年なく進級できるよう、各コースの単位修得状況を基に、卒

業判定会議で卒業時の達成状況の把握評価を行っている。休学者、卒業延期者は毎年一定

数いるものの、４年間で卒業する学生は 96％を超えている（資料 2-1-1）。４年次の休学

者、卒業延期者の中には、就職を延期した者、公務員試験の準備を行っている者等が含ま

れる（資料 2-1-2）。 

 
（資料 2-1-1 卒業者状況 ３月現在） 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 

 

（資料 2-1-2 休学者状況 ５月１日現在） 

年度 １年次 ２年次 ３年次 ４年次 

2010（平成 22）年度  1 4 25 

2011（平成 23）年度 1 2 3 27 

2012（平成 24）年度  2  36 

2013（平成 25）年度 1   31 

2014（平成 26）年度 0 2 1 33 

2015（平成 27）年度 2 0 2 18 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 
 
学位取得のため卒業研究に多くの時間を充当し細やかな指導を行っている。本学部の研

究分野は多様であり一律に水準を検証することはできないが、論文審査では主査と副査を

置き一定の水準を保持している。分野により教員学生参加の卒論発表会を行っている。 
 

年度 卒業者 
4年前の入学者のう

ちの卒業者 
4 年前の入学者 

卒業年限どおりの

卒業率 

2010（平成 22）年度 304 280 283 99% 

2011（平成 23）年度 290 264 273 97% 

2012（平成 24）年度 302 267 277 96% 

2013（平成 25）年度 287 259 273 95% 

2014（平成 26）年度 305 275 283 97% 

2015（平成 27）年度 317 282 289 98% 
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○資格取得状況から判断される学習成果 

本学部では、文化学科において、教員免許、図書館司書資格及び学芸員資格の取得が可

能である（資料 2-1-3）。また、学校図書館司書教諭資格の申請に必要な科目を履修できる。 

 
（資料 2-1-3 資格取得状況） 

区分 

教員免許  図 

司書 

書館 

資  

格  

学 

芸 

員 

資 

格 

中学一種 高校一種 

国

語 

社

会 

英

語 
計 

国

語 

地

歴 

公

民 

英

語 
計 

2010 年度 2 7 4 13 4 6 9 10 29 43 19 

2011 年度 3 7 5 15 4 4 10 6 24 30 14 

2012 年度 4 7 9 20 6 5 4 10 25 28 26 

2013 年度 5 15 7 27 6 8 12 8 34 20 15 

2014 年度 8 3 9 20 8 5 5 9 27 19 13 

2015 年度 4 4 7 15 6 5 5 7 23 20 14 

（出典 人文学部チーム管理資料 抜粋） 

 
 

 

○学業の成果の達成度や学生の満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析

結果 

大学及び学部の教育理念目的に照らした学生の評価は、大学が 2004（平成 16）年度以降

実施している「教育満足度調査」に見ることができる。下記の項目ではいずれも全学平均

を上回っているが、「PBL などの少人数課題探求型の授業」「卒業研究指導」の満足度から

は、個別指導について特に高く評価されていることがわかる（資料 2-1-4）。 

 

 

授業の成果については、2003（平成 15）年度以降、各授業の学生による「授業改善のた

めのアンケート」を年２回実施してきた。「コミュニケーション力」については、あまり

成長がなかったと見られているようだが、得られたデータからは、学部の授業に対する学

生の評価は概ね良好と見てよい（資料 2-1-5）。 

 

（資料 2-1-4 学業成果に関する満足度） 

項 目 
人文学部 全学 

平均値 満足群 平均値 満足群 

三重大学の教育全般について 4.35 85.5 4.14 80.1 

学部専門の授業 4.54 90.5 4.37 87.1 

自分の所属する学部（学科等）のカリキュラム（教育課程） 4.45 87.8 4.25 84.1 

PBL などの少人数課題探求型の授業 4.40 88.3 4.11 80.0 

卒業研究指導 4.95 94.1 4.58 87.8 

＊「平均値」は１：「非常に不満」～６：「非常に満足」の平均を出したもの。 

「満足群」は４～６の合計の全体に対する割合（％）を出したもの。 

（出典：『平成 27 年度教育満足度調査結果』抜粋） 
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（資料 2-1-5 授業に対する満足度） 

項 目 平均値 

この授業内容について理解できた 3.91 

総合的に判断して、この授業に満足できた 4.10 

新しい知識・考え方・技術などが獲得できた 4.10 

この授業の受講によって、学業への興味・関心（意欲）が高まった 3.95 

この授業を通して、「感じる力」が成長したと思う 2.09 

この授業を通して、「考える力」が成長したと思う 2.49 

この授業を通して、「コミュニケーション力」が成長したと思う 1.59 

この授業を通して、「生きる力」が成長したと思う 2.04 

＊「平均値」は 1:「あてはまらない」～5:「あてはまる」の平均。 

（出典：『2015年度重大学人文学部におけるFD活動報告書』） 

 

卒業時の教育成果ないし達成状況を把握する試みとして、2004（平成 16）年度から学部

独自のアンケートを実施し、結果について組織委員会で詳細な検討を行っている。2010（平

成 22）年度から 2015（平成 27）年度の「非常に満足」と「やや満足」の平均値の和は、

文化学科で約 85％、法律経済学科で約 80％と高い水準にある（資料 2-1-6、資料 2-1-7）。 

 

（資料 2-1-6 卒業時の満足度（第二期間中平均：文化学科） 

 
 

（資料 2-1-7 卒業時の満足度（第二期期間中平均：法律経済学科） 

 
 （出典：2010 から 2015 の各年度の『卒業時・修了時アンケート結果報告』抜粋）  
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 (水準) 

 期待される水準を上回る 

（判断理由） 

 本学部の教育分野は多岐にわたり、卒業時の学力、資質、能力等を客観的に測定するこ

とは困難だが、「授業に関するアンケート」「教育満足度調査」「卒業時アンケート」等の結

果、学生から学業の成果に対して全般的な高い評価を得ていることがわかる。 

以上により、主たる関係者である学生の期待に十分に応えているものと判断する。 
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観点２－２ 進路・就職の状況 

(観点に係る状況) 
 
○就職・進学状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

毎年 95％以上の就職希望の学生が就職している（資料 2-2-1、資料 2-2-2）。本学部の

教育目的である「専門的知識と豊かな教養に基づき、広い視野と柔軟な思考力をもった地

域社会や国際社会で活躍できる人材の育成」を反映し、就職先は様々な職種にわたるが、

法人の本社所在地で見ると、地元である東海地方に就職する学生の割合が高く、地域文化、

地域社会の発展に寄与している（資料 2-2-3）。 

 
（資料 2-2-1 2015 年度就職・進学状況） 

区 分 卒業者 

卒業者の内訳 就職者の就職先内訳 

就職者 進学者 その他 企業等 官公庁 教 員 その他 

文化学科 112 99 5 8 65 23 11 0 

法律経済学科 205 190 2 13 140 50 0 1 

計 317 289 7 21 205 73 11 0 

（出典：『平成 27 年度三重大学概要』抜粋）     
 

 

（資料 2-2-2 就職率推移） 

年 度 文化学科 法律経済学科 人文学部 

2010 年度 88.7% 98.8% 95.1% 

2011 年度 92.4% 97.0% 95.3% 

2012 年度 92.8% 98.2% 96.2% 

2013 年度 94.2% 97.0% 96.1% 

2014 年度 97.0% 97.1% 97.1% 

2015 年度 96.1% 100.0% 98.6% 

 

（出典：人文学部学生支援委員会『就職活動の手引き』2011～2015 年度 抜粋） 

 

 

（資料 2-2-3 東海地方への就職状況） 

年 度 就職者数 
うち東海地方への就職者 東海地方への 

就職者割合  三重 愛知 その他 計 

2010 年度 253 99 94 193 76.3% 

2011 年度 244 81 98 179 73.4% 

2012 年度 250 70 98 13 181 72.4% 

2013 年度 245 84 76 13 173 70.6% 

2014 年度 266 69 77 17 163 61.3% 

               （出典：『三重大学概要』及び『三重大学案内』抜粋） 
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○在学中の学業の成果に関する卒業生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取等の結

果とその分析結果 

人文学部は、2010（平成 22）年度には地元自治体、企業等から評価委員を招き、「人文
学部における地域連携」のテーマで外部評価を行った。この外部評価で、地域に優秀な人
材を輩出しているとの評価を受けた（資料 2-2-4）。 
 

（資料 2-2-4 外部評価委員の評価例） 

（『2010 年度人文学部外部評価報告書』抜粋） 

 
法律経済学科が、2011（平成 23）年度に地元企業８社にアンケートを行った結果、企業

が重視するチームワーク・協調性、社会性の評価は高く、主体性、コミュニケーション能
力については不足しがちと見做される一方、専門課程の深い知識、専門資格、情報リテラ
シー等については、期待以上のものとされている。この結果はすべての企業の意向を反映
するものではないが、専門知識に基づくバランスのとれた教育が進路先の期待に応えてい
るものと見てよい（資料 2-2-5）。 

 
（資料 2-2-5 法律経済学科卒業生と進路先企業の評価） 

 

（出典 『連続企画「あなたの学びを応援します」成果報告書』抜粋） 

アンケート集計結果（回答結果をもとに点数化）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0
①主体性

②コミュニケーション能力

③実行力

④チームワーク・協調性

⑤課題解決能力

⑥倫理観

⑦社会性

⑧論理的思考力⑨創造力

⑩産業技術への理解

⑪専門課程の深い知識

⑫情報リテラシー

⑬一般教養

⑭外国語能力

⑮専門資格

企業として重視する能力 卒業生の能力評価 育成を期待する能力

立場上、採用活動において本学人文学部の学生諸君とお会いすることも多く、社交性に優れた優秀

な人が多いと日頃感じています。それは、個人の資質もありますが学生に対する本学の教育理念が

４年間の間に浸透し、われわれ民間企業が求める人材が学内教育の結果として育成されている証で

もあります。このような人材を地域に輩出すること自体が大きな地域連携でありますが、これに止

まらずあらゆる場面で積極的に地域社会とのかかわりの中で本学の存在価値を高めていくような

取り組みを今後も期待しております。                           渡辺義彦百五銀行常務取締役 
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主体性やコミュニケーション能力は、2011（平成 23）年度に学部が行った地元企業 16

社に対するアンケートでも学部卒業生に不足する能力として上位に挙がっている（資料

2-2-6）。また、2011（平成 23）年度に人文学部学生支援委員会が行った企業訪問調査では、

「非常にまじめで与えられた仕事にきちんと取り組む」「基本的に素直」「まじめでしつけ

ができている」と好評価がある一方、「積極性に欠ける」「柔軟な発想が苦手」との指摘を

受けた。ただし、2012（平成 24）年度の三重大学高等教育創造開発センターが行ったアン

ケート調査（資料 2-2-7）を見ると、関連項目（7、8、9、14、20、23、24、26、27、28）

について事業所の評価が高いものと必ずしもそうでないもの（7 の「多様性を理解する力」、

8 の「他者との調整力」、27 の「自らが決断する力」）があり、今後、それらについての検

討が求められる。 

 
（資料 2-2-6 進路先企業により人文学部卒業生に不足していると評価された能力） 

 

 （出典 『連続企画「あなたの学びを応援します」成果報告書』抜粋） 

 

 

（資料 2-2-7 「大学の学習や研究によって、力がどの程度身についたか」（人文学部卒業生）） 

卒業年度 
2012 

卒業生 事業所 

1 広い視野で多面的に考える力 2.90 2.90 

2 論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力 2.98 2.99 

3 問題のポイントを素早くつかんだり、まとめる力 2.90 2.96 

4 鵜呑みにせず、いったん本当に正しいのかどうかを疑ってみる力 2.90 2.78 

5 想像が豊かで、新しいアイディアや発想を生み出す力 2.36 2.69 

6 事実や他者に対する誠実さ 2.96 3.49 

7 人によっていろんな意見を持っているという多様性を理解する力 3.30 3.07 

8 他者に対する柔軟性や他者との調整力 3.02 3.01 

9 日常的なコミュニケーションをする力 2.98 3.32 

10 外国語でコミュニケーションをする力 1.98 2.23 

11 プレゼンテーションをする力 2.38 2.84 

12 ディスカッションをする力 2.53 2.84 
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13 人と協同して仕事をする力 2.86 3.32 

14 文章作成や文章表現の力 2.92 3.20 

15 情報を収集して適切に処理する力 2.78 2.96 

16 情報機器を活用する力 2.58 3.17 

17 人間や社会についての理解・知識 3.08 3.01 

18 人間や社会についての理解・知識 3.08 3.01 

19 自然科学に関する基礎知識 2.38 3.00 

20 一般常識 2.86 3.29 

21 基礎学力 2.76 3.44 

22 専門知識や技術 2.68 2.76 

23 失敗してもなお再び挑戦しようとする力 2.62 3.25 

24 どんな仕事にもねばり強く取り組む力 2.84 3.29 

25 ストレスを感じてもそれに耐える力 2.70 3.18 

26 意欲的に物事に取り組む力 2.80 3.32 

27 自立的に自らが決断する力 2.74 2.81 

28 実際に仕事をやり遂げる実行力 2.82 3.18 

＊４段階評価の平均を出したもの。 

 （出典：『卒業生、修了生、および事業所へのアンケート調査報告書』平成 24 年度） 

 
 
 
 
 
 (水準) 

期待される水準を上回る 

（判断理由） 

卒業生の進路状況は、各学科の専門性に沿った就職状況となっており、本学部の目指す

専門的知識と豊かな教養に基づいた、広い視野と柔軟な思考力をもつ人材育成がなされて

いると見てよい。関係者からの評価では外国語の能力に対する評価が低いが、全体的には

高い満足度が得られており、教育の成果は上がっているものと見てよい。 
以上により、主たる関係者である、学生、地域社会の期待に十分に応えているものと判

断する。
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
 
（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 
 人文学部では、2005 年度に法律経済学科がカリキュラム改革を実施したが、2012（平成

24）年度に文化学科がカリキュラム改革を行い、学部全体で、ディプロマポリシーに基づ

く、体系的で年次進行の明確なカリキュラムを導入した。これまで実施してきた全員参加

型 FD に加えて教育 GP に継続して取組、その成果を外部評価で検証した。カリキュラム改

革に加えて、地域人材と国際人材を育成するための教育上の工夫も進展した。 

 
（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 
 
 2005（平成 17）年度以降実施している三重大学が実施している「三重大学教育満足度調

査」から、人文学部での「授業・カリキュラム等」と「教員の熱意・技術」に関係するも

のについて満足度の経年変化を見ると、どの項目も、調査実施以降、満足度の上昇傾向を

確認できる。とくに「学部専門の授業」は、少しずつではあるが、一貫して満足度が上昇
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している。このことは、コツコツと、両学科でカリキュラムを見直し、継続した FD 活動と

教育 GP の取組を外部評価で愚直に検証してきた結果だと思われる。 

このような取組が、人文学部での高い就職率また人文学部への志願者の維持に結びつい

ている。就職先の企業に対するアンケートにおいても、「チームワーク・協調性、社会性」

等に関する項目で優れているとの評価を受けており、これは、人文学部の特色である少人

数教育の成果を裏付けるものである（資料 2-2-5）。ただ、少人数課題探求型の授業の満足

度が横ばいであることや、少人数教育の仕上げである卒業論文の満足度それ自体は高いが

やや変動が大きいことは、今後の課題も示している。 
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Ⅰ 人文社会科学研究科の教育目的と特徴 

 
〔三重大学の基本的目標と人文社会科学研究科の教育目的〕 

 三重大学の基本的な目標の実現のためには、歴史が豊かであり、また、高度成長の中で

現代的課題（公害や地域格差等）に直面してきた地域特性から、人文社会科学系の教育研

究が不可欠である。地域課題解決を求める地域の要請と教養教育の充実という大学発展の

必要から、人文学部が 1983 年 4 月に新設され、人文社会科学研究科は 1992 年 4 月に設置

された。人文社会科学研究科は、2001 年に改組・カリキュラム改革を実施し、地域をキー

ワードに、昼夜間開講を実現し、「三重と文化と社会」という地域連携型授業を新設した。

地域文化論専攻と社会科学専攻は、それぞれの学問分野の特色を活かした地域人材の育成

を目的としている。 

 

（三重大学の基本目標） 

 

（人文社会科学研究科の目的） 

 

 

 

 

 

三重大学第二期中期目標（前文）大学の基本的な目標 

 

三重大学建学以来の伝統と実績に基づき、本学が基本的な目標として掲げる「三重の力を

世界へ：地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す ～人と自然

の調和・共生の中で～」の達成を一層確固たるものにするため（以下、略） 

 

（出典 三重大学第二期中期目標） 

人文社会科学研究科の目的 

 

第１条の２ 人文社会科学研究科は、人文社会科学の諸分野における高度の専門知識に基づ

き、狭い専門領域にとらわれず、学際的、総合的な教育研究を行うことにより、複雑化、

多様化する現代社会に柔軟に対応でき、創造的な知性と国際的な視野をもった研究者及び

専門的職業人を育成することを目指す。 

（専攻及び専修） 

第２条 研究科に地域文化論専攻及び社会科学専攻を設け、地域文化論専攻には地域社会文

化論専修及び地域言語文化論専修を置き、社会科学専攻には、地域行政政策専修及び地域

経営法務専修を置く。 

第２条の２ 地域文化論専攻は、各地域に固有の文化を高度な専門性とともに学際生・総合

性も視野に入れ、人文諸科学の様々な研究視点から探究することを教育研究の目的とし、

地域文化の理解と発展等に指導的役割を発揮しうる人材を育成することを目指す。 

２ 社会科学専攻は、社会の諸問題を社会科学の視点から高度な専門性と幅広い視野を持っ

て考究することにより、地域社会に貢献することを教育研究の目的とし、地域における政

策形成、企業活動等に指導的役割を発揮しうる人材を育成することを目指す。 

 

（出典 人文社会科学研究科規程） 
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〔人文社会科学研究科の教育の基本的特徴〕 

人文社会科学研究科は地域文化論専攻と社会科学専攻からなり、研究者だけでなく専門

的職業人の育成を目指している。そのために、授業を夜間開講し、有職者が、原則２年間

（標準在学コース）で必要な単位を履修できるようにしている。さらに、昼間開講授業と

夜間開講授業を受講することによって、１年間で必要な単位を履修できる短期在学コース

を用意し、また、職業等に従事しながら、個人の事情に応じて、柔軟に標準修業年限(２年) 

を超えて履修し学位等を取得できるようにする長期履修学生制度も導入し、有職者への利

便を図っている。地域文化専攻と社会科学専攻を構成する専修に、それぞれ「地域」を冠

し、育成する人材が、「地域」で活躍できる人材であることを明確にしている。両専攻共通

科目として開講される「三重の文化と社会」を設置し（2001(平成 13)年度）、受講生が自

ら地域の課題を見出し、その解決法を探るという「地域に根ざした」教育を実施している。 

 

 

［想定する関係者とその期待］ 

関係者として、在籍する院生と修了生を中心とし、間接的には院生を送り出す三重県を

中心とする近県の住民、また、卒業後彼らを受け入れる地元を中心とする企業、自治体等

を想定している。院生からは専門的職業人または研究者として自立する力を付けることが

期待され、地元住民、企業等からは地元で活躍する人材の育成が期待されている。 
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Ⅱ 「教育水準」の分析・判定 
 
分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点１－１ 教育実施体制 

(観点に係る状況) 

 

○教育体制の工夫とその効果 

 人文社会科学研究科は、人文科学分野で教育研究を行う地域文化論専攻と社会科学分野

で教育研究を行う社会科学専攻から構成されている（資料 1-1-1）。 

 

（資料 1-1-1 人文社会科学研究科入学定員及び現員（２０１５年５月１日現在)） 

区 分 
１年次 ２年次 合計 

定員 現員 定員 現員 定員 現員 

地域文化論専攻 8 8 8 11 16 19 

社会科学専攻 7 7 7 9 14 16 

計 15 15 15 20 30 35 

  （出典：人文社会科学研究科内資料） 

 

地域文化論専攻は、地域言語文化論専修と地域社会文化論専修から構成され、世界の各

地域に固有の文化を、高度な専門性に基づき、人文諸科学のさまざまな研究視点から探求

することを教育研究の目的としている。社会科学専攻は、地域行政政策専修と地域経営法

務専修から構成され、社会の諸問題を社会科学の視点から高度な専門性と幅広い視野をも

って考究することにより、地域社会に貢献することを教育研究の目的としている。人文社

会科学研究科規程（第２条の２）の内容を明確にするため、各専修は「地域」を冠する名

称となっている。 

従来は両専攻とも１学年５名の定員であったが、本研究科の教育には各方面から高い評

価を得ており、地域や企業から継続してさらなる発展の期待が寄せられているところから、

2011（平成 23）年に定員増を計画し、2012（平成 24）年度入学者より地域文化論専攻３名、

社会科学専攻２名の定員増が認められた。 
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○多様な教員の確保とその組織編成の状況 

教員は各専攻、専修ごとに適切に配置されている。学部教員がすべて研究科の担当を兼

ねているために、日本、アジア・オセアニア、ヨーロッパ・地中海、アメリカ地域に関し

て、それぞれ哲学、歴史、文学、言語、地誌、社会学等の多様な分野の教員がそろってい

る（資料 1-1-2）。 

2007（平成 19）年度より、設置基準に基づいた資格基準を設定し、それを満たしている

場合には准教授でも研究指導教員となれるものとしている。現在では採用、昇進の際に、

教授、准教授の場合には研究指導教員資格を、講師の場合には授業担当教員資格（研究指

導補助教員）を審査し、基準をクリアできない場合には採用、昇進を行っていない。これ

により、諸分野における高度の専門知識に基づき、学際的、総合的な教育研究を行う体制

を整備している。なお、採用は公募で行い、科目にふさわしい教員を採用しているため、

女性教員の比率も高い（資料 1-1-3）。 

 

（資料 1-1-2 人文社会科学研究科教員配置（2015 年４月１日現在)） 

専 攻 専 修 

研究 

指導 

教員 

研究指

導補助

教員 

専門分野 実員 

地域文化論専攻 

地域社会文化論 ２４ １ 

哲学・思想 ５ 

歴史学 ７ 

社会学 ６ 

地理学 ６ 

図書館学 １ 

地域言語文化論 ２０ ３ 

日本語・日本文学 ４ 

中国語・中国文学 ４ 

ドイツ語・ドイツ文学 ４ 

フランス語・フランス文学 ２ 

英語学 ４ 

英米文学 ４ 

日本語教育学 １ 

社会科学専攻 

地域行政政策 １５ ０ 

政治学 ４ 

公法学 ７ 

経済学（経済理論・経済政策） ４ 

地域経営法務 １３ ０ 

経営学 ５ 

民事法学 ４ 

経済学（経済史・経済学各論） ４ 

計 ７２ ４  ７６ 

  （出典：人文社会科学研究科内資料） 

 

 

（資料 1-1-3 女性教員比率（単位：％）） 

学科名 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

文化学科 30 28 28 27 27 29 

法律経済学科 23 24 27 29 28 29 

  （出典：人文社会科学研究科内資料） 
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○入学者選抜の方法の工夫とその効果 

 研究科及び二つの専攻は次のようなアドミッションポリシーを掲げ、これに基づいて一

般入試のほか、社会人特別入試、外国人留学生特別入試を行なっている（資料 1-1-4）。

地域文化論専攻では、専門試験に加えて共通問題も課し、志願理由書や面接も考慮して入

学者を選抜している。社会科学専攻では、２科目の専門試験と面接により選抜を行ってい

る。社会科学専攻の社会人特別入試では専門試験に代えて社会一般に関する小論文、外国

人留学生特別入試では専門試験の一部を小論文にするなど入試自体に工夫を行なっている。 

 これらの工夫により、本研究科の定員に対して適正な志願者、入学者の状況となってい

る（資料 1-1-5）。 

 

（資料 1-1-4 人文社会科学研究科におけるアドミッションポリシー） 

 

 （資料 1-1-5 人文社会科学研究科入学者選抜状況） 

専攻 年度 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

地域文化論専攻 

定員 5 5 8 8 8 8 

志願者数 16 19 10 8 12 14 

入学者数 6 6 8 8 7 8 

社会科学専攻 

定員 5 5 7 7 7 7 

志願者数 12 15 16 13 15 22 

入学者数 5 6 7 7 7 7 

  （出典：人文社会科学研究科内資料） 

人文社会科学研究科アドミッションポリシー 

本研究科は、人文社会科学の諸分野の高度な専門知識にもとづき、広く学際的・総合的な教

育研究を行うことにより、複雑化・多様化する現代社会に柔軟に対応でき、創造的な知性と

国際的な視野をもった研究者および専門的職業人の養成をめざしています。 

 

地域文化論専攻アドミッションポリシー 

―このような人を育てます― 

地域文化論専攻は、世界の各地域に固有の文化を、高度な専門性にもとづき、人文諸科学の

さまざまな研究視点から探求することを教育研究の目的とし、地域文化の理解と発展に寄与

しうる人材を育成します。 

―このような人を求めます― 

①地域固有の問題とその背景に強い興味・関心のある人 

②専門分野の研究を通じて、さらに高度な地域理解をめざしている人 

③自ら情報を発信し、社会への貢献をめざして行こうとする意欲をもつ人 

 

社会科学専攻アドミッションポリシー 

―このような人を育てます― 

社会科学専攻は、社会の諸問題を社会科学の視点から高度な専門性と幅広い視野をもって考

究することにより、地域社会に貢献することを教育研究の目的とし、地域において指導的役

割を発揮しうる人材を育成します。 

―このような人を求めます― 

①法律、政治、経済、経営に対する強い知的好奇心をもつ人 

②専門分野の研究を通じて、地域の課題を解決しようとする意欲のある人 

③理論だけではなく、実践力も身につけたいと考えている人 
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○教員の教育力向上のための体制整備とその効果 

①FD 活動 

FD 委員会を設置して行う FD 活動において、大学院教育に特化した問題または課題を取

り上げて FD 研修会を実施してきた（資料 1-1-6）。個々の教員はこれらの活動を基に、授

業内容や方法の改善に努めている。このような取組もあり、修了時アンケートによると、

「非常に満足」と「やや満足」で 100％となる年度が 4 年度あり、その他の年度も少数の

者を除いて大多数が満足している（資料 1-1-7）。 

 

（資料 1-1-6 大学院 FD 研修会のテーマ） 

年度 テ ー マ 

2010 
・「三重の文化と社会」報告会のあり方について 

・「修士論文発表会」のあり方について 

2011 
・大学院教育について―アンケートの必要性・改善方法について 

・「三重の文化と社会」報告会と修士論文発表会の位置づけについて 

2012 ・大学院 FD のあり方について 

2013 ・大学院 DP、CP について 

2014 ・2013 年度実施学生アンケートの自己分析と改善方法 

2015 ・2014 年度実施学生アンケートの自己分析と改善方法 

（出典：『2010～2015 年度三重大学人文学部における FD 活動報告書』抜粋） 

 

 

 

 

 

（資料 1-1-7 修了時アンケートによる満足度） 

 

（出典：『2010 年度‐2015 年度卒業時・修了時アンケート結果報告書』から作成） 
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②教育の質保証・質向上のための工夫 

研究指導の体制としては、学生の研究テーマに基づいて主指導教員を決定し、日常的な

研究活動を指導している。学位論文の審査は、主査１名、副査２名以上による口頭試問に

より評価が行われている。 

また、学位論文の発表会（修士論文発表会）を行うことにより研究科として一定レベル

の論文が提出されるような仕組みを整えている。この発表会は専攻ごとに開催され、原則

として修了生全員が参加することになっている。学生にはあらかじめ選考基準を公開し、

研究科長、専攻主任他２名の教員が選考にあたり、優秀な発表には研究科長賞を授与して

いる（資料 1-1-8）。教員と学生が一体となり、これに向けた準備をすることにより、修士

論文の質の向上に大きく役だっていると思われる。 

 

（資料 1-1-8 修士論文発表会研究科長賞選考基準） 

  （出典：人文社会科学研究科内資料） 

 

修士論文発表会には指導教員以外の教員の出席も求め、発表会では、指導教員以外の教

員から質問や指摘がなされる。発表内容について、出席した教員へのアンケート調査によ

れば、年度によりレベルの変動があるものの、指導教員以外も厳しい目で見ているという

ことは質の保証に寄与していると言える（資料 1-1-9）。 

 

（資料 1-1-9 修士論文発表会（発表内容について）） 

 
（出典：『2010 年度～2015 年度三重大学人文学部における FD 活動報告書』より作成） 
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＜修士論文発表会研究科長賞選考基準＞ 

１．問題の所在が明確に提示されていたか？ 

２．研究の意義・独自性が明確に提示されていたか？ 

３．研究の成果が明確に提示されていたか？ 

４．論旨・構成は明瞭であったか？ 

５．分かりやすいように発表が工夫されていたか？ 
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（水準）  

 期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

 人文社会科学研究科は志願者が安定していたこともあり、2012 年度からの定員増が実現

した。これは、人文社会科学研究科規程に定める目標に基づいて明確なアドミッションポ

リシーをもち、地域・国際社会に貢献できる研究者及び高度専門職業人の育成という目標

から、一般入試とともに、社会人の留学生の特別入試を実施してきた成果だと言える。人

文社会科学研究科は、こうした人材を育成するため、学際的・独創的・総合的視野を基盤

にした専門的研究が行えるよう構成されている。大学院教育を行う資格を前提に教員の採

用、昇進を行い、教員の大学院での教育力向上のため大学院に特化した FD 活動も実施して

おり、修了時アンケートの結果だけでなく、「三重大学教育満足度調査」の結果も高い数値

を示している（資料 1-1-10）。 

以上のことから、この項目の主たる関係者である院生の期待を上回る水準にあると判断

する。 

 

 

（資料 1-1-10 三重大学教育満足度調査） 

項 目 人文社会科学研究科 全学 

三重大学大学院の教育全般 5.21 4.37 

学生の意向が教育に反映されるなど、三重大学大学院

の教育を改善しようとする大学の姿勢 
5.38 4.08 

大学院の授業科目構成 4.92 4.23 

大学院の授業 5.22 4.29 

＊１：「非常に不満」～６：「非常に満足」の平均を出したもの。 

 

（出典：『平成 27 年度三重大学教育満足度調査報告書（大学院生）』 抜粋） 
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観点１－２ 教育内容・方法 
(観点に係る状況)  

○体系的な教育課程の編成状況 

 人文社会科学研究科では、各専攻でディプロマポリシーを定めている（資料 1-2-1）。 

 

（資料 1-2-1 人文社会科学研究科におけるディプロマポリシー） 

項 地域文化論専攻 社会科学専攻 

１ 世界の各地域に固有の文化に関して、幅広

い視野にもとづく確かな専門知識と深い学

識を備えている。 

社会科学（法律、政治、経済、経営）の諸

問題に関して、幅広い視野にもとづく確か

な専門知識と深い学識を備えている 

２ 創造的な知性と国際的な視野にもとづく、

高度な地域理解をおこなえる能力を身につ

けている。 

地域社会が抱える課題の解決に貢献する能

力を身につけている。 

３ 地域文化の理解と発展等に指導的役割を発

揮できる。 

地域における政策形成、企業活動等に指導

的役割を発揮できるようになる。 

 

人文社会科学研究科では、指導教員が開講する科目を中心とした必修科目や隣接諸科目

との体系性を重視した選択必修科目を配置し、指導教員が、体系的かつ計画的な理由とな

るよう指導することで、ディプロマポリシーの実現を図っている（項１および２）。 

ディプロマポリシーは、アドミッションポリシーに結びついている。留学生特別入試お

よび社会人特別入試で入学する院生は、とくに、項２および３を強く求めており、密接な

「日常的な履修指導」によりその要求に対応するとともに、選択必修科目ではあるが、「三

重の文化と社会」を開講し、一般入試で入学する院生をふくめ広く履修を推奨している（項

２および３）。なお、『2015（平成 27 年度）三重大学教育満足度調査報告書（研究科）』に

よると、人文社会科学研究科における「日常的な研究指導」の満足度は 5.57 と極めて高い

（１「非常に不満」～６：「非常に満足」の平均）。

それぞれの専攻において、必修、選択科目から所定の単位を修得し、学位論文の審査及

び最終試験に合格した者に学位「修士（人文科学）」または「修士（社会科学）」の学位が

授与される（資料 1-2-2～1-2-5）。 

 

 

（資料 1-2-2 地域文化論専攻のカリキュラム（標準コース）（３０単位＋修士論文） 

１年次・前期 １年次・後期 ２年次・前期 ２年次・後期 

特別研究Ⅰ 

（必修２単位） 

特別研究Ⅱ 

（必修２単位） 

特別研究Ⅲ 

（必修２単位） 

特別研究Ⅳ 

（必修２単位） 

修士論文（必修） 

指導教員が指定する特講・演習（必修４単位） 

当該専修の授業科目（必修選択計１０単位） 

三重の文化と社会Ⅰ 

（２単位） 

三重の文化と社会Ⅱ 

（２単位） 
    

自由選択科目（８単位） 

（三重大学人文社会科学研究科『履修の手引き』から作成） 
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（資料 1-2-3 社会科学専攻のカリキュラム（３０単位＋修士論文） 

１年次・前期 １年次・後期 ２年次・前期 ２年次・後期 

特別研究Ⅰ 

（必修２単位） 

特別研究Ⅱ 

（必修２単位） 
修士論文（必修） 

指導教員が指定する特講・演習（必修４単位） 

当該専修の授業科目（必修選択計１４単位） 

三重の文化と社会Ⅰ 

（２単位） 

三重の文化と社会Ⅱ 

（２単位） 
    

自由選択科目（８単位） 

（三重大学人文社会科学研究科『履修の手引き』から作成） 

 

 

 

（資料 1-2-4 人文社会科学研究科履修単位） 

専攻名 コース 必修科目 選択必修科目 自由選択科目 計 

地域文化論専攻 
標準 12 10 ８ 30+修士論文 

短期 ８ 14 ８ 30+修士論文 

社会科学専攻 
標準 

短期 
８ 14 ８ 30+修士論文 

（三重大学人文社会科学研究科『履修の手引き』抜粋） 

 

 

  
（資料 1-2-5 人文社会科学研究科履修のしくみ） 

  （出典：人文社会科学研究科内資料） 

   

   

 

修士論文発表会 

修士論文 

    

必
修
科
目 

選
択
必
修
科
目 

自
由
選
択
科
目 

特別研究 

Ⅰ～Ⅳ 

学
際
的
視
点 

高
度
の
専
門
的
知
識 

創造的な知性 国際的視野 

指定科目 

三重の 

文化と 

社会 

註：社会科学専攻と短期在学コースは特別研究ⅠⅡのみ履修 
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○養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

 両専攻に跨って開講されている選択必修科目として「三重の文化と社会」がある。これ

は、県下の１市町村をフィールドに選び、受講生の専門に即した研究を行うことで、野外

実習・現地発表会・報告書作成を含む、実践的な研究能力を育成するものである。2013（平

成 25）年度の「三重の文化と社会」の概要・年間計画は、下記引用のシラバスに示す通り

である（資料 1-2-6）。 

 

（資料 1-2-6 三重の文化と社会シラバス） 
 

授業の概要 

三重の文学・歴史・思想・社会・地理・環境・地方制度・地域産業と経済などを総合的に

考究し、三重県地域の文化と社会の特色を明らかにする。受講生は、三重県（特定の市町

村に限定されない）に関わる研究対象について、主に文献・資料を中心に研究を進める文

献指向型か、県内の特定の市町村（年度ごとに指定する）を対象に、現地でのフィールド

ワークを中心に研究を進めるフィールドワーク型のいずれかを選び、各自の専門分野に即

して研究を進めることになる。講義は受講生の研究発表と複数の教員を交えた討論を基本

とし、集中講義方式（土・日曜、夏季休暇などを利用して年間 4～5 回の予定）で行う。

また、フィールドワーク型では適宜、現地視察や実地調査などを行う。なお、研究成果は

報告書等にまとめるとともに、学内や現地で発表会を行うものとする。 

学習の目的 
履修者が設定した研究課題について、文献・フィールドワークを通じて解明を試みる。 

これにより、課題に関する知識及び論理の習得を図る。 

（出典：三重大学 web シラバス 2013 年度 抜粋） 

 

学習内容 

４月 研究テーマの検討 

５月 講義（調査研究の心構えについて） 

６月 研究テーマ報告 

７月 ジェネラルサーベイ（現地の概要調査） 

９月 現地合宿（現地調査および研究成果中間報告） 

10〜12 月 進捗状況報告（フィールド型：月 1 回、文献指向型：別途提示予定） 

１月 学内報告会／報告書・TRIO 原稿作成 

２月 現地報告会 

この授業は、各専攻から１名ずつ計２名の教員が担当することになっており、受講生と

も相談しながら毎年県内の対象地域を選定し、その自治体等とも連携を図りつつ、指導を

行うことになっている（資料 1-2-7）。 

受講者の専門分野によっては地域の史資料により成果をまとめることも可能であるが

（文献指向型）、その場合でも、現地でのジェネラルサーベー（概要調査）や合宿には参加

するなど、工夫された内容となっている。したがって、文献指向型であれ、フィールド型

であれ、受講者は、その地域に赴き、自ら地域の課題を発見し、それを他の受講者とも議

論しながら解決法を模索し、それをまとめたものを現地報告会で発表することになる。 

必修とはなっていないが、この科目は高度な専門性に基づく学際的、総合的な教育研究

を行うという本研究科の趣旨からして、専門性と学際性をつなぐ極めて意義深い科目であ

り、大学院のガイダンスの際に時間をとって詳しく説明をし、なるべく多くの学生が参加

するよう薦めている。 

「三重の文化と社会」は、地域をフィールドにした教育であるとともに、現地報告会に
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おいて成果を現地で発表し、報告書をまとめ、さらに地域交流誌『TRIO』で公表すること

で研究成果とともにフィールドとなった当該地域を発信する点も特徴である（資料 1-2-8）。 

そのような視点から、院生の研究成果発表と組み合わせて、その地域に関係の深い教員

と地域の関係者とのシンポジウムを、2010（平成 22）年度から 2012（平成 23）年度に「地

域研究フォーラム」として開催した。この企画により、「三重の文化と社会」に対する当該

地域の関心が高まり、100 人を越す参加者を得て、首長の挨拶もいただくこともできるよ

うになるなど、地域連携としての意義も増した。2013 年度からは、院生の研究成果発表の

場という性格に戻し、当該地域の首長の挨拶または参加も得て「地域研究フォーラム」の

開催を継続している（資料 1-2-9、別添資料 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （出典：人文社会科学研究科内資料）     

 

 

（資料 1-2-7「三重と文化と社会」の対象市町と実施年度） 
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（資料 1-2-8 地域交流誌 TRIO 第 14 号目次と表紙 2013 年発行） 
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（資料 1-2-9 地域研究フォーラム in 桑名） 

 

 発表内容については、学内外の発表会に出席した教員へのアンケート調査によれば、「レ

ベルが高い」とする評価が上昇している（資料 1-2-10）。これは、研究成果発表会を「地

域研究フォーラム」としたことで、首長の参加が得られるようになり、また発表会参加者

が増加したことで、院生によい意味での学問的な緊張が生じた結果と見ることができる。

地域をフィールドとし、地域で発表するという授業の効果が出ていると判断できる。 

 

（資料 1-2-10 「三重の文化と社会」発表会出席者アンケート） 

 

          出典：『三重大学人文学部における FD 活動報告書』2010 年度～2015 年度 
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「三重の文化と社会」発表会（発表内容について）

レベルが高い ややレベルが高い どちらともいえない

ややレベルが低い レベルが低い

地域研究フォーラム in 桑名 (2016 年 1 月 23 日（土）桑名市中央公民館) 

開会 (13:00) 

  開会の辞 研究科長 後藤 基  

  市長挨拶 桑名市長 伊藤徳宇  

第一部 大学院生報告（13:15 ～ 16:30） 

（１）鳥羽市の経済と社会 

  産業経済論ゼミナール「桑名市中心市街地における街なか観光の展望」 

  伊藤嘉弘「桑名市におけるエネルギー政策の成果と課題」 

  岡村三四郎「桑名市の自治体行政における PFI 方式の活用のあり方 

 －桑名市立中央図書館を事例として－」 

（２）桑名市の歴史と文化 

  黒上久生「ことばの音声の獲得と地理的要因の影響」 

  和田元樹「神仏習合における神身離脱 

 －『多度神宮寺伽藍縁起并資財帳』を手がかりに－」 

  丸山優香「桑名郡における古代東海道の一考察」 

  稲垣勝義「近世輪中地域の新田開発と洪水対策 

－宝暦治水の意義－」 

  萩井真美「木材流通から見た桑名 

－廻船問屋佐々部家の史料から－」 

閉会(16:30) 
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「三重の文化と社会」は、「他の研究室の院生と交流できてよかった」等の感想が寄せ

られ、分野を超えた院生同士の交流に大きく寄与し、それが院生の本研究科への愛着の核

ともなっている。そして、授業それ自体についても、「三重の文化と社会」を受講した学生

から「『三重の文化と社会』のフィールドワークはとても有意義でした」と評価されている。 

 

 

○社会人に対応した教育プログラム 

 複雑化、多様化する現代社会に柔軟に対応でき、創造的な知性と国際的な視野をもった研究

者及び専門的職業人を育成するため、狭い専門領域にとらわれず、学際的、総合的な教育研究

を行うことができるように、特別研究を中心とした必修科目の他に、選択必修科目及び自由選

択科目を設けている。さらに、本研究科内における他専攻科目の履修についても最大８単位

までの単位履修を認めている（資料 1-2-11）。 

 

（資料 1-2-11 両専攻間の単位履修状況） 

 履修登録学生数 履修登録単位数 

2010 年度 6 人 12 単位 

2011 年度 5 人 10 単位 

2012 年度 4 人 8 単位 

2013 年度 2 人 4 単位 

2014 年度 0 人 0 単位 

2015 年度 1 人 2 単位 
 

             （出典：人文社会科学研究科内資料） 

 

有職者や社会人への配慮として、夜間に２コマ分の授業(18:00-19:30、19:40-21:10)を

月～金曜日まで開講することにより、昼間の授業に出席できない学生に対応している。学

生の希望によっては、昼夜両方の授業を受講し、１年間で修了できる「短期在学コース」

や、３～４年間をかけて必要単位を修得する「長期履修学生制度」も整備している。なお、

有職者であり、研究科が適当と認めた場合には、特定課題研究を提出することで、修士の

学位を授与できる体制も整備している。 

さらに、大学院の授業は、科目等履修生にも開放しており、広く一般社会人が受講でき

るようにしている（資料 1-2-12）。科目等履修生で単位を取得してから研究科に入学する

例もある。 

 

（資料 1-2-12 科目等履修生実績） 

 科目等履修生数 履修登録単位数 

2010 年度 5 人 12 単位 

2011 年度 8 人 20 単位 

2012 年度 6 人 16 単位 

2013 年度 2 人 4 単位 

2014 年度 4 人 16 単位 

2015 年度 5 人 22 単位 
 

  （出典：人文社会科学研究科内資料） 

 



三重大学人文社会科学研究科 分析項目Ⅰ 
 

－2-17－ 

○学生の主体的な学習を促すための取組 

どの授業でも少人数のため、大部分が対話・討論型授業になっており、主体的な学習が

促進されているが、とりわけ上で述べた「三重の文化と社会」では、自らが地域の課題を

発見し、その解決法を探るという学生主体の授業となっている。また、大学院生専用の自

習室を設置しており、カードキーにより自由に入室ができるようにしている。パソコンや

自習用ブースを整備することにより、自主的な学習を促している。 

これらのことから、毎年行っている授業改善のためのアンケートでは、主体的学習を示

していると思われる項目について、いずれも非常に高い数値を示している。また、授業１

回あたりの授業外学習についても２時間～４時間が 45.5%、４時間以上が 45.5%となってお

り、主体的学習が行われていると判断できる（資料 1-2-13）。 

 

 
 
 
（水準）  

 期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

目的を達成するために体系的な教育課程の編成と高い満足度での日常的な履修指導が

ディプロマポリシーに沿って行われている。地域社会と連携し、研究科の理念を実現する

「三重の文化と社会」は、フィールドワークや地域交流誌・現地発表会（地域研究フォー

ラム）での研究成果の発表を通じて高い教育上の効果をもっている。全体として少人数教

育により綿密な指導や能動的な学習を促す授業を行っており、自主的な学習環境も保障し

ている。そして、この項目の主たる関係者である学生自身が興味・関心を深めて、自らの

主体的な研究に取り組んでいるとアンケート結果等から判断されるので、期待される水準

を上回ると判断する。 

 

 

（資料 1-2-13 授業改善のためのアンケート） 

項 目 平均値 

この授業の受講によって、学業への興味・関心（意欲）が高まった。 4.69 

この授業で学んだことや考え方について、意識するようにしたり、実際に試してみたりした。 4.19 

学びを深めるために、調べたり尋ねたりした。 4.28 

＊「平均値」は１：「あてはまらない」～５：「あてはまる」の平均を出したもの。 

    研究科については人数が少ないために授業ごとではなく、全体について答えることとし、年１回調査し 

ている。回答者は 11 名。 

（出典：『2015 年度三重大学人文学部における FD 活動報告書』抜粋） 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点２－１ 学業の成果 
(観点に係る状況) 

○修了状況・資格取得状況から判断される学習成果の状況 

 修業年限通りに修了している学生の割合は年によっては必ずしも多くはないが、これは

安易に学位を授与せず、一定レベルの学力及び修士論文を要求していることを示している

（資料 2-1-1、資料 2-1-2）。長期履修学生も含めて、じっくり修士論文に取り組もうとす

る学生も多い。 

（資料 2-1-1 修了者状況 ３月現在） 

（出典：人文社会科学研究科内資料）   

 

（資料 2-1-2 休学者状況 ５月１日現在） 

 １年次 ２年次 

2010（平成 22）年度 0 2 

2011（平成 23）年度 0 2 

2012（平成 24）年度 0 2 

2013（平成 25）年度 0 3 

2014（平成 26）年度 0 1 

2015（平成 27）年度 0 3 

（出典：人文社会科学研究科内資料）                  

 

 本研究科は、中学校の国語、社会、英語、高等学校の国語、地歴、公民、英語の専修免

許状の取得が可能である（資料 2-1-3）。 

 

（資料 2-1-3 教員免許取得者数） 

区分 

教員免許 

中学専修 高校専修 

国語 社会 英語 計 国語 地歴 公民 英語 計 

2010 年度   1 1    1 1 

2011 年度    0     0 

2012 年度  2  2   2  2 

2013 年度  1  1     0 

2014 年度  1  1     0 

2015 年度    0     0 

 （出典：人文社会科学研究科内資料） 

 

 
修了者 

２年前の入学者の

うちの修了者 
２年前の入学者 

修了年限どおりの

修了率 

2010（平成 22）年度 16 11 23 48% 

2011（平成 23）年度 17 10 11 91% 

2012（平成 24）年度 11 9 12 75% 

2013（平成 25）年度 11 9 12 75% 

2014（平成 26）年度 16 11 13 85% 

2015（平成 27）年度 12 10 14 71% 
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○学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

 学生の教育に対する満足度を把握するため、毎年全学で満足度調査を実施している。2015

（平成 27）年度は、教育に関する項目については全体的に高い数値を示している（資料

2-1-4）。（回答者 16 名） 

（資料 2-1-4 院生の教育に関する満足度） 

項目 

人文社会科学

研究科 

全学（修士課

程・博士前期

課程） 

平均値 平均値 

三重大学の教育全般について 5.21 4.37 

学生の意向（授業評価など）が教育に反映されるなど、

三重大学大学院の教育を改善しようとする大学の姿勢 
5.38 4.08 

大学院の授業科目構成 4.92 4.23 

大学院の授業 5.23 4.29 

PBL などの小人数課題探求型の授業 4.33 4.32 

最先端の研究や高度専門知識の教授 4.89 4.52 

現場実習や現場体験 4.75 4.23 

日常的な研究指導 5.57 4.74 

学位論文指導 5.55 4.74 

＊「非常に不満」から「非常に満足」の６段階で評価 

（出典：『平成 27 年度三重大学教育満足度調査結果』抜粋） 

 

 また、本研究科では各授業の人数が少ないことから、研究科全体として授業改善アンケ

ートを行っている。以下のどの項目も満点に近い評価となっている（資料 2-1-5）。 

 

（資料 2-1-5 授業改善のためのアンケート） 

項目 平均値 

総合的に判断して、この授業に満足できた。 5.00 

この授業の内容について理解できた。 4.44 

新しい知識・考え方・技術などが獲得できた。 4.88 

＊「平均値」は１：「あてはまらない」～５：「あてはまる」の平均を出したもの。 

    研究科については人数が少ないために授業ごとではなく、全体について答えることとし、 

年１回調査している。回答者は 11 名。 

（出典：『2015 年度三重大学人文学部における FD 活動報告書』抜粋） 

 

これらとは別に、すでに「資料1-1-7 修了時アンケートによる満足度」に示したよう

に、毎年度修了時アンケートを実施しており、修了生の満足度は高い。 
 
 
 

（水準）  

 期待される水準を上回る。 

（判断理由)

授業改善アンケート、教育満足度調査、修了時アンケートできわめて高い評価を得てお

り、教育の成果や効果が上がっていることを示している。これらのことから、この項目の

主たる関係者の学生の期待に十分に応えていると判断する。 
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観点２－２ 進路・就職の状況 
(観点に係る状況) 
○進路・就職状況 

進路の状況は、進学者の割合は毎年高くないものの、就職希望者のほとんどが就職でき

ている。人文社会科学研究科は、「入学者選抜の方法の工夫とその効果」で述べたよう、

に一般入試のほか、社会人特別入試、外国人留学生特別入試を行っている。一般入試で入

学する修了生には就職者と進学者がおり、社会人特別入試で入学する修了者には有職者や

退職者、主婦等がおり、外国人留学生特別入試で入学する修了者には帰国して職を得る者

と日本国内での就職者がおり、修了後の進路が多岐にわたる（資料 2-2-1）。 

「地域文化の理解と発展等に指導的役割を発揮できる人材」（地域文化論）および「地

域における政策形成、企業活動等に指導的役割を発揮できる人材」（社会科学専攻）の育

成という各専攻の目的から見ると、県内就職者が就職者全体の半分以上であり、三重県ま

たは県下の市の公務員、三重大学出版会や NPO 法人人材育成センター、三重県国民健康保

険団体連合会、三重県保険医協会、社会福祉法人三重県社会福祉協議会、三重県商工会連

合会、三重県農業情報センター等、地域の文化や医療、福祉、産業を支える各種団体で活

躍する人材を輩出している。また、県内の特産品（真珠）を扱う企業等に留学生が就職し

ており、地域の国際化に貢献している（資料 2-2-2）。 

 

（資料 2-2-1 修了後の進路状況） 

 修了者 進学者 その他 
就職者 

企業 公務員 教員 その他 

2010 年度 17 3 2 3 2 1 4 

2011 年度 18 2 3 4 3 2 4 

2012 年度 11 0 5 4 0 0 2 

2013 年度 11 0 4 1 4 1 1 

2014 年度 16 1 4 8 1 0 2 

2015 年度 12 0 9 1 2 0 0 

※修了生に社会人および留学生で帰国する者が多い年度は就職者が少なくなる。 

（平成 23-27 年度『三重大学概要』 抜粋） 

 

（資料 2-2-2 修了者の進路状況） 

就職者 県外 県内 留学生国内就職者 県外 県内 

2010 年度 9 3 6 1 1 0 

2011 年度 11 7 4 1 1 0 

2012 年度 5 3 2 1 1 0 

2013 年度 7 3 4 1 1 0 

2014 年度 11 5 6 6 4 2 

2015 年度 3 1 2 0 0 0 

（出典：人文社会科学研究科内資料） 
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○その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

 人文社会科学研究科は、修了者の進路が多岐に渡るため、在学中の学業の成果を就職先

への一律のアンケート調査等によって把握することが困難である。そのため、人文学部創

立 30 周年を機に、2013 年度に人文社会科学研究科同窓会を設立し、修了生がその後の研

鑽を披瀝する講演会に取り組むこととした。2014 年度と 2015 年度には、研究科長が参加

する同窓会に 30 名近い院生が参集し、それぞれ二名の修了生が修了後の研鑽の成果を報告

した。「三重の文化と社会」の授業で院生相互の関係が密接であることが、この取組を可能

とした。 

講演会での報告の内容を通して、修了生がそれぞれの就職先で在学中の成果を活かし、

さらに発展させていることが確認できた。今後、さらに学業の成果の状況の把握の方法を

検討し、その結果を、人文社会科学研究科の教育の質の向上に役立てる手法の開発に取り

組む。 

 

 

（水準)  

 期待される水準にある。 

（判断理由) 

 就職・進学等の状況から研究科の目標に応じた人材が育成され、また、同窓会での講演

を通して、修了者が就職先で自分の専門についてさらに研鑽を重ねていることが確認でき

ている。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
 
（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

  

○「地域研究フォーラム」により、「三重の文化と社会」をより地域と連携したものとする

ことができた。 

 

 人文社会科学研究科は、2001 年に改組・カリキュラム改革を実施し、地域をキーワード

に高度職業人の育成を目指し、授業の夜間開講や「三重の文化と社会」も開講してきた。

「三重の文化と社会」の成果発表会と教員の講演（またはシンポジウム）を組み合わせた

「地域研究フォーラム」により地域との連携が深まり、「地域研究フォーラム」に市長の参

加が得られるなど取組が強化された。また、出席した学内外の教員へのアンケート調査に

よれば、発表内容の「レベルが高い」とする評価が上昇するなど、取組の成果が現れてい

る（資料 1-2-10）。 

 

 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

  

○在学中の成果を判断する取組に着手した。 

 

 人文社会科学研究科の教育については、授業改善アンケート、教育満足度調査、修了時

アンケートの結果、きわめて高い評価を得ており、高い水準を維持していると考えられる。 

 また、県内就職者が半数を占め、就職先も地域を支える多様な組織・団体に及んでいる

就職状況から、本研究科が目指す人材が育成されていると考えられる。 

さらに、2013 年度に設置した同窓会が修了生の講演会に取り組み、進路が多岐にわたる

なかでも、修了後の状況を把握できる体制の整備に向け取組を開始したことは、今後、在

学中の成果を判断する取組を本格化する上で大きな変化である。 
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Ⅰ 教育学部の教育目的と特徴 
 

１．三重大学の基本的な目標と教育研究等の質の向上に関する目標 

 三重大学は，地域社会，国際社会の繁栄と豊かさを実現するため，「幅広い教養の基盤に

立った高度な専門知識や技術を有し，社会に積極的に貢献できる人財」を育成することを

基本的な目標として中期目標に掲げている。 
 また，教育研究等の質の向上に関する目標のうち，教育全体の目標として，幅広い教養

の基盤に立った高度な専門知識や技術を有し，地域のイノベーションを推進できる人財を

育成するために,「４つの力」，すなわち｢感じる力｣，「考える力」，｢コミュニケーション力｣，

それらを総合した「生きる力」を養成することを掲げる。 
 

２．教育学部の教育目的 

 教育学部は，教育に関する学識と専門的素養を身につけるための幅広いカリキュラムを

通じ，深い専門性と豊かな人間性を備えた教員及び職業人を養成することによって，地域

社会・国際社会の教育・文化の発展に貢献することを目的とする。 
 ２つの課程をもち，【資料 1-2-1】にそれぞれの教育目的を示す。 
 
【資料 1-2-1】 各課程の教育目的 

課程 教育目的 

学校教育教員養成

課程 

人間の発達と教育に関する深い理解を基礎とし，教科と教職に関する専門の

教育・研究を行うことによって，適切な判断力，十分な実践的指導力，豊か

な創造性を備えた質の高い教員の養成を目的とする。 

人間発達科学課程 人間の発達及び言語に関する教育・研究を通じ，人間の発達と成長を多面的

に支援できる有為な人材の養成及び国際的教育の場に携わるために十分な資

質を備えた人材の養成を目的とする 

 
 教育学部のディプロマポリシーを【資料 1-2-2】に示す。 
 
【資料 1-2-2】 ディプロマポリシー 

学位授与の方針 

（ディプロマ・ポリ

シー） 

・教育をめぐる現実的課題について、専門的知識に基づいて適切な対応を考え

ることができる。  

・教育に関する課題を意識した実践を企画・運営し、関係者と協力して問題解

決に取り組むことができる。  

・教育に関わる職業人に求められる使命感・責任感を持ち、異文化、多世代の

人と連携・協力することができる。  

・自律的な学習者として、主体的に学び、振り返ることができる。 
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また，教育学部が担う教員養成教育の標準として【資料 1-2-3】を設定し，具体的な教員

養成教育を進めている。 
 
【資料 1-2-3】 三重大学教員養成スタンダード 

（出典：教授会資料） 

  

学習項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

教育の役割 教育の意義 教育現場の多様性 学校の社会的役割

倫理感 教員の資質 職業的アイデンティティ 教職の適性

他者との関わり 応答的な態度 他者に影響を与える発信力 リーダーシップ、指導力

実践の省察 記録の必要性 視点に基づいた省察 反省的実践

環境 発達 現代の教育問題（学力） 特別支援の必要な子ども
多様な子ども
地域の課題

活動の企画・実践 自発的な活動への参加 活動の企画 活動目的の明確化と責任

学校組織 組織性 学校を軸とした多様な関係性 同僚性と学校づくり

学級経営 教師と子どもの関係 教師と学級の関係 学級づくり

家庭・地域社会との連携 地域と学校 地域社会との連携 保護者との連携

教育の法制度

授業づくり 授業の構造 単元の展開と授業づくり 教育目標との関連

教育内容の理解 専門的知識・技術の習得 教材研究 教材開発

指導方法と技術 授業参観 授業案作成と実践 多様な教育方法

評価 評価の重要性 評価方法 実践への活用

領域

使命感や責任感、教育的
愛情等に関する事項

社会性や対人関係能力
に関する事項

幼児児童生徒理解や学
級経営等に関する事項

教科・保育内容等の指導
力に関する事項

3

4

1

2
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３．教育学部の特徴 

 

 教育学部は，その開設以来，三重県及び近隣県の初等・中等学校教員の養成を軸に地域

貢献を果たしてきた。改組の歴史を【資料 1-3-1】に示す。 
 

【資料 1-3-1】 改組の歴史 

時期 改組内容 特徴 

平成 11 年

4 月 

学校教育教員養成課程(100 名) 

情報教育課程(60 名) 

生涯教育課程(20 名) 

人間発達科学課程(20 名) 

に改組 

学校教育現場のみならず，他の教育関連の分野へ

の人材供給の役割を担う 

平成 18 年

4 月 

学校教育教員養成課程(145 名) 

情報教育課程(20 名) 

生涯教育課程(15 名) 

人間発達科学課程(20 名) 

に改組 

人間発達科学課程の中に日本語教育コ

ースの設置 

教員養成増の三重県の要望に応える 

外国籍児童への日本語教員の需要に応える 

ダブル・ディグリー制度を開始，地域に根ざし，

かつ国際感覚を持った人材を育成 

平成 20 年

4 月 

教職支援室を新設 特任教員 2 名を採用。面接指導など教員採用に向

けた支援を行う。 

平成 22 年

4 月 

学習サポート室を新設 専任事務員 2 名を採用。学習履歴を管理し，学修

指導などを行う。 

平成 24 年

4 月 

連携支援室を新設（学習サポート室を組

み入れ） 

特任教員3名を採用。専任事務員1名を追加採用。

学外との連携活動の支援を行う。 

平成 25 年 4 月からは連携支援室特任教員 2 名専

任事務員 1 名、教職支援室特任教員 2 名の体制。 

平成 26 年

4 月 

学校教育教員養成課程(180 名) 

人間発達科学課程(20 名) 

に改組 

学校教育教員養成課程の中へ情報教育課程・生涯

教育課程の機能を組み込むとともに教員養成機

能を充実 

平成 27 年

4 月 

教職支援センターを新設 附属教育実践総合センターと教職員支援室と連

携支援室を合併 

平成 28 年

4 月 

学校教育教員養成課程(200 名) 

に改組 

学校教育教員養成課程の中へ人間発達科学課程

の機能を組み込むとともに教員養成機能を充実 

 
教育学部は，三重大学全体としての PBL 教育の推進の方針に沿い，学部全体として，こ

の方針に沿った教育研究開発を進め実践している。また，学部教員が附属学校園等にて授

業等を行うことを中心に進めてきた附属学校園との連携，大学教育推進プログラム（平成

21-23 年度）：「隣接学校園との連携を核とした教育モデル」を中心に進めてきた隣接校区学

校園との連携を進め，実地活動を中心とした教員養成を行っている。 
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［想定する関係者とその期待］ 

 関係者としては，受験生，在学生及び卒業生，その保護者家族，また三重県及び近隣県

の学校教育等教育関係機関及び関連企業，さらに一般事業所を含む地域社会を想定してい

る。教科・教育に関する専門性と共に実践的指導力を備えた質の高い教員をはじめ，地域

に貢献する優れた人材養成が期待されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

観点 1-1 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

 

1-1-1 教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

 平成 26 年 4 月に，教員養成に向けた機能の集中をはかる目的から，【資料 1-1-1-1】に示

す改組を行った。さらに，平成 28 年 4 月から教員養成機能をさらに充実させるために人間

発達科学課程の定員を学校教育教員養成課程に組み込み，入学定員すべてを教員養成課程

に充てることにしている。 

【資料 1-1-1-1】教育学部改組概要 

 
                          （出典：教育学部 HP） 
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平成 27 年度における教育学部学生の定員，及び実数を示す【資料 1-1-1-2】。また，【資

料 1-1-1-3】に示すように，全体としてほぼ十分な教員数が確保されており十分な教育が可

能な体制を維持している。 

 

【資料 1-1-1-2】学部学生の定員と現員数 

 
                 （平成 27 年 4月 1日現在，出典：教授会資料） 

 

【資料 1-1-1-3】課程別専任教員数，構成，学生数との比 

課程 教授 准教授 講師 計 学生数 
専任教員あた

りの学生数 

学校教育教員養成課程 56 24 5 85  691  8.1 

人間発達科学課程 2 2 1 5  94  18.8 

合計（構成比（％）） 58（64.4） 26(28.9） 6(6.7） 90  785 8.7 

（平成 27 年 5 月 1日現在，出典：事務データ） 
 

  

学部学生の定員と現員数（平成27年4月1日現在）

定員 実数 定員 実数 定員 実数 定員 実数 定員 実数

180 188 180 186 145 154 145 163 650 691

20 20 20 21 40 41

15 16 15 20 30 36

20 21 20 23 20 22 20 24 80 90

200 209 200 209 200 212 200 228 800 858

定員 実数 定員 実数 定員 実数 定員 実数 定員 実数

初等 8 9 8 8 13 13 13 15

中等 7 7 7 5

初等 9 11 9 10 11 12 11 10

中等 7 7 7 6

初等 10 11 10 12 16 18 16 14

中等 10 10 10 10

情報教育専攻 中等 10 11 10 11 20 22

初等 9 8 9 9 16 16 16 16

中等 9 8 9 9

初等 6 7 6 4 8 9 8 9

中等 3 3 3 3

初等 5 6 5 5 8 9 8 12

中等 3 3 3 3

初等 8 8 8 9 11 12 11 13

中等 8 7 8 9

初等 4 4 4 5 8 10 8 8

中等 5 5 5 5

初等 7 7 7 8 8 5 8 8

中等 5 5 5 5

初等 3 4 3 4 15 16 15 22

中等 7 7 7 6
特別支援教育コース － 18 19 18 18 12 12 12 14 60 63

幼児教育コース － 10 11 10 12 10 11 10 11 40 45

学校教育コース － 9 10 9 10 9 11 9 11 36 42

情報教育課程 － 20 20 20 21 40 41

スポーツ健康科学コース － 8 8 8 9 16 17
消費生活科学コース － 7 8 7 11 14 19

人間発達科学コース － 10 9 10 11 10 11 10 13 40 44

日本語教育コース － 10 12 10 12 10 11 10 11 40 46

（外数）

天津ＤＤ３期生 4 4

H26.10～H27.9

課程

3年生

学校教育教員養成課程

情報教育課程

生涯教育課程

人間発達科学課程

合計

課程
4年生 合計

4年生 合計
選修

1年生

1年生 2年生 3年生

2年生

国語教育コース 56

社会科教育コース

数学教育専攻

理科教育コース

音楽教育コース

68

美術教育コース

保健体育コース

技術教育コース

家政教育コース

英語教育コース

57

54 56

72 75

66

34

54

35

32 38

58

34 37

40 38

50 59
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教育学部では教育・研究・実践の現場教育の場として４つの附属学校園（幼稚園，小学

校，中学校，特別支援学校）と附属教育実践総合センターが存在していたが，平成 20 年度

には，教職を志望する学生の学校教員職への展開を支援するために教職支援室を設置した

【資料 1-1-1-4】。さらに，平成 24 年度には，附属学校園及び隣接校区学校園と連携した実

地教育を大学院生の指導補助のもとに拡充し，それぞれに教育内容の指導力と多様な教育

課題の解決力を中心とした実践的指導力養成機能を強化することで学部の教員養成の質保

証と大学院の教員養成の高度化を図ることを目的として，連携支援室を設置した【資料

1-1-1-5】。 

 

【資料 1-1-1-4】教育学部組織図 

 （出典：教授会資料 抜粋） 

 

【資料 1-1-1-5】三重大学教育学部連携支援室規程（抜粋） 
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 連携支援室の支援のもと，主に，附属学校園および隣接地域の公立学校園での実地教育

の場を拡大することを当面の目的として，当該校の連絡交渉により，１年次からの学生の

実地活動の機会を設定し，附属学校園では，約 30 件，延べ約 200 名の学生が参加する実地

活動を実施した。また，それらを支える基盤として，当該校と連携する教育・研究活動を，

約 20 件実施した。隣接校区学校園では，実地活動及び教育・研究活動を併せた形で，100

件以上を延べ約 200 名の学生参加にて実施した。このような連携活動の実施に際し，通常

では，組織の性質の違い等から不整合やトラブルが生じる事が多いが，連携支援室特任教

員および専任事務員による綿密な支援と連携実績の積み重ねにより，これらの連携活動を

スムーズに進めることが可能となっている。 

 さらに平成 27 年４月には教職支援センターを設立した【資料 1-1-1-6】。これは，従来の

教育実践総合センターに教職支援室と連携支援室を統合したものである。教職支援センタ

ーは「教員養成支援部門」「学校連携支援部門」「研修開発支援部門」の３つの部門と，「総

合支援室」から成り立っている。「教員養成支援部門」「学校連携支援部門」にはそれぞれ

特任教員２名を採用し，「総合支援室」には専任事務員２名を配置している。教職支援セン

ターの業務内容を【資料 1-1-1-7】に示す。この設立効果としては、【資料 2-2-1-2】で示

す小学校教諭の H27 年度合格率向上が挙げられる。 

 

【資料 1-1-1-6】教職支援センターの設置図 

 

 

【資料 1-1-1-7】教職支援センターの業務内容 

・教員養成教育および教師教育に関する調査・研究 

・教員養成教育および教師教育に関するプロジェクト 

・研修会および研究会などの開催 

・事業成果の刊行と公開 

・他の教育研究機関との研究協力 

・その他センターの目的を達成するために必要な事項 

（出典：教授会資料） 

 

 

 

教育学部 

学校教育教員養成課程 

人間発達科学課程 

教職支援センター 総合支援室 

教員養成支援部門 

学校連携支援部門 

研修開発支援部門 

附属学校園 
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1-1-2 多様な教員の確保の状況とその効果 

 多種の教員免許に対応するため，多様な分野の教員を確保している【資料 1-1-2-1】。採

用分野による資格基準の差異が少なくなるように見直し，審査の際には，研究業績だけで

なく，研究指導計画書と授業計画書の提出を義務づけている【資料 1-1-2-2】。その結果，

研究能力だけでなく教育指導能力にも長けた優秀な教員確保に成功している。さらに，関

連業務での実績を有する有能な人材を確保するために，特任教員の採用人事も行っている。 

 

【資料 1-1-2-1】教育学部教員の担当コース別専門分野リスト 

 
（出典：学部案内） 
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【資料 1-1-2-2】三重大学教育学部教員の昇進及び採用等に関する要綱の補足 
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1-1-3 入学者選抜方法の工夫とその効果  

 HP にて，アドミッション・ポリシーを記述し【資料 1-1-3-1】，受験生の適切な判断を促

している。 

 

 入学者選抜方法のバリエーションとして，一般入試，特別入試【資料 1-1-3-2】に加え，

外国人特別入試を用意し，入学希望者の受験機会の拡充に努めている。 

 

【資料 1-1-3-2】教育学部入学者選抜方法 

 
                  （出典：入学者選抜要項） 

【資料 1-1-3-1】教育学部アドミッション・ポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教育学部 HP） 

－このような人を育てます－ 

  21 世紀、子どもたちを取り巻く環境は大きく変わってきており、教師は教育現場で様々な問題に柔

軟に対応する能力が求められています。三重大学教育学部では、地域と密接な連携を取りつつ、総合

的な豊かな見識、感性、国際性、高度な専門的学識を身につけられるようにしていきます。また、様々

な教育問題、教育環境の変化に適切に対応できる創造性と問題解決能力を培い、力強くリーダーシッ

プの取れる人材をＰＢＬ（問題／課題解決型学習）等を通じて養成していきます。 

 

－このような人を求めます－ 

●子どもの発達や心理、教育環境（学校・地域・社会）に関心を持ち、情熱を持って教育にあたろう

という意欲のある人。 

●総合的な基礎学力を有し、教育課題に対する専門性を高めようと努める人。 

●教育問題に対して関心を持ち、その解決に協同で粘り強くあたるとともに、コミュニケーション力

を磨こうとする人。 

●自分の成長を振り返り、自己決定のもとに、よりよい学びを創りだそうと努める人。 
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 一般入試においては，コースを第３希望まで併願申告できる。改組に伴う平成 26 年度の

入学試験からは，小学校免許と中学校・高校免許のどちらを優先取得するかを示す専修の

募集枠の選考順番もコードで指定できるようにした【資料 1-1-3-3】。教員志望者への幅広

いニーズに対応した選抜方法になった。 

 

【資料 1-1-3-3】教育学部出願方法 

（出典：入学者選抜要項） 

   

  

  

!
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平成 22-26 年度の５年間の教育学部全体の志願倍率は,改組直後の平成 26 年度に限り若

干低下したものの，全体では４倍程度で推移している。概ね良好な状態を維持している【資

料 1-1-3-4】。 

 

【資料 1-1-3-4】教育学部志望倍率の変遷 

 

（出典：旺文社パスナビの HP より編集および三重大学入試情報 HP より編集） 

 

  

前期 後期 推薦 小計 前期 後期 小計 前期 後期 推薦 小計 前期 推薦 小計 前期 後期 推薦
H.22 倍率 3.5 6.7 5.7 3.9 4.9 4.3 4.7 7.1 5.7 6.8 3.5 4.7 3.8 3.9 5.8 5 4.2

募集 122 16 7 145 12 8 20 10 3 2 15 14 6 20 158 27 15 200
志願者 501 289 42 832 49 60 109 38 14 3 55 50 21 71 638 363 66 1067
受験者 488 148 42 678 44 35 79 36 9 3 48 48 21 69 616 192 66 874
合格者 137 16 7 160 14 9 23 12 5 2 19 17 6 23 180 30 15 225
倍率 3.6 9.3 6 4.2 3.1 3.9 3.4 3 1.8 1.5 2.5 2.8 3.5 3 3.4 6.4 4.4 3.9

募集 119 19 7 145 12 8 20 10 3 2 15 14 6 20 155 30 15 200
志願者 463 234 26 723 64 122 186 52 18 11 81 124 28 152 703 374 65 1142
受験者 451 112 25 588 59 69 128 49 11 11 71 119 28 147 678 192 64 934
合格者 132 19 7 158 14 9 23 13 3 2 18 17 6 23 176 31 15 222
倍率 3.4 5.9 3.6 3.7 4.2 7.7 5.6 3.8 3.7 5.5 3.9 7 4.7 6.4 3.9 6.2 4.3 4.2

募集 119 19 7 145 12 8 20 10 3 2 15 14 6 20 155 30 15 200
志願者 556 328 41 925 34 63 97 40 20 11 71 59 25 84 689 411 77 1177
受験者 537 160 41 738 30 32 62 37 11 11 59 58 25 83 662 203 77 942
合格者 131 24 8 163 14 9 23 13 3 2 18 15 6 21 173 36 16 225
倍率 4.1 6.7 5.1 4.5 2.1 3.6 2.7 2.8 3.7 5.5 3.3 3.9 4.2 4 3.8 5.6 4.8 4.2

募集 137 33 10 180 17 3 20 154 33 13 200
志願者 503 362 43 908 48 11 59 551 362 54 967
受験者 479 199 43 721 45 11 56 524 199 54 777
合格者 149 33 10 192 19 3 22 168 33 13 214
倍率 3.2 6 4.3 3.8 2.4 3.7 2.5 3.1 6 4.2 3.6

募集 137 33 10 180 17 3 20 154 33 13 200

志願者 510 517 42 1069 48 18 66 558 517 60 1135
受験者 493 266 42 801 45 18 63 538 266 60 864
合格者 150 37 10 197 25 3 28 175 37 13 225
倍率 3.6 8.1 4.2 4.1 2.8 6.0 4.1 3.5 8.1 4.6 4.1

合計

H.23

H.24

H.25

H.27 募集停止 募集停止

学校教育教員養成課程 情報教育課程 生涯教育課程 人間発達科学課程 全入試小計

H.26 募集停止 募集停止
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1-1-4 教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果 

 教員の教育力向上を目的とした体制として，第 1中期目標期間中に設置した FD 委員会【資

料 1-1-4-1】を継続し，その趣旨にそった FD 活動を進めている。本学部の FD 委員会の活動

は主に a)「授業改善のためのアンケート」に関連する活動と b)「プロジェクト型 FD 活動」

に大別できる。 

【資料 1-1-4-1】三重大学教育学部 FD 委員会規程（抜粋） 

 
 

 a)「授業改善のためのアンケート」に関連する活動としては，全学による授業改善のた

めのアンケート（授業評価）の結果及びそれに対する担当教員からのフィードバックコメ

ントを学生向けに継続的に公表を行っている【別添資料 1】。 

 また，平成 21～24 年度に教育学部独自の取組として，前期・後期とも，各学期進行の途

中に授業改善のための中間アンケート（授業評価）を実施し，授業期間途中での授業改善

を促進した【別添資料 2】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重大学教育学部ＦＤ委員会規程 

（平成 16 年７月 14 日制定） 

   

 （設置） 

第１条 三重大学教育学部（以下「本学部」という。）に三重大学教育学部ＦＤ委員会（以

下「委員会」という。）を置く。 

 （目的） 

第２条 委員会は，本学部の教育水準の向上を図り，かつ本学部の目的及び社会的使命を

達成することを目指し，教育内容，教育方法の継続的改善を推進することを目的とする。 

 （任務） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項を行う。 

 一 教育内容・教育方法等の改善のための調査及び研究に関する事項 

 二 教育内容・教育方法等の改善のための企画立案，実施に関する事項 

 三 教育内容・教育方法等の改善のための学生による授業評価に関する事項 

 四 その他，教育内容・教育方法等の改善に関する必要な事項 

 （組織） 

第４条 委員会は，FD 委員（以下「委員」という。）６名をもって組織する。 

２ 委員の選出は，次のとおりとする。 

 一 教授会選出委員 ４名 

 二 学部長推薦委員 ２名 

 （任期） 
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b)プロジェクト型 FD として，平成 23～24 年度に「協同的な学び」についての附属中学

校との合同学習会を企画実施した【資料 1-1-4-4】。これにより，本学部が進める教員養成

型 PBL 教育を具体的に進めるための教育力の向上を図っている。平成 25 年度には教育現場

の問題についての学習会を企画実施した。平成 26 年度には教員採用試験 V字回復を目指し

て―その動向・結果・対策について―の学習会を企画実施した【別添資料 3】。その結果，

【資料 2-2-1-2】で示されるように小学校教諭の合格率が V字回復している。  

 

【資料 1-1-4-4】プロジェクト型 FD としての学習会の報告 

 

（出典：FD 報告書 抜粋） 
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 さらなる新規プロジェクト型 FD として，平成 24 年度より授業公開を通じた教育改善を

企画実施している【資料 1-1-4-6】。 

 

【資料 1-1-4-6】授業公開を通じた教育改善についての報告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

  

２．授業公開を通じた教育改善 

 

１）企画の趣旨 

 教育学部の平成 25 年度計画に基づき，今年度のおもな取り組みのひとつとして，各講座あるいはセンター

（以下，講座等と記す）内での「授業公開を通じた教育改善」を企画した。この企画は，講座等のなかで，教

員が互いに授業を見合い，コメントし合うことを通して，互いの教育方法等の改善や，講座等の授業計画の改

善を日常的な営みにすることを目的としたものである。 

4 月教授会の FD 委員会からの報告事項のなかで，この授業公開の趣旨に賛同いただけるよう全教員に呼びか

け，翌日より企画を開始した。 

なお，授業公開をどのように行うかは各講座等に委ねたが，基本的には以下のように実施いただけるよう，FD

通信第 58 号と第 59 号に実施の流れを掲載した。 

 

２）授業公開の流れ 

（１） 講座等を単位としてなるべく前期のうちに実施する。 

（２） 可能な限り，ひとり一回以上，自身の授業を公開する。また，ひとり一回以上，他の教員の授業を

参観する。参観者は，授業後に，授業者にあてたコメントをする（様式は自由）。授業者はそれに対してコメン

トを返し（講座会議等を活用），可能な限り授業改善に反映させる。 

（３） もし，他講座の教員等にも授業を公開しても差し支えない場合は，公開日時，場所，授業科目名，

担当教員を事前に FD 委員会に連絡する。FD 委員会はメール等により，教授会構成員にその情報を提供する。 

 

 この企画は，授業公開を，気軽に実施できる日常的な教育改善の取り組みとすることを目指したものである。

教科および教育研究分野の共通性から問題意識や事例を比較的共有しやすい講座等を単位とすることで，当該

コース全体での授業のありかたや授業計画を見直すきっかけともなることを期待した。また，講座等であらた

に特別な機会を設けなくても，既存の講座会議の場などを活用することで，授業者と参観者がコメントのやり

とりや授業改善策の検討を容易に行うことができると考えた。 

なお，この企画は，「模範となる授業の公開」ではない。教員ひとりひとりが少しでも「今よりも良い授業」を

目指すための試みであり，したがって，これは新任教員の研修の類などではなく，教員評価とも無関係である。

研修や教員評価に関したそのような懸念が生じないよう，これを明確にした上で企画の提案を行った。 

 

３）実施件数の調査 

 2014 年 1 月に FD 委員会から全教員あての電子メールにて、（１）今年度の実施件数，（２）そのうち参観の

あった件数と人数，（３）コメントの交換を行った件数についての調査を実施した。 

 

４）平成 25 年度の実施状況と次年度に向けた課題 

 今年度に授業公開を実施した教員数は，学部教員数の 14.3%にあたる 14 名，実施件数は 27 件であった。ま

た，そのうち 18 件は，学部全体に向けて公開されたものであった 授業公開を実施した教員からは 有意義

な企画であったことが報告されている。 
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 平成 20 年度から「教育学部へようこそ 新任教員による研究・教育実践紹介」の会を開

催している。これは，当該年度に着任した教員に自身の研究や教育の内容を発表してもら

い，参加者間の教育経験やテクニックを参考し合って，学部の教員のＦＤを図るものであ

る。本会への出席者の満足度は，平成 26 年度では 5 段階評価で平均 4.28 と高く，教育力

の向上に繋がっている。 

 FD 委員会以外の組織によるプロジェクト型 FD 活動として，平成 19 年度より学部・附属

学校連携授業 WG が中心となって運営を行っている，附属学校との連携活動がある。平成 24

年度の実施実績を【別添資料 4】に示す。この連携活動は，大学の教員が附属学校にて，教

師として教育活動を行うもので，そのことにより，大学での教員養成教育をより実際の教

育現場に即したものにしようとする FD 活動となっている。平成 26 年度から WG が委員会へ

格上げされ活動が推進されている。 

 

 

1-1-5 教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

 学部全体の業務として，学習履歴管理，学修指導，教育実習の補助的指導などを中心と

した学修サポート活動（平成 22-23 年度は学修サポート室，平成 24 年度からは先の業務を

統合した連携支援室にて）を行っている【資料 1-1-5-1】。特に学習履歴の管理については，

学生の入学当初から，対象者全員を集めた集会を随時実施し【資料 1-1-5-2】学習共同体と

して意識を喚起するとともに，欠席者等への細かなケアの実施のもとに記録させ，ほぼ完

全な形での管理に成功している。それらの効果は，平成 25 年度から開講の教職実践演習で

の受講生アンケートの結果にて「教職としての適性についてのイメージを具体的に持ち，

自分が適性を持っているかを判断できますか」などに高い満足度を示している【資料

1-1-5-3】ことなどからも評価できる。 

 

【資料 1-1-5-1】学修サポート業務実施項目リスト 

 
（出典：連携支援室作成） 
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【資料 1-1-5-2】「はじめの一歩の会」ポスターと会場の様子 

 

 

 

【資料 1-1-5-3】学修サポートの効果（第１回教職実践演習でのアンケート結果（平成 25 年）） 

 
（出典：教職実践演習運営委員会作成） 

 

  



三重大学教育学部 分析項目Ⅰ     

－3-20－ 

 教育学部の教員養成プログラムの質保証・質向上策として「附属学校園及び隣接校区学

校園と連携した実地活動の拡充による実践的指導力をもつ教員養成機能の充実」プロジェ

クトを開始している【資料 1-1-5-4】。これは，附属学校園及び隣接校区学校園と連携した

実地教育を大学院生の指導補助のもとに拡充し，それぞれに教育内容の指導力と多様な教

育課題の解決力を中心とした実践的指導力養成機能を強化することで学部の教員養成の質

保証と大学院の教員養成の高度化を図るものである。【資料 1-1-5-5】に具体的な内容を示

す。 

【資料 1-1-5-4】附属学校園及び隣接校区学校園と連携したプロジェクトの概要 

 

（出典：教授会プレゼン資料） 

 

【資料 1-1-5-5】「附属学校園及び隣接校区学校園と連携した実地活動の拡充による実践的

指導力をもつ教員養成機能の充実」の活動内容 

○教育内容の指導力養成機能の充実 

 主に大学と附属学校園の連携により，新たな授業実践やカリキュラム・指導法の開発を進め，この成果をもとに，教

育活動を構想する力を中心とした指導力を養成する機能を充実させる。 

○多様な教育課題の解決力養成機能の充実 

主に，本学に隣接する２中学校区内の学校園との連携協力体制を教育委員会の支援のもとに強化することにより，多

様な教育課題に対応できる解決力を養成する機能を充実させる。 

○学部の教員養成の質保証 

 上記附属学校園と隣接校区学校園における活動として，教育実習に加え以下を実施することで，上記教員養成機能と

連携した教員養成教育の質保証を図る。 

・１年次必修の「教育実地研究基礎」における実地活動を拡充する。 

・教科専門科目・教職専門科目等における教育現場での実地活動を拡充する。 

・４年次では，インターンシップとして学校教員を補助する活動を実施し「教職実践演習」の内容に組み込む。 

○大学院の教員養成の高度化 

 大学院生（教員志望院生・若年の現職派遣院生）を対象としたインターンシップとして，附属学校園及び隣接校区学

校園における広範な立場（通常の教師の立場，先進的な実践をサポートする立場，教員養成教育をサポートする立場）

での活動（約１年間週２日間程度）を実施し，これにより大学院生に高度な指導力を獲得させる。 

（出典：教授会資料） 
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プロジェクトの効果を示す資料を【資料 1-1-5-6】に示す。本活動は【資料 2-1-3-2】で

示す「実習をともなう授業」の教育満足度の評価が高くなるという効果がある。平成 25-26

年度には大学予算で活動継続させ，平成 27 年度に教職支援センターを設立することに繋が

っている。 

 

【資料 1-1-5-6】附属学校園及び隣接校区学校園と連携したプロジェクトの効果を示す資料 

 

（出典：実施報告書） 

 

附属学校園及び隣接校区学校園との連携活動以外に，学生が学校現場で関わり合い，１

年生の段階からより実践力を身に付けさせるために，教育ボランティア活動に学生が取り

組むことを推奨している。三重県教育委員会とも連携し，三重県教育委員会が平成 16 年 10

月から実施している「教育アシスタント活用事業」への教育アシスタント登録者数は【資

料 1-1-5-7】に示す実績数となっている。 

 

【資料 1-1-5-7】教育アシスタント登録者数 

（出典：教育学部と三重県教育委員会との人材養成連絡会議資料） 

平成.22 平成.23 平成.24 平成.25 平成.26 

三重県全受入者数 196 180 171 166 164 

うち三重大教育学部生 39 42 19 31 40 
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（水準) 

 期待される水準を上回る 

（判断理由） 

 水準を判定するにあたり，下表に示す内容のそれぞれについて，関係者の期待への対応

の状況から水準を総合的に判断した。 
 

 

 

内容 第１期中期目標期

間との共通事項 

第１期中期目標期間末からの

改善・向上事項 

関係者の期待への対

応の状況 
内容別水準判断 

1-1-1  教員

組織編成や教

育体制の工夫

とその効果 

・十分な組織構成

を維持 

・十分な教員数を

確保 

・教員養成課程の定員を拡充

し，教員免許取得を必須としな

いしない３課程を含む４課程

から２課程に整理する(H26 年

度） 

・附属学校園及および隣接校区

学校園との連携による学生教

育を支援するための連携支援

・教員養成機能の拡充

し，特に，三重県及び

近隣県の学校教育等

教育関係機関の期待

に対応 

・主に教員志望の在校

生の期待に手厚く対

応 

期待される水準を

上回る 

1-1-2 多様

な教員の確保

の状況とその

効果 

・厳格な資格審査

の実施 

・教員の専門領域

は多様 

・専門性の必要に

応じた非常勤講師

の採用 

・必要に応じた特任教員採用の

拡大 

・在校生の期待に対応 期待される水準に

ある 

1-1-3 入学

者選抜方法の

工夫とその効

果 

・複数の受験機会

の確保 

・概ね４倍以上の

志望倍率を維持 

・アドミッション・ポリシーの

平易な記述 

・改組による教員志望者に対す

る併願枠の拡大 

・受験生の期待に手厚

く対応 

期待される水準を

上回る 

1-1-4 教員

の教育力向上

や職員の専門

性向上のため

の体制の整備

とその効果 

・FD 委員会の継続 

・授業評価結果，

フィードバックコ

メントの学生向け

公表の継続 

・学期途中での授

業評価実施の継続 

・「協同的な学び」についての

学習会の継続的実施 

・授業公開を通じた教育改善の

実施 

・在校生の期待に対応 

 

期待される水準に

ある 

1-1-5 教育

プログラムの

質保証・質向

上のための工

夫とその効果 

 ・学修サポート活動の体制整備

とその実施 

・「附属学校園及び隣接校区学

校園と連携した実地教育の拡

充による実践的指導力養成機

能の強化」プログラムの開始 

・在校生の期待に手厚

く対応 

・特に教員志望の在校

生の期待に対応 

期待される水準を

上回る 
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観点 1-2 教育内容・方法  

 (観点に係る状況) 

1-2-1 体系的な教育課程の編成状況 

 ディプロマポリシーに基づき，教育学部においては，教養教育科目の段階からコース別

に特色のある柔軟なカリキュラム編成をしている。【資料 1-2-1-1】に卒業に必要な単位数

を示す。 

 
【資料 1-2-1-1】 卒業に必要な単位 

種類 内容 単位数 

教養教育 「英語Ⅰコミュニケーション」（2単位），「情報科学基礎」

（2単位），「日本国憲法」（2単位），「健康科学領域科目」

（2単位）など必修 

コースにより 34～38 単位 

専門教育 教育実習 5～8 単位（事前・事後指導も含む），  

 

コースにより 92～96 単位 

卒業研究  4 単位 

合計  課程により124単位～130単位 

 

 変容を続ける学校現場の実態に応える形で,教員養成を効果的に進める「教員養成コア科

目群」を中心としたカリキュラム改革を継続的に進めている【資料 1-2-1-2】。４つの科目

群を配置し，理論と実践の往還を重視したカリキュラムとなっている。 

 

【資料 1-2-1-2】教育学部カリキュラム構造 

                  （出典：教育学部 HP） 
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1-2-2 社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

 これまでは対応する教員免許に関わらず共通して開講していた教職に関する科目の多く

をより専門的にするために，初等用，中等用に平成 23 年度から分離開設することとした【資

料 1-2-2-1】。 

 

【資料 1-2-2-1】教職科目小・中分離の拡大新旧対照表 

 

                     （出典：教授会資料） 
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 教員免許取得の要件として平成 22 年度入学生から必修化された「教職実践演習」を平成

25 年度より開講している。平成 25 年度のシラバスの一部を【資料 1-2-2-2】に示す。 

 

【資料 1-2-2-2】教職実践演習の開講形態とシラバスの一例 

 

 

                     （出典：教職実践演習実施報告書) 
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1-2-3 国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

 教育学部が実質的な実施主体となって，三重大学は，天津師範大学とのダブル・ディグ

リー(D･D)プログラムを実施している【資料 1-2-3-1】【資料 1-2-3-2】。この実施のために

教育学部の人間発達課程では，日本人学生と留学生が合同に受講することを前提としたカ

リキュラムを用意している【資料 1-2-3-3】。これらのカリキュラムにより，日本人学生に

おいても，当該科目の受講により，実際的な国際性の涵養が進んでいる。 

 

【資料 1-2-3-1】天津師範大学 D･D プログラム概要 

 

                     （出典：教育学部 HP） 
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【資料 1-2-3-2】天津師範大学 D･D プログラム実績 

 
                     （出典：事務データ） 

 

【資料 1-2-3-3】天津師範大学 D･D プログラムに関連する日本語教育コース授業科目の一部 

 
                     （出典：教育学部卒業履修科目一覧） 

 

  

天津ＤＤ年度進行 天津の学期
21名入学 2006/9-2007/1

2007/3-2007/7
2007/9-2008/1
2008/3-2008/7

22名入学 2008/9-2009/1 三重の学期
21名留学 2009/3-2009/7 2009/4-2009/9

2009/9-2010/1 2009/10-2010/3
20名卒業 2010/3-2010/7 2010/4-2010/9
15名留学 20名入学 2010/9-2011/1 2010/10-2011/3
15名卒業 東日本震災 2011/3-2011/7 1期生 2011/4-2011/9
実験1期生 22名留学 2011/9-2012/1 19名入学 2011/10-2012/3

22名卒業 2012/3-2012/7 2期生 2012/4-2012/9
12名留学 2012/9-2013/1 20名入学 2012/10-2013/3

19名留学 2013/3-2013/7 2013/4-2013/9
実験2期生 2013/9-2014/1 2013/10-2014/3

2014/3-2014/7 １９名留学 2014/4-2014/9
４名留学 2014/9-2015/1 2014/10-2015/3

2015/3-2015/7 ２０名留学 2015/4-2015/9
実験3期生 2015/9-2016/1 ６名留学 2015/10-2016/3

天津師範大学在学
三重大学在学
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 また，日本人学生が直接海外にて研修を行うことを内容とした授業として，オークラン

ド大学教育学部視察研修を取り入れた教育実地研究の授業がある【資料 1-2-3-4】。【資料

1-2-3-5】に示すように留学意欲向上の成果を得ている。 

 

【資料 1-2-3-4】オークランド大学教育学部視察研修をとり入れた「教育実地研究」のシラバス 

 

 

                     （出典：三重大学 Web シラバス） 
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【資料 1-2-3-5】オークランド大学教育学部視察研修の効果 

 
                     （出典：教授会資料） 

 
 
 
1-2-4 養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

 本学部のカリキュラムにおいて，第１期中期目標期間から全学的に展開している PBL 教

育の教育学部版である「教員養成型 PBL 教育」を考案し，学部固有の方法として拡充展開

している。教員養成型 PBL 教育には以下の５種の型がある【資料 1-2-4-1】。その中で，具

体的事例として A-1「教育現場でのアクション・リサーチ」をとり入れた授業「学校教育実

地研究」のシラバスを示す【資料 1-2-4-2】。 

 

【資料 1-2-4-1】教員養成型 PBL 教育の概要 

 

                  （出典：第１期中期目標期間現況調査表） 

 

  

 現場連携型ＰＢＬ 事例研究型ＰＢＬ

Ａ－Ⅰ
教育現場でのアク
ション・リサーチ

Ｂ－Ⅱ

製品開発型

Ａ－Ⅱ
プロジェクト

活動型

Ｂ－Ⅰ
地域・企業
問題解決型

Ｃ
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【資料 1-2-4-2】教育現場でのアクション・リサーチをとり入れた授業「学校教育実地研究」のシラバ

ス 

 

 
                       （出典：三重大学 Web シラバス） 
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 また，「教育現場でのアクション・リサーチ」型 PBL 教育の派生形として，上述の 1-1-4 

「教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果」に示したプロジ

ェクト型 FD 活動「協同的な学びの学習会」での成果を活かし，協同学習を教材・方法とし

た授業が展開している。その一例として，教科教育法の一つシラバスを示す【資料 1-2-4-3】。 

【資料 1-2-4-3】協同学習を教材・方法とする「美術科教育法 III」のシラバス 
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 平成 26 年度に教育学部で開講された全 947 科目中，Web シラバスの「学習の目的と方法」

の「授業の特徴」の項目において「PBL」が選択された科目数は 128 科目（全体の 13.5%），

「グループ学習の要素を加えた授業」が選択された科目数は150科目（全体の15.8%），「PBL」

と「グループ学習の要素を加えた授業」の両方が選択された科目数は 81 科目（全体の 8.6%）

であった。 

  

 
  （出典：三重大学 Web シラバス） 
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1-2-5 学生の主体的な学習を促すための取組 

 教育学部のカリキュラム構成の履修の体系制が損なわれない範囲で学生の受講科目選択

の自由を確保すべく，基本的に機械的なクラス編成などは行わず学生個人の選択肢を確保

している。またその一方で，学生に教員として教科指導力を獲得させるために，各教科に

対応したそれぞれのコースにおいては，アンケートなどより個別に学生の意識調査を行い

それに対応したカリキュラム編成の調整を行っている。一例として数学教育コースの調

査・指導の報告を示す【資料 1-2-5-1】。卒業研究の講究の縦列の専門以外の授業も履修し

やすいよう編成している。 

 

【資料 1-2-5-1】数学教育コースの学生意識調査結果と履修指導 

 
                  （出典：数学教育コース作成） 
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 個別の授業においては，教育実地研究基礎などにおいて，子ども達の活動の企画・運営

などを行う取組を数多く行って，学生の教員養成教育への主体的な学習を促進している。

一例として美術館での教育活動と連携した活動の報道記事を示す【資料 1-2-5-2】。 

 

【資料 1-2-5-2】美術館での教育と連携した活動 

 
                  （出典：読売新聞（地方版）抜粋） 

 

上述のような学習活動の成果などを，学内開催される教育・研究の発表の場であるアカ

デミックフェアにて学生の手による発表を促し，学習への意欲を促している【資料 1-2-5-3】。 

 

【資料 1-2-5-3】三重大学アカデミックフェアの様子 

 
                               （出典：三重大学 HP） 

 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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 三重大学では，学業優秀学生を卒業時に表彰する制度を開設したが，教育学部では，そ

れに対応して独自の評価基準を設定して学習への意欲を促している【資料 1-2-5-4】。 

 

【資料 1-2-5-4】学業優秀学生表彰にかかる教育学部の申し合わせ 

 

                  （出典：教授会資料） 
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（水準） 

 期待される水準を上回る 

（判断理由） 

 水準を判定するにあたり，下表に示す内容のそれぞれについて，関係者の期待への対応

の状況から水準を総合的に判断した。

 

 

 

  

 

内容 第１期中期目標期間との

共通事項 

第１期中期目標期間末か

らの改善・向上事項 

関係者の期待へ

の対応の状況 
内容別水準判断 

1-2-1 体系的

な教育課程の編

成状況 

・専門性を高める多様な

科目を用意 

・教員養成コア科目群」

を中心としたカリキュラ

ム改革の継続実施 

・在校生の期待

に対応 

期待される水準に

ある 

1-2-2 社会の

ニーズに対応し

た教育課程の編

成・実施上の工

夫 

 ・教職科目小等・中等を

分離したカリキュラムの

策定・実施 

・「教職実践演習」の実施 

・在校生の期待

に対応 

期待される水準に

ある 

1-2-3 国際通

用性のある教育

課程の編成・実

施上の工夫 

・天津師範大学とのダブ

ル・ディグリープログラ

ムの継続実施 

・海外の教育学部視察研

修をとりいれた授業の実

施 

・在校生の期待

に手厚く対応 

期待される水準を

上回る 

1-2-4 養成し

ようとする人材

像に応じた効果

的な教育方法の

工夫 

・本学の特色である教員

養成型 PBL 教育の継続 

・教員養成型 PBL 教育の

拡充 

・その派生型教育法とし

ての協同学習の教材化と

教育方法への導入 

・在校生の期待

に手厚く対応 

・特に教員志望

の在校生の期待

に対応 

期待される水準を

上回る 

1-2-5 学生の

主体的な学習を

促すための取組 

・学生の意識調査に対応

したカリキュラム編成の

調整や履修指導 

・子どもの活動を企画・

運営する授業の実施 

・学習活動の発表・評価

の場の拡充 

・教育学部の基準による

優秀学生の表彰 

・在校生の期待

に手厚く対応 

・特に教員志望

の在校生の期待

に対応 

期待される水準を

上回る 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 2-1 学業の成果  

(観点に係る状況) 

2-1-1 履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

 本学部では，教員養成を中心に体系的に構成した充実した教育課程を用意しており，学

生の多くは，多数の教員免許の取得等のために卒業に必要な単位数を越えて多くの単位を

取得している。その数は平均して卒業必要単位数の 120%を越える。また，計画的な履修を

指導することにより，修業年限どおりの卒業者の割合は，毎年 90％を上回っている。以上

を下表に示す【資料 2-1-1-1】。 

 

【資料 2-1-1-1】卒業生 1名当たり平均取得単位数/卒業必要要件単位数および卒業年限：卒業生数/学

生数 

（出典：事務データ） 
 

2-1-2 資格取得状況，学生が受けた様々な賞の状況から判断される学習成果の状況 

 本学部卒業時の学生の教員免許取得状況を下表に示す【資料 2-1-2-1】。学校教育教員養

成課程以外の課程の学生には教員免許取得は必須とされていないにも拘わらず，１名につ

き概ね２つの教員免許を取得する学習成果を示している。 

 

【資料 2-1-2-1】教員免許状取得状況 

 
                                 （出典：事務データ）  

 

 本学部卒業時の学校図書館司書講習修了者数を下表に示す【資料 2-1-2-2】。学校図書館

司書資格取得には卒業必要単位に加え 10 単位の取得を必要とするが，概ね 10％から 20%で

推移し，学生がこれを取得する学習成果を示している。 

 

【資料 2-1-2-2】学校図書館司書資格取得者数 

 

                         （出典：事務データ）  

学校教員養成課程 情報教育課程 生涯教育課程 人間発達科学課程

H.22 163.3/130（125.6） 158.9/124（128.1） 157.2/130（120.9） 177.2/124（142.9） 227/234（97.0）

H.23 167.3/130（128.7） 169.7/124（136.9） 148.1/130（113.9） 160.2/124（129.2） 217/229（94.8） （ダブル・ディグリー留学生17名を含む）

H.24 162.5/130（124.8） 149.7/124（120.7） 158.7/130（122.1） 165.6/124（133.5） 202/211（95.7）

H.25 162.0/130（124.6） 168.2/124（135.6） 154.8/130（119.1） 173.1/124（139.6） 219/222（98.6） （ダブル・ディグリー留学生12名を含む）

H.26 170.1/130（130.8） 175.1/124（141.2） 164.0/130（126.2） 181.6/124（146.5）  208/231（90.0） 

課程別 卒業生1名当たり平均取得単位数/卒業必要要件単位数（%）
年度

卒業年限：卒業生数/
学生数（％）

一種 二種 小計 一種 二種 小計 一種 二種 小計 一種 二種 小計

H.22 156 34 190 166 26 192 59 22 81 16 3 19 147 482 2.1（234）

H.23 142 24 166 154 36 190 43 14 57 16 0 16 138 429 1.9（229）

H.24 129 36 165 159 17 176 47 6 53 15 2 17 138 411 2.0（211）

H.25 125 45 170 154 22 176 34 5 39 18 3 21 126 406 1.9（211）

H.26 133 24 157 157 23 180 40 6 46 13 0 13 136 396 1.9（208）

教員免許取得者数

年度 延べ取得
者合計

卒業生1人当た
り取得免許数
（卒業生数）

小学校教諭免許 中学校教諭免許 幼稚園教諭免許 特別支援学校教諭免許 高等学校教
諭免許一種

修了者数
修了者率（%）

（卒業生数（ダブル・ディグリー
留学生を除く））

H.22 47 20.1（234）

H.23 34 16.0（212）
H.24 39 18.5（211）
H.25 46 21.9（210）
H.26 20  9.6（208）

学校図書館司書教諭講習

年度
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 本学部卒業時の学芸員資格必要単位取得者数を下表に示す【資料 2-1-2-3】。資格の特殊

生から取得者は特に多くはないが，本資格には，博物館実習の受講を必要とすることから，

一定数の学生がこれを取得しているのは学習成果として高く評価できる。 

 

【資料 2-1-2-3】学芸員資格必要単位取得者数 

 
                         （出典：事務データ）  

 

 学生の学外での受賞の状況を下表に示す【資料 2-1-2-4】。 

 

【資料 2-1-2-4】学生の受賞状況 

 
                         （出典：教員向け調査結果）  

 

 

2-1-3 学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

 三重大学では「感じる力」「考える力」「生きる力」「コミュニケーション力」の４つの力

の獲得を全学の教育目標に掲げ，教育活動を行っている。４つの力についてアンケート調

査を行い，身につくと学生が期待する度合いが高い程、教育活動が適切に提供できている

と判断することができる。【資料 2-1-3-1】は，このデータを本学部と全学とを比較する形

で示したものである。ポイント自体は，全て３点台の後半であり，目立ったものとはいえ

ないが，全てが全学を上回っていることから，本学部の教育による学生の学業成果の達成

度は一定以上の水準を保っていることが分かる。 

 

【資料 2-1-3-1】「4つの力」に関する修学達成度 

 
    （出典：三重大学修学達成度評価-三重大学生の 4つの力に関するアンケート調査-報告書） 

 

  

取得者数
取得率（%）

（卒業生数（ダブル・ディグ
リー留学生を除く））

H.22 7 3.0（234）

H.23 7 3.3（212）
H.24 3 1.4（211）
H.25 7 3.3（210）
H.26 7 3.4（208）

学芸員格取必要単位

年度

授賞年度 賞の名称

H.22 みえ文化芸術祭「第１６回みえ音楽コンクール」ピアノ部門 大学生以上一般の部 第２位
H.24 みえ文化芸術祭「第１８回みえ音楽コンクール」声楽部門 大学生・大学院生の部 第１位および三重県知事賞
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目的に掲げる養成しようとする人材像などに照らしての学業の成果に関する学生の評価

については，平成 16 年度以降，大学全体で毎年実施している「教育満足度調査」で把握し

ている【資料 2-1-3-2】。本学部では，平成 19 年度の調査から経年変化を追跡している「学

部専門の授業」，「自分の所属する学部（学科等）のカリキュラム（教育課程）」，「実習をと

もなう授業」，「卒業研究」では８割を超える学生が満足の評価をしている。また，追跡中

の全評価項目において，平成 19-21 年度の平均値に比べ，平成 22-26 年度の平均値は好成

績を示しており，更に平成 26 年度は過去最高の平均値となっている。学業の成果の満足度

において，近年の本学部の教育活動が良好であり，上昇傾向にあることを示している。 

 

【資料 2-1-3-2】教育満足度 

 
                         （出典：三重大学教育満足度調査報告書） 

 

（水準） 

 期待される水準を上回る           

（判断理由) 

 水準を判定するにあたり，下表に示す内容のそれぞれについて，関係者の期待への対応

の状況から水準を総合的に判断した。 

 

内容 
第１期中期目標期間

との共通事項 

第１期中期目標期間末か

らの改善・向上事項 

関係者の期待への

対応の状況 
内容別水準判断 

2-1-1 履修・修了
状況から判断さ
れる学習成果の
状況 

・良好な履修・修了

状況にある 

・修業年限どおりの卒業

者の割合が，概ね 90％か

ら 95％前後に上昇してい

る 

・在校生の期待に

手厚く対応 

期待される水準を上回

る 

2-1-2 資格取得
状況，学外の語
学等の試験の結
果，学生が受け
た様々な賞の状
況から判断され
る学習成果の状
況 

・良好な学習成果の

状況にある 

 ・在校生の期待に

対応 

期待される水準にある 

2-1-3 学業の成
果の達成度や満
足度に関する学
生アンケート等
の調査結果とそ
の分析結果 

・学生の学業成果へ

の達成度や満足度は

良好な状況にある 

・学習満足において，全

ての項目で向上している 

・在校生の期待に

手厚く対応 

期待される水準を上回

る 

 

  

平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群 平均値 満足群

H.19-21
(平均)

3.92 72.5 3 83 68.9 3.85 69.9 3.84 69.1 4.23 81 9 4.08 77.4 4.03 80.0 4.02 75.0 4.36 83.7 4.06 76.4 4.44 86.6 4.18 79.5 4 56 85.3 4.30 81.0

H.22 4.15 79.9 3.97 72.3 3.97 73.6 3.99 73.4 4.37 85.9 4.19 79.8 4.14 79 4.02 74.1 4.41 86.5 4.2 65 3 4.46 87.1 4.28 74.8 4.64 92.1 4.49 57.2
H.23 4.24 83.4 4.08 78.7 4.17 80.7 4.1 79.9 4.44 87.8 4.29 83.8 4 31 83.1 4.15 79.7 4.52 88.4 4.24 82 8 4.59 89.1 4.32 84.1 4.52 83.3 4.44 85.3
H.24 4.17 80.3 4.09 77.7 4.12 75.9 4.16 81.8 4.39 85.5 4.28 83.1 4 26 82.1 4.15 79.8 4.19 79.2 4.13 79.6 4.37 87 3 4.3 84.5 4.36 81.5 4.51 85.5
H.25 4.17 80.9 4.16 80.8 4.18 83.1 4.2 84.3 4.37 86.8 4.36 86.6 4.14 77.7 4.22 82.9 4.15 84 4.1 80 3 4.37 83 9 4.32 84.7 4.52 85.1 4.55 87
H.26 4.35 86.9 4.34 82.3 4.32 85 4.3 86.6 4.68 90.9 4.4 87.8 4 55 87 4.29 84.3 4.33 88.2 4.22 83 5 4.64 93.2 4.4 88.3 4.79 92.6 4.62 89.8

H 22-26
(平均)

4.22 82.3 4.13 78.4 4.15 79.7 4.15 81.2 4.45 87.4 4.3 84.2 4 28 81.8 4.17 80.2 4.32 85.3 4.18 78 3 4.49 88.1 4.32 83.3 4.57 86.9 4.52 81

全学

ゼミ(PBL)などの少人数課題
探求型の授業

教育学部 全学

実習をともなう授業

教育学部 全学

項      目 （平均値:１「非常に不満」-６「非常に満足」の平均，満足群：全体に対する４-６の合計の割合（％））

年度

教育学部 全学

三重大学の教育全般につい
て

幅広い教養を身につける教
育の提供

教育学部 全学

学部専門の授業

教育学部 全学

所属する学部(学科等)のカリ
キュラム(教育課程)

教育学部 全学

卒業研究指導

教育学部
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観点 2-2 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

2-2-1 進路・就職状況，その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

 【資料 2-2-1-1】のように，学生の卒業後の進路状況は，常に 95％以上の高い就職率を

示している。また，10％前後が大学院等に進学している。教員免許取得を必須としない課

程も併せて，教育学部全体の就職者における教員就職率は 70%前後と高い値を示している。

このような進路・就職状況から，学生の在学中の学業の成果は良好だと言える。 

 

【資料 2-2-1-1】教育学部卒業生就職状況 

 
                          （出典：三重大学就職支援チームデータ） 

 

 【資料 2-2-1-2】のように，最近５年間の三重県教員採用試験における教育学部現役卒業

生の合格率の概数は，小学校教諭で 67-79%と高い値であるが，中学校教諭では 33-51%と年

度により大きなばらつきがあり，必ずしも高い値とは言えない。全体としては，近年の教

員採用試験における全国的な現役合格者の減少傾向などに照らすならば，遜色のない状況

である。 

 

【資料 2-2-1-2】三重県教員採用試験における教育学部現役卒業生の合格状況 

実施

年度 

小学校教諭 中学校教諭 

受験者 合格者 
合格率

（％） 
受験者 合格者 

合格率

（％） 

H.22 47 28 59.6 23 11 47.8 

H.23 42 31 73.8 35 18 51.4 

H.24 34 24 70.6 34 18 51.4 

H.25 36 24 66.7 30 10 33.3 

H.26 38 26 68.4 49 24 49.0 

H.27 52 41 78.8 28 13 46.4 

                          （出典：教職支援室調べ） 

  

就職希望者
（A）

進学者 その他
就職者

（B）
未定者

教員
(保育士を含

む)(C)
官公庁 企業

H.22 235 201 25 9 193 8 96.0 136 18 39 70.5
H.23 212 175 29 8 167 8 95.4 124 13 30 74.3
H.24 211 180 21 10 171 9 95.0 114 6 51 66.7
H.25 210 186 19 5 181 5 97.3 129 15 37 71.3
H.26 208 182 22 4 180 2 98.9 124 11 45 68.9

教員就職率
（C/B）
(％)

就職率
（B/A）
(％)

卒業者
（ダブル・ディ

グリー留学生

を除く）

卒業
年度

卒業者内訳 就職希望者内訳 就職者就職先
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2-2-2 在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見

聴取等の結果とその分析結果 

 【資料 2-2-2-1】は, 三重大学での教育・研究にて身についたことに関する，卒業生の自

己評価および事業所の卒業生に対する評価である。 

 卒業生の自己評価，事業所の卒業生に対する評価とも，平成 21-24 年度の間に，ほとん

どの項目において評価が高くなっている。【資料 2-2-2-2】にまとめを示す。 

 

【資料 2-2-2-1】三重大学での教育・研究で教育学部の学生に身についたこと 

 

項目 

 

カテゴリ 

回答平均値 

卒業生 事業所 

H.21 H.24 H.21 H.24 

1.広い視野で多面的に考える力 

考える力 

2.80 2.84 2.85 3.04 

2.論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力 2.76 2.88 2.84 3.08 

3.問題のポイントを素早くつかんだり、まとめる力 2.71 2.77 2.85 3.06 

4.鵜呑みにせず、いったん本当に正しいのかどうか疑

ってみる力 

2.78 2.75 2.80 3.04 

5.創造が豊かで、新しいアイデアや発想を生み出す力 2.38 2.54 2.79 2.86 

6.事実や他者に対する誠実さ 

感じる力 

2.96 3.13 3.30 3.56 

7.人によっていろいろな意見を持っているという多様

性を理解する力 

3.36 3.41 3.20 3.25 

8.他者に対する柔軟性や他者との調整力 3.02 3.29 3.00 3.25 

9.日常的なコミュニケーションをする力 

コミュニケーシ

ョン力 

2.98 3.11 3.15 3.32 

10.外国語でコミュニケーションをする力 1.62 1.85 2.40 2.53 

11.プレゼンテーションをする力 2.69 2.63 2.50 2.92 

12.ディスカッションをする力 2.53 2.71 2.56 2.95 

13.人と協同して仕事をする力 3.07 3.25 3.16 3.35 

14.文章作成や文章表現の力 2.91 2.85 2.89 3.1 

15.情報を収集して適切に処理する力 基礎的な知識や

スキル 

2.80 2.84 2.79 3.03 

16.情報機器を活用する力 2.91 2.56 3.32 3.28 

17.社会、または技術の変化に対応する力 
感じる力 

2.42 2.53 2.78 3.14 

18.人間や社会についての理解・知識 2.80 2.89 2.88 3.07 

19.自然科学に関する基礎知識 

基礎的な知識や

スキル 

2.44 2.51 3.00 3.07 

20.一般常識 2.69 2.76 3.10 3.21 

21.基礎学力 2.76 2.79 3.44 3.41 

22.基礎知識や技術 2.89 3.07 2.94 3.14 

23.失敗してもなお再び挑戦しようとする力 

生きる力 

2.71 3.02 3.11 3.25 

24.どんな仕事にもねばり強く取り組む力 2.87 3.02 2.95 3.35 

25.ストレスを感じてもそれに耐える力 2.76 2.93 2.95 3.3 

26.意欲的に物事に取り組む力 2.93 3.02 3.10 3.33 

27.自立的に自らが決断する力 2.89 2.93 2.75 2.96 

28.実際に仕事をやり遂げる実行力 2.84 2.96 3.10 3.25 

 

（出典：平成 21・24 年度『卒業生・修了生・事業所へのアンケート調査 報告書』より作表） 
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【資料 2-2-2-2】アンケートのまとめ 
能力 項目番号 卒業生の評価 事業所の評価 

「考える力」 1,2,3,4,5 １,2,3 とも高い状態にあ

り，向上している。5も向上

している。4は高い状態にあ

る。 

いずれも高い状態にあり，向

上している。 

「感じる力」 6,7,8,17,18 6,7,8,18 とも高い状態にあ

り，向上している。17 も向

上している 

いずれも高い状態にあり，向

上している。6 が引き続き極め

て高い状態を維持しており，

これは，教員に求められる基

本的資質である。 

「コミュニケ

ーション力」 

9,10,11,12,13,14 10 の「外国語」は低いが向

上がみられる。9,10,12,13

は高い状態にあり、向上し

ている。14 は高い状態にあ

る。 

いずれも向上している。 

「生きる力」 23,24,25,26,27,28 いずれも高い状態にあり，

向上している。これらは教

員に強く求められる資質で

ある。 

いずれも高い状態にあり，向

上している。本学部の目的で

ある「深い専門性と豊かな人

間性を備えた教員及び職業

人」の育成が評価されたと見

ることができる。 

基礎的な知識

やスキル 

15,16,19,20,21,22 15,19,20,21,22 は向上が見

られる。21 は，卒業生が自

身を過小評価している可能

性がある。 

15,19,20,22 は向上が見られ

る。16,21 は若干下がったもの

の，高い状態を維持している。 
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【資料 2-2-2-3】は，本学部が卒業生に対して独自に行っている「教職経験から振り返る

三重大学の教員養成教育にて獲得した新人教員としての力についてのアンケート調査」の

平成 22～27 年度の結果である。この調査の項目は，三重大学教員養成スタンダードに沿う

もので，本学部の教員養成教育に対する直接的な評価と言える。教職制度，教材等に関す

る基本的な知識や，活動の企画力，協調性等は５点以上の高い評価である。しかし，学級

経営力，保護者・地域との連携，子供の活動の評価力といった現場での実践に伴うスキル

については４点台の少し低い評価となった。 

 

【資料 2-2-2-3】教職経験から振り返る三重大学の教員養成教育にて獲得した新人教員としての力に 

ついてのアンケート調査結果 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教授会資料） 
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（水準） 

 期待される水準を上回る 

（判断理由) 

 水準を判定するにあたり，下表に示す内容のそれぞれについて，関係者の期待への対応

の状況から水準を総合的に判断した。 

 

内容 
第１期中期目標期間

との共通事項 

第１期中期目標期間末

からの改善・向上事項 

関係者の期待への対応

の状況 
内容別水準判断 

2-2-1 進路・就職

状況，その他の

状況から判断さ

れる在学中の学

業の成果の状況 

・高い就職率を維持 

・教員採用試験合格率

は，概ね良好な状況に

ある 

・元々90%と高い就職率

であったが，さらに 95%

に向上した 

・三重県の学校教育等教

育関係機関の期待に対

応 

・事業所の期待に対応 

・在校生の期待に対応 

期待される水

準を上回る 

2-2-2 在学中の

学業の成果に関

する卒業・修了

生及び進路先・

就職先等の関係

者への意見聴取

等の結果とその

分析結果 

・評価は概ね高い 

・現場での実践によっ

て得られるスキルに

ついての自己評価が

少し低い 

・ほとんど全ての項目に

ついての評価が向上し

ている 

・三重県の学校教育等教

育関係機関の期待に対

応 

・事業所の期待に対応 

・主に教員志望の在校生

の期待に対応 

期待される水

準を上回る 
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Ⅲ「質の向上度」の分析 

 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

・教育現場での実地活動 

 文部科学省の大学教育・学生支援推進事業大学教育推進プログラムに採択された「隣接

学校園との連携を核とした教育モデル」（平成 21 年度〜平成 23 年度）を原動力にして，大

学に隣接する一身田・橋北校区の学校園（３幼稚園，６小学校，２中学校）との連携が強

化され，教育実習以外の教育現場における実地活動が，教員養成の授業内容の一部として

多数実施されるようになった。また，第１期中期目標期間当初から開始した学部教員によ

る附属学校園での児童・生徒を対象とした授業実施プロジェクトも継続し，当該の連携活

動の基盤を支えた。 

 このように第２期中期目標期間の当初の段階で，教育現場での実地活動を積極的にとり

入れ質的に大きな変化を示した。 

 大学教育・学生支援推進事業大学教育推進プログラム終了後も，このような附属学校園・

隣接校区学校園における教育現場での実地活動を積極的に取り入れた【資料 1-1-5-4】で示

す「附属学校園及び隣接校区学校園と連携した実地活動の拡充による実践的指導力をもつ

教員養成機能の充実」プロジェクトの実施，「附属教職支援センター」の新設，附属学校園

での授業実施プロジェクトの継続・拡大等を行っている。その結果，学生の学外活動が増

え，学校現場を知り学習意欲の向上に繋がっている。学生は，自ら参加を表明する教育ア

シスタント活動や教育ボランティア活動にも参加しており，本学部の教員養成教育は，教

育現場での実地活動を積極的にとり入れ効果的に機能し，第２期中期目標期間においても

高い水準を維持している。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取

を行い，第１期中期目標期間末と第２期中期目標期間を比較した結果，以下の事項が指摘

できる。 

 【資料 2-2-2-1】で示される卒業生の自己評価を見ると，「考える力」「感じる力」および

「コミュニケーション力」に関連して高い水準を維持しながら，しかも向上が見られる（28

項目中 24 項目の回答値が向上）。事業所の卒業生に対する評価においても，ほとんどの項

目において高い水準を維持しながら向上が見られる（28 項目中 26 項目の回答値が向上）。

これらは，本学部の目的である「深い専門性と豊かな人間性を備えた教員及び職業人」の

育成が評価されたものだと見ることができる。 

 また，【資料 2-2-1-1】で示されるように学生の卒業後の進路状況は，常に 95％以上の高

い就職率を示している。その中で，教育学部全体の就職者における教員就職率は 70%前後と

高い値を示している。 

 これらのことから，本学部の教育成果の状況は，第２期中期目標期間においても高い水

準を維持している。 



三重大学教育学研究科 

－4-1－ 

 

 

４．教育学研究科 

 

 

 

Ⅰ 教育学研究科の教育目的と特徴 ・・・４－２ 

Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定・・・・・４－４ 

    分析項目Ⅰ 教育活動の状況 ・・・・４－４ 

    分析項目Ⅱ 教育成果の状況・・・・・４－29 

Ⅲ 「質の向上度」の分析 ・・・・・・・４－39 

 
  



三重大学教育学研究科 

－4-2－ 

Ⅰ 教育学研究科の教育目的と特徴 

 

１．三重大学の基本的な目標と教育研究等の質の向上に関する目標  

 三重大学は，地域社会，国際社会の繁栄と豊かさを実現するため，「幅広い教養の基盤に

立った高度な専門知識や技術を有し，社会に積極的に貢献できる人財」を育成することを

基本的な目標として中期目標に掲げている。 

 また，教育研究等の質の向上に関する目標のうち，教育全体の目標として，幅広い教養

の基盤に立った高度な専門知識や技術を有し，地域のイノベーションを推進できる人財を

育成するために,「４つの力」，すなわち｢感じる力｣，「考える力」，｢コミュニケーション力｣，

それらを総合した「生きる力」を養成することを掲げる。 

 

２．教育学研究科の教育目的 

 本研究科は，「人間の発達及び教育に関する高度な専門的研究を進めるとともに，教育現

場における諸課題の解決にリーダーシップを発揮できる人間性豊かな教員の養成のための

高度な教育・研究を行う」（教育学研究科規定 第１条の２）ことを目的とする。 

 また，三重大学全学として設定した事項ではあるが，主に教育学研究が担う教員養成教

育の標準として以下を設定し，学士教育からの発展としての教員養成教育を進めている。 

【資料】三重大学教員養成スタンダード 

（出典：教授会資料 抜粋） 

３．教育学研究科の特徴 

 教育学研究科の特徴は，教職への準備の教育だけでなく，現職教員の資質の向上を目的

とした教育に重点をおいている点にある。そのために，三重県教育委員会などと密接な連

携を図りながら， 

（1）働きながら学ぶミドルリーダーの養成＝現職教員を対象とする，大学院で 1年間研究

に専念した後に，教育現場で教育実践を行いながら授業履修と修士論文作成を行って

修了する方法 

（2）教育実践プログラム＝現職教員や社会人を対象とする，通常の勤務時間外における授

業開講の方法 

を行っている。平成 27 年 5 月現在，（1）の特例措置を活用した 12 名と(2)の特例措置を活

用した 4名の現職教員が本研究科に在籍している。 

 

  

学習項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

教育の役割 教育の意義 教育現場の多様性 学校の社会的役割

倫理感 教員の資質 職業的アイデンティティ 教職の適性

他者との関わり 応答的な態度 他者に影響を与える発信力 リーダーシップ、指導力

実践の省察 記録の必要性 視点に基づいた省察 反省的実践

環境 発達 現代の教育問題（学力） 特別支援の必要な子ども
多様な子ども
地域の課題

活動の企画・実践 自発的な活動への参加 活動の企画 活動目的の明確化と責任

学校組織 組織性 学校を軸とした多様な関係性 同僚性と学校づくり

学級経営 教師と子どもの関係 教師と学級の関係 学級づくり

家庭・地域社会との連携 地域と学校 地域社会との連携 保護者との連携

教育の法制度

授業づくり 授業の構造 単元の展開と授業づくり 教育目標との関連

教育内容の理解 専門的知識・技術の習得 教材研究 教材開発

指導方法と技術 授業参観 授業案作成と実践 多様な教育方法

評価 評価の重要性 評価方法 実践への活用

領域

使命感や責任感、教育的
愛情等に関する事項

社会性や対人関係能力
に関する事項

幼児児童生徒理解や学
級経営等に関する事項

教科・保育内容等の指導
力に関する事項

3

4

1

2
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［想定する関係者とその期待］ 

 関係者としては，教育学部学生，教育学研究科学生，教育学部卒業生，教育学研究科修

了生，学生の保護者，また三重県を中心とする近隣地域の教育現場及び教育関係機関，な

らびに教育を受ける児童生徒，その保護者を想定している。さらには，教育関係の企業も

該当する。これら関係者からは，高度な専門性を持ち地域に貢献できる職業人の育成が期

待されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

観点 1-1 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

 

1-1-1 教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

 教育学研究科は，教員養成に向けた機能の集中を図る目的から，平成 23 年４月に改組を

行い，教育科学専攻の１専攻とし，学校教育領域，特別支援教育領域，人文・社会系教育

領域，理数・生活系教育領域，芸術・スポーツ系教育領域の５領域を置き，教科横断的な

教育研究および指導力の開発を進めることとした【資料 1-1-1-1】。 

 
【資料 1-1-1-1】教育学研究科改組概要 

 
（出典：研究科委員会資料） 

 

 平成 27 年度における教育学研究科学生の定員，及び実数を示す【資料 1-1-1-2】。また，

【資料 1-1-1-3】に示すように，研究科設置定員数から見て，全体としてほぼ十分な教員数

が確保されており十分な教育が可能な体制を維持している。 

 
【資料 1-1-1-2】教育学研究科学生の定員と現員数 

 
（平成 27 年 4 月 1日現在，出典：研究科委員会資料） 

 

 

平成２７年度 平成２６年度 平成２５年度

学校 5 5 10 6 21

特別支援 3 2 2 2 6
人文・社会系 11 11 12 3 26
理数・生活系 13 11 7 2 20
芸術・スポーツ系 9 6 4 0 10

合計 41 35 35 13 83

教育領域 入学定員
入学年度別在学生数 教育領域別

在学生数
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【資料 1-1-1-3】大学院領域別担当教員数・構成・学生数との比 

（平成 27 年 4 月 1日現在，出典：研究科委員会資料） 

 

1-1-2 多様な教員の確保の状況とその効果 

 多種の教員免許に対応するため，多様な分野の教員を確保している【資料 1-1-2-1】。分

野による資格基準の差異が少なくなるように見直し，審査の際には，厳格化した研究業績

だけでなく，研究指導計画書と授業計画書の提出を義務づけている【資料 1-1-2-2】。その

結果，研究能力だけでなく教育指導能力にも長けた優秀な教員確保に成功している。さら

に，兼担教員も導入し，専門性の高い分野での教育体制を補っている。 

 

  

教育領域 教授 准教授 講師 兼担教員 計 学生数
教員一人当たりの

学生数

学校 9 4 0 0 13 21 1.6

特別支援 2 2 0 0 4 6 1.5
人文・社会系 13 6 1 4 24 26 1.1
理数・生活系 22 9 0 2 33 20 0.6
芸術・スポーツ系 15 5 2 0 22 10 0.5

合計（構成比(%)） 61（62.9） 27（27.8） 3（3.1） 6（6.2） 97（100） 83 0.9

【資料 1-1-2-1】教育学研究科教員の領域別専門分野 

 
（出典：大学院案内） 
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【資料 1-1-2-2】三重大学大学院教育学研究科修士課程担当教員の資格基準（抜粋） 

 
（平成 27 年 4 月 1日現在，出典：研究科委員会資料） 
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1-1-3 入学者選抜方法の工夫とその効果 

 入学希望者向けの HP にて「このような人を求めます」という平易な形にて，アドミッシ

ョンポリシーを記述し【資料 1-1-3-1】，受験生の適切な判断を促している。 

 
【資料 1-1-3-1】教育学研究科アドミッションポリシー 

 
（出典：大学院案内） 

 

 入学者選抜において，例年８月の第一次募集に加え，２月に第二次募集を行い，入学希

望者の受験機会の拡充に努めている。また，各募集に先立ち，大学院説明会を実施し，受

験予定者に十分な説明を行っている。 

 
【資料 1-1-3-2】大学院説明会の案内 

 
（出典：大学院案内） 
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平成 23-27 年度の５年間の教育学研究科の全体の志願者数・受験者数・合格者数は，募

集定員に対して概ね良好な状態を維持している【資料 1-1-3-3】。学部の活動として，天津

師範大学とのダブル・ディグリープログラムを実施している効果から，外国人の入学者も

多い。 

 
【資料 1-1-3-3】平成 23-27 年度教育学研究科の志願者数・受験者数・合格者数の変遷 

 
（出典：事務データ） 

 

  

一般 外国人 小計 一般 外国人 小計

志願者 31 5 36 16 7 23 59

受験者 31 5 36 14 7 21 57
合格者 27 4 31 10 5 15 46

志願者 34 12 46 20 13 33 79
受験者 33 12 45 20 11 31 76
合格者 27 7 34 17 10 27 61

志願者 30 6 36 20 7 27 63
受験者 29 6 35 19 7 26 61
合格者 22 3 25 14 4 18 43

志願者 20 11 31 17 3 20 51
受験者 19 11 30 16 3 19 49
合格者 13 10 23 13 3 16 39

志願者 23 4 27 25 7 32 59
受験者 23 4 27 24 5 29 56
合格者 15 2 17 19 4 23 40

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

第一次募集 第二次募集
合計区分年度
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1-1-4 教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果 

 教員の教育力向上を目的とした体制として，第１期中期目標期間中に設置した FD 委員会

【資料 1-1-4-1】を継続し，その趣旨にそった FD 活動を進めている。これに係わり，全学

授業改善のためのアンケート（授業評価）を継続実施している。授業者へ個別にフィード

バックし，教員間で授業を見せ合う公開活動を行っている。 

 
【資料 1-1-4-1】三重大学大学院教育学研究科 FD 委員会規程 

 
 

  

  

三重大学大学院教育学研究科ＦＤ委員会規程   

                                                      （平成 19 年 3 月 7 日制定)  

                                                          

  （設置）  

第１条  三重大学大学院教育学研究科（以下「本研究科」という。）に三重大学大学院教

育学研究科ＦＤ委員会（以下「委員会」という。）を置く。  

  （目的）  

第２条  委員会は，本研究科の教育水準の向上を図り，かつ本研究科の目的及び社会的使

命を達成することを目指し，教育内容，教育方法の継続的改善を推進することを目的と

する。  

  （任務）  

第３条  委員会は，次の事項を行う。  

  一  教育内容・教育方法等の改善のための調査及び研究  

  二  教育内容・教育方法等の改善のための企画立案，実施  

  三  教育内容・教育方法等の改善のための学生による授業評価  

  四  その他，教育内容・教育方法等の改善に関する必要な事項  

  （組織）  

第４条  委員会は，教育学部ＦＤ委員会委員のうち大学院の担当教員をもって組織する。  

  （任期）  

第５条  委員の任期は，２年とし，引き続いての再任を認めない。  

２  委員に特別の事情のあるときは，任期半ばで交代することができる。この場合の後任

者の任期は，前任者の残任期間とする。  

  （委員長及び副委員長）  

第６条  委員会に委員長及び副委員長各１名を置き，委員の互選による。  

２  委員長は，委員会を招集し，その議長となる。  

３  副委員長は委員長を補佐し，委員長に事故があるときは，副委員長がその職務を代行

する。  

  （議事）    

第７条  委員会は，委員の２分の１以上の出席をもって成立し，議事は，出席委員の過半

数をもって決する。  

（委員以外の者の出席）  

第８条  委員会が必要と認めたときは，委員以外の者を出席させ，意見又は説明を聴くこ

とができる。  

  （雑則）  

第９条  この規定に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会が別に

定める。  

   
 

 

 

附  則  

１  この規程は，平成 1９年４月１日から施行する。  

２  この規程施行後，最初の委員の任期は，第５条の規定にかかわらず，平成 20 年３月

31 日までとする。  

   
 

 

 

附  則  

１  この規程は，平成 20 年４月１日から施行する。    

２  この規程により最初に選出された委員の半数の任期は，第５条第１項の規定にかかわ  

らず，平成 21 年 3 月 31 日までとする。  

附  則  

１  この規程は，平成 24 年４月１日から施行する。 

２  この規程施行の際現に委員である者の任期は，第５条の規定にかかわらず，平成 25

年３月 31 日までとする。  

附  則  

  この規程は，平成 25 年７月 10 日から施行する。 
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1-1-5 教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

「附属学校園及び隣接校区学校園と連携した実地活動の拡充による実践的指導力をもつ

教員養成機能の充実」の活動を平成 24 年度は文部科学省特別経費(プロジェクト分)－高度

な専門職業人の養成や専門教育機能の充実－の予算で，平成 25-26 年度は大学予算で行っ

た【資料 1-1-5-1】【資料 1-1-5-2】。これは，附属学校園及び隣接校区学校園と連携した実

地教育を大学院生の指導補助のもとに拡充し，それぞれに教育内容の指導力と多様な教育

課題の解決力を中心とした実践的指導力養成機能を強化することで学部の教員養成の質保

証と大学院の教員養成の高度化を図るものである。【資料 1-1-5-3】に具体的な内容を示す。 

平成 24 年度には，本活動を支援するための連携支援室を設置した。この活動は，平成 26

年度より大学院・附属活性化のプロジェクト検討に繋がり，附属学校教員を対象として教

育現場におけるミドルリーダー養成を目指す「教職実践プログラム」の平成 27 年度開始に

繋がっている。平成 27 年度には連携支援室と教職支援室と附属教育実践総合センターを統

合し，教職支援センターを設置している。 

 

 

 
【資料 1-1-5-1】附属学校園及び隣接校区学校園と連携したプロジェクトの概要 

 
（出典：教授会プレゼン資料） 

 



三重大学教育学研究科 分析項目Ⅰ     

－4-11－ 

【資料 1-1-5-2】イメージ図 

 
（出典：プログラム申請書類） 

【資料 1-1-5-3】「附属学校園及び隣接校区学校園と連携した実地活動の拡充による実践的

指導力をもつ教員養成機能の充実」の活動内容 

 

○教育内容の指導力養成機能の充実 

 主に大学と附属学校園の連携により，新たな授業実践やカリキュラム・指導法の開発を進め，

この成果をもとに，教育活動を構想する力を中心とした指導力を養成する機能を充実させる。 

○多様な教育課題の解決力養成機能の充実 

主に，本学に隣接する２中学校区内の学校園との連携協力体制を教育委員会の支援のもとに

強化することにより，多様な教育課題に対応できる解決力を養成する機能を充実させる。 
○学部の教員養成の質保証 

 上記附属学校園と隣接校区学校園における活動として，教育実習に加え以下を実施すること

で，上記教員養成機能と連携した教員養成教育の質保証を図る。 

・１年次必修の「教育実地研究基礎」における実地活動を拡充する。 

・教科専門科目・教職専門科目等における教育現場での実地活動を拡充する。 

・４年次では，インターンシップとして学校教員を補助する活動を実施し「教職実践演習」の

内容に組み込む。 

○大学院の教員養成の高度化 

 大学院生（教員志望院生・若年の現職派遣院生）を対象としたインターンシップとして，附

属学校園及び隣接校区学校園における広範な立場（通常の教師の立場，先進的な実践をサポー

トする立場，教員養成教育をサポートする立場）での活動（約１年間週２日間程度）を実施し，

これにより大学院生に高度な指導力を獲得させる。 

（出典：教授会資料） 
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（水準） 

 期待される水準を上回る 

（判断理由) 

 水準を判定するにあたり，下表に示す内容のそれぞれについて，関係者の期待への対応

の状況から水準を総合的に判断した。 

 

 

内容 第１期中期目標期

間との共通事項 

第１期中期目標期間末からの改

善・向上事項 

関係者の期待への対

応の状況 

内容別水準

判断 

1-1-1  教員組

織編成や教育体

制の工夫とその

効果 

・十分な組織構成

を維持 

・十分な教員数を

確保 

・改組により，教科横断的な教育

研究および指導力の開発を進める 

・附属学校園及および隣接校区学

校園との連携による大学院教育を

支援するための連携支援室を設置

し,H27 年には教職支援センターを

設置 

・主に教員志望の在

校生の期待に手厚く

対応 

期待される

水準を上回

る 

1-1-2  多様な

教員の確保の状

況とその効果 

・厳格な資格審査

の実施 

・教員の専門領域

は多様 

・専門性の必要に

応じた併任教員の

採用 

・大学院担当教員の資格基準の見

直し 

・在校生の期待に対

応 

期待される

水準にある 

1-1-3  入学者

選抜方法の工夫

とその効果 

・複数の受験機会

の確保 

・適正な志願者数

を維持 

・アドミッション・ポリシーの平

易な記述 

・H23 年に改組を行い，専攻別から

教育領域別の入試枠に変更【資料

1-1-1-1】 

・外国人の入学者も多い。 

・長期履修制度の入学者も多い【資

料 1-2-2-2】【資料 1-2-2-3】 

・「教職実践プログラム」新設【資料

1-2-2-1】【資料 2-3-1】 

・受験生の期待に手

厚く対応 

期待される

水準を上回

る 

1-1-4  教員の

教育力向上や職

員の専門性向上

のための体制の

整備とその効果 

・FD 委員会の継続 ・教員による授業公開の実施 ・学生による授業評

価アンケートの実施 

 

期待される

水準にある 

1-1-5  教育プ

ログラムの質保

証・質向上のた

めの工夫とその

効果 

 ・「附属学校園及び隣接校区学校園

と連携した実地教育の拡充による

実践的指導力養成機能の強化」プ

ログラムの開始 

・在校生の期待に対

応 

 

期待される

水準にある 
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観点 1-2 教育内容・方法  

(観点に係る状況) 

 

1-2-1 体系的な教育課程の編成状況 

 本研究科は，ディプロマポリシーに基づいて，各領域ごとに【資料 1-2-1-1】に示す目的

を持って教育が行われている。 

 

【資料 1-2-1-1】 各領域の目的 

領域 目的 
学校教育領域 教育学，教育心理学を基礎にし，理論と実践の往還の中で高度な理

論的実践的資質と研究能力を身につけ，教育・保育の現場において

リーダーシップを発揮できる豊かな人材の養成 
特別支援教育領域 特別な支援を要する人の教育・指導・支援の理論的・実践的問題に

関する研究を教育，心理，医学の視点より進めるとともに，学校教

育の現場だけでなく，地域社会での活動とともに一人ひとりの問題

に取り組む人材の養成 
人文・社会系教育領域 人間の発達や教育に関する基礎的研究を踏まえて教育の体系・内容

を解明し，人文・社会，理数・生活，芸術・スポーツの各専門領域

に関する理論的・実践的問題についての研究を進めるとともに，研

究現場における諸課題の解決にリーダーシップを発揮できる人間

性豊かな高度な教育・研究を行う人材の養成 

理数・生活系教育領域 
芸術・スポーツ系教育

領域 

 （出典：新設時の三重大学大学院教育学研究科規程） 

 

 

本研究科で培いたい力を【資料 1-2-1-2】に示す。 

 

【資料 1-2-1-2】 本研究科で培いたい力 

本教育学研究科（修士課程）では教科の枠組みを超えた指導体制を構築し，専門の異な

る教員が多彩な指導を行う環境を実現し，隣接分野における多様な学修機会を提供できる

ようになっています。専門の異なる多様な学修機会は，広範な視点と深い考察によって，

高度専門職業人として学校現場等で指導的な役割を果たせる人材の養成を狙いとするもの

です。カリキュラムにおいては，学術的関心や学習意欲に対して積極的に応えつつ，大学

院本来の高い専門性に加えて幅広い見識を養うことをねらいとして，新しく研究科共通科

目や教育領域共通科目等が設置されています。本教育学研究科はこれらの共通科目を通じ

て培いたい力として次の 4点を掲げています。 

  発達・支援に関する洞察・省察力 

  人間・関係に関する発信・受信力 

  連携・連帯に関する互恵・協働力 

  教材・教具に関する研究・開発力 

 

(出典：履修の手引き) 

 

 

これら本研究科で培いたい力と各共通科目との対応関係を【資料 1-2-1-3】に示す。また，

各領域における専門的研究を進めるために，所属する領域の授業科目を多く履修（14 単位）

すること，修士論文執筆指導過程の一部を授業科目化（「課題研究」；４単位）することに

より，計画性・実質性を担保している【資料 1-2-1-4】。これらに加え，所属する領域以外

の授業（４単位）の自由選択科目（２単位）の履修などにより，教育現場における諸課題

の解決においてリーダーシップを発揮できる豊かな人間性の涵養を図っている。ちなみに，

「課題研究」を除く 24 単位は，専修免許取得のために履修が求められる「教科・教職に関
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する科目」の単位数（教育職員免許法第５条）のほとんどを含んでいる。 

 こうした教育課程において，所定の単位を修得し学位論文の審査及び最終試験に合格し

た者に対して，修士（教育学）の学位が授与される。 

 

 

 
【資料 1-2-1-3】本研究科で培う４つの力と教育領域共通科目との関係図 

 
（出典：履修の手引） 

 

  

５ つの教育領域の設置

研究科共通科目の開設

教
員

の
資

質
　 　 　 　 職業的アイ デンティ ティ 　 　 　 　

教
職

の
適

性
　

　
　

　
　

　
教

員
の

資
質

　
　　　職業的アイデンティティ　　　教

職
の

適

性

・ リ ーダーシッ プ， 指導力

・ 教師と保護者の関係

・ 同僚性と学校づく り

・ 学級づく り

・ 教師と子どもの関係

・ 他者に影響を与える発信力

・ 応答的な態度

・ 現代の教育問題（ 学力）

・ 特別支援の必要な子ども

・ 多様な子ども

・ 地域の課題

・ 教材開発力

・ 多様な教育方法

・ 実践への活用

連携・ 連帯に関する 互
恵・ 協働力

人間・ 関係に 関す
る発信・ 受信力

発達・ 支援に関する
洞察・ 省察力

教材・ 教具に関する 研
究・ 開発力

教育科学特別研究（ 必修）

教育科学特別研究演習（ 選択）

教育特別研究Ⅰ・ Ⅱ（ 必修）

教育科学特別研究（ 必修）
教育特別研究Ⅰ・ Ⅱ（ 必修）
各教育領域特論Ⅰ・ Ⅱ（ 選択）

教育科学特別研究演習（ 選択）
教育科学特別研究（ 必修）

教育科学特別研究演習（ 選択）

教育特別研究Ⅰ・ Ⅱ（ 必修）
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【資料 1-2-1-4】修了の要件 

 
（出典：履修の手引） 
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1-2-2 社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

編成の歴史を【資料 1-2-2-1】に示す。「長期履修コース」【資料 1-2-2-2】と「教員免許

取得コース」の希望者には，大学院入学試験出願前にコース選択の可否審査が行われる。

また，学部授業の履修については，指導教員と授業科目担当教員の許可を得た上で，研究

科委員会の承認が必要となっている。これまでの対象者実績を示す【資料 1-2-2-3】。 

 

【資料 1-2-2-1】 教育学研究科の編成の歴史 
時期 内容 詳細 
平成 22 年 4 月 「長期履修コ

ース」を新設 
「長期履修コース」は，職業を有している等の事情によ

り，標準の 2 年間のコースでは修了することが困難な学

生のためのコースであり，修業年限は 3 年間ないし 4 年

間 
平成 22 年 4 月 「教員免許取

得コース」を

新設 

「教員免許取得コース」は，教員免許状を取得していな

いものの，教育に強い関心を抱く学生に対し，3 年間な

いしは 4 年間の学部授業（教育実習・介護等体験実習を

含む）の受講を認め，希望する教育職員免許状（原則と

して 1 種類）を取得させることで，多様な専門性を有す

る教員を養成するためのコースである。 
平成 23 年４月 ５領域へ改組 学校教育領域，特別支援教育領域，社会系教育領域，理

数・生活系教育領域，芸術・スポーツ系教育領域の５領

域へ改組した。 

平成 27 年 4 月 「教職実践プ

ログラム」を

新設 

「教職実践プログラム」は教育課程については標準コー

スと同一であるが、通常の勤務時間外に受講を行うため、

修業年限は 3 年。附属学校園教員を対象とし、ミドルリ

ーダー養成を目的としたプログラムである。 

 

 
【資料 1-2-2-2】長期履修制度の概要 

 
（出典：研究科案内） 
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【資料 1-2-2-3】入学年度別長期履修制度対象者数 

 
                   （出典：事務データ） 

 

 教員免許取得に関して，小中学校等の教育現場からは，さまざまな教科に対応できる教

員への期待，すなわち大学院生に対し，在学中に複数教科の免許を取得してほしいとの要

請がある。こうした要請に応えるべく，従前より，「①標準（標準修業年限 2 年）コース」

の学生についても，大学院生が専修免許を取得するだけではなく，他教科の免許をも取得

することができるよう，学部の授業を履修することを認めている。ただし，研究科の授業

時間以外の学習時間を確保することを目的に，「年間 14 単位以内，在学年限内に 26 単位以

内であれば教育学部で開講している授業科目を受講（申告）することができる」と定める

とともに，条件付きでの教育実習・介護等体験実習への参加や，指導教員と受講科目担当

教員の承認が必要【資料 1-2-2-4】という制約を設けている。 

 
【資料 1-2-2-4】大学院学生の学部等授業科目の受講に関する申合せ 

 

入学年度 長期履修制度対象者

H.21 2 （長期履修への期間変更）

H.22 10

H.23 4

H.24 8

H.25 7

H.26 5

H.27 5

大学院学生の学部等授業科目の受講に関する申合せ   

（平成 13 年２月 14 日研究科委員会決定） 

 

  三重大学大学院教育学研究科学生の学部等授業科目の受講については，下記のとおりと

する。 

記 

 

第１  受講（申告）できる単位数（教育実習を含む）は，年間 14 単位以内とし，在学年限

内で履修することができる単位数は，26 単位以内とする。ただし，三重大学大学院教育

学研究科における長期履修に関する規程第２条第２号による長期履修者については，履

修単位数の制限を設けない。 

第２  教育実習及び介護等体験を受けることができるのは、上記の履修単位数の制限内で免

許取得の見込みがあり、しかも免許取得にこれらが必要な場合に限る。 

第３  受講について，指導教員の承認を得ること。 

第４  授業科目履修願（所定用紙）を当期の学部授業開始後２週間以内に研究科長に提出す

るものとする。 

第５  履修願提出に際しては，事前に授業科目担当教員の承認を得ること。 

第６  この申合せに定めるもののほか，大学院学生の学部授業科目の受講に関し必要な事項  

は，教育領域代表者会議と各関係委員会が協議し定める。 

 

付   記  

  この申合せは，平成 13 年 4 月 1 日から実施する。 

   

 
 

 

付   記  

  この申合せは，平成 17 年 11 月 9 日から実施する。 

      付   記  

  この申合せは，平成 20 年 12 月 10 日から実施する。 

      付   記  

  この申合せは，平成 21 年 7 月 8 日から実施する。 

      付   記  

  この申合せは，平成 24 年 4 月 1 日から実施する。 

付   記   

１  この申合せは，平成 24 年４月１日から実施する。 

２  平成２３年度以前の入学者については，改正後の申合せ第６の規定にかかわらず，

なお従前の例による。  
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三重県教育委員会から派遣される現職教員大学院生に対しては，１年次は講義，演習等

の授業を履修することにより，修士論文執筆に向けての幅広い知識の涵養が行われる。２

年次になると現職場に復帰（週２日）しながら授業を履修するとともに，研究室単位で行

われるゼミなどを通して修士論文を執筆する。 

附属学校園教員を対象とした「教職実践プログラム」においては３年間の就学期間で設

定し，さらに通常の勤務時間外（平日 11・12 時限目）に授業を開設するなど，学業と就労

の双方を考慮した履修システムとなっている。 

 さらには，職場や家庭等の事情により大学院に籍を置いて履修することが困難な者に対

しては，その学問に対する熱意を保証するために，聴講生，科目等履修生，研究生の受入

れ枠【資料 1-2-2-5】を設けている。 

 
【資料 1-2-2-5】科目等履修生，特別聴講生，研究生の受入数 

 
                     （出典：事務データ）           

 

 

 三重大学は，三重県教育委員会との協同のもと，科学技術振興機構（JST）から平成 24

年度より理数系教員（コア・サイエンス・ティーチャー：CST）養成拠点構築事業の採択を

うけ，該当のプログラムを立案し実施している【資料 1-2-2-6】。中でも，Ⅱ種 CST の養成

は，本研究科の学生を対象としたもので，学生には【資料 1-2-2-7】の内容を課し，高度な

理数系教員の養成に大きな効果を上げている。これまでの実績は【資料 1-2-2-8】の通りで

ある。 

 

受入年度 科目等履修生 特別聴講学生 研究生 合計

H.22 0 0 3 3
H.23 1 0 0 1
H.24 0 0 1 1
H.25 0 0 3 3

H.26 0 0 1 1

【資料 1-2-2-6】CST 養成プログラムの概要 
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【資料 1-2-2-7】CST 養成プログラムの内容 
項目 詳細内容 
授業科目につ

いて 
学部生に開講している理科の各分野（物理・化学・生物・地学）の専

門の実験の履修を必須とすることで，専門知識を強化する 

（学部生は４分野のうちの一つを選択必修としている）。 
「理科室の運

営」の授業科目

について 

拠点校を教育の場として，理科室の整備・活用について実践的な学習

を行う。 

 
土曜日に大学

で開講される

授業科目につ

いて 

現職教員と一緒に受講するため，CST 認定を目指す意識の高い小中学

校理科教員と交流することで，教育現場での具体的活用について考え

る機会となる。 

発表を必須と

する 

理科教育関係学会等における口頭発表やポスター発表を必須とし，修

士論文研究を理科教育に結び付けて成果報告を行う。 

研究授業への

参加を必須と

する 

小中学校での研究授業への参加（附属小中学校での公開研究会などを

含む）を必須とすることで，教員として研究授業や研修会に積極的に

関わり自己研鑽する意識を高める。 
科学啓発活動

について 
科学の祭典などの科学啓発活動の運営に関わり，科学クラブなどの指

導の意識を高める。 
 
（出典：事務資料） 
 

 
 

 

 

 
           （出典：三重大学 CST HP）            
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【資料 1-2-2-8】CST 養成プログラム参加本研究科学生数 

 
                     （出典：事務データ）  

 

 以上のように，本研究科では学生の多様なニーズ，社会からの要請等に対応するための

教育課程の編成に配慮しながら，多種の活動を行っている。 
 

 

 

 

1-2-3 国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

  本研究科では，海外の大学院生のショートステイを受け入れて，国際性の涵養をはかっ

ている【資料 1-2-3-1】。 

 
【資料 1-2-3-1】海外大学院生のショートステイを受け入れた例 

 
                     （出典：国際交流ニューズレター）        

 

  

 

 

 

 

教育学部出身ス
トレートマスター

理工系学部出身
長期履修生

合計

H.24 4（1） 4（3） 8（3） （　）内はCST認定者
H.25 3(2) 1 4
H.26 1 2 3

H.27 2 1 3

年度

Ⅱ種CSTプログラム参加教育学研究科学生
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本研究科では，課題研究 I・II における修士論文指導においても，個別に海外の大学と

連携して指導を行っている【資料 1-2-3-2】。 

 
【資料 1-2-3-2】ネブラスカ大学へのショートビジットを活かした修士論文の要旨 

 
                     （出典：三重大学教育学部研究紀要）       

本研究科学校教育領域では研究科共通科目として「教育科学特別研究演習」を行なって

おり，その一部として海外実地研究演習を行なっている。26 年度はアメリカ合衆国ハワイ

州で実施した。なおこの事業は日本学生支援機構の短期留学制度の支援を受けている。【資

料 1-2-3-3】  

 
【資料 1-2-3-3】教育科学特別研究 海外実地研究演習 

 
           （出典：平成 26 年度「教育科学特別研究演習」実施内容報告）       
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1-2-4 養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

 本研究科において開講される授業科目は，講義（研究・特論）をふまえて演習（特論演

習）で深めながら，課題研究にて学位論文の準備を進めるという教育方法を基調にしてい

る。下表【資料 1-2-4-1】に示す授業形態別開設科目数は，共通科目の内容を受けて，各領

域の研究内容の特性に沿った形となっている。 

 
【資料 1-2-4-1】教育学研究科の各領域における授業形態別開設科目数 

 
           （平成 26 年度 出典：事務データ）            

 

  

本研究科の授業科目のほとんどが少人数で実施されており，演習科目はもちろん講義科

目でも対話・討論の方法が取り入れられることが多い【資料 1-2-4-2】。そこでは，教科・

教職の専門内容の考究だけでなく，教材開発，教育現場や地域との連携，教育副論文の作

成の指導なども行われる。 

 
【資料 1-2-4-2】履修登録者数別実施授業科目数 

 
           （平成 25 年度 出典：事務データ）            

 

  

  

講義 演習 実習 課題研究 合計

共通科目 9 7 0 0 16

学校教育領域 16 16 0 18 50

特別支援教育領域 7 5 0 2 14

人文・社会系教育領域 40 35 2 19 96

理数・生活系教育領域 42 36 0 25 103

芸術・スポーツ系教育領域 32 17 0 26 75

合計 146 116 2 90 354

前期 後期 合計

1 74 73 147

2 44 34 78

3 28 24 52

4 9 9 18

5 14 5 19

6 9 3 12

7 5 2 7

8 4 2 6

9 2 1 3

10 0 1 1

11 3 1 4

12 3 3 6

13 1 0 1

14 1 1 2

15 0 0 0

16 1 0 1

17 1 1 2

18 2 0 2

19 0 1 1

24 0 1 1

56 1 1

計 202 162 364

履修者数
実施授業科目数
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シラバスは，全学統一様式に沿って，授業の目的，各回の内容と課題，成績評価基準等が

示され，ウェブシラバスとして公開され学生に活用されている【資料 1-2-4-3】。 

 
【資料 1-2-4-3】全学統一様式のウェブシラバス 

 
                 （出典：三重大学 Web シラバス）          

 

 修士論文指導については，学生１名に対して１名の研究指導教員が配置される。また，

学生は複数名の教員からなる領域に属しており，当該領域や他領域の関連教員による複数

研究指導が可能になっている。 
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1-2-5 学生の主体的な学習を促すための取組 

 学生に対して，入学時に研究科のガイダンスを行ったうえで専修ごとにきめ細かい履修

指導を実施している。 

 少人数受講，学生間・学生教員間の協働的雰囲気，修士論文作成の強い課題意識などに

より主体的学習が促されやすい。そのなかで，レポート課題を課すなどの方法で実質化を

図っている。また，修士論文発表会等においては，学生に対してそれまでの努力のすべて

を表現するための主体的学習を強く求めている。 

 現職教員学生は，２年次には，現場へ復帰して大学院の授業を履修しながら修士論文を

作成する。２年次の勤務と勉学が円滑に両立できるように，年次ごとの履修単位数の目安

を設けている。 

 教育学部授業を充実させるためにティーチング・アシスタント（TA）制度を設けている

が，これは同時に，大学院生が将来の指導者をめざしてトレーニングし学習するとも位置

づけている。下表に近年の実績を示す【資料 1-2-5-1】。 

 
【資料 1-2-5-1】TA の実績 

 
                     （出典：事務データ）  

学生の主体的な学習を促す個別の取組の一例を，下記【資料 1-2-5-2】のように，電子工

学特論の実践例に見ることができる。この科目では，アイデア教材の開発を行い，日本作

業技術教育学会主催の大学生版発明・工夫作品コンテストに応募するところまでを行って

いる。その結果【資料 1-2-5-3】のように日本作業技術教育学会主催の大学生版発明・工夫

作品コンテストでの受賞に至り，学生の主体的な学習による成果を上げている。 
 

【資料 1-2-5-2】学生の主体的な学習をとり入れた「電子工学特論」のシラバス 

年度 TA人数 実績総時間

H.22 27 1515
H.23 27 1387
H.24 38 1955
H.25 36 1432
H.26 25 1235
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                     （出典：三重大学 Web シラバス）  
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【資料 1-2-5-3】大学生版発明・工夫作品コンテスト受賞者 

 
                     （出典：当該 HP）  

 

上述のような学習活動の成果などを，学内開催される教育・研究の発表の場であるアカ

デミックフェアにて学生の手による発表を促し，学習への意欲を促している【資料 1-2-5-4】。 
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【資料 1-2-5-4】三重大学アカデミックフェアの様子 

 
                     （出典：三重大学 HP 抜粋）  
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 三重大学では，学業優秀学生を卒業時に表彰する制度を開設したが，教育学研究科では，

それに対応して，独自の評価基準を設定して学習・研究への意欲を促している【資料 1-2-5-5】 

 

 
【資料 1-2-5-5】教育学研究科業績評価基準 

 
    

証明資料 評価点 証明資料 評価点

イ
学内で開催されるアカデミックフェア等で
発表し，表彰を受けた。☆

発表ポスター等と
表彰状等の写

１０点 イ
特に優れた内容の論文として，学会等か
ら賞を受けた。☆

賞状，表彰式の
通知など本人の
名が記載されたも
のの写

３０点

ロ
特に優れた内容の論文として，閲読，査
読のある学会誌，学術雑誌に掲載され
た。☆

掲載論文の写，
又は受理通知等
の写

２０点

ハ
専攻に関連した研究内容を学会等で発表
したところ優秀発表をいうことで表彰を受
けた。☆

発表の要旨・予稿
集，表彰状等の
写

２０点

ニ
原著論文として，紀要などに掲載された。
☆

掲載論文の写又
は受理通知等の
写

１５点

ホ
専攻に関連した研究内容を学会等で発表
した。☆

発表の要旨・予稿
集等の写

１０点

二

大学院設置基準
（昭和４９年文部省
令第２８号）第１６条
に定める特定の課
題についての研究
の成果

三

大学院設置基準第
１６条の２に定める
試験及び審査の結
果

四

著書，データベース
その他の著作物
（前２号に掲げるも
のを除く。）

４ イ
専攻分野に関連した内容の著作物を刊
行した。

刊行した著作物，
またはその表紙，
目次および該当
ページの写

２０点

イ
専攻分野に関連した研究成果により特
許・実用新案等を申請し，受理された。☆

出願資料の写，
または特許取得
等を証明するもの

２０点

ロ
専攻分野に関連した研究成果による創意
工夫が権威のある組織より評価された。
☆

応募書類，表彰
状等の写

１０点

イ
講義，演習等で優の占める割合が９割以
上であった。

成績証明書 ３０点

ロ
講義，演習等で優の占める割合が８割以
上９割未満であった。

成績証明書 ２０点

ハ
講義，演習等で優の占める割合が７割以
上８割未満であった。

成績証明書 １０点

イ
ティーチングアシスタントの補助業務によ
り，学内での教育活動に大きく貢献した。

業務証明書 １０点 イ
補助業務により，学外での教育研究活動
に大きく貢献した。

業務証明書等，
または指導教員
の所見

１０点

ロ
補助業務により，学内での教育研究活動
に大きく貢献した。

業務証明書等，
または指導教員
の所見

１０点

イ
専攻分野に関連した国内外における権威
あるコンクール，展覧会等で入賞や入選
等の高い評価を受けた。☆

賞状等の写，およ
び指導教員の所
見

２０点

ロ
教育研究活動の成果として，芸術分野に
おける特に優れた業績を挙げた。

関係資料，または
指導教員の所見

１０点

イ
専攻分野に関係した国内外における主要
な競技会で入賞等の優れた成績を収め
た。☆

賞状・記録証等の
写，および指導教
員の所見

２０点

ロ
教育研究活動の成果として，スポーツ分
野における特に優れた業績を挙げた。

関係資料，または
指導教員の所見

１０点

イ
教育ボランティア活動等を行い，地域の
学校教育推進の補助として貢献し，社会
的に高い評価を受けた。

機関からの活動
実績証明書，およ
び社会的評価を
証明する資料，ま
たは指導教員の
所見

１５点

ロ
専攻分野に関連したボランティア活動等
が，社会的に高い評価を受けた。

機関からの活動
実績証明書，およ
び社会的評価を
証明する資料，ま
たは指導教員の
所見

１０点

８

授業科目の成績

５

研究又は教育に係
る補助業務の実績

ボランティア活動そ
の他の社会貢献活
動の実績

２
音楽，演劇，美術
その他芸術の発表
会における成績

教 育 学 研 究 科  の 業 績 評 価 基 準

具体的な評価項目

大　 学　 院　 に　 お　 け　 る
教育研究活動等に関する業績

専攻に関連した 学 外 における
教育研究活動等に関する業績

具体的な評価項目

学位論文その他の
研究論文

１

７

業績評価項目

七

優
先
順
位

3

一

六

十

　三重大学日本学生支援機構奨学金返還免除候補者選考規程第６条の規定に基づき，業績評価基準を以下のとおり定める。

五 発明

八

備　　　　考

 １．☆については，複数回発表している場合，２回分を上限として加算可能なものとする。
 ２．一，四，五の項目においてファーストオーサーでない場合，指導教員の所見を提出する。評価点は原則として半分とする。
 ３．提出資料は一切，返却しません。

九
スポーツの競技会
における成績

６
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（水準） 

 期待される水準を上回る 

（判断理由） 

 水準を判定するにあたり，下表に示す内容のそれぞれについて，関係者の期待への対応

の状況から水準を総合的に判断した。 

 

 

内容 第１期中期目標期間

との共通事項 

第１期中期目標期間末からの改

善・向上事項 

関係者の期待への対

応の状況 
内容別水準判断 

1-2-1  体系

的な教育課程

の編成状況 

・専門性を高める多

様な科目を用意 

・専門を横断する教育を養成する

体系的な教育課程を実現種すべ

く改組を行った【資料 1-1-1-1】 
 

 

・三重県及び近隣県

の学校教育等教育関

係機関の期待に対応 

・入学予定者の期待

に手厚く対応 

期待される水準

を上回る 

1-2-2 社会

のニーズに対

応した教育課

程の編成・実

施上の工夫 

・長期履修制度の継

続 

・学部授業履修の許

可 

・科目等履修生，研

究生等の受け入れ 

・現職教員の受け入

れ 

・CST 養成プログラムの実施【資

料 1-2-2-6】 

・三重県及び近隣県

の学校教育等教育関

係機関の期待に対応 

・在校生の期待に対

応 

期待される水準

を上回る 

1-2-3 国際

通用性のある

教育課程の編

成・実施上の

工夫 

・個別に実施を工夫 ・ショートステイの受け入れ 

・ショートビジットをとり入れた

卒業研究の指導 

・海外での実習を取り入れた授業

の実施 

・在校生の期待に対

応 

期待される水準

にある 

1-2-4 養成

しようとする

人材像に応じ

た効果的な教

育方法の工夫 

・講義・演習等の適

切な配分 

・小人数教育の継続 

 

・「教職実践プログラム」を導入し、

柔軟な授業開講の実施 

・在校生の期待に手

厚く対応 

 

期待される水準

を上回る 

1-2-5 学生

の主体的な学

習を促すため

の取組 

・TA 制度の継続 

 

・学習活動の発表・評価の場の拡

充 

・教育学研究科の基準による優秀

学生の表彰 

・在校生の期待に対

応 

・特に教員志望の在

校生の期待に対応 

期待される水準

にある 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

観点 2-1 学業の成果  

(観点に係る状況) 

2-1-1 履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

 【資料 2-1-1-1】に修得授業科目数を示す。平成 21 年度に修了者が修得した平均総単位

数は 33.6 単位であった。平成 26 年度の 40.02 単位は上昇しており，平成 25 年度と比較し

ても上昇している。所属教育領域科目は全科目のうちの 51.6%と専門的な学業に専念してい

ることが読み取れる。平成 25 年度の 54.6%からは若干低くなっているが，他専攻の授業科

目も履修し，幅広く教育学を学ぶことを目的とした平成 24 年度から実施している教育領域

制への改組の成果が現れているといえる。 

成績評価から，「優」の割合が 50.5%であることなどから，修了必要単位数をやや上回る

程度の絞られた授業科目を濃密に学ぶことにより学力をつけていると判断される【資料

2-1-1-1】。 

 
【資料 2-1-1-1】修了者の平均修得単位数と授業種類別・評価段階別平均単位修得授業科目数

 
（出典：事務データ）  

 

2-1-2 資格取得状況，学外の語学等の試験の結果，学生が受けた様々な賞の状況から判断

される学習成果の状況 

 平成 22 年度以降の専修免許状取得の状況をみると，年度により大きな差はあるが，留学

生を除く修了者の 7 割以上が専修免許を取得している【資料 2-1-2-1】。専修免許状取得の

ニーズは大きく、取得者は増えている。 

 
【資料 2-1-2-1】専修免許取得者数 

 
               （出典：事務データ） 

 

学業の成果を示すために，学生の受賞の状況を下表に示す【資料 2-1-2-2】。 

 
【資料 2-1-2-2】学生の受賞状況 

 
               （出典：教員向け調査結果） 
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2-1-3 学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

 目的に掲げる養成しようとする人材像などに照らしての学業の成果に関する学生の評価について

は，平成16年度以降，大学全体で毎年実施している「教育満足度調査」で把握している【資料2-1-3-1】。

第１期中期目標期間末の平成19-22年度の平均と，第２期中期目標期間に入ってからの6年間の平

均を比べるならば，「大学院の授業科目構成」，「最先端の研究や高度専門知識の教授」，「現場体験や

現場実習」，「日常的な研究指導」，「学位論文指導」には上昇が見られるが「大学院の授業」，「ゼミ

（PBL）などの少人数課題探求型の授業」には低下がみられる。しかし，低下した項目の評価値は高

い数値であり，全ての項目で他の研究科修士課程・博士課程前期の平均を大きく上回っている。評

価値が５を超える項目もあり，高い水準を維持しているということができる。 

 

 

  

【資料2-1-3-1】教育満足度 

年度 

項目（平均値：１「非常に不満」－６「非常に満足」の平均） 

大学院の授

業科目構成 

大学院の授

業 

ゼミ（ＰＢＬ）

などの少人

数課題探究

型の授業 

最先端の研究

や高度専門知

識の教授 

現場体験や現

場実習 

日常的な研究

指導 

学位論文指

導 

教

育

学

研

究

科 

修士

課

程・

博士

課程

前期

全学 

教

育

学

研

究

科 

修士

課

程・

博士

課程

前期

全学 

教

育

学

研

究

科 

修士

課

程・

博士

課程

前期

全学 

教

育

学

研

究

科 

修士課

程・博

士課程

前期全

学 

教

育

学

研

究

科 

修士課

程・博

士課程

前期全

学 

教

育

学

研

究

科 

修士課

程・博

士課程

前期全

学 

教

育

学

研

究

科 

修士

課

程・

博士

課程

前期

全学 

H.19-21  

(平均） 
4.36 3.83 4.72 3.92 4.89 4.38 4.67 4.29 4.29 3.8 4.99 4.39 4.97 4.41 

H.22 4.45 3.93 4.73 4 5.08 4.47 4.7 4.31 4.3 3.81 4.9 4.43 4.92 4.45 

H.23 4.36 3.99 4.45 4.08 4.9 4.59 4.52 4.43 4.29 4.13 4.83 4.54 4.74 4.55 

H.24 4.48 4.06 4.74 4.2 4.68 4.24 4.81 4.49 4.78 4.14 5.04 4.7 5.04 4.66 

H.25 4.49 4.14 4.42 4.21 4.78 4.29 4.74 4.6 4.15 4.18 5.05 4.79 5.13 4.74 

H.26 4.52 4.23 4.52 4.23 4.85 4.27 4.55 4.4 4.71 4.17 5.12 4.69 5.05 4.69 

H.27 4.33 4.23 4.56 4.29 4.55 4.22 4.36 4.52 4.45 4.23 5.33 4.74 5.43 4.74 

H.22-27 

(平均） 
4.44 4.10 4.57 4.17 4.81 4.35 4.61 4.46 4.45 4.11 5.05 4.65 5.05 4.64 

 

               （出典：三重大学教育満足度調査報告書） 
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教育領域制への改組に際し新設した講義のうち，特に基本的なものを以下に示す【資料2-1-3-2】。

これらの改組により，満足度の高い評価が学生から得られていると思われる。 

 

【資料2-1-3-2】各教育領域における教育領域特論Ⅰ講義の概要 

科目名 授業の概要 学習の目的 学習の到達目標 
授業改善へ

の工夫 

人文・社会系教育

領域特論 I 

新学習指導要領において重視されており、

また本学の教育の基本理念の柱の一つで

もある「生きる力」を育むという理念を念

頭において、この授業では、主として人

文・社会系教育領域における現代的課題に

ついて、言語とコミュニケーション、憲法

と教育、国際理解、比較文化といった観点

から具体的実践事例も交えて教科横断的

に考察する。 

人文・社会系教育領域における現代的課題と

して特に以下の点について認識を深める。 

・ 言語とコミュニケーション：地域・世代 

 と言語表記の問題 

・ 憲法と教育：憲法における教育と子ども 

・ 国際理解：「豊かさ」の観点から見た世 

 界と日本 

・ 比較文化：童謡における日英の子どもの 

 イメージ 

幼稚園の領域や小学

校の教科に跨る人

文・社会系教育領域を

通して、「発達・支援

に関する洞察・省察」

「連携・連帯に関する

意識」「比較文化や国

際理解のあり方」につ

いて認識を深める。 

受講生の関心等

により進度や授

業形態等を検討

します。 

理数・生活系教育

領域特論Ⅰ 

自然科学と技術、生活の関わりについての

教科横断的な学習を通して、現代社会にお

ける諸問題を総合的に理解し教材化する

力量を育成する。さらに、解決方法、新た

な問題の同定等を適切に表現し伝える力、

すなわち科学技術コミュニケーションの

力量を高める。 特に、幼稚園における『人

間関係』や『言葉』、小学校における『生

活科』や『特別活動』『総合的な学習の時

間』、『外国語活動』における理数・生活系

教育 領域で芸術・スポーツ系領域での現

代的課題についてキーワード（自然科学と

技術、生活との関わり）に基づいて概観す

る。 

新学習指導要領において重視されている、

「生きる力」を育むという理念に沿った教科

横断的な教育研究の内容を取り扱う。「生き

る力」の育成は、本学の教育の基本理念の柱

の一つであり、その理念を学校教育に展開す

ることを目指す。 

幼稚園の領域や小学

校の教科に跨る理

数・生活系教育領域に

おける教育研究を通

して、「発達•支援に関

する洞察•省察力」「人

間•関係に関する発信

•受信力」「連携•連帯

に関する互恵•恊働

力」「教材•教具に関す

る研究•開発力」を培

う。 

 

芸術・スポーツ系

教育領域特論Ⅰ 

現行の学習指導要領において重視されて

いる、「生きる力」を育むという理念に沿

った教科横断的な教育研究の内容を各領

域担当者からオムニバス形式で講義する。

「生きる力」の育成は、本学教育の基本理

念の柱の一つであり、その理念を学校教育

に展開することを目指す。 芸術・スポー

ツ系教育領域における創造的な表現活動

の理論と実践のあり方について「表現」、

「身体」、「コミュニケーション」、「QOL」、

「健康」などをキーワードとし、多角的に

授業を展開する。 

身体を使った表現活動として、運動によるパ

フォーマンス、音楽的なパフォーマンス、造

形的な創作活動について、それぞれの特性を

理解し、さまざまな教育現場で活用すること

ができるようになる。 

幼稚園の領域や小学

校の教科に跨る芸

術・スポーツ系教育領

域における「表現」、

「身体」、「コミュニケ

ーション」、「QOL」、「健

康」などをキーワード

とした教育研究を通

してそれぞれの力を

養う。 

授業アンケート

の結果を参考に

改善できるとこ

ろは改善する。 

               （出典：三重大学ウェブシラバス） 

 
全学が行っている「授業改善のためのアンケート調査」の中で，主要な項目である「総合的に判断

して、この授業に満足できた」「新しい知識・考え方・技術などが獲得できた」「この授業の受講によって、

学業への興味・関心（意欲）が高まった」の回答結果を平成22年度から平成27年度の平均値で全

学の評価と比べると，前期後期ともに大幅に上回っていることが分かる。評価値が4.5付近の高い

数値であり、学生の満足を得られていると思われる【資料2-1-3-3】。 

 
資料2-1-3-3  「授業改善のためのアンケート」にみる成果 

項目 

「あてはまらない」から「あ

てはまる」の5段階 

H22 年度から H27 年度の６年間の全学

の研究科の回答平均値 

H22 年度から H27 年度の６年間の教育学

研究科の回答平均値 

前期 後期 前期 後期 

総合的に判断して、この授業

に満足できた。 

4.07 4.20 4.49 4.59 

新しい知識・考え方・技術など

が獲得できた。 

4.12 4.25 4.54 4.54 

この授業の受講によって、学

業への興味・関心（意欲.が高

まった。 

3.98 4.14 4.48 4.52 

（出典：「授業改善のためのアンケート調査」研究科別集計結果） 
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（水準） 

 期待される水準にある 

（判断理由) 

 水準を判定するにあたり，下表に示す内容のそれぞれについて，関係者の期待への対応の状況か

ら水準を総合的に判断した。 

 

内容 
第１期中期目標期間

との共通事項 

第１期中期目標期間末からの

改善・向上事項 

関係者の期待へ

の対応の状況 
内容別水準判断 

2-1-1 履修・修

了状況から判断

される学習成果

の状況 

・良好な履修・修了状

況にある 

・学際的に幅広い分野を履修

できる状況に改善されている 

・在校生の期待

に対応 

期待される水準にあ

る 

2-1-2 資格取

得状況，学外の

語学等の試験の

結果，学生が受

けた様々な賞の

状況から判断さ

れる学習成果の

状況 

・良好な学習成果の状

況にある 

・専修免許取得【資料2-1-2-1】

において増加傾向にあり，改

善がみられる 

・在校生の期待

に対応 

期待される水準を上

回る 

2-1-3 学業の

成果の達成度や

満足度に関する

学生アンケート

等の調査結果と

その分析結果 

・学生の学業成果への

達成度や満足度は良

好な状況にある 

・学習満足において，全ての

項目で高い状態を維持してい

る 

・在校生の期待

に対応 

期待される水準にあ

る 
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観点2-2 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

 

2-2-1 進路・就職状況，その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

 下表【資料 2-2-1-1】が研究科修了生の進路・就職状況を示している。天津師範大学との大学間

協定プログラムなどによって留学生が多く，その多くは企業への就職や進学が進路になっている。

留学生を除くと，修了生の70％前後が教員になっている。このように留学生は学位を取得すること

によって進路を拓き，日本人修了生は本研究科の目的に沿った学業の成果を上げ，キャリア・アッ

プを果たし，多くが教員になっている。こうした進路・就職状況から，大学院学生の在学中の学業

の成果は良好だと言える。 

 

【資料2-2-1-1】教育学研究科修了生就職状況 

 

                           （出典：事務データ）  

 

 下表【資料 2-2-1-2】のように，最近５年間の三重県教員採用試験における教育学研究科現役修

了生の合格率の概数は，小学校教諭は40-100％，中学校教諭で20-100％と，年度によって大きなば

らつきがあり，必ずしも高い数値とは言えない。しかし近年，合格率が増加傾向にあり，学業の成

果が表れてきている（その他に高等学校教諭受験者があり，平成27年度は受験者３名，合格者１名

になっている）。 

 

【資料2-2-1-2】三重県教員採用試験における教育学研究科現役修了生の合格状況 

実施

年度 

小学校教諭 中学校教諭 

受験者 合格者 
合格率

（％） 
受験者 合格者 

合格率

（％） 

H.22 1 0 0.0 5 2 40.0 

H.23 2 1 50.0 6 1 16.7 

H.24 5 3 60.0 11 3 27.3 

H.25 5 2 40.0 7 3 42.9 

H.26 2 2 100.0 4 1 25.0 

H.27 5 3 60.0 3 3 100.0 

 

                           （出典：教育支援室調べ）  
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2-2-2 在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取等

の結果とその分析結果 

 下表【資料 2-2-2-1】は, 三重大学での教育・研究にて身についたことに関して，三重大学大学

院の修了生を対象にした，修了生の自己評価および事業所の修了生に対する評価である。母集団の

数が少ないため，年度による差が大きく，項目別の数値を比較する。【資料2-2-2-2】に分析結果を

示す。 

これらは，「考える力」「感じる力」「コミュニケーション力」「生きる力」がバランスよく育成さ

れていることを示し，本研究科の目的である「幅広い教養の基盤に立った高度な専門知識や技術を

有し，社会に積極的に貢献できる人財」の育成が評価されたと見ることができる。事業所の修了生

に対する評価が全体に修了生の自己評価よりも高い評価になっており，卒業生が自身を過小評価し

ている可能性がある。 

 

【資料2-2-2-1】三重大学での教育・研究で教育学研究科の学生に身についたこと 

項目 カテゴリ 

回答平均値 

修了生 事業所 

H.21 H.24 H.21 H.24 

1.広い視野で多面的に考える力 

考える力 

2.94 2.88 3.30 2.93 

2.論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力 3.16 3.23 3.44 3.19 

3.問題のポイントを素早くつかんだり、まとめる力 2.93 2.90 3.40 3.00 

4.鵜呑みにせず、いったん本当に正しいのかどうか疑ってみ

る力 
3.09 3.05 3.23 2.99 

5.創造が豊かで、新しいアイデアや発想を生み出す力 2.58 2.48 3.11 2.83 

6.事実や他者に対する誠実さ 

感じる力 

3.00 3.02 3.62 3.49 

7.人によっていろいろな意見を持っているという多様性を理

解する力 
3.26 3.22 3.44 3.21 

8.他者に対する柔軟性や他者との調整力 3.08 3.03 3.29 3.06 

9.日常的なコミュニケーションをする力 

コミュニケーシ

ョン力 

3.03 2.95 3.59 3.27 

10.外国語でコミュニケーションをする力 1.79 1.81 2.42 2.49 

11.プレゼンテーションをする力 3.18 3.02 3.21 2.91 

12.ディスカッションをする力 2.79 2.70 3.21 2.88 

13.人と協同して仕事をする力 2.90 3.02 3.48 3.23 

14.文章作成や文章表現の力 3.04 2.83 3.15 3.00 

15.情報を収集して適切に処理する力 基礎的な知識や

スキル 

3.04 2.94 3.32 3.09 

16.情報機器を活用する力 3.13 2.86 3.47 3.39 

17.社会、または技術の変化に対応する力 
感じる力 

2.75 2.68 3.23 3.06 

18.人間や社会についての理解・知識 2.79 2.67 3.21 3.13 

19.自然科学に関する基礎知識 

基礎的な知識や

スキル 

2.69 2.81 3.22 3.30 

20.一般常識 2.66 2.56 3.33 3.27 

21.基礎学力 2.81 2.68 3.51 3.47 

22.基礎知識や技術 3.19 3.13 3.45 3.21 

23.失敗してもなお再び挑戦しようとする力 

生きる力 

3.04 3.14 3.40 3.21 

24.どんな仕事にもねばり強く取り組む力 3.16 3.17 3.55 3.24 

25.ストレスを感じてもそれに耐える力 3.10 3.03 3.36 3.10 

26.意欲的に物事に取り組む力 3.04 3.03 3.59 3.24 

27.自立的に自らが決断する力 3.09 2.84 3.29 2.90 

28.実際に仕事をやり遂げる実行力 3.06 2.98 3.56 3.14 

（出典：平成21・24年度『卒業生・修了生・事業所へのアンケート調査 報告書』より作表）  
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【資料2-2-2-2】アンケートのまとめ 

能力 項目番号 卒業生の評価 事業所の評価 
「考える力」 1,2,3,4,5 2,4が高い状態にある。 2,3が高い状態にある。 
「感じる力」 6,7,8,17,18 6,7,8が高い状態にある いずれも高い状態にある。 
「コミュニケ

ーション力」 

9,10,11,12,1

3,14 

11が高い状態にある。 9,13,14が高い状態にある。 

「生きる力」 23,24,25,26,

27,28 

23,24,25 が高い状態にあ

る。 

23,24,25,26,28が高い状態にあ

る。 

基礎的な知識

やスキル 

15,16,19,20,

21,22 

22が高い状態にある。 いずれも高い状態にある。 

 

 

 

 下の表【資料 2-2-2-3】は，本研究科が修了生に対して独自に行っている「教職経験から振り返

る三重大学の教員養成教育にて獲得した新人教員としての力についてのアンケート調査」の過去６

年間の結果である。この調査の項目は，三重大学教員養成スタンダードに沿うもので，本学部の教

員養成教育に対する直接的な評価と言える。ほとんどの項目が５点以上であり，特に１「学校教育

の理念や制度への理解」，２「教職への理解と意欲」，４「省察する力」，７「同僚や組織との協調性」，

10「教育活動を構想・設計する力」，11「教材を研究し開発する力」は６点以上の高い評価となって

いる。これらのように本研究科を修了して1年間現場経験を持った教員から見ても本研究科で培っ

た力量が有効であり，学業の成果が上がっていることを示している。 

 しかし，8「学級等を経営する力」，９「保護者や地域社会と連携する力」は比較的低い評価にな

っている。これらの力はより実践的な力量であり，そうした能力形成を強化することが課題である。 

 

【資料2-2-2-3】教職経験から振り返る三重大学の教員養成教育にて獲得した新人教員としての力につ

いてのアンケート調査結果 

 

                           （出典：教授会資料）  
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（水準） 

 期待される水準にある 

（判断理由) 

 水準を判定するにあたり，下表に示す内容のそれぞれについて，関係者の期待への対応の状況か

ら水準を総合的に判断した。 

 

内容 
第１期中期目標期間との共

通事項 

第１期中期目標期間末からの改

善・向上事項 

関係者の期待への対

応の状況 
内容別水準判断 

2-2-1 進路・就

職状況，その他

の状況から判断

される在学中の

学業の成果の状

況 

・留学生を除くと比較的高い

就職率を維持している 

・教員採用試験合格率は，従

前の状況を維持している 

・教員就職者数が，第１期は50％

だったが，70％前後に向上した 

・教員採用試験受験者が増加し

ている 

・三重県の学校教育

等教育関係機関の期

待に対応 

・事業所の期待に対

応 

・在校生の期待に対

応 

期待される水準

にある 

2-2-2 在学中

の学業の成果に

関する卒業・修

了生及び進路

先・就職先等の

関係者への意見

聴取等の結果と

その分析結果 

・事業所からの修了生の評価

は引き続き高い 

・実践的力量の面で自己評価

が低い面がある 

・終了後の新人教員に対する調

査を実施し，大学で獲得した力

について多くの項目である程度

高い評価を得た 

・三重県の学校教育

等教育関係機関の期

待に対応 

・事業所の期待に対

応 

・特に日本人在校生

の期待に対応 

期待される水準

にある 
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Ⅲ「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 本研究科では，教育現場における諸課題の解決にリーダーシップを発揮できる人間性豊

かな教員の養成のための高度な教育・研究を行うという目的から，学士過程を終えた多様

な経験を持つ人材を対象とした教員養成を進めている。従前から「年間 14 単位以内，在学

年限内に 26 単位以内であれば教育学部で開講している授業科目を受講（申告）することが

できる」とし，条件付きでの教育実習・介護等体験実習への参加を認めることで，大学院

生が専修免許を取得するだけではなく，他教科の免許も取得を可能としているが，それに

加え，平成 22 年度に，「長期履修コース」を新設し，職業を有している場合でも授業を履

修しやすい体制とするとともに，同時に新設した「教員免許取得コース」によって，教員

免許状を取得していない学生でも学部授業（教育実習・介護等体験実習を含む）の受講を

認め，希望する教育職員免許状を取得させている。 

 さらに平成 27 年度には，附属学校園の教員として同時に勤務しながら大学院修士号を修

得させる「教職実践プログラム」を新設した。このプログラムでは，附属学校園での教育

活動に連動しそれを支援する形での研究指導，座学においてはオンデマンド e-learning，

その他，勤務体系に応じた柔軟な授業開講時期・時間の設定などを行い，職業人への門戸

を開くとともに，附属学校園という実際の教育現場と直結するかたちで現職教員の資質の

向上を目的とした教育を行っている。 

 

【資料 2-3-1】  年度別の履修者数 

  
職業を有する等のた

めの長期履修コース 

教員免許取得のため

教員免許取得コース 
教職実践プログラム 

平成 22 年度 3 8   

平成 23 年度 3 13   

平成 24 年度 3 16   

平成 25 年度 5 15   

平成 26 年度 4 16   

平成 27 年度 1 15 4 

 

 これらは，第２期中期目標期間における教育活動の状況の重要な質的変化である。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 本学が行っている「授業改善のためのアンケート調査」の回答結果【資料 2-1-3-3】で，

本研究科が第１期末に回答結果を示した質問項目のうち，第２期も同様の内容が引き継が

れている「学業への興味・関心（意欲）が高まった」と「新しい知識・考え方・技術など

が獲得できた」の平均回答結果を平成 21 年と平成 25 年とで比べると，前期後期ともに大

幅に上昇しており，質の向上が見受けられる。 

さらに，専修免許取得者数【資料 2-1-2-1】が，平成 22 年度と比べて大幅に増えている。

修了者数自身が平成 22 年度には少なかったのが大幅に増えているだけでなく，専修免許を

取得して卒業していく修了者が大幅に増えている。 

これらは，第２期中期目標期間における教育成果の状況の重要な質的変化である。 
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Ⅰ 医学部の教育目的と特徴 

 

１．三重大学の基本的な目標と教育目的 

 本学は基本的な目標として「三重の力を世界へ：地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊

かな教育・研究成果を生み出す～人と自然の調和・共生の中で～」を掲げ、その下に教育

目的及び第二期中期目標期間における教育目標を設定している。 

 

○三重大学の教育目的 

三重大学は「４つの力」、すなわち「感じる力｣「考える力」｢コミュニケーション力」と、それらを

総合した「生きる力」を躍動させる場として、社会の新しい進歩を促すと同時に他者に対する寛容と

奉仕の心を併せもった感性豊かな人材を育成する。 

三重大学は課題探求心、問題解決能力、研究能力を育てるとともに、学際的・独創的・総合的視野

をもち、国際的にも活躍できる人材を育成する。 

三重大学は、多様な学生を受け入れるための教育制度を構築するとともに、学生の心身の健康を維

持・増進させ、意欲的に修学できる学習環境を整備し、学生の個性を重んじた進路指導を実施するこ

とを目指す。               

○教育に関する目標 

［教育全体の目標］ 

幅広い教養の基盤に立った高度な専門知識や技術を有し、地域のイノベーションを推進できる人財

を育成するために､「４つの力」､すなわち｢感じる力」､「考える力」､｢コミュニケーション力」､それ

らを総合した「生きる力」を養成する。 

(出典：国立大学法人三重大学中期目標等抜粋) 

 

２．医学部の教育目的 

 医学部では、大学全体の教育目的を踏まえ、地域に根ざした医療・看護を担う医療人の

育成とともに、国際社会に貢献できる医療人の育成を目的としている。 

 

(医学部の教育目的) 

確固たる使命感と倫理観を持つ医療人を育成し、豊かな創造力と研究能力を養い、人類の健康と福

祉の向上に努め、地域及び国際社会に貢献する。 

(医学科の教育目的） 

医学科は、生命科学・医科学の領域における高度で先進的な教育・研究を行うことにより、確固た

る使命感と倫理観をもち、豊かな創造力と研究能力を有する医師を育成し、人類の健康と福祉の向上

に努め、地域及び国際社会に貢献する。 

(看護学科の教育目的) 

看護学科は、生命倫理観・職業倫理観に基づいて人の一生に関わり、個人から集団に至るあらゆる

対象に対して適切な看護を実践し、専門職者としての社会的役割を果たすことのできる人材及び生涯

にわたって人間的・専門的資質を高め、将来の専門看護者、研究者及び教育者につながる基礎的能力

を備えた人材を育成し、人類の健康と福祉の向上に努め、地域及び国際社会に貢献する。 

(出典：三重大学医学部概要抜粋） 
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３．医学部の特徴 

 三重県内の唯一の医学部として、医学科では特色のある「国際化教育」と「地域医療教

育」を実践している。「国際化教育」では、第６学年の約半数が参加する海外臨床実習、第

１から４学年を対象にした早期海外体験実習、海外交流大学からの学生受入れ、専門英語

教育、体系的国際保健医療授業などを実施している。「地域医療教育」では、医学科は三重

県、公益財団法人三重県市町村振興協会、関連教育病院の協力を得て、６年間を通して地

域で学べる体制を整備している。看護学科では、早期海外体験実習と地域で暮らす生活者

のニーズをとらえた統合実習を実施している。 

入学者に関しても、地域枠を設け、三重県の地域医療に貢献できる医療人を養成してい

る。特に、公益財団法人三重県市町村振興協会との間で「地域医療教育に関する協定」を

締結し、三重県への医師定着に向けた地域医療教育に取り組んでいる。 

 

［想定する関係者とその期待］ 

在籍学生と卒業生、地域の医療機関、医療系教育機関、地方自治体の医療関連部門、生

命科学分野の研究所からは医科学分野における教育力と研究力を有し、国際的に活躍でき

る人材の育成が期待されている。県内の自治体、県民からは、医師・看護師不足を反映し、

地域医療に直接的に貢献できる医療人の養成を期待されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点１－１ 教育実施体制 

（観点に係る状況） 

・教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

 医学部は医学科と看護学科の２学科で構成している（資料１-１-１）。医学科の科目は基

礎と臨床で構成しており、大学院教員が兼担で授業を行っている。学部教育全体の企画、

運営に関しては、教務委員会が担当しており、入学者選抜から卒後教育までの一貫した質

の高い医学及び看護学教育の実現に向けた研究・開発及びその推進を目的としている「医

学・看護学教育センター」との連携によって、教育機能の強化を図っている（資料１-１-

２）。加えて、附属病院の診療科、薬剤部、中央診療施設の教員が教育に係わっている。看

護学科は４講座体制であり、看護学科教務委員会が教育の企画、点検を行っている。 

この体制によって、卒業生の県内定着を図った情報交換や地域枠学生への卒後初期およ

び後期臨床研修の進路相談会を実施する等、地域医療教育に関する様々な取組が公益財団

法人三重県市町村振興協会評議員会において高い評価を得られ、平成 27 年度から 30 年度

までの４年間「地域医療教育に関する協定」（交付金：１億円/年）が更新された（資料１-

１-３）。 

 

資料 1-1-1 学部・学科等構成図 

           医学科                                               

                基礎科目 (教授 16 名、准教授 10 名、講師 9 名、助教 10 名)  

                  解剖学、生化学、生理学、病理学、薬理学、分子病態学、微生物学、 

                  免疫学、医動物学、衛生学、公衆衛生学、法医学、医学医療教育学 

 

             臨床科目 (教授 25 名、准教授 28 名、講師 57 名、助教 147 名) 

                  内科学、神経内科学、家庭医療学、精神神経科学、小児科学、皮膚科学、 

         放射線医学、検査医学、薬剤学、外科学、産科婦人科学、脳神経外科学、 

  医学部     整形外科学、泌尿器科学、眼科学、耳鼻咽喉科学、口腔外科学、麻酔科学、 

         救急災害医学 

 

             看護学科 (教授 10 名、准教授 8 名、講師 3 名、助教 9 名） 

                 基礎看護学、成人・精神看護学、母性・小児看護学、地域・老年看護学 

 

              医学・看護学教育センター (教授①名、准教授①名、講師 1 名、助教 11 名) 

                         

※①は兼務教員、教員数は平成 27 年 5 月 1 日現在(附属病院所属の教員を含む） 

(出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋) 

 

資料 1-1-2 三重大学医学部医学・看護学教育センター規程 (抜粋) 

 

(目的)                                                                       

第２条 センターは, 医学部の基本理念，教育目的及び教育目標に沿って，入学者選抜から卒後教育まで

の一貫した質の高い医学及び看護学教育の実現に向けた研究・開発及びその推進を目的とする。 

(業務） 

第３条 センターは, 次の各号に掲げる業務を行う。 

 一 教育方法の研究・開発に関すること。 

  二 教員の教育能力開発に関すること。 

 三 教育評価法の研究・開発に関すること。 

  四 学生の修学及び生活支援に関すること。 

 五 学生の国際交流に関すること。 

 六 共通教育及び専門教育 (地域医療教育を除く。)に関すること。 

 七 地域医療教育に関すること。  
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 八 卒後教育に関すること。 

 九 教育情報に関すること。 

 十 入学者選抜に関すること。 

 十一 医学及び看護学教育の広報に関すること。 

 十二 その他医学及び看護学教育に関すること。 

(部門) 

第４条 センターに，次の各号に掲げる部門を置く。 

 一 企画調査部門 

 二 学生支援部門 (学生なんでも相談室医学部分室) 

 三 国際交流部門 

 四 地域医療教育部門 

 五 教育情報部門 

 六 看護教育部門 

 

 

資料 1-1-3 「地域医療教育に関する協定」に基づく取組について 

〔事業期間：６年間 (平成 21－26 年度)、交付金：毎年１億円〕 

〔主な事業内容〕 

①入学定員の拡充 

平成 20 年度 入学定員 110 名 <内訳：一般入試 80 名、特別入試 30 名 (うち地域枠 20 名) 

平成 26 年度 入学定員 125 名 <内訳：一般入試 85 名、特別入試 40 名 (うち地域枠 30 名） 

②地域医療教育、地域医療支援体制の整備 

医学・看護学教育センターに「地域医療教育部門」を設置し、10 名程度の専任教員を配置 

専任教員のうち 3 名程度の教員を医師不足が顕著な地域の病院で常駐させ、学生・研修医への指導を

担当  

③地域医療教育プログラムの導入 

医学科の全学生を対象とした地域医療教育について、三重県内全 29 市町で実施する「地域基盤型保健

医療実習」の導入など、学生の地域貢献を実践する教育活動へと段階的に進展 

④地域枠学生に対する学習指導 

 成績管理システムを導入し、地域枠学生等の成績の解析とフォローアップ 

⑤地域枠卒業生のフォローアップ 

県内で研修中の地域枠研修医に対する訪問面接や、後期研修に関する進路指導を実施 

(出典：公益財団法人三重県市町村振興協会評議員会資料抜粋) 

 

・多様な教員確保の状況とその効果 

 教員の選考方法は、広く人材を求めるため選考委員会を組織し、全国公募を原則として

いる。また、高度な知識や実践性を有する人材を確保するため、医学英語教育の外国人教

員や近隣医療系大学との共同による多職種連携教育担当教員、豊富な経験を有する非常勤

講師等の雇用、医学系研究科に設置する産学官連携講座等の教員による教育等、学部教育

に多彩性を持たせている（資料１-１-４、１-１-５）。  

また、寄附講座は数と規模において充実した内容を維持し、中でも医師不足が深刻な三

重県内市町とは講座を増設させ、地域医療教育の充実化に努めている。このような教育体

制を基に形成した、卒前卒後にわたる「多職種協働のチーム医療プログラム」等で構成す

る独自の教育プログラムが高く評価され、文部科学省「未来医療研究人材養成拠点形成事

業」の採択を得た（資料１-１-６）。 

 

資料 1-1-4 医学部非常勤講師数 (人) 

年度 ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

非常勤 

講師数 
１９６ ２１３ ２３９ ２６２ ２２９ ２３４ 

(出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋) 
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資料 1-1-5 寄附講座・産学官連携講座等の教員数 (人) 

 <平成 27 年 5 月 1日現在>：( )内は外数で兼任 

区分 講座名 教授 准教授 講師 助教 
非常勤 

教員 
計 

寄附講座 

先進医療外科学 (1)  2   2(1) 

スポーツ整形外科学 (1)  1   1(1) 

認知症医療学 (1)   1  1(1) 

脊椎外科・医用工学 1  1   2 

亀山地域医療学 (1)   3  3(1) 

伊賀地域医療学 (1) (1) 1 4  5(2) 

津地域医療学 (1)   3  3(1) 

県南部地域医療学 (1)   1  1(1) 

循環器内科地域連携学 (1)  1 1  2(1) 

先進画像診断学 1  (1)   1(1) 

周産期新生児乳児 

発達障害予防学 
1  (1)   1(1) 

産学官連携講座 

遺伝子・免疫細胞治療学 2  4 1 2 9 

臨床創薬研究学 (1)  (1) 1  1(2) 

先進的脳血管内治療学 1  (1)   1(1) 

地域包括ケア・老年医学 (2) 1    1(2) 

がんプロフェッショナル

養成基盤推進プラン 
放射線腫瘍学 1     1 

未来医療研究人材養成

拠点形成事業 
地域医療学   1 2  3 

(出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋) 

 

資料 1-1-6 寄附講座・産学官連携講座の開設状況 

●寄附講座 

講座名 設置期間 設置費用 備考 

先進医療外科学 平成 26～27 年度 5,400 万円 初期設置：平成 14 年度 

スポーツ整形外科学 平成 27～30 年度 約 3,400 万円 初期設置：平成 21 年度 

認知症医療学 平成 26～27 年度 1,000 万円 初期設置：平成 22 年度 

脊椎外科・医用工学 平成 27～29 年度 6,750 万円 初期設置：平成 22 年度 

亀山地域医療学 平成 26～29 年度 9,360 万円 初期設置：平成 23 年度 
伊賀地域医療学 平成 26～27 年度 9,600 万円 初期設置：平成 24 年度 
津地域医療学 平成 24～27 年度 1 億 300 万円 初期設置：平成 24 年度 

県南部地域医療学 平成 25～27 年度 2,520 万円 初期設置：平成 25 年度 
循環器内科地域連携学 平成 25～27 年度 3,880 万円 初期設置：平成 25 年度 

先進画像診断学 平成 27～29 年度 3,900 万円 初期設置：平成 27 年度 
周産期新生児乳児 

発達障害予防学 
平成 27～29 年度 3,790 万円 初期設置：平成 27 年度 

●産学官連携講座 

講座名 設置期間 費用 備考 

遺伝子・免疫細胞治療学 平成 27～29 年度 1 億 8,000 万円 初期設置：平成 17 年度 

先進的脳血管内治療学 平成 27～29 年度 2,650 万円 初期設置：平成 17 年度 

臨床創薬研究学 平成 27～29 年度 4,680 万円 初期設置：平成 18 年度 

地域包括ケア・老年医学 平成 25～27 年度 3,600 万円 初期設置：平成 25 年度 

●文部科学省「未来医療研究人材養成拠点形成事業」 (テーマＢ) 

 〔事業名〕三重地域総合診療網の全国・世界発信 

 〔講座名〕地域医療学講座 (平成 25 から 29 年度) 

(出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋) 



三重大学医学部 分析項目Ⅰ 
     

－5-7－ 

・入学者選抜方法の工夫とその効果 

 医学部における入学者の状況は適正数を確保している。また、医学科では平成 22 年度に

地域枠の対象を拡充し、看護学科では平成 23 年度から地域枠を含めた特別選抜を実施して

いる。地域枠制度の導入や医学・看護学教育センターを中心とした教育機能の強化によっ

て、全入学者内に占める三重県内出身者の増加、さらには初期研修医のマッチング率が向

上しており、医師不足の解消に向けた成果が結実しつつある (資料１-１-７～１-１-10)。 

 

資料 1-1-7 医学科の入学者数の状況                  (入学定員：125 名) 

年度 

全体 一般入試 特別入試 

入学者 
うち 

県内 
入学者 

うち 

県内 

推薦入試 地域枠 A 地域枠 B 

入学者 
うち 

県内 
入学者 

うち 

県内 
入学者 

うち 

県内 

21 123 48 87 14 10 10 20 20 6 4 

22 127 72 87 34 10 10 25 25 5 3 

23 125 54 86 18 14 13 19 18 6 5 

24 125 54 85 18 9 7 26 26 5 3 

25 125 56 85 19 11 9 26 26 3 2 

26 125 56 87 22 10 9 23 21 5 4 

27 125 66 86 28 10 10 23 23 6 5 

(出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋) 

 

資料 1-1-8 看護学科の入学者数の状況       (入学定員：80 名、３年次編入定員：10 名) 

年度 

全体 一般入試 特別入試 
３年次編入 

入学者 
うち 

県内 
入学者 

うち 

県内 

推薦入試 社会人 

入学者 

うち 

一般 

県内 

うち 

地域枠 
入学者 

うち 

県内 
入学者 

うち 

県内 

21 80 51 72 45 5 4 － 3 2 10 2 

22 83 31 73 24 7 6 － 3 1 10 2 

23 80 45 68 34 12 2 9 0 0 8 1 

24 80 35 66 23 12 2 8 2 2 10 2 

25 80 49 65 36 12 1 10 3 2 10 3 

26 80 44 67 34 12 1 8 1 1 5 0 

27 80 46 67 35 12 2 8 1 1 0 0 

(出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋) 
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資料 1-1-9 医学科入学者選抜における地域枠 

◎地域枠の定義 (出願要件) 

(1)所在地が三重県内にある高等学校及び中等教育学校を卒業した者(1 浪）及び卒業見込みの者 

(2)卒業後は，三重県の医療に貢献できる者 

【平成 21 年度設置分】 

地域枠 A 

(1) 三重県内の高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 (1 浪のみ)及び卒業見込みの者 

(2) 三重県以外の高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 (1 浪のみ)及び卒業見込みの者で、出願

時に扶養義務者が 3年以上三重県内に居住している者 (出願時に、住民票で確認) 

地域枠 B 

(1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 (1 浪のみ)及び卒業見込みの者で、高等学校長若しく

は中等学校長推薦を受け、扶養義務者が 3 年以上対象とする市・町に居住している者 (出願時に、住

民票で確認) 

(2) 対象とする市・町長 (※1)と、三重大学医学部が指定する病院 (※2)のいずれかの院長とが共同で行

う面接によって、地域医療を担う医師にふさわしい優れた能力・倫理観・責任感を有する者であるか

の評価を受け、対象とする市・町長の推薦を受けた者 

(※１対象とする市・町長：鳥羽市、志摩市、南伊勢町、大紀町、大台町、多気町、紀北町、尾鷲市、

熊野市、御浜町、紀宝町、伊賀市、名張市) 

(※2 三重大学医学部が指定する病院：三重県立志摩病院、尾鷲総合病院、紀南、病院組合立紀南病院、

伊賀市立上野総合市民病院、特定医療法人岡波総合病院、名張市立病院、三重厚生連松阪中央総合

病院、済生会松阪総合病院、松阪市民病院) 

【平成 22 年度追加分】  

上記地域枠 B(2)の対象とする市・町に「津市 (旧美杉村に限る)」及び「松阪市 (旧飯南町、旧飯高町に

限る)を追加。また、三重大学医学部が指定する病院に「三重県立一志病院」を追加 

(出典：推薦入試学生募集要項抜粋) 
 

資料 1-1-10 卒業生の県内病院への初期研修医の採用状況 

採用年度 21 22 23 24 25 26 27 

県内病院研修医数 49 50 49 50 53 57 63 

内訳 
新卒 48 50 48 47 53 55 62 

既卒 1 0 1 3 0 2 1 

（出典：事務部管理資料抜粋） 

 
・教員の教育力向上のための体制の整備とその効果 

（医学科） 

教員の教育力向上に向けて、Faculty Development（FD）をはじめとした多様な取組を行

っている。FD は学外施設において１泊２日の合宿形式で実施し、教員相互、教員と学生が

教育をテーマに意見を交換している。第一日目は学生が参加するワークショップを実施し、

学生からの教育への要望を吸い上げ、学生の教育に対する姿勢を理解させている（資料１-

１-11）。参加できない教員には、平成 24 年度から平日夕方に２時間程度のショート FD を

実施している。FD のテーマは、カリキュラムの中から要望の多いテーマ、新しい教育方法

や評価方法に関するものを取り上げて実施している（別添資料１）。 

このほか、初期医学、チュートリアル、基本的臨床技能教育、クリニカルクラークシッ

プの専門委員会を組織し、定例開催による教育力向上に取組んでいる。これらの各専門委

員会に対しては、医学・看護学教育センターが教務委員会と協力し、各専門委員会が実施

する教育の運営強化に取り組んでいる。 
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資料 1-1-11 学生が参加する FD 

年度 開催期間 参加者数 テーマ 

22 

 

11 月 12 日～13 日 
教員 39 名 

第 5 学年 80 名 
「診療参加型臨床実習とは」など 

2 月 22 日～23 日 
教員 25 名 

第 3 学年 105 名 

共通教育、初期医学体験実習、研究室研修、プレチュー

トリアル教育、PBL-Tutorial 教育について 

23 

11 月 11 日～12 日 
教員 36 名 

第 5 学年 99 名 
「診療参加型臨床実習とは」など 

2 月 15 日～16 日 
教員 24 名 

第 3 学年 116 名 

共通教育、初期医学体験実習、研究室研修、プレチュー

トリアル教育、PBL-Tutorial 教育について 

24 

11 月 12 日 
教員 33 名 

第 5 学年 109 名 
「診療参加型臨床実習とは」など 

2 月 22 日～23 日 
教員 34 名 

第 3 学年 117 名 

共通教育、初期医学体験実習、研究室研修、プレチュー

トリアル教育、PBL-Tutorial 教育について 

25 

11 月 22 日 
教員 25 名 

第 5 学年 117 名 
「診療参加型臨床実習とは」など 

2 月 4 日～5 日 
教員 29 名 

第 3 学年 118 名 

共通教育、初期医学体験実習、研究室研修、プレチュー

トリアル教育、PBL-Tutorial 教育について 

26 

11 月 21 日～22 日 
教員 22 名 

第 5 学年 121 名 

「診療参加型臨床実習とは」など 

2 月 2 日～3 日 
教員 31 名 

第 3 学年 112 名 

共通教育、初期医学体験実習、研究室研修、プレチュー

トリアル教育、PBL-Tutorial 教育について 

27 

11 月 20 日 
教員 27 名 

第 5 学年 124 名 
「診療参加型臨床実習とは」など 

2 月 4 日～5 日 
教員 20 名 

第 3 学年 127 名 

共通教育、初期医学体験実習、研究室研修、プレチュー

トリアル教育、PBL-Tutorial 教育について 

 (出典：ＦＤ活動報告書抜粋) 

 

（看護学科） 
 教員の教育力向上に向けて、FD 委員会が教務委員会との連携により、３つの活動方針の

下に FD 活動を実施し、アウトカムに対する意識の向上を計っている（資料１-１-12）。 

 

資料 1-1-12 看護学科 FD 委員会活動状況 

FD 活動方針 H22 H23 H24 H25 H26 H27 
①全学の教育目標

と学科の教育目標

の 整 合性 を確認

し、全学 FD や HEDC

らと連携を強化し

た活動を行う。 

6 回 

教員 10 名 

2 回 

教員 3名 

3 回 

教員 9名 

2 回 

教員 21 名 

7 回 

教員 12 名 

4 回 

教員 22 名 

②新カリキュラム

が実施されている

ため、FD を通して

教育内容および学

生の学びを確認・

評価する。 

3 回 

教員 55 名 

2 回 

教員 21 名 

外部 7名 

1 回 

教員 30 名 

2 回 

教員 19 名 

2 回 

教員 19 名 

2 回 

教員 11 名 

③教員の教育実践

能力の開発のため

FD 活動 

3 回 

教員 40 名 

学生 58 名 

学内 30 名 

学外 170 名 

6 回 

教員 98 名 

学生 86 名 

5 回 

教員 110 名 

学生 88 名 

4 回 

教員 25 名 

 

7 回 

教員 82 名 

学生 25 名 

6 回 

教員 109 名 

学生 30 名 

その他 78名 
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これら医学部における FD 活動に対しては、学生を対象とした教育満足度調査「学部専門

の授業」等の調査項目において、両学科ともに高い満足度を維持している（別添資料２） 

 

・教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

（医学科） 

医学教育の国際性を高めるため、専門語学教育の充実策として、３年次研究室研修での

研究英語指導、英語による研究計画書作成の導入、４年次チュートリアル教育の課題に英

語シナリオを用いる取組を行っている。また、海外交流大学の学生を毎年 20 名程度、臨床

実習へ受入れている。 

地域医療教育の充実策として、地域医療機関での実習機会の拡充を図り、学生が疾患の

多様性や地域特性、医療機関の連携、在宅医療などを学ぶ体制を充実している。このほか、

三重県内 29 市町の保健師との協力により、地域保健と多職種連携を学ぶ機会を充実させて

いる。 

このほか、臨床実習の質の向上に向けた臨床技能優秀学生認定制度の導入、クリニカル

クラークシップでの各科実習終了時毎に学生や指導教員に対する評価を行い、効果的な学

生や教員へのフィードバックに取り組んでいる。 

これら医学科が実施する教育プログラムの点検と評価は、教務委員会と医学・看護学教

育センターの連携によって実施しており、CBT の結果は医学教育の質の高さを示している

（資料１-１-13）。 

 

資料 1-1-13 CBT 試験結果 

(出典：教務委員会資料抜粋) 

実施 

年度 

全国の 

平均点 

三重大学 

の平均点 

上位 2.5%に入った 

三重大学の学生数 

(%) 

上位 2.5-15% 

に入った三重大学 

の学生数 (%) 

21 77.3 80.8 30.4 31.4 

22 77.4 80.2 16.5 40.8 

23 78.3 82.0 35.5 27.3 

24 77.7 78.5 19.8 31.9 

25 77.2 79.8 24.4 30.1 

26 77.7 81.0 25.4 39.7 

27 (未公表値) 81.7 6.5 26.6 

 

（看護学科） 

教育プログラムの点検・評価を行う看護学科教務委員会では、実践現場を重視した看護

倫理教育を充実化するため、平成 21 年度のカリキュラム改定以降、「オリジナル倫理ノー

ト」の作成と振り返りを行い、情緒的刺激による看護倫理の理解力深化まで学年進行に合

わせた段階的・継続的な看護倫理教育に取り組んでいる。また、実践的な看護能力の育成

を図るため、附属病院の看護部と連携し、１年次の学生と若手ナースが看護を語る場を設

定し、早い段階からの看護職に対する理解を深め、能動的な学習意欲を喚起するように取

り組んでいる（資料１-１-14）。 

これらの取組に対しては、学生を対象とした教育満足度調査「実習を伴う授業」や、臨

地実習評価「教員と実習施設スタッフの連携」「学生を取り巻く人的環境」において、毎年

良好な結果が得られている（資料１-１-15，別添資料２）。 
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資料 1-1-14 ４年間を通した段階的・継続的看護倫理教育の概念図 

 
(出典：看護学科教務委員会資料抜粋) 

 

 

資料 1-1-15 臨地実習評価の集計状況 

年度 
オリエンテ

ーション 

受け持ちを

通した理解 

教員の指導

力・姿勢 

目的目標の

設定 

カンファレ

ンスと時間

調整 

教員と実習

施設スタッ

フの連携 

学生を取り巻

く人的環境 

22 4.2 3.9 4.3 4.0 4.1 4.0 4.2 

23 4.3 3.9 4.1 4.0 4.1 4.0 4.2 

24 4.2 3.8 4.1 3.9 4.1 3.8 4.0 

25 4.3 3.9 4.3 4.1 4.3 4.0 4.3 

26 4.4 4.2 4.4 4.3 4.5 4.3 4.4 

27 4.4 4.2 4.3 4.3 4.4 4.2 4.3 

※5「非常に当てはまる」から 1「あてはまらない」の 5 段階評価で、１から４年次の各項目の平均値 

(出典：臨地実習部会資料抜粋) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

倫
理
ノ
ー
ト
の
活
⽤
と
振
り
返
り 

医療倫理学Ⅰ（１年後期） 

 ・看護倫理の基礎的知識の習得 

基礎実習Ⅰオリエンテーション（１年後期・２月） 

   ・看護職者としての基本的姿勢の理解 
１年 

基礎実習Ⅱオリエンテーション（２年前期・８月） 

  ・対象の尊重と倫理観に基づく看護ケアの理解 

  ・実習記録の取り扱いに関する重要性の理解 

  ・インシデント時の適切な対処法と重要性の理解 

２年 

領域別実習オリエンテーション（３年前期・７月） 

   ・対象の個性別・状況に応じた看護の理解 

   ・インシデント報告の重要性の理解 

３年 

地域看護実習・統合実習前 

オリエンテーション（４年前期・４月） 

  ・チームナーシングの再認識 

  ・確認・報告の重要性に対する理解 

医療倫理学Ⅱ（４年後期） 

  ・情緒的刺激による看護倫理の理解力深化 

  ・看護職者の臨床的な看護倫理力の修得 

⼈の尊厳と⽣命を尊重する姿勢に基づき、 
対象者に対する倫理的配慮ができる⼈材 

４年 

オリジナル 
倫理ノートの作成 
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（水準） 

期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

医師不足地域の期待に応えるため、地域医療教育の充実策として、医学・看護学教育セ

ンターを組織し、医学科の地域枠入学者を中心とした多様な地域医療教育を展開している。

また、医学科では入学定員増が継続する中、医師不足地域との連携による寄附講座や産学

官連携講座を設置し、教育体制の充実に努めている。国際化への対応策として、英語によ

る学習機会の創設と、両学科での海外交流大学からの学生の受入を推進している。 
 内部質保証の取組として、医学科では医学・看護学教育センターと連携しつつ教務委員

会が、看護学科では看護学科教務委員会が中心となり、それぞれ地域医療教育をはじめと

した多様な教育活動を点検し、FD 活動と合わせ教育の質の向上を図っている。 
 これらの取組に対して、学生の教育満足度調査は高い評価を維持しているほか、教育体

制を基にした独自の教育プログラムが文部科学省「未来医療研究人材養成拠点形成事業」

への採択、公益財団法人三重県市町村振興協会との「地域医療教育に関する協定」の更新、

寄附講座・産学官連携講座の維持・増設、初期臨床研修医の三重県内病院へのマッチング

状況の大幅な改善が図られている。 

これらのことから、教育の実施体制は想定される関係者の期待に十分に応えており、期

待される水準を上回ると判断した。 
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観点１－２ 教育内容・方法 

（観点に係る状況） 

・体系的な教育課程の編成状況 

 医学科及び看護学科では、学位授与の方針及び教育課程の編成・実施方針を定めている

（別添資料３）。 

 

（医学科） 

 モデルコアカリキュラムに沿って、地域社会と国際社会で活躍する医療人としての知

識・技能を修得させるため、少人数の協同学習や参加型実習などの教育に加え、講座や分

野を越えた初期医学、チュートリアル、基本的臨床技能、クリニカルクラークシップ、地

域医療教育、研究室研修、海外実習を推進している。また、国際標準化の動きに呼応し、

平成 24 年度より臨床実習期間を 60 週から 68 週に拡充し、さらに 72 週に向けた検討を進

めている（資料１-２-１）。 

 

資料 1-2-1 カリキュラムの概要 

クリニカルクラークシップ

大学病院実習

地域病院実習 海外病院

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

医療と社会 医学概論

初期医学体験実習

国際保健と地域医療 地域基盤型保健医療実習

医学英語 分子生命体科学

基本的臨床
技能教育

研究室研修

教養統合科目

教養基盤科目 基礎医学

社会医学講義・実習

問題基盤型
チュトリアル

臨床医学講義

共用試験
（コンピュータ支援学力試験

客観的臨床技能試験）

医師
国家試験

卒業
試験

進級判定 卒業判定

新医学専攻コース

海外臨床実習早期海外体験実習（海外リサーチインターンシップを含む）

 
 

（看護学科） 

 看護学科では、本学の教育目標「４つの力」を涵養するために、教養的基盤に立脚した

専門教育を実施している。 

 １、２年次には教養教育と並行して基礎看護学を学び、２年次からは講義と演習を通し

て専門科目を学ぶ。３年次後期には、各専門領域の臨地実習をローテーション制で受け、

４年次では地域看護学領域の実習および統合実習を通して、病院だけでなく地域で生活す

る人々への支援やチーム医療についても学び、卒業研究により論理的思考と看護観を育ま

させている。これらを通して、看護職者に求められる人間性豊かな態度と高い実践能力を

養う教育を提供している（資料１-２-２）。 
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資料 1-2-2 看護学科カリキュラム概念図 

２年生

進級判定

教養基盤科目
教養統合科目

人体機能学，人体構造学，看護病態学，医療科学概論，他

基礎看護論，基礎看護技術，看護理論，医療倫理Ⅰ

【講義および演習】

成人看護学，母性看護学，小児看護学，
精神看護学，老年看護学，在宅看護論Ⅰ，

公衆衛生看護学

領域別
看護実習

母性
小児
成人
精神
老年

看護研究方法論
看護学基礎
ゼミナール

在宅看護論Ⅱ
看護管理学

看護学専門
ゼミナール

看護研究
（卒業研究）

統合実習
Ⅰ・Ⅱ

公衆衛生
看護実習

医療倫理Ⅱ

助産学実習

基礎看護
学実習Ⅱ

３年生 ４年生１年生

基礎看護
学実習Ⅰ

 

 

・社会的ニーズ、人材像に沿った医療人材育成の工夫 

医学科では、地域医療教育を推進するため、入学後早期より６年間を通して地域で学ぶ

カリキュラムを編成している。１年次の「医療と社会」では、３カ月の講義後、８カ月の

地域の医療機関と大学病院における実習を実施している。また、平成 23 年度からは三重県

内の 29 市町で実施する地域基盤型保健医療実習を取り入れており、２年間継続して地域の

医療、保健、福祉を学ぶ実習を実施している。３、４年次では地域診療所・地域病院での

見学実習、５、６年次では地域病院等での診療参加型臨床実習を実施することで、６年間

を通して地域医療に対する意識と能力を高めている。また、平成 24 年度からは、臨床実習

の期間延長に伴い地方自治体からの要望のあった救急医療や地域医療の実習期間と内科や

外科の実習期間を延長させている。 

これらの地域医療教育は、寄附講座と産学官連携講座による６つの地域医療学系講座と

平成 25 年度文部科学省「未来医療研究人材養成拠点形成事業」の採択を得て設置した地域

医療学講座を中心に展開し、地域医療学習と地域住民の健康の向上に資する人材育成に取

り組んでいる（資料１-２-３、１-２-４）。 

 

資料 1-2-3 ６年間を通して地域で学ぶカリキュラムの実施 

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

診療所・
福祉施設
見学実習

地域基盤型
保健医療実習

（県・市町・大学の協力）

地域の診療所・
病院での見学

実習

地域病院での
臨床実習

地域医療研修・推薦者訪問・進路指導・懇談会地域枠学生対象
特別カリキュラム

多職種連携教育
（看護学科との連携）

多職種連携教育

地域保健活動

医療施設見学

臨床実習

講義
地域医療

講義

研修医対象
Home Coming day
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資料 1-2-4 地域医療学系講座 

区  分 講座名 (担当講座) 関連自治体 

寄附講座 亀山地域医療学 (家庭医療学） 亀山市 

伊賀地域医療学 (家庭医療学、循環器・腎臓

内科学、消化器内科学) 

伊賀市、名張市 

津地域医療学 (家庭医療学) 津市 

県南部地域医療学 (循環器・腎臓内科学、消

化器内科学) 

尾鷲市 

循環器内科地域連携学 (循環器・腎臓内科

学) 

津市 

産学官連携講座 地域包括ケア・老年医学 (家庭医療学) 南伊勢町 

（出典：事務部管理資料抜粋） 

 
両学科共通の取組として、地域医療への関心を高め、チーム医療の重要性を学ぶために、

近隣医療系大学と協力して、多職種連携教育（IPE）を平成 24 年度から開始した。この IPE

は、地域の医療機関の協力を得て、両学科の学生が、プライマリケアの現場で合同臨床実

習（クリニカルクラークシップと統合実習Ⅰ・II）を行っている。このほか、５科６大学

による IPE プロジェクト「三重 IPE」を実施している（資料１-２-５、別添資料４）。 

 

資料 1-2-5 医学科と看護学科による多職種連携教育 (IPE) 

年度 実習科目 IPE 実習施設 IPE 参加学生数 

平成 24 年度 家庭医療学 (医学科) 

統合実習Ⅰ・Ⅱ (成人看護学) 

病院 2か所 

診療所 3か所 

医学科 5名 

看護学科 6名 

平成 25 年度 家庭医療学 (医学科) 

統合実習Ⅰ・Ⅱ (成人看護学) 

病院 2か所 

診療所 3か所 

医学科 6名 

看護学科 7名 

平成 26 年度 家庭医療学 (医学科) 

統合実習Ⅰ・Ⅱ (成人看護学) 

病院 3か所 

診療所 6か所 

医学科 9名 

看護学科 11 名 

平成 27 年度 家庭医療学 (医学科) 

統合実習Ⅰ・Ⅱ (成人看護学) 

病院 4か所 

クリニック・ 

診療科 3か所 

医学科 8名 

看護学科 9名 

 

 

・国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

国際通用性のある医療人の育成に向けて、医学科では平成 16 年度から６年次の海外臨床

実習に取り組んでおり、海外協定校の増加によって教育体制の充実を図っている（資料１-

２-６、１-２-７）。その後一層の教育効果を高めるため、平成 21 年度には６年次の海外

臨床実習に有機的に連動するプログラムとして、１から４年次を対象とする夏期休暇を利

用した早期海外体験実習を整備した。このプログラムは文部科学省大学教育推進プログラ

ム「保健医療の国際化に対応する医学教育」（平成 21～23 年度・大学教育・学生支援推進

事業【テーマ A】）の採択を得て、毎年多数の学生が海外の医療機関で実践的語学力・コミ

ュニケーション力・異文化理解力の向上と医療格差や医療経済学の理解を目指す実習に参

加している。さらに平成 24 年度からは、看護学科生が早期海外体験実習への参加を開始し

たほか、医学科では３年次を対象とした英語による授業の実施、看護学科では医学・看護

学教育センターの外国人助教による英語クラスとして Nursing English Class（２回/週）

を開始した（資料１-２-８、１-２-９）。 
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資料 1-2-6 海外の大学との学部間協定の締結状況 

No. 相手先大学名 国 名 締結日 年度 

1 コンケン大学医学部 タイ 1994/08/25 H6 

2 マーサー大学医学部 アメリカ 1998/10/29 H10 

3 ウェイン州立大学医学部 アメリカ 2002/03/18 H13 

4 上海交通大学医学院 中国 2004/08/11 H16 

5 ロストック大学医学部 ドイツ 2004/10/29 H16 

6 廣西医科大学 中国 2006/06/06 H18 

7 ザンビア大学医学部 ザンビア 2007/02/07 H18 

8 ムヒンビリ健康科学大学医学部 タンザニア連合共和国 2007/10/19 H19 

9 シャルジャ大学医学部 アラブ首長国連邦 2008/12/24 H20 

10 イエテボリ大学健康科学部 スウェーデン王国 2009/01/14 H20 

11 ニューメキシコ大学医学部 アメリカ 2009/06/24 H21 

12 ガーナ大学医学部 ガーナ共和国 2010/02/18 H21 

13 ペルジア大学医学部 イタリア 2010/02/22 H21 

14 蘭州大学医学部 中国 2011/03/17 H22 

15 カーディフ大学 イギリス 2011/07/15 H23 

16 ラオス健康科学大学医学部 ラオス 2011/09/26 H23 

17 アムリタ大学医学部 インド 2012/01/30 H23 

18 タマサート大学医学部 タイ 2012/06/05 H24 

19 ヤンゴン第一医科大学 ミャンマー 2012/12/17 H24 

20 タマサート大学看護学部 タイ 2013/09/06 H25 

21 チェンマイ大学医学部 タイ 2013/09/09 H25 

22 チェンマイ大学看護学部 タイ 2013/09/09 H25 

23 フリンダース大学医学部 オーストラリア 2013/10/07 H25 

24 フライブルグ応用科学カトリック大学 ドイツ 2014/06/11 H26 

25 ワシントン大学 アメリカ 2014/08/25 H26 

26 マンダレー医科大学 ミャンマー 2014/11/05 H26 

27 ＢＳＭＭＵ バングラディシュ 2015/07/27 H27 

28 ヤンゴン第二医科大学 ミャンマー 2015/10/21 H27 

 (出典：大学概要抜粋) 
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資料 1-2-7 海外臨床実習参加状況 

受け入れ大学・病院 (国名) 
年度別参加者数 (人) 

21 22 23 24 25 26 27 

マーサー大学医学部 (米国)        

ウェイン州立大学ミシガン小児病院 (米国) 6 3  8    

上海第２医科大学上海小児病院 (中国)  1  5    

ベーラー大学 (米国)        

タイ国立コンケン大学病院 (タイ) 6 13 5 2  3 3 

アイオワ大学 (米国)        

ワシントン大学 (米国)  1  3 9 6 5 

ジョンスホプキンス大学 (米国)        

ムヒンビリ健康科学大学ムヒンビリ病院 (タンザニア) 4 16 9 11 10 9 5 

ザンビア大学教育病院 (ザンビア) 4 3 1 4 5 8 3 

上海交通大学新華病院・上海小児病院 (中国)     2 1 2 

カリフォルニア大学サンディエゴ校 (米国)        

香港中文大学プリンスオブウエールズ病院 (中国)   1     

エール大学エールニューヘブン病院 (米国)        

シドニー大学 (オーストラリア)        

ニューメキシコ大学 (米国) 1 7 4  4 3  

イベロアメリカン大学 (ドミニカ共和国)        

シャルジャ大学 (アラブ首長国連邦) 3 3 3 9 6 13 6 

Chey Chum Neas hospital (カンボジア) 1       

ガーナ大学 (ガーナ)  4   1   

Luis E Aybar 病院 (ドミニカ共和国)  5      

フリンダース大学 (オーストラリア)  1 1 1 1 1 2 

イエテボリ大学 (スウェーデン)  4 4 5 5 5  

ペルージャ大学 (イタリア)  3 3 1 2 2 3 

健康科学大学 (ラオス)    2 4  4 

アムリタ大学 (インド)    4 4 3 3 

インディアナ大学 (米国)     1   

タマサート大学 (タイ)     5 1 8 

カーディフ大学 (イギリス)     4 2 3 

サンパウロ大学 (ブラジル）       3 

フィリピン大学レイテ保健学部 (フィリピン)       1 

フィジー大学 (フィジー)       5 

合 計 25 64 31 55 63 57 56 

 (出典：事務部管理資料抜粋) 
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資料 1-2-8 早期海外体験実習参加状況 

受け入れ大学・病院 (国名) 
年度別参加者数 (人) 

21 22 23 24 25 26 27 

タイ国立コンケン大学病院 (タイ) 4 4 11 7 8 6 
2 

(1) 

ワシントン大学(米国) 11 11 12 
27 

(12) 21 5 5 

ペンシルバニア州立大学 (米国)   2     

JICA アムハラ州感染症対策強化プロジェクト 

(エチオピア) 
  5     

ハーバード大学 (米国)   4 5 5 2 1 

St.ジュード小児病院 (米国)   2 1    

上海交通大学 (中国)        

ジョンスホプキンス大学 (米国)        

ムヒンビリ大学 (タンザニア)      8  

ザンビア大学 (ザンビア)    8    

タマサート大学 (タイ)    (10) (4)   

アーナンダ病院 (インド)      2 3 

フライブルグカソリック大学 (ドイツ)      (2) (6) 

カリフォルニア大学 (米国)      1  

インディアナ大学 (米国)      1  

フィリピン大学レイテ分校 (フィリピン)       2 

チェンマイ大学 (タイ)       (7) 

合 計 15 15 36 70 38 27 27 

 ( )は看護学科学生数 

(出典：事務部管理資料抜粋) 

 

資料 1-2-9 英語による授業・講義 

講義題目 
開催回数/年度 

24 25 26 27 

英語論文精読と英語でのまとめ発表・質疑応答 13 9 9 10 

英文研究計画書の書き方 7 9 9 10 

外部講師 (若手研究者)による最新研究の英語での講義 

(一部インターネットでの遠隔ライブ講義) 
10 5 5 6 

 (出典：事務部管理資料抜粋) 

 

・学生の主体的な学習を促すための取組 

 医学科では、全国の医学部に先駆けて PBL-チュートリアル教育、専門診療科チーム基盤

型学習（TBL）、研究室研修を導入するなど、学習指導方法の改革及び自主的な学習を促す

取組を継続している（資料１-２-10）。地域基盤型保健医療教育は地域を歩いて、住民の

ニーズに直接触れ、地域問題を捉え、その解決に向けて取り組むという学生の積極的参加

と主体的行動を求める教育である。 

 基本的臨床技能教育では、すべての授業が終了した後に、オープンラボと称する学生の

自習支援時間を設けており、多くの学生が自主的に臨床技能向上に取り組んでいる。 

 リサーチマインドを涵養するため、研究室研修では、発表会を英語で行う等の試みも推

進している。また、希望者対象の入学後より開始する「新医学専攻コース」を設置してお
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り、在学中に国際学会発表や国際学術雑誌投稿を行う学生も出るなど、学年全体での登録

者は年々増加している（資料１-２-11）。 

 看護学科では、PBL 教育を全面的に取り入れ、グループ討論や全体発表・討論を通じて学

生が主体的に学ぶことができる体制を整えている（資料１-２-12）。また、電子シラバス

が導入されており、学生は WEB 上にて授業の目標、各回の内容、全学の目標との関連、評

価基準等が確認できる体制を整備している（別添資料５）。 

 

 これら医学部における教育方法の工夫等に対しては、学生を対象とした満足度調査「自

分の所属する学部（学科等）のカリキュラム」等の調査項目において、両学科ともに高い

満足度を維持している（別添資料２）。 

 

資料 1-2-10 PBL チュートリアル教育・専門診療科チーム基盤型学習 (TBL)のユニット別実施状況 

ＰＢＬ 
感染症、心臓、血液・免疫、内分泌・乳腺、加齢・神経、呼吸器、消化器、腎臓・生殖、 

発達 

ＴＢＬ 
脳神経外科学、眼科学、口腔外科学、耳鼻咽喉科学、整形外科学、婦人科学、精神神経科学、 

家庭医療学、皮膚科学、救急災害医学、腎泌尿器外科学、麻酔集中治療学、統合医学 

(出典：事務部管理資料抜粋) 

 

資料 1-2-11 新医学専攻コース登録者数の推移 

(出典：事務部管理資料抜粋)  
 

学年 21 22 23 24 25 26 27 

１年 7 16 13 15 15 24 19 

２年 16 13 16 14 19 15 38 

３年 8 16 12 16 12 19 17 

４年 8 7 15 12 17 11 18 

５年 18 7 7 15 12 17 11 

６年 13 17 7 8 14 12 16 

合計 70 76 70 80 89 98 119 

 

資料 1-2-12 看護学科の PBL チュートリアル教育を実施している科目 

人体構造学 

人体機能学 

ストレスと健康 

医療倫理Ⅱ 

看護技術論Ⅰ 

看護技術論Ⅱ 

看護理論と看護過程 

看護システム論Ⅰ 

看護システム論Ⅱ 

基礎看護学実習Ⅰ 

成人看護学Ⅰ 

成人看護学Ⅲ 

クリティカルケア看護 

成人看護学実習Ⅰ 

成人看護学実習Ⅱ 

精神看護学Ⅱ 

精神保健看護論 

精神看護学実習 

小児看護学Ⅲ 

小児看護学実習 

母性看護学Ⅱ 

母性看護学実習 

助産論Ⅰ 

助産論Ⅱ 

助産学実習Ⅰ 

助産学実習Ⅲ 

公衆衛生看護学Ⅰ 

公衆衛生看護学Ⅱ 

保健医療福祉行政論 

産業保健 

地域診断学実習 

公衆衛生看護学実習 

老年看護学Ⅰ 

老年看護学Ⅱ 

認知症と看護 

老年看護学実習Ⅰ 

老年看護学実習Ⅱ 

在宅看護論Ⅰ 

統合実習Ⅰ 

統合実習Ⅱ 

看護基礎ゼミナール 

看護専門ゼミナール 

看護研究（卒論） 
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（水準） 

期待される水準を上回る。 

（判断理由) 

学位授与方針の下、地域の医療機関における実習や早期海外体験実習、学科間の連携に

よる地域基盤型多職種連携教育など、両学科ともに入学後から卒業に至る過程において体

系的な教育課程を編成している。このほか PBL チュートリアルや、地域医療機関の実習機

会の確保、海外協定校の増加、英語教育の導入など多様な教育体制・方法の工夫によって、

「地域医療教育」と「国際医療教育」を推進している。 

 これらの取組に対して、学生の教育満足度調査からは高い評価を維持しているほか、国

際医療教育プログラムが文部科学省大学教育・学生支援推進事業【テーマ A】の採択を得て

いる。 

これらのことから、教育内容・方法は想定される関係者の期待に十分に応えており、期

待される水準を上回ると判断した。 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点２－１ 学業の成果 

(観点に係る状況) 

・履修・卒業状況、国家試験結果から判断される学習成果の状況 

 医学科の共用試験 CBT では、平均点が全国平均を上回るとともに、平成 27 年度を除き、

上位 15%に半数以上が入っている（前記資料１-１-13、p.５-10）。 

 卒業状況については、医学科、看護学科ともにほぼ 90％の学生が標準修業年限内に卒業

している。 

また、国家試験の合格率について、医師国家試験では新卒・既卒を合わせた全体での最

低値は 91.2％、新卒は 93.2％であった。同じく看護師国家試験の最低値は 92.9％、保健師

国家試験の最低値は 94.3％であり、助産師国家試験は 100％を維持する結果となった（資

料２-１-１～２-１-３）。 

 

資料 2-1-1 標準修業年限内卒業率                               (単位：％) 

学科名 
卒業年度 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

医学科 94.1 90.1 90.1 95.2 93.6 94.9 89.7 

看護学科 92.6 94.4 91.3 93.2 96.8 95.6 96.2 

※後期入学者は除く H26.4.1 現在             (出典：事務部管理資料抜粋) 

 

資料 2-1-2 医師国家試験合格状況 

年度 
合格者/受験者 (合格率：％) 順位/総数 

全体 うち新卒者 うち既卒者 大学全体 国立大学法人 

21 100/106 (94.3) 96/98 (98.0) 4/8 (50.0) 14/80 6/43 

22 91/99 (91.9) 89/94 (94.6) 2/5 (40.0) 29/81 18/43 

23 102/109 (93.5) 97/100 (97.0) 5/9 (55.5) 26/81 11/43 

24 100/108 (92.5) 97/103 (94.1) 3/5 (60.0) 28/81 13/43 

25 113/119 (95.0) 106/109 (97.0) 7/10 (70.0) 22/81 9/43 

26 112/122 (91.8) 110/118 (93.2) 2/4 (50.0) 41/81 22/43 

27 124/136 (91.2) 119/124 (96.0) 5/12 (41.7) 44/81 23/43 

(出典：事務部管理資料抜粋) 

 

資料 2-1-3 看護師等国家試験合格状況 

年度 
合格者/受験者 (合格率：％) 

看護師国家試験 保健師国家試験 助産師国家試験 

21 81/83 (97.6) 82/92 (89.1) 3/5 (60.0) 

22 78/79 (98.7) 83/88 (94.3) 5/5 (100) 

23 73/75 (97.3) 84/86 (97.7) 10/10 (100) 

24 77/77 (100) 85/85 (100) 6/6 (100) 

25 79/85 (92.9) 89/93 (95.7) 5/5 (100) 

26 75/77 (97.4) 86/86 (100) 6/6 (100) 

27 73/73 (100) 73/75 (97.3) 4/4 (100) 

(出典：事務部管理資料抜粋) 
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・学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

 学生による教育満足度調査では、大学全般「教育全般」について、医学科（3.77～4.35）、

看護学科（4.14～4.44）ともに中位点を越えている。また「授業」に関する項目では、「学

部専門の授業」「実習を伴う授業」「卒業研究指導」の項目において、毎年度高い評価が得

られている（別添資料２）。 

また、本学の教育目標である「４つの力」の達成度を把握する取組として、学生の自己

評価に基づいた「修学達成度評価」を実施している。「感じる力」の学習意欲、学習価値は

両学科ともに中位点を越えている。「考える力」の批判的思考力は、医学科では 5.0 以上、

看護学科では 4.8 以上といずれも中位点を越えている。「コミュニケーション力」の外国語

に対する自信、プレゼンに対する自信は、両学科ともに中位点を下回っているが、「生きる

力」は両学科ともに 3.8 以上と中位点を上回っており、両学科ともに「４つの力」は概ね

修得されている（別添資料６）。 
 

（水準） 

期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

医学科、看護学科ともにディプロマ・ポリシーに向けた適切な教育内容・方法を整備し

ており、「４つの力」の修学達成度評価、「教育満足度調査」では良好な結果が得られてい

る。また、両学科の国家試験の結果は高い水準を維持するとともに、医学科では CBT の成

績も良好である。 

これらのことから、在学中や卒業時における学業の成果は、学生や関係者の期待に十分

に応えており、期待される水準を上回ると判断した。 
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観点２－２ 進路・就職の状況 

（観点に係る状況） 

・進路・就職状況等から判断される在学中の学業の成果の状況 

（医学科） 

 国家試験合格の卒業生は 100％医師として医療機関に就職しており、このうち三重県内で

の初期臨床研修医の割合は、年々増加をしている（資料２-２-１、前記資料１-１-10、p.

５-８）。 

 

資料 2-2-1 医学科就職状況 

年 度 22 23 24 25 26 27 

卒業者数 94 (18) 100 (19) 103 (27) 109(34) 118(43) 126（43） 

臨床研修医 89 (17) 95 (16) 97 (26) 106(34) 110(42) 122（42） 

うち三重県内 

での研修医 
48 47 53 55 62 83 

その他 5 (1) 5 (3) 6 (1) 3 8(1) 4(1) 

(出典：事務部管理資料抜粋) 

 

（看護学科） 

 卒業生のうち、ほとんどが看護職として就職しており、三重県内の医療機関への就職者

の割合は増加傾向にある。また、毎年若干名の学生が看護系大学院修士（博士前期）課程、

養護教諭課程、助産課程等へ進学している（資料２-２-２）。 

 

資料 2-2-2 看護学科就職状況 

区 分 
年度 22 23 24 25 26 27 

卒業者数 89 86 85 94 87 79 

進路の内訳 

就職者 83 78 79 82 81 75 

進学者 4 5 1 6 4 3 

その他 2 3 5 6 2 1 

就
職
先
内
訳 

職
種
別 

医療・福祉 80 70 74 82 75 71 

公務 2 8 5 0 6 4 

その他 1 0 0 0 0 0 

地
域
別 

三重県 36 32 48 46 45 34 

愛知県 21 25 16 15 14 25 

岐阜県・静岡県 4 1 1 2 4 4 

関東地方 10 6 3 3 2 2 

近畿地方 9 11 11 11 16 10 

その他 3 3 0 5 0 0 

(出典：事務部管理資料抜粋) 
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・卒業生及び就職先等の関係者への意見聴取等の結果とその分析結果 

平成 24 年３月に卒業した学生の就職先に対し、卒業後約１年となる２月にアンケートを

実施した。 

 事業所の評価のうち 28 項目中 26 項目の充足群が 80%を越えており、「6.事実や他者に対

する誠実さ」に対する評価が最も高かった。また、「11.プレゼンテーションをする力」「22.

専門知識や技術」に対する評価が高い一方、「10.外国語でコミュニケーションをする力」

の評価が最も低い結果となった（資料２-２-３）。これに第１期法人評価において外国語で

のコミュニケーション力の評価が低かったことを踏まえ、平成 24 年度から「英語による授

業・講義」の開始、海外臨床実習の拡充、看護学科「早期海外体験実習」及び外国人助教

による「Nursing English Class」を実施し、改善に取り組んでいる。 

海外実習報告会における学生からの意見では、外国語コミュニケーション能力向上に関

するコメントが多数寄せられている（資料２-２-４）。 

 

資料 2-2-3 医学部卒業生及び卒業生が就職した事業所へのアンケート調査 

項目 

卒業生の 

自己評価 

平均値 

事業所の評価 

平均値 充足群(%) 

1 広い視野で多面的に考える力 2.65 3.31 90.5 

2 論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力 2.54 3.40 92.9 

3 問題のポイントを素早くつかんだり、まとめる力 2.69 3.43 90.5 

4 鵜呑みにせず、いったん本当に正しいのかどうかを疑ってみる力 2.54 3.17 82.9 

5 想像が豊かで、新しいアイディアや発想を生み出す力 2.31 3.11 78.9 

6 事実や他者に対する誠実さ 3.04 3.62 100.0 

7 人によっていろんな意見を持っているという多様性を理解する力 3.12 3.40 90.0 

8 他者に対する柔軟性や他者との調整力 3.00 3.44 90.2 

9 日常的なコミュニケーションをする力 2.81 3.52 92.9 

10 外国語でコミュニケーションをする力 1.88 2.41 45.5 

11 プレゼンテーションをする力 2.42 3.45 97.6 

12 ディスカッションをする力 2.54 3.31 90.5 

13 人と協同して仕事をする力 2.88 3.56 95.1 

14 文章作成や文章表現の力 2.54 3.43 97.5 

15 情報を収集して適切に処理する力 2.69 3.39 95.1 

16 情報機器を活用する力 2.38 3.40 95.0 

17 社会、または技術の変化に対応する力 2.65 3.41 94.6 

18 人間や社会についての理解・知識 2.65 3.38 97.4 

19 自然科学に関する基礎知識 2.50 3.28 89.7 

20 一般常識 2.65 3.36 90.5 

21 基礎学力 2.69 3.40 95.2 

22 専門知識や技術 3.23 3.43 97.6 

23 失敗してもなお再び挑戦しようとする力 2.73 3.53 97.4 

24 どんな仕事にもねばり強く取り組む力 2.81 3.56 92.7 

25 ストレスを感じてもそれに耐える力 2.73 3.50 89.5 

26 意欲的に物事に取り組む力 2.73 3.38 88.1 

27 自立的に自らが決断する力 2.77 3.37 92.7 

28 実際に仕事をやり遂げる実行力 2.73 3.44 97.6 

  ※アンケートの内容は、「感じる力」、「考える力」、「コミュニケーション力」、それらを総合した「生きる力」 

という三重大学の４つの力に基づいた 28質問項目からなり、「身についていない」１点、「あまり身について 

いない」２点、「ある程度身についている」３点、「十分身についている」４点の４段階で回答を求めた 
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資料 2-2-4 海外臨床実習参加者の外国語のコミュニケーションに関する意見 

 

・最初は苦労したが、次第にコミュニケーションをとることができるようになった (ワシントン大学・

米国) 

・英語を用いて実習を行い、医療英語について成長を感じられた。 (コンケン大学・タイ) 

・英会話能力の向上。特に Medical の vocabulary は豊富になったと思う (コンケン大学・タイ) 

・英語の会話力がつきました (タマサート大学・タイ) 

・1ヵ月海外にいれば英語に慣れることができると感じた (アムリタ大学・インド) 

・英語によるコミュニケーションが積極的にとれた (アムリタ大学・インド) 

・英語でのコミュニケーション力の向上 (シャルジャ大学・アラブ首長国連邦) 

・英会話が上達し、コミュニケーション能力がついた (シャルジャ大学・アラブ首長国連邦) 

・現地の学生などと生活を共にすることで、英語によるコミュニケーション能力を向上させることがで

きた (シャルジャ大学・アラブ首長国連邦) 

・英語でのコミュニケーションを積極的にはかれた (シャルジャ大学・アラブ首長国連邦) 

・海外に行ったことがほぼなかったので、英語に対して苦手感というか恐怖感を持っていたが、帰国後

はあまり感じなくなった (シャルジャ大学・アラブ首長国連邦) 

・英語を使って会話をすることへの抵抗が減った。外国人と話すことに抵抗が無くなった (シャルジャ

大学・アラブ首長国連邦) 

・英語でのコミュニケーションが実習前に比べて向上した (シャルジャ大学・アラブ首長国連邦) 

・今回 1 ヵ月という期間を海外で過ごしたことで、海外での生活への不安が少なくなった (イエテボリ

大学・スウェーデン) 

・英語はかなり聞けるようになるのは間違いないため、英語のトレーニングをしたければとてもお勧め

です (ニューメキシコ大学・米国) 

・医学英語の能力を向上させることができた (ペルージャ大学・イタリア) 

・Listening 力の向上を実感することができた。また、積極的にコミュニケーションをとる姿勢は身に

ついた (カーディフ大学・英国) 

・英語力、特にリスニング力が伸びたと感じた (カーディフ大学・英国) 

 

(出典：2014 年度 海外臨床実習・早期海外体験実習 報告書 抜粋) 

 

（水準） 

期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

  医学科、看護学科ともに国家試験の高い合格率を維持し、初期研修医、看護師として三

重県内医療機関への就職状況は年々増加している。また、卒業生と卒業生の就職先（事業

所）に対するアンケート調査では、８割以上の項目で高い評価が得られている。 

これらのことから、進路・就職状況は想定される関係者の期待に十分に応えており、期

待される水準を上回ると判断した。 
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Ⅲ「質の向上度」の分析 

 

（1）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

事例１：国際化教育体制の整備 

教育の国際化に向けた体制整備として、医学・看護学教育センターに医学英語教育を担

当する外国人教員の雇用や、海外協定校の大幅な増加を図った（資料１-２-６,下記表）。 

これらの体制整備によって、海外臨床実習の参加状況は第１期終了時点と比較しても高

い水準を維持するとともに、平成 21 年度より開始した早期海外体験実習では看護学科学生

が参加するなど、教育体制の大幅な質的向上が図られた（資料１-２-７,１-２-８,下記表）。 

 

(1)海外大学との学部間協定の締結状況 

第１期 (平成 16 年度～平成 21 年度) 学部間協定締結数：１０ 

第２期 (平成 22 年度～平成 27 年度) 学部間協定締結数：１５ 

(2)海外臨床実習参加状況 

年度 ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 

参加者数 ２５ ６４ ３１ ５５ ６３ ５７ ５６ 

機関数 ７ １３ ９ １２ １５ １３ １５ 

※平成 21 年度は新型インフルエンザの影響で減少 (平成 20 年度は参加者 54 名、機関数９) 

※平成 23 年度はタイ動乱、アラブの春等の影響で減少 (主にタイ、アフリカへの参加者が減少) 

 

事例２：地域医療への貢献 

 医学科では平成 21 年度より新たな地域枠推薦制度（地域枠 A・B）を開始したほか、地域

医療教育プログラムの導入、卒前の進路指導から卒後のフォローアップ等きめの細かい多

面的な取組を開始した。また、寄附講座等の地域医療系講座の開設や、文部科学省「地域

家庭医育成支援拠点事業」の採択を得て、量と質の両面から教育体制の向上を図った（資

料１-１-３,１-１-６）。 

これらの取組により、医学科卒業生のうち三重県内病院における初期研修医数は、第１

期終了時点と比較して大幅に増加しており、地域医療体制は大幅な向上が図られている（資

料１-１-10,下記図）。 

 

     ○医学科卒業生の県内病院への初期研修医採用状況 
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（2）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

事例１：国家試験等に裏付けられる卒業時の教育成果 

 標準修業年限内での卒業率は、医学科の最低値は 89.7％、看護学科は 91.3％であった。

国家試験の合格率は、第２期中「医師」「看護師」「保健師」「助産師」の各国家試験は、平

成 27 年度医師国家試験を除き、全国平均を上回っていることから、高い水準を維持してい

る。 

これら国家試験の合格状況など卒業時の教育成果は、第１期終了時点と比較しても高い

水準を維持しており、高い教育成果を上げている（資料２-１-１～２-１-３、下表）。 

 

○医師国家試験合格率の推移 

年度 

(回数) 

21 

(104) 

22 

(105) 

23 

(106) 

24 

(107) 

25 

(108) 

26 

（109） 

27 

(110) 

三重大 

(全体) 
94.3 91.9 93.5 92.5 95.0 91.8 91.2 

全国平均 89.2 89.3 90.2 89.8 90.6 91.2 91.5 

 

○看護師国家試験合格率の推移 

年度 

(回数) 

21 

(99) 

22 

(100) 

23 

(101) 

24 

(102) 

25 

(103) 

26 

(104) 

27 

(105) 

三重大 

(全体) 
97.6 98.7 97.3 100 92.9 97.4 100 

全国平均 89.5 91.8 90.1 88.8 89.8 90.0 89.4 

 

○保健師国家試験合格率の推移 

年度 

(回数) 

21 

(96) 

22 

(97) 

23 

(98) 

24 

(99) 

25 

(100) 

26 

(101) 

27 

(102) 

三重大 

(全体) 
89.1 94.3 97.7 100 95.7 100 97.3 

全国平均 86.6 86.3 86.0 96.0 86.5 99.4 89.8 

 

○助産師国家試験合格率の推移 

年度 

(回数) 

21 

(93) 

22 

(94) 

23 

(95) 

24 

(96) 

25 

(97) 

26 

(98) 

27 

(99) 

三重大 

(全体) 
60.0 100 100 100 100 100 100 

全国平均 83.1 97.2 95.0 98.1 96.9 99.9 99.8 
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事例２：学生による教育満足度評価から裏付けられる教育成果 

 第１期より実施している「教育満足度調査」について、第１期終了時点と第２期期間中

を比較した結果、「大学全般」に対して最高値は医学科 4.35、看護学科 4.44 であり、21 年

度を上回っていた。 

カテゴリ「授業」のうち第１期から継続調査した項目では、両学科とも平均値の最も低

い値は中位点を下回っていない。また、最大の増加幅は両学科とも「卒業研究指導」（医学

科：＋0.76、看護学科：＋0.78）となるなど、第１期末時点と比較して全ての調査項目で

高い満足度が得られており、高い教育の成果を維持している（別添資料２、下表）。 

 

○ 教育満足度調査における結果 

〔医学科〕 

カテゴリ 調査項⽬ 21 年度 最⾼値 年度 幅 

⼤学全般 教育全般 4.06 4.35 25 年度 +0.29 

授業 

共通教育の語学系授業 3.90 4.31 26 年度 +0.41 

IT に関連した授業 3.76 3.88 23 年度 +0.12 
幅広い教養を⾝につけられる教育
の提供 3.94 4.16 25 年度 +0.22 

学部専⾨の授業 4.18 4.37 25 年度 +0.19 
⾃分の所属する学部(学科等)のカ
リキュラム(教育課程) 4.15 4.18 27 年度 +0.03 

実習をともなう授業 4.34 4.64 25 年度 +0.30 

教員の教育に対する熱意・信念 4.24 4.16 22 年度 -0.08 

教員の教育技術 4.08 3.91 25 年度 -0.17 

卒業研究指導 3.91 4.67 27 年度 +0.76 

 

〔看護学科〕 

カテゴリ 調査項⽬ 21 年度 最⾼値 年度 幅 

⼤学全般 教育全般 4.16 4.44 26 年度 +0.28 

授業 

共通教育の語学系授業 3.76 4.23 26 年度 +0.47 

IT に関連した授業 3.70 4.26 26 年度 +0.56 
幅広い教養を⾝につけられる教育の
提供 3.98 4.42 26 年度 +0.44 

学部専⾨の授業 4.33 4.65 26 年度 +0.32 
⾃分の所属する学部(学科等)のカリ
キュラム(教育課程) 4.19 4.59 25 年度 +0.40 

実習をともなう授業 4.32 4.62 26 年度 +0.30 

教員の教育に対する熱意・信念 4.33 4.56 23 年度 +0.23 

教員の教育技術 4.27 4.50 25 年度 +0.23 

卒業研究指導 4.19 4.97 25 年度 +0.78 

(出典：事務部管理資料抜粋) 
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Ⅰ 医学系研究科の教育目的と特徴 

 

１．三重大学の基本的な目標と教育目的 

 本学は基本的な目標として「三重の力を世界へ：地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊

かな教育・研究成果を生み出す ～人と自然の調和・共生の中で～」を掲げ、その下に教育

目的及び第二期中期目標期間における教育目標を設定している。 

 

○三重大学の教育目的 

三重大学は「４つの力」、すなわち「感じる力｣「考える力」｢コミュニケーション力」と、それ

らを総合した「生きる力」を躍動させる場として、社会の新しい進歩を促すと同時に他者に対す

る寛容と奉仕の心を併せもった感性豊かな人材を育成する。 

三重大学は課題探求心、問題解決能力、研究能力を育てるとともに、学際的・独創的・総合的視

野をもち、国際的にも活躍できる人材を育成する。 

三重大学は、多様な学生を受け入れるための教育制度を構築するとともに、学生の心身の健康

を維持・増進させ、意欲的に修学できる学習環境を整備し、学生の個性を重んじた進路指導を実

施することを目指す。 

○教育に関する目標 

［教育全体の目標］ 

幅広い教養の基盤に立った高度な専門知識や技術を有し、地域のイノベーションを推進できる

人財を育成するために､「４つの力」､すなわち｢感じる力」､「考える力」､｢コミュニケーション

力」､それらを総合した「生きる力」を養成する。 

(出典：国立大学法人三重大学中期目標等抜粋) 

 

２．医学系研究科の教育目的 

 医学系研究科では、大学全体の教育目的を踏まえ、地域医療と国際社会に貢献できる医

療人の育成を目的としている。 

 

(医学系研究科の教育目的) 

豊かな独創性と使命感を持って医学・看護学を発展させ，地域及び国際社会において指導性を

発揮する人材を養成すること，さらに，優れた研究成果を世界に発信することによって，人類の

健康と福祉に貢献することを目的とする。 

○医科学専攻 (修士) の教育目的 

生命科学・医科学の理論と応用の教育・研究により，医学や医療産業に貢献する優れた研究・

実践能力を有する人材を育成することを目的とする。 

○看護学専攻 (修士) の教育目的 

  看護学の理論と応用を教育・研究することによって，社会のニーズに沿った保健・医療・福祉

の向上に寄与するとともに，看護の発展に貢献する高度な専門性を備えた人材を育成することを

目的とする。 

○生命医科学専攻 (博士) の教育目的 

  生命科学・医科学の理論と応用の教育・研究により，地域及び国際社会において指導性を発揮

する人材を養成し，かつ，優れた研究成果を世界に発信することを目的とする。 

(出典：医学系研究科概要抜粋) 
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３．医学系研究科の特徴 

 三重県内唯一の医学系大学院博士課程「生命医科学専攻」（入学定員 45 名）は、高度な

医学研究者や医療人の育成など独自の教育プログラムを設け、地域や国際社会において指

導力を発揮できる人材を育成している。 

修士課程は「医科学専攻」（入学定員 15 名）と「看護学専攻」（入学定員 16 名）を設置

している。医科学専攻は医工連携の特色を持ち、工学部出身学生が入学（平成 22 年度：１

名； 平成 25 年度：２名； 平成 27 年度：２名）しており、今後は生物資源学部を加えた

医工生の連携を計画中である。 

看護学専攻では、２つの高度看護実践指導者コース（専門看護師：CNS）を設置し、他

の国立大学に先だって平成 14 年度には「がん看護 CNS コース」の１期生を受入れた。その

後、平成 22 年度には２つ目となる「老年看護 CNS コース」の１期生を受け入れ、多くの人

材を輩出してきた。なお、地域の医療機関や大学等からの要望に応え、平成 28 年度から博

士課程を開設した。 

 

［想定する関係者とその期待］ 

 関係者として、学生や修了生、患者、医療系教育機関、生命科学分野の研究所・関連企

業、地域医療機関等が想定され、高度先進医療を担う次世代の医療人、研究者、教育者の

養成が期待されている。また、文部科学省の未来医療研究人材育成拠点形成事業やがんプ

ロフェッショナル養成基盤推進プラン等の教育プログラムに基づいて、地域医療等をリー

ドする人材育成が期待されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点１－１ 教育実施体制 

（観点に係る状況） 

・教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

 生命医科学専攻と医科学専攻では、医学の急速な進歩と多様化に伴い、分野間の垣根を

低くし、実際の教育・研究における連携体制との乖離を解消するため、平成 24 年度に２大

講座制へと改編した。看護学専攻では、ストレス社会や医療が高度化する中で、看護職に

求められる看護実践能力や臨床判断能力を強化するため、老年看護専門看護師コースの設

置や、平成 24 年度から３つの教育研究領域の下、10 の専門分野へと再編した。また、が

んプロフェッショナル養成基盤推進プランによる講座（平成 24 年度から）〔がんプロフェ

ッショナル養成プランによる講座は平成 19 年度から平成 23 年度〕、地方自治体の支援によ

る地域医療系寄附講座（平成 23 年度から）、未来医療研究人材育成拠点形成事業（平成 25

年度から）による講座の新設、学外医療機関との協定に基づく連携大学院講座の設置など

教育体制の充実を図った（資料１-１-１～１-１-３）。 

このほか、生命医科学専攻と医科学専攻では、大学院委員会を中心とした検討を重ね、

平成 23 年度から入学定員を見直し、充足状況の適正化に取り組んだ。その後、生命医科学

専攻の入学志願者の状況は増加傾向へと転じるとともに、学生の満足度調査項目「教育全

般」では、高い水準を維持している（別添資料１、２）。 

 

資料 1-1-1 医学系研究科の組織構成図 (平成 27 年 5 月 1 日現在) 

(教授2名)(准教授1名)
(講師1名)(助教3名)

(教授3名)(講師6名)
(助教13名)

感染症制御医学・分子遺伝学
免疫学
医動物・感染医学
環境分子医学
公衆衛生・産業医学
法医法科学
医学医療教育学
トランスレーショナル医科学

成育社会医学（連携大学院）

遺伝子病態制御学（兼務講座）

消化管・小児外科学
胸部心臓血管外科学
乳腺外科学
産科婦人科学
脳神経外科学
運動器外科学・腫瘍集学治療学
腎泌尿器外科学
眼科学
耳鼻咽喉・頭頸部外科学
口腔・顎顔面外科学
麻酔集中治療学
臨床麻酔科学
救急災害医学

成育医学（連携大学院）

健康増進・予防医療学（兼務講座）

先進的脳血管治療学
地域包括ケア・老年医学

伊賀地域医療学
津地域医療学
県南部地域医療学
循環器内科地域連携学
先進画像診断学講座
周産期新生児乳児発達障害予防学

実践基礎看護学

小児看護学
老年看護学

地域看護学

(講師1名)(助教2名)

(教授4名)(准教授6名)
(助教7名)

(教授3名)(准教授3名)
(助教1名)

(教授1名)

(教授3名)(准教授1名)
(講師4名)(助教2名)
※講師3名は特任教員

(教授25名)(准教授28名)
(講師57名)(助教147名)

(教授16名)(准教授10名)
(講師9名)(助教10名)基礎医学系講座

臨床医学系講座

産学官連携講座

寄附講座

基礎看護学領域

実践看護学領域

広域看護学領域

神経再生医学・細胞情報学
発生再生医学
機能プロテオミクス
幹細胞発生学
システム神経科学
修復再生病理学
腫瘍病理学
薬理ゲノミクス
分子病態学
免疫制御学（連携大学院）
労働安全衛生学（連携大学院）
動物機能ゲノミクス（兼務講座）

循環器・腎臓内科学
血液・腫瘍内科学
消化器内科学
呼吸器内科学
代謝内分泌内科学
神経病態内科学
家庭医療学
精神神経科学
小児科学
皮膚科学
放射線医学
検査医学
臨床薬剤学
肝胆膵・移植外科学
病態解析内科学（連携大学院）
新生児学（連携大学院）
ストレス科学（兼務講座）

遺伝子・免疫細胞治療学
臨床創薬学

認知症医療学
先端的外科技術開発学
スポーツ整形外科学
脊椎外科・医用工学
亀山地域医療学

放射線腫瘍学

地域医療学

看護教育学

がん看護学
成人看護学
母性看護・助産学

精神看護学
ストレス健康科学

博士課程

修士課程

医科学専攻

看護学専攻

生命医科学専攻

未来医療研究人材育成拠点形成事業

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン

 

 (出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋)  
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資料 1-1-2 新たな教育研究分野と配置教員数 (人) 

 <平成 27 年 5 月 1 日現在> 

区分 
講座名 

〔設置年度〕 
教授 准教授 講師 助教 

非常勤 

教員 
計 

寄附講座 

認知症医療学 

〔平成 22 年度〕 
(1)   1  1(1) 

脊椎外科・医用工学 

〔平成 22 年度〕 
1  1   2 

亀山地域医療学 

〔平成 23 年度〕 
(1)   3  3(1) 

伊賀地域医療学 

〔平成 24 年度〕 
(1) (1) 1 4  5(2) 

津地域医療学 

〔平成 24 年度〕 
(1)   3  3(1) 

県南部地域医療学 

〔平成 25 年度〕 
(1)   1  1(1) 

循環器内科地域連携学 

〔平成 25 年度〕 
(1)  1 1  2(1) 

先進画像診断学 

〔平成 27 年度〕 
1  (1)   1(1) 

周産期新生児乳児 

発達障害予防学 

〔平成 27 年度〕 

1  (1)   1(1) 

産学官連携講座 
地域包括ケア・老年医学 

〔平成 25 年度〕 
(2) 1    1(2) 

がんプロフェッショナ

ル養成基盤推進プラン

*1 

放射線腫瘍学 

〔平成 24 年度〕 
1     1 

未来医療研究人材養成

拠点形成事業*2 

地域医療学 

〔平成 25 年度〕 
  1 2  3 

( )は外数で兼務教員        

*1 平成 24 から 28 年度 

平成 19 から 23 年度 

*2 平成 25 から 29 年度 

 

がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン (連携大学) 

がんプロフェッショナル養成プラン (連携大学) 

文部科学省「未来医療研究人材養成拠点形成事業」 (テーマＢ) 

「地域で活躍できる総合診療医療養成に関する教育プログラム」 

(出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋) 

 

資料 1-1-3 連携大学院の設置状況 

講 座 分 野 協定先 

基礎医学系講座 

免疫制御分野 独立行政法人医薬基盤研究所 

労働安全衛生学分野 独立行政法人労働安全衛生総合研究所 

成育社会医学分野 独立行政法人国立成育医療研究センター 

臨床医学系講座 

病態解析内科学分野 三重県立総合医療センター 

新生児学分野 独立行政法人国立病院機構 三重中央医療センター 

成育医学分野 独立行政法人国立病院機構 三重病院 

※平成 27 年 4 月 1 日より、医薬基盤研究所は国立健康・栄養研究所と統合し、医薬基盤・健康・栄養

研究所に名称変更。独立行政法人国立成育医療研究センターは国立研究開発法人国立成育医療研究セ

ンターに移行。                   (出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋) 
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・多様な教員確保の状況とその効果 

 教授、准教授、講師の選考は、原則として全国公募としている。また、高度な知識や実

践性を有する人材を確保するため、外部有識者の非常勤講師採用や、医学部附属病院教員、

産学官連携講座、寄附講座の教員が教育に携わり教育体制を充実させている（資料１-１-

４,１-１-５）。 

このような多様な教育体制を基に整備した「総合診療の PhD コース」、「総合診療のため

の Master コース」など独自の教育プログラムが高く評価され、文部科学省の未来医療研究

人材養成拠点形成事業の採択を得ている（前記資料１-１-２、p.6-5）。 

 

資料 1-1-4 医学系研究科非常勤講師数 

年度 22 23 24 25 26 27 

非常勤講師数 92 94 111 142 126 102 

(出典：平成 27 年度事務部管理資料抜粋) 

 

資料 1-1-5 寄附講座・産学官連携講座の開設状況 

●寄附講座 

講座名 設置期間 費用 備考 

先進医療外科学 平成 26～27 年度 5,400 万円 初期設置：平成 14 年度 

スポーツ整形外科学 平成 27～30 年度 約 3,400 万円 初期設置：平成 21 年度 

認知症医療学 平成 26～27 年度 1,000 万円 初期設置：平成 22 年度 

脊椎外科・医用工学 平成 27～29 年度 6,750 万円 初期設置：平成 22 年度 

亀山地域医療学 平成 26～29 年度 9,360 万円 初期設置：平成 23 年度 

伊賀地域医療学 平成 26～27 年度 9,600 万円 初期設置：平成 24 年度 

津地域医療学 平成 24～27 年度 1 億 300 万円 初期設置：平成 24 年度 

県南部地域医療学 平成 25～27 年度 2,520 万円 初期設置：平成 25 年度 

循環器内科地域連携学 平成 25～27 年度 3,880 万円 初期設置：平成 25 年度 

先進画像診断学 平成 27～29 年度 3,900 万円 初期設置：平成 27 年度 

周産期新生児乳児 

発達障害予防学 
平成 27～29 年度 3,790 万円 初期設置：平成 27 年度 

 

●産学官連携講座 

講座名 設置期間 費用 備考 

遺伝子・免疫細胞治療学 平成 27～29 年度 1 億 8,000 万円 初期設置：平成 17 年度 

先進的脳血管治療学 平成 27～29 年度 2,650 万円 初期設置：平成 17 年度 

臨床創薬研究学 平成 27～29 年度 4,680 万円 初期設置：平成 18 年度 

地域包括ケア・老年医学 平成 25～27 年度 3,600 万円 初期設置：平成 25 年度 

(出典：事務部管理資料抜粋) 
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・入学者選抜方法の工夫とその効果 

 密度の高い教育による研究者の養成を行うため、平成 23 年度に生命医科学専攻と医科学

専攻の入学定員を見直した。また、秋期入学制度や国際推薦制度など社会人や留学生への

進学機会を確保することにより、多彩なバックグラウンドを持つ学生の獲得によって、学

際性と国際性が豊かになっている（資料１-１-６～１-１-７）。生命医科学専攻では志願者

数の改善が図られている（別添資料１）。 

  

資料 1-1-6 大学院入学者選抜試験方法一覧 

区 分 
入学 

時期 
一般選抜 社会人特別選抜 

昼夜開講制に

よる学生募集 
国際推薦制度 

医科学専攻 

(修士課程) 

4 月 

10 月 
○    

看護学専攻 

(修士課程) 
4 月 ○ ○ ○  

生命医科学専攻 

(博士課程) 

4 月 

10 月 
○  ○ ○ 

(出典：事務部管理資料抜粋) 

 

資料 1-1-7 看護学専攻修士課程における社会人入学者の状況 

年度 22 23 24 25 26 27 

入学者 12 9 9 17 15 8 

社会人入学者 11 8 9 16 14 8 

うち長期履修者 7 6 6 9 12 8 

(出典：大学院委員会資料抜粋) 

 

・教員の教育力向上のための体制の整備とその効果 

 （生命医科学専攻と医科学専攻） 

Faculty Development（FD）活動として、論文発表会や若手教員が中心となる「研究を

語ろう会」を開催している。教員は他分野の教員から助言を得るほか、研究に対する相互

理解と研鑽の場として教育研究能力の向上に取り組んでいる。また、生命医科学専攻で一

部導入している e-learning では、視聴後の理解度を把握するため、提出されたレポートか

ら課題を確認している（資料１-１-８、別添資料３）。 

 

資料 1-1-8 生命医科学専攻における主な FD 活動の例 

開催日 開催内容 参加者数 

H25.3.27 大学院 (FD)ワークショップ 

「伝える 伝わる 話し方」  

担当教員：フリーアナウンサー 稲葉 寿美 

医学系研究科教員他 56 名 

 

H26.1.15 学位論文のインターネット公表について 医学系研究科教員他 72 名 

H26.4.24 国費外国人留学生の優先配置特別プログラムについて 医学系研究科教員他 24 名 

H28.3.17 医学研究における研究倫理と学術論文公表等報告書の 

提出について 

医学系研究科教員他 54 名 

(出典：大学院委員会資料抜粋) 
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（看護学専攻） 

 FD 活動として、研究交流会（１回/年）を実施しており、教員の研究テーマを題材とし

て、研究の発想や手法について教員相互の理解を深め、研究力向上に努めている。また、 

研究計画発表会等を通じて、学生の研究能力向上と教員の指導力向上に繋げている（資料

１-１-９、別添資料３）。 

 

資料 1-1-9 看護学専攻 FD 活動－研究交流会－参加者数 

年度 22 23 24 25 26 27 

大学院生 11 8 15 21 21 10 

教員 25 23 22 22 25 26 

計 36 31 37 43 46 36 

(出典：FD 活動報告書抜粋) 

 

 これら各専攻で行う FD 活動に対しては、教育満足度調査の項目「授業」「最先端の研究

や高度専門知識の教授」において高い評価が得られている（別添資料２）。 

 

・教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

生命医科学専攻及び医科学専攻では大学院委員会が教育活動の状況を把握し、対応して

いる。 

医科学専攻では、平成 23 年度までは１年前期に集中講義を行い、後期より各所属教室

にて研究活動を行っていた。これを平成 24 年度より、研究時間の確保と研究開始の早期化

のため、２年前期でも集中講義の履修を可能とし、１年目の研究活動時間を確保した。さ

らに、平成 25 年度からは社会人学生に配慮し、講義は朝と夕方に集中的に行うほか、一部

の講義を生命医科学専攻と同様に e-learning で学習できるように変更した。 

また、平成 24 年度の２大講座を基盤とした組織体制の改編により、既存の枠組みにと

らわれない自由な連携を可能とし、がんプロフェッショナル養成基盤推進プランによる「放

射線腫瘍学講座」の新設、地方自治体からの支援による地域医療系寄附講座等を新設した。

さらには、文部科学省の未来医療研究人材育成拠点形成事業採択により講座を新設し、地

域医療に貢献する医学博士の育成体制を充実した（前記資料１-１-５、p.６-６）。 

看護学専攻では、看護学専攻の大学院委員会が中心となって教育の質の向上等に取り組

んでおり、社会的動向やニーズに対応するため老年看護専門看護師コースを整備したほか、

平成 24 年度からは３つの教育研究領域の下、10 の専門分野へと再編した（前記資料１-１

-１、p.６-４）。 

 

（水準） 

 期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

 平成 24 年度に生命医科学専攻・医科学専攻の２大講座制、看護学専攻の３領域化とする

教育実施体制の抜本的な組織改編に取り組み、教育体制の効率化を図った。このほか、地

域との連携による寄附講座や産学官連携講座等の増加を図り、教育体制の充実化を図った。 

 内部質保証の取組として、生命医科学専攻・医科学専攻では大学院委員会が、看護学専

攻では自専攻の大学院委員会が中心となり、それぞれ多様な教育活動を点検し、「研究を語

ろう会」、「研究交流会」等の FD 活動と合わせ教育の質の向上を図っている。 

 これらの取組により、多様な独自の教育プログラム編成が可能となり、文部科学省の「が

んプロフェッショナル養成基盤推進プラン」「未来医療研究人材育成拠点形成事業」等の採

択を得ている。また、学生の教育満足度調査においても高い評価を得ている。 
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これらのことから、教育の実施体制は想定される関係者の期待に十分応えられており、

期待される水準を上回ると判断した。 
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観点１－２ 教育内容・方法                       

（観点に係る状況） 

・体系的な教育課程の編成状況 

生命医科学専攻、医科学専攻及び看護学専攻ともに、学位授与の方針及び教育課程の編

成・実施方針を定めている（別添資料４）。 

 

（生命医科学専攻） 

 基礎的知識を体系的に教育するため共通科目（講義８単位）を設けている。「大学院セミ

ナー」では一流研究者による最新研究を、「生命医科学特論 I、II」では教育の根幹をなす

生命医科学を、「臨床医科学特論 I、II」｢臨床研究特論｣では臨床研究や探索的医科学研究

を講義している。「生体侵襲ダイナミクス」は国際的水準の内容を含み、国際推薦制度の留

学生が受講する「留学生セミナー」は英語で授業を行い、日本人学生も参加して積極的な

討論を通じて教育の活性化を促している（資料１-２-１）。 

 

資料 1-2-1 生命医科学専攻共通科目一覧 

授業科目 単位数 備 考 

生命医科学特論Ⅰ ２ 
 

履修方法 

指導大学教員の指導により、左記共通科

目から６単位以上履修する。 

留学生セミナーは、日本人学生も履修可

能な科目とする。 

生命医科学特論Ⅱ ２ 

臨床医科学特論Ⅰ ２ 

臨床医科学特論Ⅱ ２ 

臨床研究特論 ２ 

大学院セミナー ２ 

生体侵襲ダイナミクス ２ 

留学生セミナー／実験医学実習セミナー ２ 

国際保健医療特論 ２ 

 

(出典：三重大学医学系研究科学生便覧・学習要項) 

 

これら共通科目の上に演習及び実験・実習科目（計 24 単位）を配置し、人材養成の目

的に合わせた個別の教育プログラム（「メディカル・ビジネス Ph.D.プログラム」「高度医

学研究者養成プログラム」「生体侵襲ダイナミクスプログラム」「高度医療人養成プログラ

ム」「未来医療研究人材養成拠点形成事業」）の履修を通して、論文作成を指導している。 

（資料１-２-２） 
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資料 1-2-2 生命医科学専攻における教育プログラムの概念図 

み

博
士
課
程

医療関連産業人 大学教員・研究者 専門医療人・高度医療指導者

バイオ・メディカル
創業プログラム

高度医学研究者
養成プログラム

優れた臨床研究者や
生命医科学の養成

メディカル・ビジネス
Ph.D.プログラム

医療関連産業で
活躍できる人材

医学部以外の４年生大学の卒業者など

修
士
課
程

三
重
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

高度医療人
養成プログラム

（がんプロフェッショナル
養成基盤推進プランを含む）

高度な医学知識・技術
の修得

医科学研究者
人材育成

生体侵襲
ダイナミクス
プログラム

留学生

H17-派遣型高度人材
育成共同プラン

H18-19大学院GP
「地域と時代に応
える医学・医療研

究者の養成」

H20-22大学院教育
改革支援プログラ
ム「国際推薦制度
による留学生教育

の実質化」

日本人学生

国際的に通用する研究を立案・実施・指導できる能力

H25-29先進的
医療イノベー
ション人材養

成事業

未来医療研究人材養成
拠点形成事業

総合診療分野に於ける
教員・指導医や研究者の

育成

国際推薦制度

H26-30「国費外
国人留学生の優
先配置を行う特
別プログラム」

 

 

（医科学専攻） 

医科学専攻では、講義を通した基礎医学・臨床医学全般の知識習得を目指している。

平成 25 年度からは、より高度な講義を受けることで専門的知識と能力の向上に努める

ため、生命医科学専攻の講義「生命医科学特論Ⅰ・Ⅱ」を「医科学特論Ⅰ」とするほか、

幅広い知識の習得を目指して必修科目を開設している。また、基礎知識の程度や興味に

応じて選択科目を設定するとともに、大学院セミナーを頻繁に開催し、幅広く最新の研

究分野を学ぶことを可能としている（資料１-２-３～１-２-５）。 

 

資料 1-2-3 平成 27 年度医科学専攻修士課程の必須科目 

授業科目 単位数 備  考 

医科学概論 ２  

履修方法 

１）略 

２）医科学演習及び医科学特別研究は２年次に、 

それ以外の科目は２年次までに履修する。 

人体形態学 ２ 

人体機能学 ２ 

病理・病態学 ２ 

社会医学 ２ 

臨床医学概論 ２ 

医科学特論Ⅰ １ 

医科学特論Ⅱ １ 

医科学演習 ４ 

医科学特別研究 ４ 

(出典：三重大学医学系研究科学生便覧・学習要項) 
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資料 1-2-4 平成 27 年度医科学専攻修士課程の選択科目 

授業科目 単位数 備考 

分子医科学 ２  

履修方法 

１）必修科目 22 単位と選択科目から８単位以上、

合計 30 単位以上を履修する。 

２）医科学演習及び医科学特別研究は２年次に、 

それ以外の科目は２年次までに履修する。 

環境生命科学 １ 

免疫学 ２ 

オミックス創薬科学 １ 

臨床薬理・薬剤学 ２ 

高度先進医療学 ２ 

生命科学特論 ２ 

医療工学・情報学特論 ２ 

人体形態学実習 １ 

分子医科学実習 １ 

基礎生体科学 １ 

先端医学医療セミナー ２ 

バイオ・メディカル経営学Ⅰ １ 

バイオ・メディカル経営学Ⅱ １ 

バイオ・メディカル経営学実習 １ 

医科学セミナー １ 

基礎統計学 ２ 

基礎疫学Ⅰ ２ 

基礎疫学Ⅱ １ 

医学教育学概論 １ 

総合診療総論 ２ 

国際保健医療概論 ２ 

(出典：三重大学医学系研究科学生便覧・学習要項) 

 

資料 1-2-5 大学院セミナー開催数の状況 

年度 22 23 24 25 26 27 

開催回数 282 287 307 355 424 426 

(出典：事務部管理資料抜粋) 

 

（看護学専攻） 

 看護学専攻は共通科目と専門科目で編成し、専門科目は３つの領域（「基礎看護学」「実

践看護学」「広域看護学」）により構成している。１年次から指導教員・副指導教員の指導

のもと、領域ごとに科目を履修し、実習や論文作成に取り組み、共通科目８単位以上と専

門科目８単位以上、「看護学特別研究」10 単位の合計 30 単位以上を履修する。職業を持ち

ながら学ぶ社会人学生が多いため、時間割も昼夜開講や集中講義等によって履修しやすい

よう配慮している。また、通年開講の「看護学セミナー」では、学外講師の採用により、

社会のトレンドやトピックをテーマに幅広い視野で医療や看護を学べる機会を設けており、

看護学の最新の知見に基づいた論理的思考を養うことができる（資料１-２-６）。 

 
 
 
 



三重大学医学系研究科 分析項目Ⅰ 

－6-13－ 

資料 1-2-6 看護学専攻授業科目 

区  分 授業科目名 

共通科目 

看護理論、看護研究法、看護倫理、看護管理学、看護情報統計学、国際比較看護論、

フィジカルアセスメント、看護病態機能学Ⅰ、看護病態機能学Ⅱ、看護コンサルテーショ

ン論、看護学セミナー、看護学特別研究(通常の修士論文コースの選択者)、看護学課

題研究(高度看護実践指導者コースの選択者) 

専
門
科
目 

基盤看護学 
看護教育学特論、看護教育学演習Ⅰ、看護教育学演習Ⅱ、看護生涯教育論、実践基礎

看護学Ⅰ、実践基礎看護学Ⅱ、実践基礎看護学Ⅲ、実践基礎看護学Ⅳ 

実践看護学 

がん看護対象論Ⅰ、がん看護対象論Ⅱ、がん看護対象論Ⅲ、がん看護援助論Ⅰ、がん

看護援助論Ⅱ、がん看護援助論Ⅲ、がん看護実習Ⅰ、がん看護実習Ⅱ、成人看護学対

象論Ⅰ、成人看護学対象論Ⅱ、成人看護学援助論Ⅰ、成人看護学援助論Ⅱ、母性看護・

助産学対象論Ⅰ、母性看護・助産学対象論Ⅱ、母性看護・助産学対象援助論Ⅰ、母性

看護・助産学対象援助論Ⅱ、小児看護学対象論、小児看護学援助論、小児看護学特論

Ⅰ、小児看護学特論Ⅱ、老年看護学対象論Ⅰ、老年看護学対象論Ⅱ、老年看護学援助

論Ⅰ、老年看護学援助論Ⅱ、高齢者ケアシステム論、高齢者ケアシステム論Ⅱ、老年

看護実習Ⅰ、老年看護実習Ⅱ 

広域看護学 

精神看護学対象論、精神看護学援助論、リエゾン精神看護、精神看護学特論、ストレ

ス科学概論、健康科学特論、代替医療概論、代替医療特論、地域看護学対象論、地域

看護学援助論、地域保健学特論Ⅰ、地域保健学特論Ⅱ 

(出典：修士課程看護学専攻・学習要項抜粋) 

 

これら各専攻で行う取組に対しては、学生を対象とした教育満足度調査「授業科目構成」

等の調査項目において、高い満足度が得られている（別添資料２）。 

 

・社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

 社会人学生に対する教育の充実化として、生命医科学専攻及び医科学専攻では

e-learning 制度を導入し、学習の機会を拡充している。また、生命医科学専攻の未来医療

研究人材育成拠点形成事業「総合診療のための Ph.D.コース」は、地域で活躍できる総合

診療医の養成という社会の要望に応えるために設立されており、日本の社会で効果的に活

動できる総合診療医の特性を学び、この分野における研究者及び指導者の育成が可能とな

っている（別添資料５）。 

医科学専攻ではバイオ・メディカル創業プログラムを設け、産学連携、研究、企業の指

導者による複合体制で「実践的なマネジメント力」を習得させ、優れた研究・実践能力を

有する人材の養成に対応している（前記資料１-２-２、p６-11）。 

看護学専攻では社会のニーズに対応するため、２つの高度実践看護指導者（CNS）コー

スとして「がん看護 CNS コース」と「老年看護 CNS コース」を設置している。これまで多

数の修了生と認定看護師を養成しており、三重県内をはじめとした看護現場の質の向上に

寄与している（資料１-２-７、１-２-８）。なお、地域の医療機関や大学等からの要望に応

え、平成 28 年度から博士課程を開設した（別添資料６）。 

また、がん医療に携わる医師や医療従事者の育成に対応するため、平成 24 年度より京

都大学、三重大学など５大学の連携で進める「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラ

ン」に対しては、15 事業の中で唯一「Ｓ」評価を受けており、生命医科学専攻及び看護学

専攻における専門医療人の育成が高く評価されている（平成 27 年５月 20 日付け文部科学

省報道発表資料）。 
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資料 1-2-7 ＣＮＳコース別の専門科目 

区  分 授業科目名 

がん看護 

CNS コース* 

「がん看護対象論Ⅰ」「がん看護対象論Ⅱ」「がん看護対象論Ⅲ」(各 2 単位、計 6 単位) 

「がん看護援助論Ⅰ」「がん看護援助論Ⅱ」「がん看護援助論Ⅲ」(各 2 単位、計 6 単位) 

「がん看護実習Ⅰ」(2 単位)と「がん看護実習Ⅱ」(5 単位)の計 7 単位 

「看護学課題研究」 (6 単位) 

老年看護 

CNS コース 

「老年看護学対象論Ⅰ」「老年看護学対象論Ⅱ」(各 2 単位、計 4 単位) 

「老年看護学援助論Ⅰ」「老年看護学援助論Ⅱ」(各 2 単位、計 4 単位) 

「高齢者ケアシステム論Ⅰ」「高齢者ケアシステム論Ⅱ」(各 2 単位、計 4 単位) 

「老年看護学実習Ⅰ」(2 単位)、「老年看護学実習Ⅱ」(4 単位)の計 6 単位 

「看護学課題研究」 (6 単位) 

*平成 24 から 28 年度「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」 

(平成 19 から 23 年度「がんプロフェッショナル養成プラン」)チーム医療を促進する看護専門看護師養

成コース対応プログラム 

(出典：修士課程看護学専攻・学習要項抜粋) 

 

資料 1-2-8 CNS コースの修了者等の状況 

コース区分 入学者数 修了者数 

専門看護師数 

認定者数 
うち三重県内

病院在職者 

がん看護 CNS コース 

(平成 14 から 27 年度) 
４８ ４０ ３３ １３ 

老年看護 CNS コース 

(平成 24 から 27 年度) 
９ ５ １ ０ 

(出典：事務部管理資料抜粋) 

 

・国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

 国際的水準である生体侵襲ダイナミクスプログラムを新設し、英語による講義により教

育を充実させている。また、平成 16 年度以降海外の提携校を増加させており、平成 21 年

度からはアフリカ、中東、アジアなど発展途上国の提携校から学生を受け入れ、日本人学

生の教育・研究にも寄与し、互いの切磋琢磨により相乗効果をもたらしている（資料１-

２-９、１-２-10）。これらの国際推薦制度を基盤とした取組は、文部科学省国費外国人留

学生優先配置を行う特別プログラム「アジア・アフリカにおける保健医療人材育成ネット

ワーク形成プログラム」（平成 25 から 29 年度）の採択を得ている。 

 

資料 1-2-9 英語での外部講師 (若手研究者)による講義の実施状況 

講義題目 

開催回数/年度 

24 25 26 27 

大学院生のための外部講師 (若手研究者)による最新研究の英語で

の講義 (インターネットでの遠隔ライブ講義) 
6 6 2 1 

(出典：事務部管理資料抜粋) 
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資料 1-2-10 海外の大学との学部間協定の締結状況 

No. 相手先大学名 国 名 締結日 年度 

1 コンケン大学医学部 タイ 1994/08/25 H6 

2 マーサー大学医学部 アメリカ 1998/10/29 H10 

3 ウェイン州立大学医学部 アメリカ 2002/03/18 H13 

4 上海交通大学医学院 中国 2004/08/11 H16 

5 ロストック大学医学部 ドイツ 2004/10/29 H16 

6 廣西医科大学 中国 2006/06/06 H18 

7 ザンビア大学医学部 ザンビア 2007/02/07 H18 

8 ムヒンビリ健康科学大学医学部 タンザニア連合共和国 2007/10/19 H19 

9 シャルジャ大学医学部 アラブ首長国連邦 2008/12/24 H20 

10 イエテボリ大学健康科学部 スウェーデン王国 2009/01/14 H20 

11 ニューメキシコ大学医学部 アメリカ 2009/06/24 H21 

12 ガーナ大学医学部 ガーナ共和国 2010/02/18 H21 

13 ペルジア大学医学部 イタリア 2010/02/22 H21 

14 蘭州大学医学部 中国 2011/03/17 H22 

15 カーディフ大学 イギリス 2011/07/15 H23 

16 ラオス健康科学大学医学部 ラオス 2011/09/26 H23 

17 アムリタ大学医学部 インド 2012/01/30 H23 

18 タマサート大学医学部 タイ 2012/06/05 H24 

19 ヤンゴン第一医科大学 ミャンマー 2012/12/17 H24 

20 タマサート大学看護学部 タイ 2013/09/06 H25 

21 チェンマイ大学医学部 タイ 2013/09/09 H25 

22 チェンマイ大学看護学部 タイ 2013/09/09 H25 

23 フリンダース大学医学部 オーストラリア 2013/10/07 H25 

24 フライブルグ応用科学カトリック大学 ドイツ 2014/06/11 H26 

25 ワシントン大学 アメリカ 2014/08/25 H26 

26 マンダレー医科大学 ミャンマー 2014/11/05 H26 

27 ＢＳＭＭＵ バングラディシュ 2015/07/27 H27 

28 ヤンゴン第二医科大学 ミャンマー 2015/10/21 H27 

 (出典：大学概要抜粋) 

 

・学生の主体的な学習を促すための取組 

（生命医科学専攻及び医科学専攻） 

生命医科学専攻及び医科学専攻共通の学生の自主的な学習を促す取組として、学生参加

の公開論文発表会を開催し、分野を越えた教員からの助言等を通して、研究能力の向上と

質の高い研究を促している。同様に、若手教員と学生が研究に触れ、交流する場として、

若手の会「研究を語ろう会」を開催している。研究発表を介して互いに議論することで、

更なる研究の発展や人間関係を築く機会として活用するように促している（資料１-２-11）。 

優秀な学生が経済的支援を得られるようにするため、授業料免除等の措置を講じるほか、

奨学金返還免除規定を見直した。これにより、学生が研究活動に集中し、研究活動の活性

化を促している。また、研究科独自の予算措置として、学生が研究を開始する際、主体的
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な研究の立案と遂行に取り組むよう、最大 10 万円の研究補助を行うほか、国内外の学会に

積極的に参加・発表することを支援する目的で筆頭発表者に経済的な援助を行なっている 

（資料１-２-12）。 

このほか、生命医科学専攻では優秀な論文発表により学位を取得した学生を対象として、

学長表彰に加えて研究科が三重医学振興財団と提携した「三重医学会賞」を新設し、学生

の主体的な研究意欲を促進している。 

医科学専攻では、２年次の科目を１年次からの履修を可能とすることによって早期の研

究機会を確保している。工学部など医学科以外の出身学生に対し、医科学関連分野の講義

の習熟や理解を支援するために、医科学分野の講義に関する e-learning での学習機会の確

保や DVD 等の資料を補助学習用に貸し出すことで、主体的な学習を促している。 

 

資料 1-2-11 若手の会「研究を語ろう会」 

実施年月 演題および講師 

第１回 

平成 22 年４月 

題目：「筋線維芽細胞の役割から探る発生と癌の接点」講師：三重大学大学院地域イ

ノベーション学研究科・研究講師、大学院医学系研究科腎泌尿器外科学・リサーチ

アソシエート(兼)三重大学メディカルバンク・個人識別情報管理者 石井健一朗 

先生 

第２回 

平成 22 年７月 

１．題目：「PARP-１は DNA 損傷に応答して DNA の複製を制する：抗がん剤としての

PARP 阻害剤の作用点」 講師：三重大学大学院医学系研究科・助教 杉村和人先生 

２．題目：「感染・炎症関連発がんにおける DNA 損傷塩基８−ニトログアニンの生成

とその役割」： 講師：三重大学大学院医学系研究科・講師 平工雄介 先生 

第３回 

平成 22 年 10 月 

題目：「新規神経ペプチドの発見と、その機能解析、臨床への展望」 講師：三重大

学大学院医学系研究科・助教 江藤みちる 先生 

第４回 

平成 23 年 12 月 

１．題目：「血液凝固異常の解析」 講師：三重大学大学院医学系研究科・博士課程 

池尻誠 先生 

２．題目：「マトリックス細胞蛋白は脳動脈の持続的な収縮に関与する」： 講師：三

重大学大学院医学系研究科・講師 鈴木秀謙 先生 

第５回 

平成 25 年２月 

題目：「虚血イベント後の心機能をいかに回復するか？—左室リモデリング抑制から

心筋再生へ」講師：三重大学大学院医学系研究科・助教 橋詰令太郎 先生 

第６回 

平成 25 年５月 

若手教員親睦会 

第７回 

平成 28 年３月 

題目：「血管内皮細胞の硬さとその役割」 

講師：三重大学大学院医学系研究科・助教 岡本貴行 先生 

(出典：事務部管理資料抜粋) 

 

資料 1-2-12 学生への研究補助の状況 (金額:千円) 

区分 平成 23 年度 平成 24 年度 平成25年度 平成 26 年度 平成27年度 

件数 47 69 40 44 44 

配分金額 4,700 6,900 4,000 4,400 4,400 

(出典：事務部管理資料抜粋) 
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（看護学専攻） 

 看護学専攻では、教員・学生の全員参加を原則とする研究計画発表会、研究中間発表会、

修士論文発表会を行い、学生の研究能力の向上と、質の高い研究を行うことを促している。

これらと合わせて、大学院 FD と位置づける教員と学生の交流会を実施し、学生は自身の専

攻分野を越えて教員の研究内容を知ることで、教員全体からの助言や支援を受けやすい環

境を創出し、学生の主体的な研究活動の推進体制を提供している（資料１-２-13）。 

 

資料 1-2-13 学生の主体的な学習を促す取組 

取組と時期 目的および内容 

研究計画発表会 

(４～５月) 

看護学特別研究および課題研究が修士論文・課題論文としての水準を満たすこ

とができるようにするため、研究計画発表会を実施する。 

１）開催時期は研究倫理審査前とし２年生前期のできるだけ早い時期とし、２

年生だけでなく、１年生も参加することにより、今後の自身の研究課題を考

える機会とする。 

２）大学院委員会が主催し、運営は学生が行うとともに、教員だけでなく学生

も質疑に活発に参加して、自己の研鑽の機会とする。 

３）発表した学生は、発表会での意見交換をもとに、発表会の概要と研究計画

の守勢点を明記し、報告書を提出する。 

研究中間発表会 

(10～11 月) 

看護学特別研究および課題研究が修士論文・課題論文としての水準を満たすこ

とができるようにするため、研究計画発表会を実施する。 

１）開催時期は修士論文もしくは課題論文をまとめる時期とし、２年次後期の

できるだけ早い時期とし、２年生だけでなく、１年生も参加することにより、

自身の研究について考える機会とする。 

２）発表の内容は、研究の概要および進捗状況（データ収集状況、分析状況、

今後の進行予定）とする。発表会でコメントされた内容を活かして、今後の

自身の研究をすすめ、よりよい研究論文の作成に努める。 

修士論文発表会 

(３月) 

修士論文および課題論文として認められた看護学特別研究もしくは課題研究の

成果を、簡潔に発表する能力を養う。 

１）発表会には、修了生だけでなく、１年生も参加することにより、今後の自

身の研究活動を見通しをもって進めるための機会とする。 

２）発表会では、活発な意見交換ができるよう１年生が司会などの運営を行う。 

 (出典：事務部管理資料抜粋) 

 

（水準） 

 期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

 学位授与方針の下、国際医療や地域医療等で活躍する人材の育成に向けて、国際推薦制

度の活用や海外協定校の増加、寄附講座等の整備と合わせ、各専攻では多彩な教育プログ

ラムを展開している。 

学生の研究活動の円滑化や主体的な学習を促すため、公開論文発表会や研究計画発表会

等への学生の参加、教員と学生との語る会の実施、経済面での支援策等を展開している。 

これらの取組に対して、学生の教育満足度調査において高い満足度が得られているほか、

文部科学省の「未来医療研究人材養成拠点形成事業」、国費外国人留学生優先配置を行う特

別プログラム、「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」の採択を得るとともに、社

会的ニーズに応じる CNS コースの展開によって、国際医療や地域医療で活躍する人材を多

数養成している。特に京都大学、三重大学など５大学の連携で進める「がんプロフェッシ

ョナル養成基盤推進プラン」に対する中間評価では、全採択事業の中で唯一「Ｓ」評価を

得た。 

これらのことから、教育内容・方法は想定される関係者の期待に十分に応えており、期

待される水準を上回ると判断した。 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点２－１ 学業の成果 

（観点に係る状況） 

・履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

 各専攻における論文評価は、当該分野に専門性の高い３名の審査委員によって口頭試問

形式の公開審査会を行い、研究の妥当性と価値、知識や論理性を審査する。博士論文につ

いては、「CURRENT CONTENTS」、「PubMed」、「SCI」に掲載されている欧文学術誌論文と定め

ており、修了学生は目標の一つである「国際的に通用する生命医科学や臨床医学の研究者・

研究指導者」の資質を有している。 

また、各専攻とも修了状況及び学位取得状況を基に修了時の達成度を把握しており、そ

の結果は概ね良好である（資料２-１-１）。 

  

資料 2-1-1 医学系研究科の年度別修了状況 

年度 

博士課程 修士課程 

生命医科学専攻 医科学専攻 看護学専攻 

修了 

予定者 
修了者 ％ 

修了 

予定者 
修了者 ％ 

修了 

予定者 
修了者 ％ 

22 43 14 32.6 14 13 92.9 20 14 70.0 

23 66 14 21.2 11 10 90.9 18 15 83.3 

24 63 21 33.3 12 12 100 13 7 53.8 

25 54 13 24.1 14 12 85.7 14 9 64.3 

26 45 9 20.0 9 8 88.9 18 13 72.2 

27 45 10 22.2 5 5 100 11 7 63.6 

(出典：事務部管理資料抜粋) 

 

・資格取得状況等から判断される学習成果の状況 

 平成 23 年度までの「がんプロフェッショナル養成プラン」に引き続き、平成 24 年度か

らの「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」では、実施大学（三重大学、京都大

学、滋賀医科大学、大阪医科大学、京都薬科大学）が特色や得意分野を活かし、相互に連

携・補完しながら、がん治療の専門医（腫瘍内科、放射線腫瘍、乳線外科、婦人科）とコ

メディカル（専門薬剤師・看護師養成）を養成している（資料２-１-２、２-１-３）。 

看護学専攻では、２つの専門看護師（CNS）コースの修了生が 40 名を超え、そのうち約

30 名が日本看護協会の専門看護師として認定を受けている。また、三重県内の医療機関に

従事する専門看護師も 10 名を超え、地域における保健医療福祉の発展に寄与している（前

記資料１-２-８、p.６-14）。 

 

資料 2-1-2 がんプロフェッショナル養成基盤推進プランの資格取得状況 

区 分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

腫瘍内科専門医取得者   1   1 

放射線腫瘍専門医          

乳線外科専門医     1     

婦人科がん治療専門医   2       

がん専門薬剤師    1      

がん専門看護師 2  5  4 3 

(出典：事務部管理資料) 
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資料 2-1-3 がんプロフェッショナル養成基盤推進プランの入学者数 

区 分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

腫瘍内科専門医養成コース 

(がん薬物療法医コース) 
2 1 1 0 2 1 

放射線腫瘍医養成コース 

(放射線治療医コース) 
0 0 1 1 1 1 

婦人科がん治療専門医養成コース 

(婦人科腫瘍専門医コース) 
0 0 1 0 1 0 

乳腺外科専門医養成コース 

(乳腺専門医コース) 
0 0 2 2 1 1 

がん専門薬剤師養成コース 

(がん専門薬剤師コース) 
0 0 1 1 0 0 

チーム医療を促進するがん看護を専門と

する看護師養成コース 

(がん専門看護師コース) 

5 3 3 2 3 3 

※括弧内は平成 23 年度までの旧コース名             (出典：事務部管理資料) 

 

・満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

 学生を対象とした教育満足度調査（「１：非常に不満」から「６：非常に満足」の６段階）

を毎年実施している。調査項目「教育全般」では、平成22年度以降、修士課程の学生から

は3.9以上、博士課程の学生からは4.0以上の高い評価を得ている。特に、論文作成に最も

関わりのある「日常的な研究指導」、「学位論文指導」に関しては高い評価を得ており、学

生の期待に十分に応えている（別添資料２）。 

 
（水準） 

 期待される水準を上回る。 

 

（判断理由） 

 修了生は厳格な審査基準に基づいて最終試験を通過しており、学生の満足度調査の結果

からも、着実な教育効果があると判断できる。また、がんプロフェッショナル養成基盤推

進プランでは国際的に通用する研究論文を報告し、専門医の資格を取得している。がん専

門薬剤師とがん専門看護師の専門資格の取得状況も良好である。 

これらのことから、学業の成果は想定される関係者の期待に十分応えており、期待され

る水準を上回ると判断した。 
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観点２－２ 進路・就職の状況 

（観点に係る状況） 

・進路・就職状況等から判断される在学中の学業の成果の状況 

（生命医科学専攻） 
 修了者の多くが三重県下の医療機関に就職しており、リサーチマインドを持つ臨床医や

地域医療を担う人材が養成されている。医師以外の多くは教育職、研究職、薬剤師として

就職するとともに、留学生の中には国内に就職した者もいる（資料２-２-１）。 
 

（医科学専攻） 

 修了者のうち、毎年半数以上の者が就職している。一定の進学者数を維持している（資

料２-２-２）。 

 
（看護学専攻） 

 修了後の進路は、社会人入学者が在学者の９割以上を占めていることから、それぞれの

現場において、実践指導者あるいは教育研究者になっている（資料２-２-３）。がん専門看

護師コースの修了者は、実践指導者として、がんチーム医療の中心的存在となっている。 

 

資料 2-2-1 生命医科学専攻修了者の進路状況 

年  度 22 23 24 25 26 27 

修了者数 29 53 54 44 34 57 

うち三重県内就職者数 24 45 35 32 24 25 

進
路
の
内
訳 

就職者 29 52 48 40 31 50 

未定・帰国 

その他 
0 1 6 4 3 7 

※生命医科学専攻の修了者については、単位取得満期退学者を含む。    (出典：事務部管理資料抜粋) 

 

資料 2-2-2 医科学専攻修了者の進路状況 

年  度 22 23 24 25 26 27 

修了者数 13 10 12 12 8 5 

うち三重県内就職者数 8 5 3 5 1 2 

進
路
の
内
訳 

就職者 10 7 8 9 4 4 

進学者 2 2 2 3 3 1 

未定・帰国 

その他 
1 1 2 0 1 0 

                                 (出典：事務部管理資料抜粋) 
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資料 2-2-3 看護学専攻修了者の進路状況 

年  度 22 23 24 25 26 27 

修了者数 14 15 7 9 13 7 

うち三重県内就職者数 9 9 2 7 8 5 

進
路
の
内
訳 

就職者 13 14 5 9 13 7 

進学者 0 0 1 0 0 0 

未定・帰国 

その他 
1 1 1 0 0 0 

                 (出典：事務部管理資料抜粋) 

 

・修了生の就職先への意見聴取等の結果とその分析結果 

 平成 24 年３月の修了生の就職先に対して、修了後約１年のアンケートを実施した。「あ

る程度身についている」と「十分身についている」を充足群とすると、100%となった項目

は 85%以上であった。残りの４項目はいずれも 88.9%であり、全ての項目が極めて高い充足

率であった。修了後約１年の段階でも「４つの力」を発揮し、就職した病院等から極めて

高い評価を得ていると考えられる（別添資料７）。 

 

（水準） 

 期待される水準を上回る。 
 

（判断理由） 

 生命医科学専攻及び医科学専攻では、修了生の多くが医学関連産業に就職しており、人

材養成目的に合致した進路状況である。看護学専攻修了者の多くは指導的立場、教育研究

機関の教員としての道を歩んでいる。また、就職先へのアンケート調査では高い評価を得

ているとともに、各専攻の修了生の多くが三重県内の事業所で就職し、地域の医療水準の

向上に寄与している。 
これらのことから、進路の状況は想定される関係者の期待に十分応えており、期待され

る水準を上回ると判断した。 
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Ⅲ「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目 I 教育活動の状況 

事例１：人材養成像に沿った教育研究体制の充実化 

専門分野ごとの寄附講座に加え、平成 23 年度以降、三重県内自治体との協定に基づく

地域医療学系の寄附講座新設や講座再編に取り組んだ。これらに加え、海外大学との学部

間協定の大幅な増加によって、多様な教育プログラムの整備が可能となり、「地域及び国際

社会において指導性を発揮する人材育成」に向けた教育研究体制の充実化が図られた。 

これら教育研究体制の充実化に関する取組は、文部科学省「がんプロフェッショナル養

成基盤推進プラン」、「未来医療研究人材養成拠点形成事業」等に採択されるなど、独自の

教育プログラムに対する質的評価を得ており、教育研究体制の水準の高さを維持している

（資料１-１-２,p.６-５、資料１-１-５,p.６-６、資料１-２-10,p.６-15、下記表）。 

 

(1)寄附講座等の設置状況 

区分 
設置講座数 

第１期末時点 第２期末時点 

寄附講座 ２ １１ 

産学官連携講座 ３ ４ 

文部科学省事業 ３ ２ 

 

(2)海外大学との学部間協定の締結状況 

第１期 (平成 16 年度～平成 21 年度) 学部間協定締結数：１０ 

第２期 (平成 22 年度～平成 27 年度) 学部間協定締結数：１５ 

 

 

事例２：三重県初の看護学専攻博士課程の設置 

看護学専攻では、平成 14 年に修士課程として開設して以来、120 名を超える修了生が病

院管理者や専門看護師として活躍しているが、博士課程が無い三重県では、県内の看護大

学や病院等から高度看護専門職業人の育成に対するニーズが高まっていた。そのため、平

成 24 年度より本格的に設置構想の検討を開始し、関係者へのニーズ調査等を踏まえ博士後

期課程の開設を申請した結果、平成 28 年４月より、三重県で初めてとなる看護学の博士課

程が開設されることとなった（別添資料６）。 

 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

事例１：学生による教育満足度評価から裏付けられる教育成果 

 学生を対象とした教育満足度調査を第１期より実施している。第１期終了時点と第２期

期間中を比較した結果（「教育全般」を除く）、修士課程では最大の増加幅は「日常的な研

究指導」（＋0.94）、次点は「学位論文指導」（＋0.88）であった。博士課程では最大の増

加幅は「現場体験や現場実習」（＋0.67）、次点は「授業科目構成」（＋0.64）となるなど、

第１期末時点と比較して全ての調査項目で高い満足度が得られており、高い教育の成果を

維持している（別添資料２、下記表）。 
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○ 教育満足度調査における結果 

調査項⽬ 区分 21 年度 最⼤値 年度 増加幅 

教育全般 
修⼠ 3.98 4.16 24 年度 +0.18 

博⼠ 3.78 4.44 23 年度 +0.66 

授業科⽬構成 
修⼠ 3.90 4.50 23 年度 +0.60 

博⼠ 3.60 4.24 26 年度 +0.64 

授業 
修⼠ 3.79 4.06 27 年度 +0.27 

博⼠ 3.75 4.35 25 年度 +0.60 

ゼミなど少⼈数課題探求型の授業 
修⼠ 4.24 4.67 27 年度 +0.43 

博⼠ 3.84 4.44 25 年度 +0.60 

最先端の研究や⾼度専⾨知識の教授 
修⼠ 4.21 5.07 27 年度 +0.86 

博⼠ 4.08 4.62 25 年度 +0.54 

現場体験や現場実習 
修⼠ 4.06 4.50 24 年度 +0.44 

博⼠ 3.92 4.59 25 年度 +0.67 

⽇常的な研究指導 
修⼠ 4.35 5.29 27 年度 +0.94 

博⼠ 4.22 4.73 23 年度 +0.51 

学位論⽂指導 
修⼠ 4.21 5.09 27 年度 +0.88 

博⼠ 4.31 4.74 25 年度 +0.43 
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Ⅰ 工学部の教育目的と特徴 
 

１．三重大学の基本的な目標と教育目的  

 本学は基本的な目標として「三重の力を世界へ：地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊

かな教育・研究成果を生み出す〜人と自然の調和・強制の中で〜」を掲げ、その下に教育

目的及び第二期中期目標期間における教育目標を設定している。 

 

 

○三重大学の教育目的 

三重大学は「４つの力」、すなわち「感じる力」「考える力」「コミュニケーション力」と、それらを総合

した「生きる力」を躍動させる場として、社会の新しい進歩を促すと同時に他者に対する寛容と奉仕の心

を併せもった感性豊かな人材を育成する。 

三重大学は課題探求心、問題解決能力、研究能力を育てるとともに、学際的・独創的・総合的視野をも

ち、国際的にも活躍できる人材を育成する。 

三重大学は、多様な学生を受け入れるための教育制度を構築するとともに、学生の心身の健康を維持・

増進させ、意欲的に修学できる学習環境を整備し、学生の個性を重んじた進路指導を実施することを目指

す。 

 

○教育に関する目標 

[教育全体の目標] 

 幅広い教養の基礎に立った高度な専門知識や技術を有し、地域のイノベーションを推進できる人材を育

成するために、「４つの力」、すなわち「感じる力」「考える力」「コミュニケーション力」、それらを総合し

た「生きる力」を養成する。 

（ 国立大学法人三重大学中期目標等抜粋） 

 

 

２．工学部の教育目的 

工学部の教育目的は、大学全体の教育目的を踏まえ、工学分野において地域・国際社会

に貢献できる専門人材の育成を目的としている。 

 

 

○工学部の教育目的 

工学部は、基礎的研究と共に社会の変革に対応した応用研究の成果に基づいた教育を行うことにより、

学ぶことへの興味と目的意識を育むと共に、広範な基礎的学力、問題解決能力をもつ創造力豊かな人材を

養成し、地域・国際社会に貢献することを目的とする。 

 

○学科の教育目的 

[機械工学科] 

機械工学科は、機械工学を核とする広範な知識と技術を教育及び研究し、人間・環境・機械の調和的発

展に貢献しうる創造性が豊かで社会性の高い個性的人材を育成することを目的とする。 

[電気電子工学科] 

電気電子工学科は、電気電子工学に関する基礎と応用に関する教育研究を行うことにより、多面的理解

力、倫理的判断力、知的創造力を備えた専門的技術者及び研究者を育成し、地域・社会に貢献することを

目的とする。 

[分子素材工学科] 

分子素材工学科は、化学を基軸とする徹底した基礎教育、専門教育を通して、分子設計化学・生物機能

工学・素材化学の観点から専門的な学術研究を行うことにより、次世代材料創成を目指した分子科学に携

わる技術者、研究者を育成し、地域・国際社会に貢献することを目的とする。 

[建築学科] 

建築学科は、地域から地球規模に至る環境及び社会のニーズを踏まえた総合的見地から、建築・都市の
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専門分野における学術研究を行うとともに、想像力豊かな建築活動を担う人材の育成を行い、学問・文化

と地域・社会の発展に貢献することを目的とする。 

[情報工学科] 

情報工学科は、国際標準のカリキュラムの下で、適切な教育を行い、国際標準に達した学カを有する人

材を育成すると共に、最新の知識を授け、実践力を高める教育研究を通して、社会の第一線で持続的に活

躍できる人材を育成し、地域・国際社会に貢献することを目的とする。 

[物理工学科] 

物理工学科は、工学の基礎となる物理学と機械工学・電気電子工学を融合させた幅広い教育研究を行う

ことにより、物理学に通じ、機械・電気電子工学に長けた、学際的で創造力豊かな技術者・研究者を育成

し、学問・文化の発展と地域社会に貢献することを目的とする。 

（ 三重大学工学部規程より抜粋） 

 

 

３．工学部の特徴 

工学部は、機械工学科（入学定員 80 名）、電気電子工学科（同 80 名）、分子素材工学科

（同 100 名）、建築学科（同 40 名）、情報工学科（同 60 名）、物理工学科（同 40 名）の６

学科から構成されており、工学におけるほぼすべての分野を網羅する三重県で唯一の工学

部である。工学部においては、「感じる力」、「考える力」、「生きる力」を身につけさせると

いう大学の教育目標(平成 16 年度当時)に加えて、「動かす力」(現行の大学の教育目標項目

「コミュニケーション力」に対応)が漲る人材を育てるという第４の目標を加えた点が、教

育における基本姿勢の特徴である。これに基づき、大学の教育全体の目標に対応して、工

学部の教育研究に関する目標を以下のように定めている。 

 
 

○教育の目標 

工学に関する専門的学問領域の追求を通して、「感じる力」、「考える力」、「生きる力」、そして「動かす力」

が漲り、地域・国際社会で活躍できる人材を育成する。 

 

 

これらの実現のため、学部 1 年次より、講義、演習、実験、実習を通じて、基礎教育、基

礎的専門教育、専門教育を行い、４年次に学生は各分野に配属され、マンツーマンの少人

数教育を行う形態をとっている。また「地域に根ざした国際化教育」として、地元企業、

自治体と連携した海外短期インターンシップへの学生派遣、地元企業を含む企業講師によ

る特別講義等、地域に根ざし世界で活躍できる専門人材の育成に努めている。 

 

［想定する関係者とその期待］ 

在籍する学生と卒業生を中心とし、間接的には学生を送り出す三重県を中心とする近県

の住民、また、卒業後それを受け入れる地元を中心とする企業、自治体等を想定している。

学生からは将来社会人として自立する力を身につけることが期待され、地元住民、企業か

らはそれぞれの環境において活躍する人材の育成が期待されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

観点１−１ 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

●教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

 工学部は、機械工学科、電気電子工学科、分子素材工学科、建築学科、情報工学科、物

理工学科の６学科で構成され、各学科とも３ないし２の大講座から編成されている（資料

1-1-1、1-1-2）。教員は研究科に所属しており、学部には教育のために出向する体制をとっ

ている。工学部専任教員数の職位別割合は、教授が 40％、准教授が 39％、講師が３％、助

教が 18％となっており、これらの教員が学部１年次より講義、演習、実験、実習を通じて

基礎教育、専門教育を行い、４年次に各教育研究分野に配属された学生に対して卒業研究

指導を行っている（資料 1-1-3）。具体的には、教授、准教授、講師は主に講義、演習を通

して「感じる力」、「考える力」を、助教は主に実験、実習を通して「感じる力」、「生きる

力」を養成する教育にあたっている。さらに卒業研究を中心に全教員が「動かす力」を醸

成するという体制になっている。教員の構成割合は、これらの教育を円滑に遂行すること

を可能にしていると考えられるが、さらに「動かす力」が漲る人材を育てるためには、少

人数教育を行うことが重要となる。専任教員あたりの学生数は 16.1 人であり、「動かす力」

の醸成においてきめ細かい対応が可能な状況と考えられる（資料 1-1-3）。 

また、教育研究活動等の円滑な運営のために「教育・研究企画部門」「社会連携部門」「技

術部門」「事務部門」を組織し、「教育・研究部門」を支援することで人材養成目的に沿っ

た教育・研究指導を可能とするとともに、国際交流推進のために「国際産学官連携部門」

を設置し、６部門体制としている（資料 1-1-4）。 

 

資料 1-1-1 工学部の組織と担当教員数（平成 27 年 5 月 1日現在） 
学 科 講座名 分野数 教授 准教授 講師 助教 

機械工学科 

量子・電子機械 ４ ４ ４ ２ 

機能加工 ４ ３ １ １ 

環境エネルギー ３ ３ ４ １ 

電気電子工学科 

電気システム工学 ４ ２ ３ １ 

情報・通信システム工学 ３ ２ ２ １ 

電子物性工学 ４ ３ ４ １ 

分子素材工学科 

分子設計化学 ４ ５ ３ ３ 

生物機能工学 ４ ４ １ １ ２ 

素材化学 ３ ２ ３ 

建築学科 
建築デザイン ３ ３ ３ １ 

建築マネジメント ３ ４ ２ １ 

情報工学科 
コンピュータサイエンス ３ ２ １ ２ ２ 

知能工学 ３ ３ ３ １ 

物理工学科 
量子工学 ２ ２ １ １ 

ナノ工学 ４ ３ ６ 

大学院講座 循環システム設計  １ １  ２ 

国際・産学官連携部門  ３（３） １（１） 

（ ）内の数字は特任教員（内数） 
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資料 1-1-2 工学部学生の現員数と定員（平成 27 年 5 月 1日現在） 

学科 
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 

定員 現員 定員 現員 定員 現員 定員 現員 

機械工学科 80 86 80 82 90 96 90 118 

電気電子工学科 80 83 80 84 90 96 90 119 

分子素材工学科 100 100 100 104 100 99 100 120 

建築学科 40 43 40 47 50 52 50 73 

情報工学科 60 60 60 61 60 59 60 89 

物理工学科 40 43 40 41 40 42 40 56 

 

資料 1-1-3 工学部における専任教員と学生数との比率（平成 27 年 5 月 1日現在） 

 

専任教員数 

専任教員

あたりの

学生数 

専任教員の職位別割合 

人数 構成割合 

教授 准教授 講師 助教 教授 准教授 講師 助教 

115 16.1 46 45 3 21 40% 39% 3% 18% 

 

 

資料 1-1-4 工学研究科（工学部）の部門編成図 
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●多様な教員の確保の状況とその効果 

 工学部では教員の採用は公募を原則としており、民間企業経験者、外国人を含めて多様

な教員の確保に努めている。特に女性教員の応募を促すために、公募文書中に「男女共同

参画推進」に関する表現を加え、第１段審査で優遇する等の配慮を行っている。民間企業

出身者は27名であり、約1/4の教員が企業経験を有する。また外国人教員は３名（情報工学

科専任教員１名、英語特任教員２名）、女性教員は４名（建築学科専任教員２名、英語特

任教員２名）である（資料1−1-5）。教員削減の厳しい状況下で一定の多様性を確保するこ

とで、工学部の実践教育推進に大きく貢献している。 

 

資料 1-1-5 工学部の企業出身教員、女性教員、外国人教員数（平成 27 年 5 月 1日現在） 
教員 教授 准教授 助教 特任 

企業出身 15 8 4 0 

女性 0 0 2 2 

外国人 0 0 1 2 

 

●入学者選抜方法の工夫とその効果 

 工学部では入学者選抜方法として、通常の個別学力検査（前期日程、後期日程）に加え

て、三重県高等学校との協議会での意見交換に基づき、平成 20 年度から学科の特性に応じ

た AO 入試を９月（機械工学科、電気電子工学科、分子素材工学科）及び２月（機械工学科、

分子素材工学科、情報工学科）に実施して多様な学生の確保に努めている。さらに、入試

フォローアップシステム等を用いた FD 活動（資料 1-1-8）を通して、学生の選抜方法別入

試成績、入学後の成績を詳細に分析し、選抜方法の改善を検討している。具体例として、

後期日程入試の優位性が顕著であった（資料 1-1-6）情報工学科における後期日程入学定員

の増員が挙げられる（資料 1-1-7）。 

 

資料 1-1-6 情報工学科の入学者選抜方法別留年率 
入学年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 

前期日程 43％ 27％ 31％ 40％ 

2月AO 68％ 30％ 20％ 28％ 

後期日程 18％ 29％ 12％ 15％ 

 

資料 1-1-7 情報工学科の入学者選抜方法別入学定員 
年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

前期日程 30 名 30 名 25 名 

2 月 AO 10 名 5 名 5 名 

後期日程 20 名 25 名 30 名 
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●教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果 

 工学部での FD 活動として、授業アンケート結果の教員へのフィードバック、公開等を行

ってきた。これらに加えて教育・研究企画部門が中心となり、毎年「工学部 FD 講演会」を

開催しており、工学部の教育目標としての「４つの力」を養成するための重要な課題を選

定し開催している（資料 1-1-8）。また全学開催の「全学 FD 講演会」へも積極的に参加もし

てきた。これらの講演会に基づいて、各学科あるいは各委員会において具体的な取組や改

善策を検討していくという形で FD 活動を展開している。さらに、全学的な教員評価活動を

活用して、各教員は「PDCA 自己申告書」を作成し、自己評価することで教育方法の改善に

努めている。また入学試験制度のあり方、工学教育のあり方等の個別課題について、各種

委員会においても FD 活動が実施されている。以上の FD 活動の成果が、工学部学生の満足

度調査結果における関連事項の改善にも現れている（資料 1-1-9）。 

 

資料 1-1-8 主な工学部 FD 活動一覧 
 

開催 内容 講師等 実施主体 

平成 22 年 4 月 キャンパスマスタープランについて 富岡義人・工学研究科教授 工学研究科 

平成 22 年 5 月 ハラスメント防止講演会 渡辺伸二・三重大学顧問弁護士 工学研究科 

平成 22 年 7 月 工学部の入学試験の状況について 飯田和生・工学研究科教授 工学研究科 

平成 22 年 11 月 男女共同参画 所属別・学部別研修会 
鈴山雅子・男女共同参画室コーディネー

ター 
工学研究科 

平成 23 年 11 月 ハラスメント対策セミナー 

太田克子・日本産業カウンセラー協会中

部支部三重事務所シニア産業カウンセラ

ー 

工学研究科 

平成 24 年 6 月 
ＣＰ(カリキュラム・ポリシー)作成のため

のＦＤ講習会 
杉崎鉱司・人文学部教授 工学研究科 

平成 25 年 2 月 新しい教養教育カリキュラム等について 井口靖・人文学部教授 工学研究科 

平成 26 年 10 月 2014 年度工学部入試分析報告 飯田和生・工学研究科教授 工学研究科 

平成 26 年 12 月 三重大学の将来計画（機能強化）について 伊藤智徳・工学研究科教授 工学研究科 

平成 27 年 2 月 
学校教育法及び国立大学法人法の改正（平

成 27 年 4 月 1 日施行）について他 
内田淳正・三重大学学長 工学研究科 

平成 27 年 10 月 三重大学地方創成戦略について 駒田美弘・三重大学学長 工学研究科 

平成 28 年 1 月 ＣＯＣ＋の取組について 鶴岡信治・三重大学理事 工学研究科 

平成 28 年 2 月 工学部入試における志願・入学動向 飯田和生・工学研究科教授 工学研究科 
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資料 1-1-9 工学部学生の満足度調査結果 

（６段階評価：満足群は６段階評価の４以上を回答した学生の割合） 

カテゴリ 項目 平均値（満足群 %） 

22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

大学全般 
教育を改善しようと

する大学の姿勢 

3.54 

（56.4） 

3.70

（63.1） 

3.77

（64.8） 

3.73

（66.5） 

3.82

（67.6） 

3.82

（70.5） 

授業 

幅広い教養を身につ

けられる教育の提供 

3.90

（73.2） 

3.98

（76.1） 

4.04

（79.9） 

4.08

（80.0） 

4.13

（82.2） 

4.08

（83.2） 

学部専門の授業 
3.99

（75.1） 

4.11

（78.1） 

4.11

（78.0） 

4.23

（83.2） 

4.18

（82.5） 

4.19

（82.8） 

自分の所属する学部

（学科等）のｶﾘｷｭﾗﾑ 

3.78

（68.1） 

3.92

（72.6） 

3.98

（74.5） 

4.10

（79.8） 

4.05

（78.1） 

4.03

（79.1） 

PBL などの少人数課

題探求型の授業 

3.93

（72.5） 

3.90

（71.9） 

3.97

（74.3） 

3.95

（75.9） 

4.04

（77.6） 

3.92

（74.8） 

実習をともなう授業 
4.07

（77.5） 

4.05

（77.1） 

4.11

（79.3） 

4.12

（80.1） 

4.19

（83.9） 

4.14

（84.4） 

教員の教育に対する

熱意・信念 

3.76

（67.6） 

3.78

（67.4） 

3.89

（71.9） 

3.85

（70.8） 

3.92

（74.4） 

3.94

（75.4） 

教員の教育技術 
3.67

（62.4） 

3.73

（66.3） 

3.86

（71.2） 

3.85

（70.9） 

3.91

（74.4） 

3.86

（73.2） 

卒業研究指導 
4.25

（79.6） 

4.22

（79.3） 

4.40

（83.7） 

4.43

（85.3） 

4.33

（86.3） 

4.38

（82.2） 

（三重大学教育満足度調査報告書より抜粋） 

 

●教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

上記 FD 活動（資料 1-1-8）に加えて、日本技術者教育認定機構（JABEE）から、平成 17

年度に機械工学科が、平成 20 年度に建築学科、平成 21 年度に電気電子工学科がそれぞれ

認定を取得し、工学における教育内容、教育方法の改善に取り組んできた。さらに、特に

「動かす力」において重要な学生の主体的学習を促す取組として、従来の実験、演習に加

えて講義における小演習の実施、PBL 教育科目を活用した取組を行っている。また各学科で

は教育効果を高めるために、第１期中期目標期間において改訂し、学生から高い評価を得

たカリキュラムに則った教育を展開している。 

機械工学科では、機械工学分野における基礎科目について演習的科目を多量に配備した

新しい実践型カリキュラムを導入してきた。その結果、単位修得率の向上とともに単位修

得者の評点平均が向上した（資料 1-1-10）。分子素材工学科では、企業アンケートを実施し、

学生に求められる学力・能力、学科に期待する教育内容等を基に、導入教育において高校

化学の復習の実施、必修専門科目の講義内容の厳選、対応する演習科目の拡充を通して、

基礎学力の定着を図ってきた（資料 1-1-11）。この取組は、授業評価における良好な結果に

結び付いている。 

 これらの取組の結果、平成 27 年度工学部学生の満足度調査結果における「幅広い教養を

身につけられる教育の提供」、「学部専門の授業」についての満足群は 83.2％、82.8％であ

り、学生から高い評価を得ているとともに、年ごとに改善の傾向にあることがわかる（資

料 1-1-12）。 
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資料 1-1-10 新旧カリキュラムにおける評定平均と科目数の関係 

 

  

資料 1-1-11 企業アンケート結果 

 
資料 1-1-12 工学部学生の満足群の割合（％） 

カテゴリ 項目 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

授業 

  

幅広い教養を身につ

けられる教育の提供 
73.2  76.1  79.9  80.0  82.2 83.2 

学部専門の授業 75.1  78.1  78.0  83.2  82.5 82.8 

（三重大学教育満足度調査報告書より抜粋） 

 

  

企業アンケート(123 社) 

4 学生に求める能力 

課題探求心：47％ 研究能力：27％ 発表（纏める）能力：19％ 国際性：7％ 

その他：コミュニケーション能力、広い分野に興味を持てる積極性、議論する力 

13 学生に求める学力 

基礎的な教育科目：71％ 専門的な化学：29％ 

14 学生の採用で考慮する領域 

化学：19％ 基礎学力：29％ 領域に拘らない：53％ 

17 カリキュラム内容への提言等 

・基礎学力をしっかり身につけさせて下さい（大多数） 

・具体的なテーマで学生の興味を引き付ける 

・有名な化学実験・合成実験などは、必ず実習させて欲しい 

・信頼性工学・実験計画法は、教育して欲しい  等 

（分子素材工学科資料より抜粋） 
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(水準)  期待される水準を上回る 

(判断理由) 

 教育の目的を達成するため、６学科を構成し、それぞれの専門性を有する教員が各学科

に適切に配置されている。工学部における教員一人あたりの一学年の学生数は約４人であ

り、特に４年次の各教育研究分野での卒業研究における大学院生の協力も含めて、工学部

の教育目標である「動かす力」が漲る人材を育てるための、少人数教育実施には十分な体

制であると判断できる。さらに学部、学科において入学者選抜法、カリキュラム、授業の

改善に向けた不断の FD 活動が展開され、その結果が工学部学生の満足度調査結果の継続的

な改善にも現れており、教育実施体制として期待される水準を上回ると判断できる。 
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観点１−２ 教育内容・方法  

(観点に係る状況) 

●体系的な教育課程の編成状況 

 工学部では学位授与の方針を定め（別添資料１）、これに基づき教育課程の編成を行って

いる。 

教養教育科目と専門教育科目の卒業要件単位数の比は、学科によって違いはあるものの

概ね３対７であり、基礎的な能力と専門的な能力をバランス良く養うことを目標とした卒

業要件となっている(資料 1-2-1、1-2-2)。このために工学部の教育課程は、主に１、２年

次に「感じる力」に対応する基礎的な能力を養うための教養教育科目を、３、４年次には

「考える力」、「生きる力」、「動かす力」に対応する応用的な能力を養うための専門教育科

目を履修し、卒業研究へと徐々に移行していく形で編成されている。「４つの力」を意識し

た専門教育科目の具体例（資料 1-2-3）及び「４つの力」と授業科目の関連を建築学科の例

（資料 1-2-4）に示す。また機械工学科の時間割編成例（資料 1-2-5）の空白部分において

は３、４年次においても教養教育科目の履修が可能であり、教育目標にある「４つの力」

を養成するための編成に留意している。さらに日本技術者認定機構（JABEE）が要求してい

る各分野で学習すべき基本キーワードなどを参考にすると、それぞれの学科で必要な基礎

知識と応用知識を体系的にバランスよく学習できるカリキュラム構成になっている。 

 

資料 1-2-1 学部卒業要件単位数（平成 27 年度入学） 

              学科 

 科目 

機械 

工学科 

電気電子工

学科 

分子素材工

学科 
建築学科 

情報 

工学科 

物理 

工学科 

教養教育科目 35.5       44 42 46 42 41 

専門教育科目 

必修 ※1   52 ※1   54 57 66.5 ※1   62 49 

選択 ※2  36.5 ※3   30 ※4   28 18 24 ※5   34 

小計 88.5 84 85 84.5 86 83 

合計 124 128 127 130.5 128 124 

※1 必修の単位には専門基礎教育科目の必修の単位を含む。               

※2 選択の単位には教養教育科目「学部が指定する領域」の単位を含む。 

※3 「化学Ⅱ」の単位を含む。 

※4 分子素材工学科の選択 28 は、選択必修科目 18 以上とする。 

※5 物理工学科の選択34は、教養教育科目「学部が指定する領域」と専門基礎教育科目の選択の単位合わせて14

単位以上、専門選択教育科目 20 単位以上とする。 

 

資料 1-2-2 教養科目と専門教育科目の割合(％) 

  機械工学科 
電気電子  

工学科 

分子素材   

工学科 
建築学科 情報工学科 物理工学科 

教養科目 28.6 34.4 33.1 35.3 32.8 33.1 

専門教育科目 71.4 65.6 66.9 64.7 67.2 66.9 
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資料 1-2-3 「４つの力」に関する専門教育科目の代表例 

４つの力 専門教育科目 

感じる力 
機械工学科及び電気電子工学科の「技術者倫理」、建築学科の「日本建築史」、「西洋・近代建築史」、

「建築家職能論」など 

考える力 各学科で実施される演習科目及び演習付専門必修科目など 

生きる力 

各学科の実験実習科目、機械工学科の「専門必修科目での調査型演習」、「機械工学セミナー」及び

「創成型実験（機械工学実験及び実習Ⅲ）」、物理工学科の「物理工学セミナー（ロボット製作実習、

LEGO ロボット競技会）」など 

動かす力 
各学科の卒業研究、機械工学科の「機械工学セミナー」、「創成型実験」、電気電子工学科の「計算機

工学Ⅱ」、「プレゼンテーション技法」、建築学科の「建築設計製図」などの PBL 型科目など 

（シラバスより抜粋） 

 

資料 1-2-4 「４つの力」と授業科目との関連例 

 
 

 
（建築学科シラバスより抜粋） 
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資料 1-2-5 機械工学科の授業時間割例 
曜日 学年 1、2時限 3、4時限 5、6時限 7、8時限 9、10 時限 

月 

1 機械運動学 

2 機械力学及び演習 機械材料学及び演習 創成ﾃﾞｻﾞｲﾝ（講義日指定） 

3 環境流動学 機械工学実験及び実習Ⅱ 

4 

火 

1 

2 流体力学及び演習 量子力学 

3 溶融加工学 振動工学 ｼｽﾃﾑ制御工学 

4 

水 

1 

2 工業数学Ⅴ 工業数学Ⅳ 

3 機械設計製図Ⅱ 機能加工ｼｽﾃﾑ 生産ｼｽﾃﾑ工学(講義日指定) 機械設計製図Ⅱ 

4 専門英語 

木 

1 

2 工業熱力学及び演習 

3 応用量子論 数値熱流体力学 ロボット工学及び演習 

4 

金 

1 力学Ⅰ 

2 材料科学及び演習 機械設計製図基礎  

3 計算機援用工学 環境流動学 ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学Ⅱ 精密工学 

4 

(平成 27 年度後期授業時間割表より抜粋) 

 

●社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

学び直し等の社会のニーズを踏まえ、授業の開放については、工学部開講の個別科目（学

外対象）、すべての科目（学内対象）の履修を受け入れている（資料 1-2-6）。 

学生の海外留学については、スペインのバレンシア州立工芸大学と単位互換協定を結び、

学生の交換留学を可能にしている（資料 1-2-7）。 

インターンシップについては、「生きる力」、「動かす力」にとって重要と認識しており、

各学科１名の教員からなるインターンシップ・ワーキンググループを常置し参加支援を行

うとともに、内容を確認した上で、実習関連の科目として単位を認定している。平成 27 年

度は地元企業、自治体と連携した海外短期インターンシップ参加の 10 名を含め、22 名の

学部生がインターンシップに参加している。 

また「感じる力」、「考える力」にとって重要な基礎学力が不足している学生に対して、

習熟度別授業として１年次に「入門数学演習」、「入門物理学演習」を開講し、学力不足を

補う取組を実施している。 

これらの取組の結果、平成 27 年度工学部学生の満足度調査結果における「留学支援や国

際交流」、「現場体験学習やインターンシップなどの機会」、「受講したい授業が受けられる

システム」、「学生のレベル・能力にあわせたクラス編成」についての満足群は、74.4〜84.5%

であり学生から高い評価を得ている(資料 1-2-8)。 

 

資料 1-2-6 学部科目等履修生数 
 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

人数 5  8 14 12 13 13 

科目数 19 11 55 33 28 38 

（大学情報データベース、学務係資料より抜粋） 
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資料 1-2-7 単位互換の状況 

年度 バレンシア州立工芸大学での科目名 三重大学で振り替えた科目名 

平成 22 年度 

Urbanista II （都市計画 II)/講義 
都市計画学特論 

建築都市人間工学特論 

Dseno Habitat（住居デザイン）/講義・演習 建築学特別研究Ⅱ 

Arquitecture Temartica II（建築テーマ II)/演習 建築学特別研究Ⅲ 

EL Proyecto del Paisaje（ランドスケープアーキテク

チャ）/演習 
建築都市設計計画演習Ⅲ 

平成 23 年度 

〜27 年度 
 該当なし  該当なし 

（教務委員会資料より抽出） 

 

資料 1-2-8 工学部学生の満足群の割合（％） 

カテゴリ 項目 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

評価・カリキ

ュラム 

学生のレベル・能力にあわ

せたクラス編成 
61.2  67.6  67.6  70.8 77.1 74.6 

受講したい授業が受けられ

るシステム 
66.1  69.3  70.6  72.3 76.3 74.4 

学外との連

携 

留学支援や国際交流 73.5  78.9  80.4  81.8 84.2 84.3 

現場体験学習やインターン

シップなどの機会 
78.3  78.0  80.8  83.9 85.0 84.5 

（三重大学教育満足度調査報告書より抜粋） 

 

●国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

教養教育における英語科目に加えて、専門分野の英語力育成を目的として、各学科で専

門英語教育科目を開講している（資料 1-2-9）。また、国際的な要求に応えるための主要研

究領域における先端的専門科目として、ロボット工学、エネルギー変換工学、エレクトロ

ニクス、通信システム、ネットワーク、生物化学、生物工学、建築防災工学、人工知能、

画像処理、集積回路工学、量子物理学等を多岐にわたって整備するとともに、技術開発最

前線で活躍している企業技術者による特別講義の実施を通して国際性の涵養を図っている。

また情報工学科では、情報技術の最新知識を盛り込むとともに、学生の実践力を高める演

習科目を充実させたカリキュラムを編成してきた。これは、新国際標準カリキュラム CC

（computing curriculum）2001 のコア（必須授業）科目の大半を包含したものであり、授

業内容について高い水準を維持している。この成果は、国際プログラミングコンテスト参

加チーム数の増加と成績の改善からも裏付けられる（資料Ⅰ-5、p.7-25）。 

 

資料 1-2-9 専門英語教育科目 
学

科 
機械工学科 電気電子工学科 分子素材工学科 建築学科 情報工学科 物理工学科 

科

目 
専門英語 

専門英語 

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 
専門英語 

建築英語 

Ⅰ、Ⅱ 
技術英語 

物理工学 

専門英語 
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●養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

工学部の教育目標である「４つの力」を養成するためには、授業において学生が主体的

に取り組むための工夫が必要である。このために、工学部では授業科目に講義の他に少人

数教育を意識した演習や実験・実習を組み合わせたものを多く設定している（資料 1-2-10）。

また教育効果を高めるため、大学院生の TA などを使い積極的に少人数化を図っている。ち

なみに、平成 27 年度の TA の活用状況は、工学部全体で延べ 324 名、11,575 時間である。

さらに工学部全体の取組として、「入門数学演習」と「入門物理学演習」を開講し、基礎学

力を補うための習熟度別授業も実施している。 

シラバスには、授業の目的・概要等に加えて、各回の講義内容、課題等を提示し、学生

の予習、復習のポイントを記載するとともに、授業で目標とする「４つの力」の比率を記

載している（資料 1-2-11）。以上の取組の結果、平成 27 年度工学部学生の満足度調査結果

における授業形態、学習指導法に関連した項目での満足群は 73.5〜84.4%であり、とりわけ

工学部の特徴である卒業研究指導に対する満足群は、平成 24 年度以降 82.2〜86.3％と学生

から高い評価を得ている（資料 1-2-12）。 

 

資料 1-2-10 平成 27 年度工学部開講科目種別一覧 
  講義 講義及び演習 演習 実験 実習 

機械工学科 30 15 6 1 8 

電気電子工学科 33 14 7 5 3 

分子素材工学科 34 0 12 3 2 

建築学科 36 0 9 1 7 

情報工学科 38 4 5 3 3 

物理工学科 35 1 2 3 2 

（平成 27 年度工学部学習要項より抜粋） 

 

資料 1-2-11 シラバスの記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（三重大学 Web シラバス（http://syllabus.mie-u.ac.jp）より抜粋） 
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資料 1-2-12 工学部学生の満足群の割合（％） 

カテゴリ 項目 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

学習環境と 

施設・設備 

自己学習（主体的学習）

ができる環境 
77.5  77.2  70.2  83.0  86.1 83.2 

評価・カリキュ

ラム 

シラバスの有用性 64.3  69.0  66.5  68.2  72.8 73.5 

受講したい授業が受けら

れるシステム 
66.1  69.3  70.6  72.3  76.3 74.4 

授業 

学部専門の授業 75.1  78.1  78.0  83.2  82.5 82.8 

ゼミ/PBL などの少人数

課題探求型の授業 
72.5  71.9  74.3  75.9  77.6 74.8 

実習をともなう授業 77.5  77.1  79.3  80.1  83.9 84.4 

卒業研究指導 79.6  79.3  83.7  85.3  86.3 82.2 

（三重大学教育満足度調査報告書より抜粋） 

 

●学生の主体的な学習を促すための取組 

工学部では、全学に先んじて学科毎にカリキュラム中の授業科目の位置付け、教育内容・

方法、達成目標、成績評価方法・評価基準などを明示した単年度シラバスを作成するなど、

学生の主体的な学習を促すよう改善に努めてきており、ほぼすべての項目が現行の Web シ

ラバスの書式に取り入れられている。Web シラバスの整備は、「感じる力」、「考える力」養

成に必要な他学部、他学科の開講科目受講を容易にしている。 

また工学部では、各学科固有の課題に対して、自ら実験、演習、結果、考察、レポート

提出を行う多数の実験、演習科目、小演習、宿題を課し学生にフィードバックする講義科

目を通して、学生の主体的・実践的な学習を促進して理解度を向上させるとともに、学生

の習熟度を把握している。電気電子工学科では各学年において学生向けガイダンスを年２

回実施するとともに、学生に単位修得状況の自己評価シートを作成させることで主体的な

学習を促す取組を行っている（資料 1−2−13）。同様の取組は担任制度等を活用して他学科で

も行われている。さらに、講義科目においても新たに PBL 教育科目を設定し、自ら選択し

た課題について調査、検討、発表を行う形で主体的学習の展開を図っている。その結果、

平成27年度におけるPBL教育科目数は導入当時のほぼ1.5倍に増加している（資料1-2-14）。

また博士前期課程進学後の国際会議発表を見据えた専門英語、さらには卒業研究が学生の

主体的な学習を促すための取組として挙げられる。 

これらの取組は、工学部学生の満足度調査結果における主体的な学習に関する項目での

満足群の改善傾向と高い割合（平成 27 年度 83.2％）から、学生から高く評価されている（資

料 1-2-12）。 

 

資料 1-2-13 修学記録シート（電気電子工学科学生指導用資料より抜粋） 
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資料 1-2-14 平成 27 年度の PBL 教育科目一覧 
学科 科目 

機械工学科 機械工学セミナー 

電気電子工学科 技術者倫理 

  計算機工学Ⅱ 

  電気電子設計 

分子素材工学科 化学基礎（Ⅰ） 

  化学基礎（Ⅱ） 

建築学科 建築意匠 

  建築設備設計法 

  建築学総論（一部） 

情報工学科 上級プログラミング演習Ⅰ、Ⅱ 

  上級プログラミング演習Ⅲ 

物理工学科 物理工学セミナー 

  計算機言語 

        （実験、実習は除く：工学部教務委員会資料より抜粋） 

 

 

(水準)  期待される水準を上回る 

(判断理由) 

各学科の教育課程は、目標とする「４つの力」を意識した授業科目内容ならびに配置、

専門教育を重視しつつも教養教育の重要性を意識した編成となっている。また学生や社会

からのニーズに対して、授業の開放やインターンシップの単位認定を行っている。特に地

元企業、自治体と連携した海外短期インターンシップの実施（資料 I-1、p.7-23）は、特色

ある取組として評価できる。教育方法については、各学科それぞれの教育の目的に合わせ

てカリキュラムを編成しており、授業形態の組合せ・バランスに配慮している。さらに、

教育内容に応じて、少人数教育、PBL 教育などが実施されており、TA の活用も含めて学生

の教育指導に対しても種々の工夫を行っている。単位の実質化については、シラバスの活

用、小演習、宿題を通して対応している。以上の結果が、平成 26 年度工学部学生の満足度

調査結果における関連項目での高い満足群の割合とその著しい改善として現れており、上

記の取組を学生が高く評価していることから、教育内容・方法として期待される水準を上

回ると判断できる。 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

観点２−１ 学業の成果  

(観点に係る状況) 

●履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

各学年や卒業時における達成度の把握・評価は、単位修得状況、成績評価の分布、資格

取得者数等に関する標準的なデータから総合的に判断している。平成 22 年度から 27 年度

における卒業率（修業年限通りの卒業者の割合）は、76％から 80％で推移している（資料

2-1-1）。平成 26 年度の専門教育科目における成績評価点の分布では、「６」と「５」の間

に鋭い傾斜があり、「７」～「８」を頂点とするなだらかな連続曲線をなしている（資料 2-1-2）。

学生の多くは各科目で７以上の評価を得ていること、すなわち建築学科の学生を例に挙げ

ると、資料 1−2−4(p7-12)に示した各授業科目に対応する「４つの力」について７以上の評

価を得て卒業していることを意味する。また平成 21 年度と比較すると全体に高評価点側に

分布が移動しており、学習成果の改善が認められる。 

 

資料 2-1-1 修業年限通りの卒業者の割合（％） 
22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

78.4 80.4 79.3  79.6 76.2 79.3 

 

 

資料 2-1-2 平成 21、26 年度専門教育科目の成績評価点の分布（％） 

 
  0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

26 年度 4.0 0.8 1.0 1.6 2.5 4.5 14.9 19.9 23.0 16.8 11.1 

21 年度 8.9 1.4 1.2  1.8 3 3.9 13.6 18.5 22.1 16.3 9.2 

評価 D C B A AA 
（成績評価には 10 点法を用いており、5 以下を D、6 を C、7 を B、8 を A、9、10 を AA としている。ここで評点「0」には、成績が

極端に不振で評点「0」として認定された者、試験を欠席し履修を放棄した者の両者が含まれる。） 

（学務係資料より抽出） 

 

●資格取得状況、学外の語学等の試験の結果、学生が受けた様々な賞の状況から判断され

る学習成果の状況 

平成 23、24 年度工学部入学生の TOEIC 平均点は、入学時の 438.3 点から大学院入学試験

時の 516.6 点へと改善されており、専門科目の学習と併せて実施している英語学習の成果

を示している。なお情報工学科では、基本情報技術者、応用情報技術者資格に学生の受験

を促しており、学科の専門性に沿った資格取得が行われている。基本情報技術者の資格取

得率は、２年次末で概ね 10％、３年次末で概ね 20％、卒業時で 30％程度であり、より高度

な応用情報技術者については卒業時で５％弱である。また建築学科卒業生の一級建築士試

験での高い合格率（資料Ⅱ-1、p.7-25）も学習の重要な成果として挙げられる。 

 

●学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

学業の成果に関する学生の評価として、平成 27 年度実施の「４つの力」に関する工学部

学生の自己評価の平均値を前期最終年度の平成21年度のそれと比較して示す（資料2-1-3）。

なお「生きる力」については、自己評価に関する調査項目に設定されていないため割愛す

る。 

全体的に中位点であり、良否について明確には判断できないが、学年進行に伴いＵ 字型

に分布するパターンが見られる。これは、１年生の期待感と、研究室配属４年生の職業意

識に基づく学習意欲の向上によるところが大きいものと考えられる。 

在学生の授業に対する満足度として、平成 27 年度実施の「満足度調査」での授業カテゴ

リにおける満足度の平均値を前期最終年度の平成 21 年度のそれと比較して示す（資料
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2-1-4）。高学年において少人数教育を核として「４つの力」養成の完遂を図ろうとする工

学部のカリキュラム編成の趣旨は、学生の評価ともほぼ整合している。そして学生の授業

に対する満足度は第 1期中期目標期間から向上している。 

 

資料 2-1-3 ４つの力に関する自己評価 

  
感じる力（5 段階評価） 考える力（7 段階評価） ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力（7 段階評価） 

21 年度 27 年度 21 年度 27 年度 21 年度 27 年度 

1 年生 3.43  3.54 5.02  5.07 5.21  5.19 

2 年生 3.29  3.47 4.91  4.94 5.02  5.03 

3 年生 3.26  3.31 5.00  4.70 5.16  4.76 

4 年生 3.34  3.44 5.13  4.89 5.19  4.93 

全学年 3.35  3.44 4.97  4.91 5.11  4.99 

（修学達成度調査結果より抜粋） 

 

資料 2-1-4 授業カテゴリの満足度平均値（６段階評価） 

  
学部専門の授業 

自分の所属する学部

(学科等)のカリキュラム 

PBLなどの少人数課題探

求型の授業 
実習をともなう授業 

21 年度 27 年度 21 年度 27 年度 21 年度 27 年度 21 年度 27 年度 

1 年生 4.05  4.30  3.97  4.11  3.89  3.82  3.94  4.13  

2 年生 4.00  3.90  3.82  3.77  3.73  3.95  4.03  4.05  

3 年生 4.05  4.11  3.81  3.96  3.71  3.85  4.12  4.05  

4 年生 3.95  4.33  3.77  4.21  4.08  4.16  4.02  4.35  

全学年 4.02  4.19  3.85  4.03  3.87  3.92  4.03  4.14  

（三重大学教育満足度調査報告書より抜粋） 

 

 (水準)  期待される水準にある 

（判断理由) 

各学年及び卒業時の単位修得状況、成績評価の分布、資格取得者数等に関する標準的な

データから、工学部が目標とする「４つの力」に関して概ね良好な結果が得られている。

また在学生の「満足度調査」「修学達成度評価」が組織的に行われ、学年進行に伴う改善傾

向、授業評価など学生からの意見聴取の結果から、学業の成果については期待される水準

にあると判断できる。 
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観点２−２ 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

●進路・就職状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

卒業後の進路状況として、就職希望者の多くは民間企業に就職しているとともに、卒業

生の半数以上は大学院へ進学して工学分野での研究を継続する道を選択している（資料

2-2-1）。学科ごとの就職状況としては、平成 26 年度は、工学部の教育内容に合致した業種

である製造業に 84 名、情報通信業に 20 名、建設業に 19 名が就職しており、工学部のカリ

キュラム編成の趣旨と学生の評価との整合を反映したものと考えられる（資料 2-2-2、

2-2-3）。 

資料 2-2-1 年度別就職状況 
  22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

就職者数 157 149 145 170 172 

進学 

（進学率％） 

254      

(59.8) 

273      

(63.3) 

243       

(59.7) 

232       

(55.5) 

221 

(54.8) 

その他 14 9 19 16 10 

合計 425 431 407 418 403 

(就職状況より抜粋) 

 

資料 2-2-2 各学科の平成 26 年度就職状況 

  
卒業

者 

就職  

希望

者 

就職

者 

未定

者 

就職先 就職率 ％ 

県内 県外 26 年度 25 年度 24 年度 23 年度 

機械工学科 95 38 37 1 6 31 97.4 100.0  100.0  100.0  

電気電子工学科 84 35 35 0 3 32 100.0 100.0  94.1  100.0  

分子素材工学科 97 33 32 1 7 25 97.0 96.9  93.1  100.0  

建築学科 46 31 31 0 4 27 100.0 92.3  95.8  100.0  

情報工学科 44 24 22 2 6 16 91.7 90.2  100.0  94.4  

物理工学科 37 16 15 1 2 13 93.8 100.0  90.5  95.0  

合計 403 177 172 5 28 144 97.2 96.0  95.4  98.7  

（地域別就職状況及び就職率より抜粋） 

 

資料 2-2-3 平成 26 年度各学科の産業別就職状況 

産業別 
機械

工学 

電気電

子工学 

分子素

材工学 

建築

学 

情報

工学 

物理

工学 
合計 

農業・林業・漁業・鉱業       0 

建設業 2 4 1 12   19 

製造業 27 18 24 2 3 10 84 

電気・ガス・水道業   1    1 

情報通信業 1 6  1 11 1 20 

運輸業・郵便業 1  1 3 1  6 

卸売・小売業     1  1 

金融業・保険業     2  2 

不動産業・物品賃貸業    1   1 

学術研究専門・技術サービス業 3 5 1 7 2 1 19 

宿泊業・飲食サービス業       0 

生活関連サービス業、娯楽業   1    1 

教育、学習支援業   1    1 

(教員※教育、学習支援業内数)       0 

医療、福祉       0 

複合サービス事業       0 

サービス業 2  1 1   4 

公務 1 2 1 4 2 3 13 

その他       0 

合計 37 35 32 31 22 15 172 
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●在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取

結果とその分析結果 

平成 24 年度に実施された「三重大学卒業生、修了生、及び事業所への大学教育について

のアンケート調査」の結果に基づき、工学部の目標とする「４つの力」に注目すると、卒

業生の自己評価においては、「13 人と協同して仕事をする力」といった「動かす力」、「26 意

欲的に物事に取り組む力」、「27 自立的に自ら決断する力」、「28 実際に仕事をやり遂げる

実行力」といった「生きる力」に対する評価が高い反面、「10 外国語でコミュニケーショ

ンをする力」に対する評価が低いことがわかる（資料 2-2-4）。一方、事業所の卒業生に対

する評価は、すべての項目について高く、特に「６ 事実や他者に対する誠実さ」で 3.5、

「21 基礎学力」で 3.4（ある程度身についている～十分身についている）、「９ 日常的なコ

ミュニケーションをする力」においてもほぼ同様の評価 3.3 を得ている。一方「10 外国語

でコミュニケーションをする力」に対する評価は 2.2 と低く、卒業生の自己評価とも一致

している。この改善のために工学部では、４年次開講の専門英語の拡充を教育の重点項目

として取り上げ、英語コミュニケーション力の強化を図っている。卒業生の教育に対する

満足度調査によると、全体的に６段階評価の中位点が多く、在学生と同様の傾向にあるが、

専門教育に対する評価が高く、特に「14 専門の授業全般」において満足群が 85.5％であり、

4/5 以上の卒業生が満足していることがわかる（資料 2-2-5）。 

 

資料 2-2-4 卒業生の自己評価と工学部卒業生に対する事業所評価（４段階評価） 
項目 卒業生 事業所 

1 広い視野で多面的に考える力 2.8  3.0  

2 論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力 2.9  3.1  

3 問題のポイントを素早くつかんだり、まとめる力 2.7  3.0  

4 鵜呑みにせず、いったん本当に正しいのかどうかを疑ってみる力 2.8  2.9  

5 想像が豊かで、新しいアイディアや発想を生み出す力 2.4  2.8  

6 事実や他者に対する誠実さ 3.0  3.5  

7 人によっていろいろな意見を持っているという多様性を理解する力 3.3  3.2  

8 他者に対する柔軟性や他者との調整力 3.1  3.2  

9 日常的なコミュニケーションをする力 3.0  3.3  

10 外国語でコミュニケーションをする力 1.9  2.2  

11 プレゼンテーションをする力 2.7  2.9  

12 ディスカッションをする力 2.7  2.9  

13 人と協同して仕事をする力 3.0  3.3  

14 文章作成や文章表現の力 2.8  3.1  

15 情報を収集して適切に処理する力 2.9  3.0  

16 情報機器を活用する力 2.7  3.3  

17 社会、または技術の変化に対応する力 2.5  3.0  

18 人間や社会についての理解・知識 2.8  3.0  

19 自然科学に関する基礎知識 2.6  3.1  

20 一般常識 2.7  3.2  

21 基礎学力 2.8  3.4  

22 専門知識や技術 3.0  3.0  

23 失敗してもなお再び挑戦しようとする力 2.8  3.2  

24 どんな仕事にもねばり強く取り組む力 2.9  3.3  

25 ストレスを感じてもそれに耐える力 2.9  3.2  

26 意欲的に物事に取り組む力 2.9  3.3  

27 自立的に自らが決断する力 2.8  2.9  

28 実際に仕事をやり遂げる実行力 2.9  3.2  

（平成 24 年度三重大学卒業生・修了生・事業所への大学教育についてのアンケート調査結

果報告書から抜粋）  

 

  



三重大学工学部 分析項目Ⅱ     

－7-22－ 

資料 2-2-5 卒業生の教育に対する満足度（６段階評価） 
項目 平均値 満足群（％） 

1 教育全般 4.3  83.3  

2 研究環境（文献、機器・研究水準など） 4.1  72.4  

3 進路支援（就職や進学、資格取得など）  4.0  68.6  

4 学習環境(図書、実習室、グループ学習室、ネットワーク環境など)  4.2  76.2  

5 学生生活に対するサポート 4.0  76.8  

6 共通教育の授業全般 4.0  75.7  

7 共通教育の語学系授業 3.8  69.1  

8 共通教育の情報系授業 3.8  64.4  

9 共通教育のキャリア系授業 3.6  58.8  

10 共通教育の保健体育関連授業 4.1  79.7  

11 幅広い教養を身につけられる教育の提供 4.1  76.2  

12 専門の授業全般 4.4  85.5  

13 PBL などの少人数課題探求型の授業 4.1  75.9  

14 現場実習や現場体験（インターンシップなど） 4.1  72.1  

15 理系基礎関係授業（経験した人のみ）   4.1  79.0  

16 卒業研究指導（経験した人のみ） 4.8  86.3  

（平成 24 年度三重大学卒業生・修了生・事業所への大学教育についてのアンケート調査結

果報告書から抜粋）  

 

 

(水準)  期待される水準を上回る 

(判断理由) 

卒業後の進路の状況等は定量的に的確に把握され、工学部教育に合致した分野を中心と

した就職率は 100%に近い良好な結果を得ている。また卒業生、事業所へのアンケートが組

織的に行われ、工学部カリキュラムにおける専門教育で重視している「生きる力」、「動か

す力」において高い評価を得ている。とりわけ事業所からの評価は高く、教育の成果、効

果については期待される水準を上回ると判断される。 
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Ⅲ「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

○地域に根ざした国際化教育の取組 

 地域に根ざした国際人材育成を目的として、地元企業への就職に意欲をもつ学部３年生

を対象に、地元企業、三重県の支援の下、平成 27 年度から地元企業の海外事業所における

海外短期インターンシップを開始した（資料Ⅰ‐1）。 

 

資料Ⅰ‐1 平成 27 年度海外短期インターンシップの状況 

派遣国 期間 インターンシップ支援企業 参加学生数 

タイ 平成 28 年 2月 18 日〜2月 27 日 ヤマモリ、百五銀行、安永、日本トランスシティ ５名 

ベトナム 平成 28 年 2月 18 日〜2月 27 日 三重金属工業、エバ工業 ５名 

 

 

○アドミッション・ポリシー（AP）、カリキュラム・ポリシー（CP）、ディプロマ・ポリシ

ー（DP）策定の取組 

工学部の教育目標を明確にし、有志の学生を入学させて教育すべく、AP、CP、DP を策定

した。AP は、本学ホームページ（資料 I-2：

http://www.mie-u.ac.jp/profile/policy/eng.html）に、CP 及び DP は工学部ホームページ

（資料 I-3：http://www.eng.mie-u.ac.jp/education/target/index.html）に公表している。 

資料Ⅰ‐2 AP の公表 
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○学生の「能動的な学び」を推進する取組 

電気電子工学科では、「学習者中心の教育」を推進するために、「教員が何を教えるか」

ではなく、「学生が何をできるようになるか」を基準としたカリキュラムを構成し、学生の

参加を促す PBL 型授業や、協調学習／協同学習を取り入れた「能動的な学び」を推進して

いる。本カリキュラムは、平成 22〜23 年度にかけて実施された河合塾主催の「大学のアク

ティブ・ラーニング調査」において高く評価されている（資料Ⅰ‐2）。 

 

資料Ⅰ‐4 大学のアクティブ・ラーニング調査における結果 

 22 年度 22-23 年度 

電気電子工学科の評価 上位 6学科 上位 30 学科 

調査対象学科数 理系 143 学科 延べ 1303 学科 

 

  

資料Ⅰ‐3 CP、DP の公表 
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○国際プログラミングコンテスト参加への取組 

情報工学科では、専門教育の一環として、国際的にも認められた ICPC (International 

Collegiate Programming Contest)の国内予選に参加し、プログラミング技術の習得度の客

観的評価と向上を目指している。このコンテストには国内の主要な国立大学を含む多くの

情報系の学科の学生が参加している。全体的に順位が向上しており、平成 27 年度は初めて

アジア地区予選に進出した。所期の目的に対する成果が出てきており、勉学や卒業研究に

対する１つの動機付けにもなっている（資料Ⅰ‐5）。 
 

資料Ⅰ‐5 コンテスト参加チーム数と成績 
 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

参加チーム数 4 8 8 7 10 8 9 

参加総チーム数 281 291 318 321 321 326 372 

最高順位 98 174 163 91 104 82 40 

 

 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

○一級建築士試験において建築学科卒業生が高い合格率を収める 

平成 22〜27 年度の一級建築士試験での合格者数は、東北大、東工大、九州大と同位を含

め 14 〜 36 名 で あ っ た （ 建 築 技 術 教 育 普 及 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.jaeic.or.jp/1k-data.htm#2-1））。この結果については、卒業生の努力に加

え、平成 20 年度に JABEE 認定を受けた建築学科の適切なカリキュラムによる教育内容・方

法 が 実 を 結 ん で い る も の と 考 え る （ 資 料 Ⅱ -1 ： 国 土 交 通 省 公 表 資 料

（http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/architect.html））。 

 

資料Ⅱ‐1 一級建築士試験での合格者数と全国順位 

 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

合格者数 30 36 36 32 14 22 33 

全国順位 42 29 31 31 59 48 27 

同位大学  東北大 東工大 
東工大 

・九大 
   

 

 



三重大学工学研究科 

－8-1－ 

 

 

８．工学研究科 

 

 

 

Ⅰ 工学研究科の教育目的と特徴 ・・・・・８－２ 

Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 ・・・・・８－４ 

    分析項目Ⅰ 教育活動の状況 ・・・・・８－４ 

    分析項目Ⅱ 教育成果の状況 ・・・・・８－13 

  Ⅲ 「質の向上度」の分析 ・・・・・・・・８－19 

 

  



三重大学工学研究科 

－8-2－ 

Ⅰ 工学研究科の教育目的と特徴 
１．三重大学の基本的な目標と教育目的  

 本学は基本的な目標として「三重の力を世界へ：地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊

かな教育・研究成果を生み出す〜人と自然の調和・強制の中で〜」を掲げ、その下に教育

目的及び第二期中期目標期間における教育目標を設定している。 

 
 

○三重大学の教育目的 

三重大学は「４つの力」、すなわち「感じる力」「考える力」「コミュニケーション力」と、それらを総合

した「生きる力」を躍動させる場として、社会の新しい進歩を促すと同時に他者に対する寛容と奉仕の心

を併せもった感性豊かな人材を育成する。 

三重大学は課題探求心、問題解決能力、研究能力を育てるとともに、学際的・独創的・総合的視野をも

ち、国際的にも活躍できる人材を育成する。 

三重大学は、多様な学生を受け入れるための教育制度を構築するとともに、学生の心身の健康を維持・

増進させ、意欲的に修学できる学習環境を整備し、学生の個性を重んじた進路指導を実施することを目指

す。 

 

○教育に関する目標 

[教育全体の目標] 

 幅広い教養の基礎に立った高度な専門知識や技術を有し、地域のイノベーションを推進できる人材を育

成するために、「４つの力」、すなわち「感じる力」「考える力」「コミュニケーション力」、それらを総合し

た「生きる力」を養成する。 

（ 国立大学法人三重大学中期目標等抜粋） 

 

 

２．工学研究科の教育目的 

 工学研究科の教育目的は、大学全体の教育目的を踏まえ、工学分野において地域・国際

社会に貢献できる高度専門人材の育成を目的としている。 
 
 

○工学研究科の教育目的 

研究科は、基礎的研究とともに、学際的又は新しい分野の開拓を目指した高度な工学研究を行い、その

成果を広く開放して、地域や社会の発展と福祉に貢献すること、また、深い専門知識を蓄え、高く設定さ

れた目標を達成する能力を養い、地域的・国際的な課題に工学の立場から貢献できる創造力豊かな研究者

及び専門的な技術者を養成することを目的とする。 

 

○課程の教育目的 

[博士前期課程] 

博士前期課程は、学際的・独創的・総合的視野を基盤にした専門的な工学の研究を通して、高度な専門

技術者及び研究者としての基礎的能力を備えた人材を養成し、地域・国際社会の発展と福祉に貢献するこ

とを目的とする。専攻ごとの目的については、次項から第７項までに定めるところによる。 

 

[博士後期課程] 

博士後期課程は、学際的・独創的・総合的視野を基盤にした高度かつ専門的な工学の研究を通して、社

会において指導的役割を果たせる研究者及び極めて高度な技術者を養成し、地域・国際社会の発展と福祉

に貢献することを目的とする。専攻ごとの目的については、次項および第３項に定めるところによる。 

（三重大学大学院工学研究科規程より抜粋） 
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３．工学研究科の特徴 

工学研究科は、博士前期課程においては機械工学専攻（入学定員 50 名）、電気電子工学

専攻（同 45 名）、分子素材工学専攻（同 55 名）、建築学専攻（同 20 名）、情報工学専攻（同

28 名）、物理工学専攻（同 18 名）から成る６専攻と大学院講座としての循環システム設計

講座を、博士後期課程においては前期課程を集約する形で材料科学専攻（入学定員 6 名）

とシステム工学専攻（同 10 名）を、それぞれ設置している。これらに，社会からの要請•

要望の大きい産業分野を横断した７研究領域（ロボティクス•メカトロニクス，地球環境•

エネルギー，情報処理•情報通信，ライフサイエンス，ナノサイエンス•ナノテクノロジー，

先進物質•先進材料，社会基盤•生産）を加えることで，社会の課題に対する迅速かつ柔軟

な対応を可能にするとともに、専攻横断的に修士学生指導を行う体制を整え、専門力養成

志向の研究領域コース、実践力養成志向の創成工学コースのコースワークを特色とする教

育を実践している。 

また工学研究科の目的を踏まえ、教育研究における基本姿勢を以下のように定めている。 

 

 

○教育の目標 

工学に関する専門的学問領域の追求を通して、「感じる力」、「考える力」、「生きる力」、そして「動かす力」

が漲り、地域・国際社会で活躍できる人材を育成する。 

 

 

これらの実現のため、学生は、研究科１年次より各教育研究分野に配属し、ゼミ等ではマ

ンツーマンによる少人数教育を受けるとともに、各専攻の特論、演習を受講する形態をと

っている。さらに「４つの力」を包活的に扱うために、研究室での少人数教育を核として、

論理構築力、国際性養成のため、「博士前期課程学生の国際会議参加の促進」の取組を行っ

ている。 

 

［想定する関係者とその期待］ 

関係者として、在籍する学生と修了生を中心とし、間接的には学生を送り出す三重県を

中心とする近県の住民、また、修了後それを受け入れる地元を中心とする企業、自治体等

を想定している。学生からは将来社会人として自立する力を身につけることが期待され、

地元住民、企業からはそれぞれの環境において活躍する人材の育成が期待されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

観点１−１ 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

●教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

博士前期課程には学部の各学科に対応して、機械工学専攻、電気電子工学専攻、分子素

材工学専攻、建築学専攻、情報工学専攻、物理工学専攻の６専攻と大学院講座の１講座が、

博士後期課程には材料科学専攻とシステム工学専攻の２専攻が設けられている。各専攻は

３ないし２の大講座から構成されており、それぞれ専門の近い教員で構成される教育研究

分野が数分野ずつ存在する（資料 1-1-1）。博士前期課程及び博士後期課程の学生定員と現

員数を基に工学研究科専任教員数、構成、学生数との比率を示す（資料 1-1-2、1-1-3）。 

 

資料 1-1-1 工学研究科組織と担当教員数（平成 27 年 5 月 1日現在） 

専攻 講座名 分野数 教授 准教授 講師 助教 

機械工学専攻 

量子・電子機械 ４ ４ ４ ２ 

機能加工 ４ ３ １ １ 

環境エネルギー ３ ３ ４ １ 

電気電子工学専攻 

電気システム工学 ４ ２ ３ １ 

情報・通信システム工学 ３ ２ ２ １ 

電子物性工学 ４ ３ ４ １ 

分子素材工学専攻 

分子設計化学 ４ ５ ３ ３ 

生物機能工学 ４ ４ １ １ ２ 

素材化学 ３ ２ ３ 

建築学専攻 
建築デザイン ３ ３ ３ １ 

建築マネジメント ３ ４ ２ １ 

情報工学専攻 
コンピュータサイエンス ３ ２ １ ２ ２ 

知能工学 ３ ３ ３ １ 

物理工学専攻 
量子工学 ２ ２ １ １ 

ナノ工学 ４ ３ ６ 

大学院講座 循環システム設計  １ １  ２ 

国際・産学官連携部門  ３（３） 

（ ）内の数字は特任教員（内数） 

 

資料 1-1-2 博士課程学生の現員数と定員（平成 27 年 5 月 1日現在） 
・前期課程 

専攻 
１年生 ２年生 

定員 現員 定員 現員 

機械工学専攻 50 55 50 58 

電気電子工学専攻 45 45 45 49 

分子素材工学専攻 55 62 55 62 

建築学専攻 20 20 20 23 

情報工学専攻 28 19 28 26 

物理工学専攻 18 18 18 20 

・後期課程 

専攻 
１年生 ２年生 3 年生 

定員 現員 定員 現員 定員 現員 

材料科学専攻 6 7 6 6 6 10 

システム工学専攻 10 11 10 3 10 14 
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資料 1-1-3 工学研究科専任教員数、構成、学生数との比率（平成 27 年 5 月 1日現在） 
 

専任教員数 
専任教員あた

り の 学 生 数  

前期（後期） 

専任教員の職位別割合 

人数 構成割合 

教授 准教授 講師 助教 教授 准教授 講師 助教 

115 4.0  (0.4) 46 45 3 21 40% 39% 3% 18% 

 

工学研究科での教育においては、「感じる力」、「考える力」を養成するために、教授、准

教授、講師が特論、演習を通して、さらに助教を含めた全教員が特別研究を通して「生き

る力」、「動かす力」の醸成を図っている。工学研究科における教員一人あたりの学生数は

博士前期課程で約４人、博士後期課程で 0.4 人であり、上記「４つの力」を育むための少

人数教育実施には十分な体制である。さらに「教育・研究企画部門」「社会連携部門」「技

術部門」「事務部門」を組織し、「教育・研究部門」を支援することで人材養成目的に沿っ

た教育･研究指導の円滑な実施を図っている（資料 1-1-4）。特に教育については、社会及び

学生からの要請・要望に沿って専攻横断的に８つの研究領域を設置、「４つの力」の強化に

向けた実施体制を整備している。これに伴い博士前期課程の学生は、従来の専攻に加えて、

研究領域にも所属することで、「４つの力」の土台である「感じる力」にとって重要な他専

攻開講科目の受講機会を得ることが容易になった。さらに研究領域において修士学位論文

中間発表会、同発表会を実施することで、従来の一専攻にとどまらず工学研究科全体で「４

つの力」を養成する組織編成となっている。 

 

資料 1-1-4 部門編成図 
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●多様な教員の確保の状況とその効果 

 工学部では教員の採用に当たって公募を原則としており、民間企業経験者、外国人を含

めて多様な教員の確保に努めている。特に女性教員の応募を促すために、公募文書中に「男

女共同参画推進」に関する表現を加え、第一段審査で優遇する等の配慮を行っている。民

間企業出身者は27名であり、約1/4の教員が企業経験を有する。また外国人教員は３名（情

報工学科専任教員１名、英語特任教員２名）、女性教員は４名（建築学科専任教員２名，

英語特任教員２名）である（資料1−1-5）。教員削減の厳しい状況下で一定の多様性を確保

することで、工学研究科の実践教育推進に大きく貢献している。 

 

資料 1-1-5 工学研究科の企業出身，女性，外国人教員数（平成 27 年 5 月 1日現在） 
教員 教授 准教授 助教 特任 

企業出身 15 8 4 0 

女性 0 0 2 2 

外国人 0 0 1 2 

 

●入学者選抜方法の工夫とその効果 

 工学研究科では入学者選抜方法として、通常の博士前期課程一般選抜に加えて、推薦に

よる選抜（電気電子工学専攻、物理工学専攻）を実施し、進学意欲の高い優秀な学生の獲

得に努めている。また社会人特別選抜を実施することで社会人の学び直しに対応しうる体

制を整えている（資料 1-1-6）。また博士前期課程進学希望者の増加に伴い、平成 24 年度に

大学院の入学定員を見直し、148 名から 216 名へと増員し適正化を図った（資料 1-1-7）。 
 

資料 1-1-6 工学研究科博士課程の社会人入学者数 
年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

前期課程 0 1 0 0 1 0 

後期課程 7 9 6 10 5 4 

 
資料 1-1-7 工学研究科博士前期課程の入学定員と入学者数 

年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

入学定員 148 148 216 216 216 216 

入学者数 246 243 255 231 228 221 
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●教員の教育力の向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果 

工学研究科では、学部と一体となった FD 活動として、毎年「工学研究科 FD 講演会」を

開催し、多数の工学研究科教員の参加を得て、教育の取組への支援としている。この講演

会については、教育・研究企画部門が中心となり、工学研究科の教育目標としての「４つ

の力」を養成するための重要課題を選定し開催しており、これらの講演会に基づいて、各

専攻あるいは各委員会において具体的取組あるいは改善策を検討していくという形でFD活

動を展開している。さらに教育・研究企画部門の下で戦略ワーキンググループを組織し、

大学院の組織改革（研究領域の発展形としての、学部修士一貫及び修士博士一貫教育体制

の検討）、カリキュラム改革（創成工学教育科目の拡充）を行い、適宜説明会を開催して教

員の意識改革に努め、改革を推進してきた。また、これら大学院の組織改革、カリキュラ

ム改革にともない、各専攻において専攻指定科目のあり方の検討、｢動かす力｣において重

要な学生の主体的学習を促す取組としての PBL 教育科目の新設を行ってきた。このような

恒常的な改善努力が、特に、「日常的な研究指導」、「学位論文指導」における満足度の向上

に現れている（資料 1-1-8）。 

 

資料 1-1-8 工学研究科学生の満足度調査結果（６段階評価） 

カテゴリ 項目 
年度別平均値 

22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 

大学全般 教育を改善しようとする大学の姿勢 3.7 3.8 3.8 3.9 3.8 4.0 

授業 

大学院の授業科目構成 3.9 3.9 4.0 4.1 4.1 4.2 

大学院の授業 3.9 3.9 4.1 4.1 4.1 4.2 

PBL などの少人数課題探求型の授業 4.4 4.5 4.1 4.2 4.1 4.1 

最先端の研究や高度専門知識の教授 4.2 4.3 4.4 4.6 4.4 4.5 

日常的な研究指導 4.3 4.5 4.6 4.7 4.7 4.6 

学位論文指導 4.4 4.5 4.6 4.7 4.7 4.6 

                        （三重大学教育満足度調査報告書より抜粋） 

 

●教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

 学生の国際性の涵養、俯瞰力の醸成に向けて、専攻横断研究領域による修士論文中間発

表会、同発表会、国際シンポジウムの充実を図ってきた。視点の異なる他専攻の教員も修

士学位論文審査に加わることで、学生の教育・研究交流及び研究の質向上に寄与している。

また、学生の国際会議における発表を促進するために位置付けた国際会議発表演習におい

て、単位取得者が平成 22 年度以前は 50～60 名程度（国際会議発表件数に対応）であった

ものが、国際シンポジウム開催も相まって平成 23 年度以降３～５倍となり、ほぼ博士前期

課程学生の 60〜70％が英語による発表を経験する成果を上げている（資料Ⅰ-7(p8-22)、Ⅱ

-1(p.8-22)）。また「最先端の研究や高度専門知識の教授」における学生の高い満足度につ

ながっている（資料 1-1-8）。 

 

(水準) 期待される水準を上回る 

(判断理由) 

教育の目的を達成するため、博士前期課程に６専攻と１講座を、博士後期課程に２専攻

を設け、それぞれの専門性を有する教員を各専攻に配置しており、適切な組織編成である。

工学研究科における教員一人あたりの一学年の学生数は博士前期課程で約４人、博士後期

課程で約 0.4 人であり、工学研究科の教育目標である「動かす力」が漲る人材を育てるた

めの少人数教育には十分な体制であると判断できる。また研究科、専攻においてカリキュ

ラム改善、授業改善に向けた不断の FD 活動が展開されており、関連項目全般について学生

の満足度は高い。以上の結果から、教育実施体制として期待される水準を上回ると判断で

きる。 
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観点１−２ 教育内容・方法  

(観点に係る状況) 

●体系的な教育課程の編成状況 

 工学研究科では学位授与の方針を定め（別添資料１）、これに基づき教育課程の編成を行

っている。 

博士前期課程の修了要件は、専攻によって違いはあるものの合計 30 単位以上であり、専

門力養成を志向した研究領域コース、実践力養成を志向した創成工学コースを設置するこ

とで、専門的な能力のみならず実践的な能力をバランス良く養うことを目標とした要件と

なっている（資料 1-2-1）。博士前期課程の教育課程は、「感じる力」、「考える力」に関連す

る専門能力を養うための専攻指定科目、研究領域・特論演習科目を中心に、「動かす力」に

関連する実践的な能力を養うための研究科共通科目（国際会議発表演習、知的財産権出願

特論、技術英語特別演習、インターンシップなど）を配した形で編成されている。さらに、

国際化推進のための国際教育科目群の新設、選択必修化の取組を実施している（資料 1-2-2、

資料 1-2-3）。また「生きる力」にとって重要な修士学位論文の研究課題に対しては、研究

計画、研究方法、進捗状況分析を含む研究内容について検討、討論を行う特別研究が毎期

必修科目として実施され、修士学位論文完成までの計画的指導を行っている。博士後期課

程の修了要件は、材料科学専攻、システム工学専攻ともに同じであり、博士学位論文に加

えて各種教育科目を含めて合計 10 単位以上である（資料 1-2-4）。これらの内、特論２単位、

演習２単位の計４単位については、他専攻、他研究科、他大学院での修得単位を認めてお

り、当該専攻開講科目以外に幅広い教育を受けられるよう留意している。 

 

資料 1-2-1 工学研究科博士前期課程修了要件 

専攻 
コ ー

ス 

科目群 

合計 
研究科共通 専攻指定 

国際教育 

科目 

研究領域 

教育科目 

創成工学 

教育科目 
特別研究 

機械工学 

研 究

領域 
３単位以上 ２単位以上 １単位以上 

８単位以上 

特論６単位以上 

演習２単位以上 
４単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
３単位以上 ２単位以上 １単位以上 ４単位以上 ８単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

電 気 電 子

工学 

研 究

領域 
２単位以上 ２単位以上 ２単位以上 

１２単位以上 

特論８単位以上 

演習４単位以上 
２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
２単位以上 ２単位以上 ２単位以上 

１０単位以上 

特論６単位以上 

演習４単位以上 
６単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

分 子 素 材

工学 

研 究

領域 
４単位以上 ４単位以上 ２単位以上 

１２単位以上 

特論６単位以上 

演習６単位以上 
２単位以上 ８単位 

３２単位 

以上 

創 成

工学 
４単位以上 ４単位以上 ２単位以上 

８単位以上 

特論２単位以上 

演習６単位以上 
６単位以上 ８単位 

３２単位 

以上 

建築学 

研 究

領域 
２単位以上 ２単位以上 ２単位以上 

１０単位以上 

特論６単位以上 

演習４単位以上 
１単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
２単位以上 ２単位以上 ２単位以上 

１０単位以上 

特論６単位以上 

演習４単位以上 
２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

情報工学 

研 究

領域 
２単位以上 

６単位以上 

特論４単位以上 

演習２単位以上 
２単位以上 

８単位以上 

特論４単位以上 

演習２単位以上 
２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
１単位以上 

６単位以上 

特論４単位以上 

演習２単位以上 
２単位以上 

４単位以上 

特論２単位以上 

演習２単位以上 
５単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

物理工学 

研 究

領域 
２単位以上 ４単位以上 ２単位以上 

１２単位以上 

特論８単位以上 

演習４単位以上 
２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
２単位以上 ４単位以上 ２単位以上 

６単位以上 

特論４単位以上 

演習２単位以上 
８単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 
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社会人修了要件 

専攻 
コ ー

ス 

科目群 

合計 
研究科共通 専攻指定 

国際教育 

科目 

研究領域 

教育科目 

創成工学 

教育科目 
特別研究 

機械工学 

研 究

領域 
４単位以上 ４単位以上 ２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
４単位以上 ２単位以上 ２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

電 気 電 子

工学 

研 究

領域 
２単位以上 ２単位以上 ２単位以上 

１２単位以上 

特論８単位以上 

演習４単位以上 
２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
２単位以上 ２単位以上 ２単位以上 

１０単位以上 

特論６単位以上 

演習４単位以上 
６単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

分 子 素 材

工学 

研 究

領域 
６単位以上 

１０単位以上 

特論４単位以上 

演習６単位以上 
２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
６単位以上 

８単位以上 

特論２単位以上 

演習６単位以上 
４単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

建築学 

研 究

領域 
２単位以上 ２単位以上 ― 

１０単位以上 

特論６単位以上 

演習４単位以上 
１単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
２単位以上 ２単位以上 ― 

１０単位以上 

特論６単位以上 

演習４単位以上 
２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

情報工学 

研 究

領域 
２単位以上 

６単位以上 

特論４単位以上 

演習２単位以上 
２単位以上 

８単位以上 

特論４単位以上 

演習２単位以上 
２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
１単位以上 

６単位以上 

特論４単位以上 

演習２単位以上 
２単位以上 

４単位以上 

特論２単位以上 

演習２単位以上 
５単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

物理工学 

研 究

領域 
※（１） ４単位以上 ※（２） 

１２単位以上 

特論８単位以上 

演習４単位以上 
２単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

創 成

工学 
※（１） ４単位以上 ※（２） 

６単位以上 

特論４単位以上 

演習２単位以上 
８単位以上 ８単位 

３０単位 

以上 

・物理工学 研究科共通※（１）と国際教育科目※（２）併せて４単位以上 
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資料 1-2-2 工学研究科博士前期課程カリキュラムの構成（大学院履修要綱より抜粋）

 
 

資料 1-2-3 工学研究科博士前期課程における研究科共通科目一覧 
研究科共通科目 国際教育科目 

科目名 単位数 科目名 単位数 

先端技術特論Ⅰ 1 実践英語Ⅰ 1 

先端技術特論Ⅱ 1 実践英語Ⅱ 1 

知的財産権出願特論 1 国際会議発表演習（英語論文の作成と発表） 1 

ISO 学特論 1 学術英語論文発表（筆頭で英語論文の投稿） 1 

工学展望特論（社会人向け） 2 国際インターンシップ（１か月以上） 3 

ベンチャービジネス特論 1 短期留学（３か月以上） 3 

論文発表演習 1 

企画力養成演習 1 

国内インターンシップ 2 

長期インターンシップ 3 

（大学院履修要綱より抜粋） 

 

資料 1-2-4 工学研究科博士後期課程修了要件 
専攻 当該専攻の特論 当該専攻の演習 特別ｾﾐﾅｰ 各専攻共通 合計 

材料科学 4 単位以上 2 単位以上 3 単位 1 単位 10 単位以上 

システム工学 4 単位以上 2 単位以上 3 単位 1 単位 10 単位以上 

（大学院履修要綱より抜粋） 
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以上の教育課程の編成に対応する、平成 27 年度工学研究科学生の満足度調査結果におけ

る教育カテゴリについての満足度の平均は、博士前期課程で 4.33、博士後期課程で 4.54 で

あり、「４：やや満足」あるいは「５：満足」の範囲にあり、学生から高い評価を得ている

（資料 1-2-5）。 

 

資料 1-2-5 工学研究科学生の教育カテゴリにおける満足度平均値（６段階評価） 
カテゴリ 項目 博士前期課程 博士後期課程 

教育 

大学院の授業科目構成 4.21 4.33 

大学院の授業 4.19 4.17 

ＰＢＬなどの少人数課題探求型の授業 4.07 4.17 

最先端の研究や高度専門知識の教授 4.50 4.50 

現場実習や現場体験 4.13 4.67 

日常的な研究指導 4.59 5.17 

学位論文指導 4.62 4.83 

（平成 27 年度三重大学教育満足度調査報告書より抜粋） 

 

●社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

学生や社会からの要請への対応として、工学研究科では以下の取組を行っている。授業

の開放については、学び直し等の社会からの要請に応えて、工学研究科の個別科目の履修

を受け入れている。さらに他研究科、他専攻からの履修を可能とするために、博士前期課

程の専攻指定科目と特別研究を除くすべての科目を開放しており、研究領域内での他専攻

科目の受講を可能とする体制を整えている。平成 27 年度については履修生数は３名であっ

た(資料 1-2-6)。インターンシップは、「動かす力」の養成にとって特に重要と位置付けて

おり、各専攻 1 名の教員からなるインターンシップ・ワーキンググループを常置し参加支

援を行っている。平成 27 年度には 26 名の博士前期課程学生がインターンシップに参加し

ている。これらインターンシップについては、その内容を確認した上で、国内インターン

シップ、長期インターンシップ、国際インターンシップのそれぞれを研究科共通科目とし

て単位を認定している(資料 1-2-3)。 

 

資料 1-2-6 大学院博士前期課程科目等履修生数  
 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

人数 4  4 1 3 3 3 

科目数 5 5 1  5 7 1 

（大学情報データベース、学務係資料より抜粋） 

 

●国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

 外国人教員を中心とした少人数実践英語教育、国際会議発表演習を始めとする国際教育

科目群を新設、選択必修化（資料 1-2-3）さらには教授による特論講義の英語化を通して、

英語力向上、国際通用性の改善を図っている。また学生の海外派遣促進のために、国際・

産学官連携部門を中心に海外協定大学の新規開拓を行い、国際インターンシップ、留学機

会の増加に資するとともに、工学研究科独自の取組として工学研究科奨学金（国際インタ

ーンシップ・海外留学）制度を新設し、博士前期課程及び後期課程学生の海外研修支援を

行っている。平成 27 年度は 26 名が国際インターンシップ，海外留学を経験している（資

料Ⅰ-6、p.8-22）。 
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●養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

工学研究科の教育目標である「４つの力」を育成するためには、授業において学生が主

体的に取り組むための工夫が必要である。このために、工学研究科では授業科目に講義の

他に少人数教育を意識した演習を多く設定している（資料 1-2-7、1-2-8）。なお博士後期課

程では、学内外の研究機関において研究実習を行う特別実習（３単位）が設定されている。

また教育効果を高めるため、特に演習科目においては最大 10 人程度の少人数での対話形

式・討論形式での授業が行われている。 

学位論文の研究課題については、指導教員のマンツーマンによる緊密な幅広い指導を受

け、主体的に研究を進める体制が整えられている。 

また電子シラバスを導入しており、授業の目的・概要、到達目標、成績評価方法と基準、

各回の学習内容、課題等を提示しており、学生は Web 上で確認できる体制を整備している。 

以上の取組の結果、「PBL などの少人数課題探求型の授業」及び「学位論文指導」に対す

る満足度は博士前期課程で 4.07 及び 4.62、博士後期課程では 4.17 及び 4.83 であり、上記

の取組が学生にも評価されていることがわかる（資料 1-2-5、p.8-11）。 

 

資料 1-2-7 工学研究科博士前期課程開講科目の形態 
専攻 講義 演習 実習 

機械工学専攻 27 25 5 

電気電子工学専攻 24 19 4 

分子素材工学専攻 28 44 4 

建築学専攻 15 13 12 

情報工学専攻 15 26 4 

物理工学専攻 16 13 4 

（大学院履修要綱より抽出） 

 

資料 1-2-8 工学研究科博士後期課程開講科目の形態 
専攻 講義 演習 実習 

材料科学専攻 27 23 3 

システム工学専攻 29 27 3 

（大学院履修要綱より抽出） 

 

●学生の主体的な学習を促すための取組 

 博士前期課程では、「考える力」の養成に重要な演習を多く設定し、少人数形式の主体的

な学習を促す取組を行っている。さらに「生きる力」に関連して、新たに PBL 教育科目と

して 23 科目を設定し、自ら選択した課題について調査、検討、発表を行う形で主体的学習

の展開を図っている（資料 1-2-9）。また研究室単位で行われる文献輪読、国際会議発表、

英語論文作成、特別研究が学生の主体的な学習を促すための取組として挙げられる。さら

に、三重県と連携した技術者キャリア・アップ教育プログラムの成果に基づき、「動かす力」

に関連した創成工学教育科目（PBL 形式）16 科目を新設し、企業との連携による幅広い実

践的かつ主体的な学習を展開している（資料 1-2-10）。 

これらの取組の結果、既述の「養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工

夫」の通り、少人数課題探求型授業に対する満足度は、博士前期課程で 4.07、博士後期課

程で 4.17、さらに工学研究科の特徴である日常的な研究指導に対する満足度は博士前期課

程で 4.59、博士後期課程で 5.17 であり、学生から高い評価を得ている（資料 1-2-5、p.8-11）。

また、博士前期課程における現場実習や現場体験における満足度 4.13 は、平成 21 年度の

満足度 3.70 より向上している。
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資料 1-2-9 博士前期課程における PBL 教育科目一覧 
専攻 科目 専攻 科目 

機械工学専攻 

  

機械工学特別演習Ⅰ 建築学専攻 

  

建築都市設計計画演習Ⅱ 

機械工学特別演習Ⅱ 建築都市設計計画演習Ⅲ 

電気電子工学専攻 

  

システム工学ＰＢＬ特論 情報工学専攻 

  

  

  

  

ソフトウエア基礎論特論 

材料科学ＰＢＬ特論 計算機ネットワーク特論 

分子素材工学専攻 分子素材工学特論 並列ソフトウエア特論 

建築学専攻 

  

  

  

建築都市人間工学特論 言語工学特論 

建築環境技術工学特論 ヒューマンインターフェイス特論 

建築防災保全工学特論 物理工学専攻 物理工学特論演習 

建築都市設計計画演習Ⅰ 

（教務委員会資料より抜粋） 

 

資料 1-2-10 創成工学教育科目 

生産管理特論Ⅰ，Ⅱ 高性能電機制御システム設計特論 

生産管理特論Ⅲ 電気電子機器信頼性工学特論 

プロジェクト・マネジメント特論 環境創成科学特論 

原価計算特論 材料創成工学特論 

実践管理工学特論・演習 建築学特別制作 

機械創成工学特論 A，B 建築学特別調査 

企業行動論 ネットワークシステム構成論 

高品質組込みシステム設計特論 物理工学応用特論 

（教務委員会資料より抜粋） 

 

 

(水準) 期待される水準にある 

(判断理由) 

教育課程は、専門的な能力のみならず実践的な能力の養成を意識した編成であり、多様

なニーズに対応して、多数の開放科目を用意し、社会や他研究科から受講生を受け入れる

体制を整えている。これら教育内容は、平成 27 年度工学研究科学生の満足度調査結果にお

ける教育カテゴリについての高い満足度から、期待される水準にあると判断できる。 

教育方法については、各専攻それぞれの教育の目的に合わせてカリキュラムを編成して

おり、授業形態の組合せ・バランスに配慮している。さらに、少人数教育、PBL 型教育など

が実施されており、学生の満足度も高い。以上から、教育方法として期待される水準にあ

ると判断できる。 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

観点２−１ 学業の成果  

(観点に係る状況) 

●学生が身に付けた学力や資質・能力 

 修了時における達成度の把握・評価は、修了時の単位修得状況、留年・休学・退学状況、

成績評価の分布、資格取得者数に関する標準的なデータから総合的に判断している。 

博士前期課程修了生に関する過去３年間の修了率（修業年限通りの修了者の割合）は、

92.9％であり、過去も含めて概ね 93～94％で推移している（資料 2-1-1）。博士後期課程で

は、社会人学生が多いこと、これに伴い長期履修制度を利用している学生が多いことが修

了率の低さ（30％～70％）の原因と考えられる（資料 2-1-2）。平成 26 年度修了生を対象と

した博士前期課程授業科目における成績評価点の分布状況では、「７」と「８」の間に鋭い

傾斜があり、「10」を頂点とするなだらかな連続曲線をなしており、修了生の多くは各科目

ひいては「４つの力」について８以上の評価を得て修了している（資料 2-1-3）。 

 

資料 2-1-1 博士前期課程における修業年限通りの修了者の割合（％） 
20 年度入学 21 年度入学 22 年度入学 23 年度入学 24 年度入学 25 年度入学 26 年度入学 

94.6 93.4 94.3 92.6 92.9 93.0 92.9 

（学務係資料より抽出） 

 

資料 2-1-2 博士後期課程における修業年限通りの修了者の割合（％） 
19 年度入学 20 年度入学 21 年度入学 22 年度入学 23 年度入学 24 年度入学 25 年度入学 

42.1 66.7 66.7 66.7 41.7 61.5 33.3 

（学務係資料より抽出） 

 

資料 2-1-3 平成 21、26 年度開講科目の成績評価点の分布（％） 

 成績評価点 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

26 年度 6.6 0.1 0.1 0.1 0.2 0.4 1.9 4.6 18.5 33.7 33.8 

21 年度 8.1 0.5 0.1 0.1 0.1 0.9 1.9 6.3 20.9 28.2 32.9 

評価 D C B A AA 
（成績評価には 10 点法を用いており、5 以下を D、6 を C、7 を B、8 を A、9、10 を AA としている。ここで評点「0」には、成績が

極端に不振で評点「0」として認定された者、試験を欠席し履修を放棄した者の両者が含まれる。） 

（学務係資料より抽出） 

 

●資格取得状況、学外の語学等の試験の結果、学生が受けた様々な賞の状況から判断され

る学習成果の状況 

 情報工学専攻における基本情報技術者と応用情報技術者の資格取得率は、博士前期課程

修了時において、概ね 60％と 10％である。また英語授業履修者数増（資料Ⅰ-5(p.8-21)）

に伴う英語による発表数（資料Ⅰ-7(p.8-22)、Ⅱ-1(p.8-22)）の大幅な増加は、英語学習

の成果を示している。 

 

●学業の成果に関する学生の評価 

大学院学生については、「４つの力」の修得に関する調査が実施されておらず、学業の成

果に関する学生の評価を定量的に議論することはできないが、平成 27 年度に行われた大学

院の教育カテゴリにおける在学生の「満足度調査」の結果によると、いずれの項目も満足

度が高く、特に「PBL などの少人数課題探求型の授業」、「最先端の研究や高度専門知識の教

授」、「日常的な研究指導」、「学位論文指導」の満足度が非常に高い（資料 1-2-5、p.8-11）。 

これらの結果は、研究室配属後の少人数教育の有効性を示唆していると考えられ、少人

数教育を核として「４つの力」養成の完遂を図ろうとする工学研究科のカリキュラム編成

の趣旨は、学生の評価とも整合している。 
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(水準)  期待される水準を上回る 

(判断理由) 

修了時の単位修得状況、修業年限通りの修了者の割合、成績評価の分布に関する標準的

なデータから、工学研究科が目標とする「４つの力」に関して概ね良好な結果が得られて

いる。また在学生の「満足度調査」が組織的に行われ、特に工学研究科における教育の特

徴である少人数教育に関連する項目の満足度が非常に高いことから、学業の成果について

は期待を上回る水準にあると判断される。 
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観点２−２ 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

●進路・就職状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

博士前期課程修了生の就職状況では、就職希望者の多くは民間企業へ就職しており、全

専攻における就職率はほぼ 100％である（資料 2-2-1、2-2-2）。また平成 26 年度博士前期

課程修了生の産業別就職状況から、各専攻の教育内容に合致した就職状況を示しており、

工学研究科のカリキュラム編成の趣旨と学生の評価との整合を反映していることがわかる

（資料 2-2-3）。 

博士後期課程修了生の就職状況では、過半数が民間企業へ就職しており、課程全体での

就職率は 100％と良好である（資料 2-2-4、2-2-5）。 

 

資料 2-2-1 博士前期課程修了生の年度別就職状況 
  22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

民間企業  218  227 217 231 204 

公務員  6  3 4 3 3 

教員  0  0 2 1 2 

進学  4  4 2 2 8 

研究生等  0  0 1 6 0 

自営・その他  4  4 1 0 0 

合計 232 238 227 243 217 

(三重大学概要より抜粋) 

 

資料 2-2-2 博士前期課程各専攻の平成 26 年度就職状況 

  
修了

者 

希望

者 

就職

者 

未

定

者 

就職先 就職率 ％ 

県

内 
県外 26 年度 25 年度 24 年度 23 年度 

機械工学専攻 55 54 54 0 0 54 100 100 100 100 

電気電子工学専攻 44 43 43 0 2 41 100 100 100 100 

分子素材工学専攻 59 56 56 0 6 50 100 96.9 100 100 

建築学専攻 14 13 13 0 2 11 100 100 100 100 

情報工学専攻 29 28 28 0 6 22 100 100 100 100 

物理工学専攻 16 15 15 0 1 14 100 100 100 100 

合計 217 209 209 0 17 192 100 99.2 100 100 

（地域別就職状況及び就職率より抜粋） 
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資料 2-2-3 平成 26 年度博士前期課程各専攻の産業別就職状況 

産業別 
機械 

工学 

電気電

子工学 

分子素

材工学 
建築学 

情報 

工学 

物理 

工学 
合計 

農業・林業・漁業・鉱業 0 

建設業 3 3 

製造業 52 28 50 1 16 12 159 

電気・ガス・水道業 3 1 1 5 

情報通信業 5 9 14 

運輸業・郵便業 1 1 

卸売・小売業 1 1 

金融業・保険業 0 

不動産業・物品賃貸業 1 1 

学術研究専門・技術サービス業 2 6 7 3 2 20 

宿泊業・飲食サービス業 0 

生活関連サービス業、娯楽業 0 

教育、学習支援業 1 1 2 

(教員※教育、学習支援業内数) 1 1 2 

医療、福祉 1 1 

複合サービス事業 0 

サービス業 1 1 

公務 1 1 

その他 0 

合計 54 43 56 13 28 15 209 

（産業別就職状況より抜粋） 

 

資料 2-2-4 博士後期課程修了生の年度別就職状況 
  22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 

民間企業 8 9 7 16 8 

公務員 0 0 0 1 2 

教員 2 5 6 0 1 

研究生等 2 0 3 2 2 

自営・その他 0 0 0 1 2 

合計 12 14 16 20 15 

(三重大学概要より抜粋) 

 

資料 2-2-5 博士後期課程各専攻の平成 26 年度就職状況 

  

修

了

者 

希

望

者 

就

職

者 

未

定

者 

就職先 就職率 ％ 

県

内 

県

外 
26 年度 25 年度 24 年度 23 年度 

材料科学専攻 9 9 9 0 0 9 100 100 100 100 

システム工学専攻 6 5 5 0 5 0 100 100 100 100 

合計 15 14 14 0 5 9 100 100 100 100 

（地域別就職状況及び就職率より抜粋） 
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●在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取

結果とその分析結果 

平成 24 年度に実施された「三重大学卒業生、修了生、及び事業所への大学教育について

のアンケート調査」の結果では、研究科別の集計はないが工学研究科修了生がほぼ半数を

占めていることから、有意なデータであると考えられる。修了生の自己評価においては、「２ 

論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力」、「７ 人によっていろんな意見を持って

いるという多様性を理解する力」、「24 どんな仕事にもねばり強く取り組む力」といった力

に対する評価が高い反面、「10 外国語でコミュニケーションをする力」に対する評価が低

い。一方、事業所の修了生に対する評価は、比較的高く、特に「６ 事実や他者に対する誠

実さ」、「21 基礎学力」については 3.5（ある程度身についている～十分身についている）

であり、「２ 論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力」、「７ 人によっていろんな

意見を持っているという多様性を理解する力」、「９ 日常的なコミュニケーションをする

力」、「13 人と協同して仕事をする力」、「16 情報機器を活用する力」、「19 自然科学に関す

る基礎知識」、「20 一般常識」、「22 専門知識や技術」、「23 失敗してもなお再び挑戦しよう

とする力」、「24 どんな仕事にもねばり強く取り組む力」、「26 意欲的に物事に取り組む力」

の評価が高い。一方「10 外国語でコミュニケーションをする力」に対する評価は 2.5 と低

く、修了生の自己評価とも一致している（資料 2-2-6）。また、修了生の教育に対する満足

度では、全体的に６段階評価の中位点が多いが、特に「８ 研究指導」、「９ 学位論文指導」、

「５ PBL などの少人数課題探求型の授業」、「６ 最先端の研究や高度専門知識の教授」にお

いて満足群が 75%前後であり、3/4 もの修了生が満足していることがわかる（資料 2-2-7）。 

 

資料 2-2-6 全修了生の自己評価と全修了生に対する事業所評価（４段階評価） 
項目 修了生 事業所 

1 広い視野で多面的に考える力 2.9 2.9 

2 論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力 3.2 3.2 

3 問題のポイントを素早くつかんだり、まとめる力 2.9 3.0 

4 鵜呑みにせず、いったん本当に正しいのかどうかを疑ってみる力 3.0 3.0 

5 想像が豊かで、新しいアイディアや発想を生み出す力 2.5 2.8 

6 事実や他者に対する誠実さ 3.0 3.5 

7 人によっていろいろな意見を持っているという多様性を理解する力 3.2 3.2 

8 他者に対する柔軟性や他者との調整力 3.0 3.1 

9 日常的なコミュニケーションをする力 3.0 3.3 

10 外国語でコミュニケーションをする力 1.8 2.5 

11 プレゼンテーションをする力 3.0 2.9 

12 ディスカッションをする力 2.7 2.9 

13 人と協同して仕事をする力 3.0 3.2 

14 文章作成や文章表現の力 2.8 3.0 

15 情報を収集して適切に処理する力 2.9 3.1 

16 情報機器を活用する力 2.9 3.4 

17 社会、または技術の変化に対応する力 2.7 3.1 

18 人間や社会についての理解・知識 2.7 3.1 

19 自然科学に関する基礎知識 2.8 3.3 

20 一般常識 2.6 3.3 

21 基礎学力 2.7 3.5 

22 専門知識や技術 3.1 3.2 

23 失敗してもなお再び挑戦しようとする力 3.1 3.2 

24 どんな仕事にもねばり強く取り組む力 3.2 3.2 

25 ストレスを感じてもそれに耐える力 3.0 3.1 

26 意欲的に物事に取り組む力 3.0 3.2 

27 自立的に自らが決断する力 2.8 2.9 

28 実際に仕事をやり遂げる実行力 3.0 3.1 

（平成 24 年度三重大学卒業生・修了生・事業所へアンケート調査結果報告書から抜粋） 
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資料 2-2-7 全修了生の教育に対する満足度（６段階評価） 
項目 平均値 満足群（％） 

1 教育全般 4.2 78.1 

2 研究環境（文献、機器、研究水準など） 3.9 64.1 

3 大学院の授業科目構成 4.0 76.2 

4 大学院の授業 4.1 71.4 

5 PBL などの少人数課題探求型の授業 4.1 78.3 

6 最先端の研究や高度専門知識の教授 4.3 73.0 

7 現場実習や現場体験（インターンシップなど） 3.8 64.4 

8 研究指導 4.5 84.4 

9 学位論文指導 4.5 81.3 

10 進路支援（就職や進学、資格取得など） 4.1 68.9 

11 学習環境（図書、実習室、グループ学習室、ネットワーク環境など） 4.2 74.6 

12 学生生活に対するサポート 3.9 76.2 

（平成 24 年度三重大学卒業生・修了生・事業所へのアンケート調査結果報告書から抜粋） 

 

 

(水準)  期待される水準を上回る 

(判断理由) 

就職や進学などの修了後の進路の状況等は定量的に的確に把握され、就職率は 100%に近

い良好な結果を得ている。また修了生、事業所へのアンケートが組織的に行われ、特に事

業所からの評価は高く、進路・就職の状況については期待される水準を上回ると判断され

る。 

 

 

 
  



三重大学工学研究科     

－8-20－ 
 

Ⅲ「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 
○教育改革「人材養成の目的を明確化した大学院教育改革 -産業界や学生のニーズに応え

る高度専門技術者の養成- (平成 20 年度～22 年度)」の取組 

概算要求プロジェクトにより、専攻横断的な研究領域体制の導入、「研究科共通科目」、

「専攻指定科目」、「研究領域教育科目」、「創成工学教育科目」の科目群への再編成、上

記科目群の履修比率に応じた「研究領域コース」、「創成工学コース」選択によるコース

ワーク教育を実施した(資料Ⅰ-1)。 

 
本取組の結果、資料Ⅰ-2・Ⅰ-3 に示されるような重要な質の変化があった。 

 

資料Ⅰ-2 コースワーク教育の定着（創成工学コースの定着） 

●コースワーク教育の定着（創成工学コースの定着） 

再編成した「研究領域教育科目」は、研究領域別の研究領域特論・演習科目を中心に

専門分野の体系的な講義科目から構成されている。新設した「創成工学教育科目」は、設

計、製作、実験、評価の一連の産業化プロセスにおける企業での失敗事例を活用して、工

学研究科教員と企業技術者の協同で実施する PBL 教育科目ならびに品質管理工学、生産管

理工学、企業提案科目等の実践的な講義科目から構成されている。「研究領域コース」で

は研究領域教育科目、「創成工学コース」では創成工学教育科目、それぞれの履修割合が

相対的に大きく、学生に基礎から実践まで幅広い選択肢を提供している。研究領域コース

と創成工学コースにおける学生の選択比率は、おおむね２：１で推移しており、コースワ

ーク教育が定着していることを示している。 

・平成 21 年度以降における博士前期課程コース別学生数と割合の推移 

年 度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 

研究領域 149(61%) 169(69%) 148(61%) 175(69%) 154(67%) 159(67%) 140(64%) 

創成工学 95(39%) 77(31%) 95(39%) 80(31%) 76(33%) 79(33%) 79(36%) 
 

 

 
資料Ⅰ-1 
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資料Ⅰ-3 専攻横断的研究領域における教育・研究の充実（研究領域別の学位論文審査の実施） 

●専攻横断的研究領域における教育・研究の充実（研究領域別の学位論文審査の実施） 

専攻横断的な研究領域体制の導入以降、修士学位論文審査を、従来の専攻別実施から

研究領域（資料 1-1-4、p.8-5）別実施に変更し、視点の異なる他専攻の教員も修士学位

論文審査に加わることで、学生の教育・研究交流及び研究の質向上に寄与している。 

 

 

 

○「世界に通用する高度専門産業人材養成のための大学院教育改革 -コースワーク教育の

国際化と新展開- (平成 23 年度～25 年度)」の取組 
   概算要求プロジェクトにより、国際化に向けて「国際教育科目」の新設、英語教育の

充実、国際産官学連携部門を介した国際化推進、学生の英語論文発表推進のための国際

シンポジウムの開催を行った(資料Ⅰ-4)。 

 

本取組の結果、資料Ⅰ-5～Ⅰ-7 に示されるような重要な質の変化があった。 

 

資料Ⅰ-5 国際化に向けた英語教育の充実 

●国際化に向けた英語教育の充実 

平成 21 年度当初の英語授業科目の履修学生数は 120 名程度（博士前期課程在籍学生数

の約 25％程度）から、国際教育科目新設の平成 24 年度には 370 名（博士前期課程在籍学

生数の約 80％）に急増している。外国人教員を含む特任教員による英語授業の新規開講（平

成 24 年度から本格実施）が履修学生の増加につながっている。 

   

・平成 21 年度以降における博士前期課程英語授業科目履修学生数の推移 

年 度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 

履修学生数 125 120 117 370 338 319 314 
 

 

 

 
資料Ⅰ-4 
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資料Ⅰ-6 国際産官学連携部門による国際化の推進 

●国際産官学連携部門による国際化の推進 

  工学研究科国際産学官連携部門による海外協定大学の拡充（資料Ⅰ-5）により、国際イ

ンターンシップを始めとする学生の海外派遣が平成 23 年度以降急増し、平成 24 年度以降

は平成 21 年度比３倍増を達成している。 

 

・平成 21 年度以降における海外協定大学数の推移 

年 度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 

協定大学数 8 10 12 14 15 18 19 

 

・平成 21 年度以降における博士前期課程学生の海外派遣人数の推移 

年 度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 

海外派遣人数 9 11 18 29 28 28 26 
 

 

 

資料Ⅰ-7 工学研究科学生の英語論文発表実践のための国際シンポジウムの開催 

●工学研究科学生の英語論文発表実践のための国際シンポジウムの開催 

  「世界に通用する高度専門産業人材養成のための大学院教育改革」の一環として、学

生に英語での発表機会を与えるべく、海外から研究者も招聘して“Sustainability by 

Engineering at MIU” をテーマとする国際シンポジウムを平成 23 年度以降毎年開催し、

200 名前後の修士学生が参加、発表している。 

 

・工学研究科国際シンポジウムの開催状況 

年 度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

招聘研究者数 15 7 4 4 5 

学生発表者数 235 209 249 213 189 
 

 

 

 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

○英語による発表件数の顕著な増加 

 学生の国際会議における発表を促進するために位置付けた国際会議発表演習において、

単位取得者が平成 22 年度以前は 50～60 名程度（国際会議発表件数に対応）であったもの

が、上記の国際シンポジウム開催も相まって平成 23 年度以降３～５倍となり、ほぼ博士前

期課程学生の 60〜70％が英語による発表を経験する成果を上げている。また査読付き英語

論文の著しい増加も特筆すべき成果として挙げられる（資料Ⅱ-1）。 

 

資料Ⅱ-1 平成 21 年度以降における博士前期課程学生の英語による発表件数の推移 

年 度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 

国際会議 48 64 236 281 336 274 306 

論文(査読あり) 35 35 34 51 95 112 186 

論文(査読なし) 5 0 47 33 53 33 78 

合 計 88 99 317 365 484 419 570 
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Ⅰ 生物資源学部の教育目的と特徴 

１．三重大学の基本的な目標と教育目標 

第２期中期目標においては、本学が基本的な目標として掲げる「三重の力を世界へ：地

域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す ～人と自然の調和・共

生の中で～」の達成を一層確固たるものにするため、その実践に努めることとしており、

これに基づき教育に関する目標が設定された。 

  

国立大学法人三重大学中期目標（抜粋） 

 

（前文）大学の基本的な目標 

三重大学建学以来の伝統と実績に基づき、本学が基本的な目標として掲げる「三重の力を

世界へ：地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す ～人と自然の

調和・共生の中で～」の達成を一層確固たるものにするため、以下のことを特色、個性とし

て掲げ、その実践に努める。 

本学は地域社会、国際社会の繁栄と豊かさを実現するため、「幅広い教養の基盤に立った高

度な専門知識や技術を有し、社会に積極的に貢献できる人財」を育成することを教育研究の

目標とする。 

＜中略＞ 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

○［教育全体の目標］ 

幅広い教養の基盤に立った高度な専門知識や技術を有し、地域のイノベーションを推

進できる人財を育成するために､「４つの力」､すなわち｢感じる力」､「考える力」､｢コ

ミュニケーション力」､それらを総合した「生きる力」を養成する。 

 

２．生物資源学部の教育目的 

大学が掲げる上記の教育目標を踏まえ､生物資源学部の目的及び学科ごとの目的として

以下のとおり設定している。 

 

生物資源学部の目的 

学部は､生物資源に関する独創性及び専門性を兼ね備えた広い視野を持ち､地域に根ざし

たグローバルな視点に立ち､自らの力で問題解決ができる知識及び能力を身につけた人材を

育成し､自然との共存を図り､生物資源の適正な開発・利用・保全を追求し､地域及び国際社

会に貢献することを目的とする。 

 

資源循環学科の目的 

資源循環学科は､生物資源を効率よく循環利用するための技術開発や新しい社会のデザイ

ンをすることができる人材を育成し､調和のとれた循環型社会の構築に貢献することを目的

とする。 

共生環境学科の目的 

共生環境学科は､陸圏・海洋圏・大気圏が複雑に連動する地球生態システムに関わる問題

に対応できる専門知識・技術を有した人材を育成し､人間活動と生態系が調和する持続的社

会の構築に貢献することを目的とする。 

生物圏生命科学科の目的 

生物圏生命科学科は､生命科学に関する専門性及び独創性を兼ね備えた幅広い知識及び技

術を有する人材を育成し､生物多様性の維持､持続的食料生産及び人類の健康増進に貢献す

ることを目的とする。 

（出典：生物資源学部 規程抜粋） 
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３．生物資源学部の特徴 
生物資源学部は自然と人類の共存を図り､生物資源の適切な開発と利用を追及する学問

の確立を目指して日本で初めて創設された。本学部は 21 世紀に発展が不可欠とされる資源

循環､環境､生命科学などの分野を対象に､地域に根ざしたグローバルな視点に立ち､衣食住

に関わる身の回りの生物資源の研究から､世界的な人口増加問題の解決や自然と人類の共

存を主題とした教育研究に取り組んでいる。また､複雑で難解な生物資源に直接触れる教育

研究を通して､学生が自ら学び､多様な問題に対処できる専門知識と独創性を有する人材を

養成している。これらの教育目標は日本技術者教育認定機構（JABEE）より認証を受けた「生

物圏生命科学技術者教育プログラム」､「農業土木プログラム」にも反映させている。 

平成 18 年度には､学部教育から大学院教育につながる新しい教育システムとして､最先端

の研究とそれを支える教育体制の充実を目指して大学院の重点化を行うとともに､独立行

政法人研究機関（野菜茶業研究所､増養殖研究所）の協力により連携大学院を発足させ､教

育研究活動の充実化を図ってきた。平成 23 年度には､独立行政法人森林総合研究所関西支

所との連携大学院を発足・拡充させ､自然共生学分野の創成を目指している。 

 また､現場教育のため農場、演習林、水産実験所、練習船（勢水丸）を統合した「附属紀

伊・黒潮生命地域フィールドサイエンスセンター」を整備しており、特に練習船「勢水丸」

は「黒潮流域における生物資源と環境・食文化教育のための共同利用拠点」として平成 22

年度に認定され､平成 27 年度には継続認定され、全国の大学に乗船機会を提供し､水産資源

と自然・環境教育に貢献している。 

  

 
［想定する関係者とその期待］ 

直接的には在籍する学生と卒業生および彼らの親族を中心とし､間接的には学生と関連

がある東海地方､京阪神地区を中心とする近県の住民､また､卒業後､彼らを受け入れる地元

を中心とする企業､自治体等を関係者として想定している。学生には将来､社会人として自

立する力､外国語能力等を身につけることが期待され､地元住民､企業等からは地元で活躍

し､国際的にも通用する人材となることが期待されている。

 
  



三重大学生物資源学部 分析項目Ⅰ     

－9-4－ 

Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点１－１ 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

● 教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

当学部は、３学科（資源循環学科、共生環境学科、生物圏生命科学科）で構成されてお

り、平成 18 年度の大学院重点化と平成 19 年度の連携大学院発足後、研究科所属の教員が

最先端研究成果を取り入れつつ、学部教育にあたっている。さらに、平成 27 年度には、学

生定員の変更とそれに伴う教員組織（講座）の見直しを行い、３学科９大講座 67 分野とし、

大学院まで一貫性を持つ６教育コースを導入した（資料１）。教育コースでは、専門分野を

幅広く学びつつ、より専門性の高い科目群をプログラムとしてまとめて学ぶことで、様々

な知識や技術の理解の深化を狙っている。平成 27 年度（10 月１日）における研究科教員（現

員）数は､教授 54 名､准教授 35 名､講師 2名､助教 10 名（計 101 名）である（資料２）。 

 

資料１ 生物資源学研究科（学部）の組織図（出典 学部・研究科概要） 

 

資料２ 平成 22 年度から平成 27 年度までの専任教員数の推移（現員） 

年度 教授 准教授 講師 助教 合計 

22 55 44 3 16 118 

23 52（4） 43 5 15 115（4） 

24 47（5） 42 5 15 109（5） 

25 48（2） 39（2） 3 14 104（4） 

26 52（2） 40（2） 2 10 104（4） 

27 54 35 2 10 101 

           ※（）は特任教授（継続雇用） 

 
一方､学士課程および博士課程の教育研究を学部とともに支える「附属紀伊・黒潮生命地

域フィールドサイエンスセンター」は､総合的なフィールド科学の教育・研究を重視して､

平成 14 年に､従来の附属農場､附属演習林､附属水産実験所を統合して設立されたものであ
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る。センターでの教育研究を支援する組織として練習船「勢水丸」が付設されている（資

料３）。平成 27 年度(10 月１日）における勢水丸を含めたセンター教員（現員）数は､教授

２名､准教授３名､助教２名（計７名）であり、学部・大学院の特色ある教育研究に貢献し

ている。 

資料３ 学部附属教育研究施設 
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● 多様な教員の確保の状況とその効果 

教育目的を実現するため多様な分野の教員を配置している（資料４）。さらに平成 22 年

度からは従来の農学、森林学、水産学等の分野のみならず、農学全般、学際的・分野横断

的の教員を公募し、より多様性を高めている（資料５）。 

 

資料４ 現員教員の分野別人数（H27.10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 最近の教員人事の公募状況（公募分野別人数 研究科内部資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 入学者選抜方法の工夫とその効果 

 学部の教育目的をより明確にするため、アドミッション・ポリシーの策定を行い、本学

ウェブサイト上で、広く公開している（資料６）。このアドミッション・ポリシー及び入学

者選抜方針に基づき、適正な入試を実施している。また、平成 27 年度入試から、想定する

関係者として期待する京阪神地区の受験生を増やすため大阪会場での学部独自入試を試行

し、27 年度は京都、大阪、兵庫、奈良４府県受験者の 80%が大阪会場で受験した。なお、

28 年度前期倍率は若干低下したが、後期での上昇もあり、最近の傾向は 3.7 倍付近で堅調



三重大学生物資源学部 分析項目Ⅰ     

－9-7－ 

である（資料７）。 
 

資料６ アドミッション・ポリシー 

「 生 物 資 源 学 部 」 

－このような人を育てます－ 

  生物資源学部は､地域に根ざしたグローバルな視点に立ち､自然との共存を図り､生物資源

の適正な開発・利用と保全を追求するための基礎的・応用的な科学技術に関する教育・研究

成果を生み出すことを目指しています。 

  そのために､生物資源に関連のある生物学､化学､物理学､社会科学､情報科学など幅広い

講義や実験・実習を通し､独創性と専門性を兼ね備え､広い視野を持ち､自らの力で問題解決

ができる知識と能力を身につけ､国際的にも活躍できる人材の育成を目標にしています。 

－このような人を求めます－ 

①自然を愛し､生物資源の適正な開発・利用と保全に関心のある人。 

②自然科学に関心を持ち､その基礎的学力のある人。 

③幅広い学力と､基礎的な語学能力を持ち､さらに国際的に通用する基礎能力を身につける意

欲のある人。 

④自ら行動し､生物資源に関する問題の解決能力を身につける意欲のある人。 

（出典：本学ウェブサイト） 

 

資料７ 最近の志願倍率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 教員の教育力向上のための体制の整備とその効果 

 授業参観、授業アンケート、教育表彰、各種講演会等を FD 委員会を中心に第１期から継

続して実施している。最近では、新任教員の研究紹介、学生なんでも相談室の教員による

「発達障がい」などの研修会などを実施し、教員の学生対応力や教育力の向上を図ってい

る（資料８）。これら FD 活動に対しては、学生を対象とした教育満足度調査「１.三重大学

の教育全般について」等の調査項目において高い満足度を維持している（資料９）。 
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資料８ 平成２７年度 生物資源学部 ＦＤ活動報告 

 

 １．教員集会および講演会の開催 

１） 教養教育に関する講演会 

鈴木先生：共通教育から教養教育への移行に伴う履修学生数の変化 

大野先生：教養教育カリキュラム超再入門 

日時：平成２７年７月１０日（金）12：10～13：00、場所：大会議室 

   ４月からの教養機構新カリキュラムの紹介  参加者：２５人 

２） 松田先生講演会 

タイトル：植物の根に関わる微生物 －森の中でうごめく菌根菌の姿とはたらき－ 

日時：平成２７年１１月２５日（水）12：10～13：00、場所：大会議室 

   参加者：２６人（学生含む） 

３）付属図書館ＦＤ担当スタッフによる講演会 

タイトル：アクティブラーニングの基盤としての付属図書館・ラーニングコモンズの活用 

日時：平成２７年１２月９日（水）、場所：大会議室 参加者：２２人 

 ４）関谷先生講演会 

   タイトル：アフリカ稲作の生産性が低いのはなぜか？－タンザニアの事例から－ 

日時：平成２７年１２月１０日（木）12：10～13：00、場所：大会議室 

   参加者：２４人（学生含む） 

２．教員による授業相互参観の実施 

教員相互の授業改善と教育貢献表彰を受けた先生方の授業（授業のグッドプラクティス）を公開授

業として参観し、授業方法の改善とスキルの向上に努めた。 

１）平成２７年度前期 ５科目の授業（うち２科目は公開授業） 

２）平成２７年度後期 ６科目の授業（うち３科目は公開授業） 

３．学生による「授業アンケート」の実施 

   「授業アンケート」の結果は教員に報告され、教員はこの結果を授業改善の工夫などに反映させた。 

 ４．「授業アンケート」結果による教育貢献表彰の実施 

平成２７年度においては、前期および後期において、「授業アンケート」結果に基づき教育貢献表

彰を実施し、合計２４科目の講義科目とその担当教員氏名を公表した。 

 ５．専攻ＦＤの実施 

改組に伴う新カリキュラム の運営、学年進行などの問題点や改善点、生物資源活動タイムの活用方法

などについて、専攻ＦＤとして取組を行った。 

                （出典 生物資源学部 FD 委員会活動報告） 

 

資料９ 教育満足度調査結果（生物資源学部学生） 

項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

1.三重大学の教育全般について 4.13 4.06 4.16 4.27 4.25 4.25 4.29 

3.学生の意向（授業評価など）が授業に反

映されるなど、三重大学の教育を改善しよ

うとする大学の姿勢 

4.08 4.08 4.07 4.15 4.05 4.09 4.03 

（6 点満点 出典：三重大学教育満足度調査報告書） 
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● 教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

本学部では､生物圏生命科学科および共生環境学科の一部で JABEE プログラム認定がなさ

れており､その他の教育組織についても JABEE の効果が広がり､質保証・質向上の成果があ

がっている。また、平成 27 年度からは、教育コース制を導入し、各教育プログラムの専門

性を幅広く、かつ、まとめて学べる教育課程を整備した。これらの授業項目に関しては、

学生アンケートの結果でも高い評価を得ている（資料 10）。 

 

資料 10 学生アンケートによる授業項目関連満足度調査結果 

項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

38.幅広い教養を身につけられる教育の提供 4.07 4.08 4.21 4.44 4.28 4.41 4.30 

39.学部専門の授業 4.36 4.36 4.37 4.49 4.44 4.50 4.50 

42.実習を伴う授業 4.48 4.52 4.49 4.62 4.48 4.54 4.54 

（6 点満点 出典：三重大学教育満足度調査報告書） 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）本学部では、学部・大学院の一貫した教育体制に、連携大学院を構成するな

ど、充実した教育体制を実現している。また、附属の紀伊・黒潮生命地域フィールドサイ

エンスセンターの利用など、地域に根ざし、現場重視の各学科の特徴に合わせた学習が可

能である。JABEE の認定と教育満足度調査の結果からも裏付けられる。 

これらのことから、教育の実施体制は想定される関係者の期待に十分に応えており、期

待される水準を上回ると判断した。 
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観点１－２ 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

● 体系的な教育課程の編成状況 

１．学士課程の編成 

本学部では､教養教育の履修は主に２年次までに終了できるようにカリキュラムが組ま

れているが､並行して専門教育も１年次から開始される。すなわち､専門教育の開始時期を

入学直後とすることにより､学生の学部選択時の初期的な関心と興味を刺激し､さらに積極

的に専門教育に取り組む姿勢を高める工夫を教育コース制度に導入している。 

 

２．教育課程の編成の趣旨に沿った科目編成 

学部の教育目標をより明確化するため､アドミッション・ポリシー､カリキュラム・ポリ

シーおよびディプロマ・ポリシーの整備に努め､学科ごとの学習・教育目標の提示､その達

成のために､講座ごとの必要授業科目の流れ（カリキュラム・マップ・資料 11）を作成した。 

本学部各学科では､専門教育に必要な基礎科目を指定し､１～２年次に履修することを義

務付けている。また､学科の理念を代表しその概要を理解するための講義､および現場教育

の重要性を体験させるためのフィールドサイエンス体験演習を必修として開講している。

１～２年次にこれらの専門科目の基礎を履修させることで､２～４年次の専門教育の質的

向上が図られている。専門教育では､学部の重要教育方針である現場教育重視の観点から､

実験・実習を演習・講義と連携させ､教育効果を上げている。 

これらの視点から､１年次より開講される専門教育は学部必修の「生物資源学総論」と「フ

ィールドサイエンスセンター体験演習」および各学科の専門基礎科目である。また､平成 27

年度より、１～２年次の教養科目として理系基礎科目を拡充した。基礎Ⅱの科目は、３科

目中２科目を選択とし、合計 14 単位を必修としている。 

専門教育は､これらの１～２年次の基礎教育科目を基盤に、３年次には、「技術者倫理」

を学部必修科目とし、さらに各学科で独自に開講されている専門基礎科目､２～４年次の必

修科目､選択科目および自由科目を配置し､系統的なカリキュラムを構成している。これら

のことから､教養教育からの連続性も含めて専門教育課程が体系的に編成されていると考

えられる。 

自由科目としては、各学科８単位を設けている。これは､他学科､他学部､国内外を問わず

他大学で履修した科目を卒業単位として認める道を開くものである。平成 21 年度からはよ

り高度な内容を含む英語教養科目に関して､教務委員会および教授会の審議を経て､卒業単

位として認めることになった。 

インターンシップについては､生物資源学部では「生物資源学インターンシップ」を設け

ており､学生の履修を積極的に勧めている。編入学については､毎年数名の合格者を出して

おり､60 単位以内での読替を認めている。平成 18 年度の大学院重点化の改革により学部教

育に直接連続して大学院前期課程の教育が行えるようになり､学部教育と大学院教育の強

い連携を継続して維持している。 
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資料 11 カリキュラムマップの一例（平成 26 年度） 

 

各学科における教育コース（資料 12）と学科の理念を代表する科目および専門基礎と位

置付けている科目を以下に示す（資料 13）。 

 

資料 12 新たに導入された教育コース制度 

 

 

Ａ ☆共生環境技術者倫理学

☆生物資源学総論 ☆農業生産実習

☆ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲエﾝｽ体験演習 実地見学

☆共生環境ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽ概論

☆共生環境ﾌｨｰﾙﾄﾞｻｲｴﾝｽ実習

☆ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

☆環境情報ｼｽﾃﾑ工学実習Ⅱ

☆生物環境熱工学 ☆環境系応用数学Ⅰ

☆環境解析基礎
☆環境系応用力学Ⅰ

☆環境系応用数学Ⅱ

☆環境系数学基礎
☆環境系力学基礎Ⅱ ☆環境系応用力学Ⅱ

☆環境系数学 ☆環境系力学基礎Ⅰ
☆環境系電気・電子工学

☆環境系システム制御学 基礎メカトロニクス 安全環境工学

応用シミュレーション工学
水理学

環境材料・加工学

エネルギー利用学
生物情報工学

環境電子計測学

環境計数値処理

F 食料生産システム学

G ☆プログラミング基礎

H ☆環境情報システム工学実験

☆設計製図学Ⅰ ☆設計製図学Ⅱ

設計製図学演習Ⅰ 設計製図学演習Ⅱ

☆印:必修科目

１年・後期 ２年・前期 ２年・後期 ３年・前期

C

E

共
生

ⅶ

専

門

力

I

４年・前期

☆環境情報ｼｽﾃﾑ工学実習Ⅰ

学習・教育目標を達成するために必要な授業科目の流れ／共生環境学科　環境情報システム学講座

学習・教育

目標
１年・前期 ３年・後期 ４年・後期

基

礎
力

B ベンチャー企業論 インターンシップ

D ☆環境情報学 ☆環境系情報リテラシ

☆卒業研究

☆卒業研究
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資料 13 学科の理念を代表させる科目および学科の専門基礎科目 

 資源循環学科 共生環境学科 生物圏生命科学科 

学科の理念を代表さ

せる科目 

農林学総論 地球環境学概論 生物圏生命科学概論 

学科の専門基礎科目 

 

 

 

 

 

生理学 

国際農業開発学 

食料・資源経済学 I 

細胞生物科学 

農林統計学 

資源循環学演習 

将来気候予測論 

生態圏循環学 

環境保全生態学 

環境解析基礎 I 

環境解析基礎 II 

環境解析基礎 III 

共生環境フィールド

サイエンスセミナー 

細胞生物学 

生理学 

基礎科学英語 

分子生物学 

 

 

● 国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

学部教育においては、Science English I、Ⅱなどの科学英語の授業を各学科で担当し、

さらに若手教員や研究者の国際化推進を目的に日本学術振興会の競争的事業（頭脳循環を

加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム）に応募し､平成 25 年度より「生物資源の

多面的高度利用のための国際的教育研究拠点の形成」と題する交流事業がオランダのワー

ヘニンゲン大学､ベルギーのゲント大学をカウンターパートとして動き出した。これら両大

学は生物資源学研究や教育で世界を牽引しているトップランクの優秀な大学であり本交流

事業を通して今後飛躍的な国際化がなるものと期待している。 

その他、全学レベルの国際教育関連事業の中では､平成５年から開始した３大学国際セミ

ナー（当初は３カ国の３大学の共同事業として始めたが､現在はアジア・太平洋､アフリカ､

欧米から十数カ国の参加に拡大している）､平成 19 年より本格的に取組んでいるタイの６

大学との国際インターンシッププログラム等がある。これらの取組に対しては学部学生も

多く参画し国際経験の涵養に役立てている（資料 14）。この他､従来の協定大学等からの学

生の受け入れでは､これまでも多くの交換留学生（非正規の特別聴講学生）を受け入れてき

ており､その数は大学院への留学生も含めて現在 60 数名となっており年々増加している。 

 

資料 14 国際インターンシップ利用学生の実績 

 

 

年度 派遣先 人数 期間

２２年度

２３年度 タイ（タマサート大学） 学部生１ ２月２２日－２月２８日

２４年度 タイ（カセサート大学） 院生１ ７月７日－７月２２日

２５年度
タイ（カセサート大学）
Pacific seeds（工場見学） 院生１ ９月１５日－１０月１２日

２６年度 ベトナム（外国貿易大学） 院生１ ９月３日－９月２７日

タイ（カセサート大学） 学部生１ １０月15日－11月12日

タイ（カセサート大学） 学部生１ ２月１２日－３月１２日

タイ（タマサート大学） 学部生１ １０月１９日－１１月１６日

２７年度

なし

なし
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 平成 27 年度より国際開発資源学教育コースを発足させ、英語の授業も取り入れながら、

世界の生物資源利用について学び、学部の目的としている「地域に根ざしたグローバルな

視点」から学ぶ体制を整備した（資料 15）。 

 

資料 15 国際開発資源学教育コースと国際資源学プログラムの創設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 学部パンフレット） 
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● 学生の主体的な学習を促すための取組 

 三重大学においては、e-learning のための学習支援ソフトとして Moodle が導入されてお

り、学部教育にも積極的に取り入れられている。授業外学習として活用している教員が 60%、

全学平均の 40%を大幅に上回っている。また、学生の提出物へのコメント、返却率でも「頻

繁に実施している」が 50%、全学平均の 20%を大幅に上回り、学生の学習支援に積極的に取

り組んでいる（資料 16）。 

平成 24 年には、従来の「就職情報室」を「ラーニングコモンズ A・B」として整備、また、

平成 25 年にも 2階のリフレッシュスペースを活用して、それぞれ学生の自習室としての活

用を行っている（資料 17）。 

これらの取組により、学生を対象とした満足度調査「９．自己学習（主体的学習）がで

きる環境」の調査項目において、高い満足度を得ている（資料 18）。 

 

資料 16 アクティブラーニングに関する全学調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授 業 外 活 動 と し て

Moodle の活用 

提出物へのコメント、返却 

 

資料 16 出典 アクティブ

ラーニングに関する調査

（H27.12 高等教育創造開

発センター） 
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資料 17  ラーニングコモンズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 18 教育満足度調査（生物資源学部学生） 

項目 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

9.自己学習（主体的学習）ができる環境 4.35 4.34 4.46 4.43 4.60 4.63 4.63 

（6 点満点 出典：三重大学教育満足度調査報告書） 

                 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由）学部の理系基礎科目を充実させ、従来物理、化学、生物の基礎Ｉ（２単位）

までが必修であったものを、基礎Ⅱも設定し、４単位を選択する編成を平成 27 年度より導

入した。専門科目については、Moodle を利用した多数の科目を設置しており、質問、感想、

レポート提出と教師側との双方向のやりとりにより、熱心に学んでいる。また、新規に導

入した教育コース・プログラム制により、学生の積極的な科目選択、専門基礎の先行的学

習方策が示された。 

これらのことから、教育の内容・方法は想定される関係者の期待に十分に応えており、

期待される水準を上回ると判断した。 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点２－１ 学業の成果 

(観点に係る状況) 

● 履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

卒業状況及び学位取得状況を基に卒業時の達成度を把握しており、修業年限通りに卒業

している学生の割合は、90%前後を維持しているなど良好である（資料19）。 

 

資料19 生物資源学部の標準修業年限内卒業率（単位：％） 

卒業年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

標準修業年限内卒業率 91.9 88.7 86.4 88.7 90.0 91.2 92.7 

                              （出典 学部内資料） 

 

● 資格取得状況、学生が受けた様々な賞の状況から判断される学習成果の状況 
平成22年度から平成27年度までの資格取得者数(教員免許)については､「高校理科98名､

高校農業28名､高校水産８名」である（資料20）。 

 

資料20 教員免許（高１種）所得者数の推移（H22～H27） 

年度 理科 農業 水産 計 

22 20 3 1 24 

23 11 3 1 15 

24 12 3 1 16 

25 13 6 1 20 

26 18 6 1 25 

27 24 7 3 34 

合計 98 28 8 134 

                     （出典 学部内資料） 

 

学部の所定の単位を修得すると取得可能になる資格や受験資格を与えられるものについ

て､修習技術者(JABEE)､食品衛生管理者及び食品衛生監視員､測量士補､樹木医補などがあ

り、毎年度一定の人数が申請資格等を取得している（資料21）。 

また、文部科学省主催サイエンス・インカレ（第３回、2014）において、学生が入賞を

果たしている（資料 22）。 

 

資料 21 各種資格（申請資格等）取得状況(H22～H27) 

年 度 22 23 24 25 26 27 

樹木医補 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 

測量士補 30 25 32 30 33 30 

食品衛生管理者・食品衛生監視員 58 68 52 66 49 61 

学芸員           22 

２級建築士 18 13 2       

※学芸員については平成 27 年度から取得可能   

※２級建築士については、受験資格の優遇措置が得られる              （出典 学部内資料） 
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● 学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

学部独自で実施している「卒業時満足度調査」の結果をみると、身についた能力として、

「１専門知識」、「２実験や調査を行う力」、「３プレゼン力」、「「４コミュニケーション力」

の評価が高く（平均 3.0 以上）、「５読解力・理解力」、「６IT 力」、「７語学力」、「８実行力・

リーダーシップ力」、「９問題解決能力」、「10 進路決定のための判断力」（平均 3.0 未満）（4

点満点、平成 22～26 年度平均）となっており、専門性などの満足度は高いが、一般教養的

能力、実行力獲得への自己満足度はやや低い結果であった（資料 23）。 

 

資料 23 卒業時満足度調査の結果（学部平均、H22～H26） 

 
１専門知識 ２実験や調査を行う力 ３プレゼン力 ４コミュニケーション力 

５読解力・理解力 ６IT 力 ７語学力 ８実行力・リーダーシップ力  

９問題解決能力 10 進路決定のための判断力（4点満点） 

             （出典 生物資源学部 調査資料） 

 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

学位取得状況は良好であり、各種資格の取得も順調である。また、卒業時満足度調査の

結果からも、専門的知識やプレゼン力の取得など、学業成果の状況は良好と判断される。 

これらのことから、学業の成果は想定される関係者の期待に十分に応えており、期待さ

れる水準を上回ると判断した。 

 

  

資料 22 出典サイエンスインカレ第 3回

http://www.science-i.jp/backnumber/2013.html#r01 
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観点２－２ 進路・就職の状況  

 (観点に係る状況) 

● 進路・就職状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

 進路・就職状況は、平均 33.7%が大学院に進学し、就職率については年度により多少の変

動はあるものの平均 94.2%と高い就職率を維持している。産業別就職先を見ると、公務員や

食品産業を含む製造業及び卸売・小売業などが高い率を占め、学業の成果を反映して、専

門性を活かせる多様な分野に就職している。（資料 24）。また、地域別就職先を見ると、三

重県内へ 30%弱、三重県を含む東海地方へ 70%程度就職しており、地域社会に貢献するとい

った学部の教育目的と合致した就職先となっている（資料 25）。 
 

資料 24 進路・就職先データ（平成 22～26 年度）

 
※就職率は、就職希望者にしめる就職者の割合を示す。 

（出典 データ分析集を基に作成） 

 

資料 25 東海地方への就職状況 

年 度 就職者数 
うち東海地方への就職者 東海地方への 

就職者割合  三重 愛知 その他 
（岐阜・静岡） 

計 

平成 22 年度 130 41 60 101 77.7% 

平成 23 年度 144 37 62 99 68.8% 

平成 24 年度 145 39 42 11 92 63.4% 

平成 25 年度 159 40 54 12 106 66.7% 

平成 26 年度 175 43 65 14 122 69.7% 

平 均 150.6 40 64 104 69.3% 

               （出典：『三重大学概要』及び『三重大学案内』抜粋） 
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22 248 102 41.1 130 93.5 1 0 0 6 18 0 6 5 7 2 2 1 2 2 6 1 8 2 32 2

23 261 87 33.3 144 92.9 2 1 0 5 30 3 2 2 11 3 1 1 0 2 7 1 8 1 21 0

24 271 97 35.8 145 95.4 3 0 0 5 24 0 8 2 13 6 1 5 1 0 8 1 5 2 17 1

25 262 77 29.4 157 94.6 1 0 0 4 20 1 6 2 10 3 1 4 4 2 5 1 10 4 23 0

26 271 78 28.8 175 94.6 1 0 0 4 23 1 4 0 9 4 1 3 2 0 6 2 9 6 25 1

平均 262.6 88.2 33.7 150.2 94.2 1.6 0.2 0.0 4.8 23.0 1.0 5.2 2.2 10.0 3.6 1.2 2.8 1.8 1.2 6.4 1.2 8.0 3.0 23.6 0.8

区分
就職者【産業区分ごとの比率（%）】
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● 在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取

等の結果とその分析結果 
平成 24 年３月に卒業した学生の就職先に対し、卒業後約１年となる２月にアンケートを

実施した。 

 事業所の評価のうち 28 項目中 21 項目の充足群が 80%を越えており、「6. 事実や他者に対

する誠実さ」「19. 自然科学に関する基礎知識」「21. 基礎学力」に対する評価が最も高か

った。一方、「10.外国語でコミュニケーションをする力」の評価が最も低い結果となった

（資料 26）。これらも踏まえ、３名の外国人特任教員（講師）を採用し、①各学科で開講し

ている科学英語関連科目の充実、②英語によるコミュニケーション能力の向上、③研究科

および学部共通の Science English 等の開講を実施し、改善に取り組んでいる。 

 

資料 26 生物資源学部卒業生及び卒業生が就職した事業所へのアンケート調査 

項目 

卒業生の

自己評価

平均値 

事業所の評価 

平均値 充足群(%) 

1 広い視野で多面的に考える力 2.80 2.86 83.7 

2 論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力 3.02 3.12 92.0 

3 問題のポイントを素早くつかんだり、まとめる力 2.72 3.06 88.2 

4 鵜呑みにせず、いったん本当に正しいのかどうかを疑ってみる力 2.84 2.76 73.5 

5 想像が豊かで、新しいアイディアや発想を生み出す力 2.44 2.77 68.8 

6 事実や他者に対する誠実さ 3.22 3.46 96.2 

7 人によっていろんな意見を持っているという多様性を理解する力 3.34 3.16 90.0 

8 他者に対する柔軟性や他者との調整力 3.08 3.06 82.4 

9 日常的なコミュニケーションをする力 2.92 3.12 82.7 

10 外国語でコミュニケーションをする力 1.88 1.82 5.9 

11 プレゼンテーションをする力 3.06 2.79 71.1 

12 ディスカッションをする力 2.64 2.78 75.5 

13 人と協同して仕事をする力 3.00 3.29 90.2 

14 文章作成や文章表現の力 2.70 3.08 88.0 

15 情報を収集して適切に処理する力 2.96 3.14 95.9 

16 情報機器を活用する力 3.02 3.31 98.0 

17 社会、または技術の変化に対応する力 2.68 2.98 89.6 

18 人間や社会についての理解・知識 2.76 3.09 89.1 

19 自然科学に関する基礎知識 3.14 3.26 100.0 

20 一般常識 2.72 3.17 90.4 

21 基礎学力 2.78 3.41 100.0 

22 専門知識や技術 3.06 2.95 78.6 

23 失敗してもなお再び挑戦しようとする力 2.96 3.24 93.9 

24 どんな仕事にもねばり強く取り組む力 3.04 3.29 96.1 

25 ストレスを感じてもそれに耐える力 2.92 3.28 96.0 

26 意欲的に物事に取り組む力 2.90 3.23 90.4 

27 自立的に自らが決断する力 2.92 2.88 77.1 

28 実際に仕事をやり遂げる実行力 2.90 3.20 92.0 

  ※アンケートの内容は、「感じる力」、「考える力」、「コミュニケーション力」、それらを総合した「生きる力」という三重大学の

４つの力に基づいた 28 質問項目からなり、「身についていない」１点、「あまり身についていない」２点、「ある程度身について

いる」３点、「十分身についている」４点の４段階で回答を求めた 

さらに学部独自で実施している在学生に対する「卒業時満足度調査」の結果をみると、

総合的満足度として、学科に対する満足度（3.31）、講座・研究室に対する満足度（3.41）

（平成 22～26 年度平均）となっており、４点満点で、３点以上の評価が多く、かつ、理系

の小規模な研究室単位への満足度が高いことが読み取れる。 
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（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

 高い就職率を維持しているとともに、専門性を活かした多様な分野に就職している。さ

らに、三重県を含む東海地方へ 70%程度就職しており、地域社会に貢献するといった学部の

教育目的と合致した就職先となっている。 

また、卒業生と卒業生の就職先（事業所）に対するアンケート調査では７割以上の項目

で高い評価が得られている。これらのことから、進路・就職の状況は想定される関係者の

期待に十分に応えており、期待される水準を上回ると判断した。
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Ⅲ「質の向上度」の分析  
 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

本学部はこれまでに大学院組織を含め様々な改革に取り組み、生物資源学の学問体系を

整え､学部から博士後期課程に至るまで一貫した教育体制を整備してきた（資料 27）。また、

各附属施設を統合した「附属紀伊・黒潮生命地域フィールドサイエンスセンター」は、現

場教育を実施する上で効果的に利用されている。これら大学院や附属施設との連携は第２

期においても引き続き図られている。 

また、生物圏生命科学科及び共生環境学科の一部の講座においては第２期においても

JABEE の継続認定を受けており、JABEE 認定基準の教育内容及び方法に沿った教育が行われ

ている。その他の学科・講座についても JABEE の基準に準拠した教育内容及び方法が実施

されるなど、教育の質を保証するうえで第１期から継続して実施している優れた取組の一

つである。 

さらに、平成 27 年度には学生が明確な修学目的を持ち、より専門性の高い科目群をプロ

グラムとしてまとめて学ぶことにより、様々な知識や技術の理解の深化をさせることを狙

った教育コース制を新たに導入している（前記資料 12）。 

これらの教育実施体制については、教育の充実をもたらし学生からの評価において高い

満足度を得ている（前記資料 23、26）。 

 

資料 27 学部と大学院の連携 

 

（出典 生物資源学部案内パンフレット） 
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（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

単位取得､進級､卒業（修了）の状況､資格取得､あるいは就職や進学といった進路状況か

ら､教育の成果や効果は第２期においても確実に検証されている。また学生の教育満足度や

授業改善の意欲､さらには卒業（修了生）や就職先の関係者からの意見聴取などに教育の成

果や効果の検証も着実に継続的に行われている。大学教育に対する満足度調査も全学及び

学部独自に実施され､その分析結果を基に改善策について検討を行い､実践英語力やプレゼ

ン力、主体的学習能力の向上など、教育効果をあげるための継続的改善作業が維持され、

関係者からの期待に応えている。 
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Ⅰ 生物資源学研究科の教育目的と特徴 
１．三重大学の基本的な目標と教育目的 

第２期中期目標期間においては、本学が基本的な目標として掲げる「三重の力を世界へ：

地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す ～人と自然の調和・

共生の中で～」の達成を一層確固たるものにするため、その実践に努めることとしており、

これに基づき教育に関する目標が設定された。 

  

国立大学法人三重大学中期目標（抜粋） 

 

（前文）大学の基本的な目標 

三重大学建学以来の伝統と実績に基づき、本学が基本的な目標として掲げる「三重の

力を世界へ：地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す ～人

と自然の調和・共生の中で～」の達成を一層確固たるものにするため、以下のことを特

色、個性として掲げ、その実践に努める。 

本学は地域社会、国際社会の繁栄と豊かさを実現するため、「幅広い教養の基盤に立っ

た高度な専門知識や技術を有し、社会に積極的に貢献できる人財」を育成することを教

育研究の目標とする。 

＜中略＞ 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

○［教育全体の目標］ 

幅広い教養の基盤に立った高度な専門知識や技術を有し、地域のイノベーション

を推進できる人財を育成するために､「４つの力」､すなわち｢感じる力」､「考え

る力」､｢コミュニケーション力」､それらを総合した「生きる力」を養成する。 

 
２．生物資源学研究科の教育目的 

 上記の大学が掲げる教育の目的を踏まえ､生物資源学研究科､博士前期課程､博士後期課

程の目的として以下のとおり設定している。 

 

（研究科の目的） 

研究科は､衣・食・住にかかわる生物資源の生産・利用及び環境の保全と修復を中心課

題として自然の調和に配慮した教育・研究を展開することにより､深い専門知識と目標達

成能力及び学際的・創造的視野を持つ先端的高度技術者及び研究者を養成し､生物資源学

の確立と発展を目指しつつ､その学術的・技術的成果を積極的に社会に還元することを目

的とする。 

 

（博士前期課程の目的） 

博士前期課程は､食料生産､自然環境の保全と修復､人類の自然との共生､バイオマスエ

ネルギー､資源生物の生命機能の活用など生物資源学にかかわる諸分野について高度な

理論と技術を教育し､豊かな学識と幅広い視野を有する専門技術者の育成を図るととも

に､研究者としての基礎的能力を備えた人材を養成することを目的とする。 

 

（博士後期課程の目的） 

博士後期課程は､生物資源の開発､生物圏と環境の保全や修復､生産機能の応用など生

物資源学の理論・技術を究明し､高度な先端的専門能力と豊かな学識と幅広い視野を備え

た研究者及び技術者を養成することを目的とする。 

 

（出典：三重大学大学院生物資源学研究科規程） 
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３．生物資源学研究科の特徴 

昭和 63 年に農学研究科と水産学研究科を統合し､日本初の生物資源学研究科を創設した。

生物資源の生産・利用及び環境の保全と修復を課題として教育・研究を展開し､深い専門知

識と目標達成能力及び学際的・創造的視野を持つ先端的高度技術者及び研究者を養成し､生

物資源学の確立と発展を目指している。 

平成 18 年度より独立行政法人研究機関（野菜茶業研究所､増養殖研究所）の協力で連携

大学院を発足させ､平成 23 年度には､独立行政法人森林総合研究所関西支所とも連携し、自

然共生学の創成､教育研究体制の拡充を目指している。 

国際的カリキュラムでは､タイ・タマサート大学との単位互換制度やインドネシア・スリ

ヴィジャヤ大学との修士・共同学位制度（ダブル・ディグリー､DD 制度）を開始し､平成 24

年度からは､さらにインドネシア・パジャジャラン大学とも DD 制度を整え､拡充した。 

 また､練習船「勢水丸」は「黒潮流域における生物資源と環境・食文化教育のための共同

利用拠点」として認定され､平成 22 年度から全国の大学にその乗船機会を提供し､平成 27

年度には継続認定され水産資源と自然・環境教育に貢献している。 

 

［想定する関係者とその期待］ 

直接的には在籍する院生と修了生及び彼らの親族を中心とし､間接的には修了生と関連

する東海地方､京阪神地区を中心とする近県の住民､また修了後､彼らを受け入れる地元を

中心とする企業､自治体等を関係者として想定している。さらに大学院重点化により､大学

院教育の実質化が進み､レベルの高い教育及び研究が期待されている。修了生は研究開発能

力を有する技術・研究者として自立する力､外国語能力等を身につけることが期待され､地

元住民､企業等からは地元で活躍し､国際的にも通用する人材となることが期待されている。 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点１－１ 教育実施体制  

(観点に係る状況) 

● 教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

１．博士前期課程の教育研究組織 

平成３年に区分制博士課程を設置し、平成 12 年度から学部の３学科制、平成 16 年度よ

り３学科対応３専攻が設置され､各専攻には各学科の講座と一致する前期課程講座が置か

れた。平成 18 年度より大学院重点化（部局化）を行い、国立大学法人農学系学部の単独実

施では全国 8 番目の事例である。この重点化にあわせて博士後期課程の改組を行い､学部､

博士前期､博士後期の教育と研究の一貫性が確保された。修了者には修士（生物資源学）の

学位が与えられている。 

野菜茶業研究所と増養殖研究所の協力で連携大学院を発足させ､平成 23 年度には､森林総

合研究所関西支所との３機関の連携大学院に発展させている。平成 27 年度における学生総

数は､収容定員 176 名に対し 175 名である。 

学部・研究科の教育目標をより明確化するため､アドミッション・ポリシー､カリキュラ

ム・ポリシーおよびディプロマ・ポリシーの整備に努め､学科ごとの学習・教育目標の提示､

その達成のために､講座ごとの必要授業科目の流れ（カリキュラム・マップ）を作成した。

これにより､学部－研究科の一貫した教育・研究体制が構成された。 

また、平成 27 年度から①教育コース制の導入､②学生定員の変更､③講座再編を伴う学部

改編により大学院組織も改変した（資料１）。 

 

      資料１ 生物資源学研究科の組織図（出典 学部・研究科概要） 
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２．博士後期課程の教育研究組織 

平成３年度に博士前期と同時に設置された博士後期課程は､平成 18 年度より大学院重点

化と改組を行い､学部､博士前期および博士後期の教育と研究の一貫性を確保した。平成 27

年度の学部教育コース制の導入に伴い、新しい講座理念に併せて博士後期も改編した（資

料２）。 

平成 27 年度における学生総数は収容定員 36 名に対し 39 名となっている。なお､留学生

が 19 名で 49％を占めている。修了者には学術博士（生物資源学）の学位が授与されている。

また､論文博士の学位が毎年数名に授与されている。 

 

     資料２ 博士後期課程の組織・教育研究分野（出典 学部・研究科概要） 

 
 

● 多様な教員の確保の状況とその効果 

教育目的を実現するため多様な分野の教員を配置している（資料３）。さらに平成 22 年

度からは従来の農学、森林学、水産学等の分野のみならず、農学全般、学際的・分野横断

的の教員を公募し、より多様性を高めている（資料４）。 

 

資料３ 現員教員の分野別人数（H27.10） 
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資料４ 最近の教員人事の公募状況（公募分野別 研究科内部資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 入学者選抜方法の工夫とその効果 

研究科の教育目的をより明確にするため、アドミッション・ポリシーの策定を行い、本

学ウェブサイト上で、広く公開している（資料５）。このアドミッション・ポリシー及び入

学者選抜方針に基づき、適正な入試を実施している。 

 

資料５ アドミッションポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生物資源学研究科」博士前期課程 

生物資源学研究科が掲げる教育理念や教育目標を達成するために、必要な以下の素養を備

えている人を受け入れます。 
(1) 自然を広く愛し、生物資源の適正な開発・利用と環境保全に深い関心のある人。 
(2) 自然科学に深い興味を持ち、専門的な学力のある人。 
(3) 自ら行動し、生物資源とその環境に関する問題の解決能力を研鑽し、修養する意欲の

ある人。 
(4) 幅広い知識と、語学能力を持ち、さらに国際的に通用する基礎的研究能力およびコミ

ュニケーション力を修養する意欲のある人。 
 
「生物資源学研究科」博士後期課程 

生物資源学研究科が掲げる教育理念や教育目標を達成するために、必要な以下の素養を備

えている人を受け入れます。 
(1) 自然を深く愛し、生物資源の適正な開発・利用と環境保全に深い関心のある人。 
(2) 自然科学に深い興味をもち、専門的な高い学力のある人。 
(3) 自ら行動し、生物資源とその環境に関する問題を解決するために、高度な研究遂行能

力を修養する意欲のある人。 
(4) 優れた識見と高い語学能力を持ち、さらに国際的に通用する研究能力およびコミュニ

ケーション力を修養する意欲のある人。] 
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大学院入試説明会を毎年４月に開催し、学部からの進学者だけでなく、広く学外からの

進学希望者に対してもガイダンスを実施し、多様な入学者の確保を図っている（資料６、

７）。また、本学の基本的な目標に掲げる「地域社会、国際社会の繁栄と豊かさの実現に貢

献できる人財育成」のため、留学生も積極的に受け入れている（資料８）。平成 27 年度か

らはこれまでの取組も踏まえ「アジアを中心とする生物資源利用・保全イノベーション人

材育成ネットワーク形成プログラム」が文部科学省「国費外国人留学生の優先配置を行う

特別プログラム」に採択され国費留学生の優先配置枠（修士３名、博士５名）が認められ

た。その他、JICA 関係では、アフガニスタンからのピースプロジェクト７名、アフリカの

ＡＢＥイニシアティブから２名（エジプト、ガボン）など、優秀な外国人留学生の安定的

獲得に寄与している。 

 

 資料６ 大学院入試相談会の案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

資料７ 大学院志願者数と入学者数の内訳と推移 

【博士前期課程】 

○志願者数 

区分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

三重大学 127 116 98 106 79 83 

他大学 40 29 19 24 24 28 

合計 167 145 117 130 103 111 

○入学者数 

区分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

三重大学 94 77 79 79 67 69 

他大学 19 19 11 20 16 20 

合計 113 96 90 99 83 89 
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【博士後期課程】 

○志願者数 

区分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

三重大学 4 11 11 5 5 8 

他大学 1 4 4 4 1 8 

合計 5 15 15 9 6 16 

○入学者数 

区分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

三重大学 4 10 9 5 5 8 

他大学 1 2 4 4 1 8 

合計 5 12 13 9 6 16 

（出典 研究科資料） 

 

 

資料８ 研究科で受け入れている留学生数の推移（H22～H26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 研究科資料 各年度 5月現在の数字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究科で受け入れている留学生数は、中国、インドネシア、タイなどを

中心に毎年 40～50 名で推移している。DD 制度を利用してインドネシアの

学生が増加し、ピースプロジェクトによりアフガニスタンの学生が増えて

いる。この統計には現れていないが、ABE イニシアティブにより、ガボン、

エジプトの学生が平成 27 年度入学し、今後アフリカの学生も増えると予

想される。 
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● 教員の教育力向上のための体制の整備とその効果 

 教員の資質向上のために、全学 FD・学部内 FD などに参画し、学生アンケートによる授業

評価、各種講習などにも、学部同様に、取り組んでいる（資料９）。 

一例として「三重大学のアクティブラーニングの基盤としての附属図書館・ラーニング

コモンズの活用」をテーマに FD 講演会が開催されたが、学習支援ソフト Moodle の活用率

が 60%と全学平均の 40%を大幅に上回っており、教員の学習管理意欲の向上に貢献している

（高等教育創造開発センターH27 調査）。 

 

資料９ 平成 27 年度の FD 活動の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

１．学位論文に関する研究指導 

博士前期では､研究計画､研究実施､研究発表等を講座必修科目である｢特別研究｣として

単位化し指導の充実を図っている。また､学習要項に「学位論文の指導計画と審査基準」を

掲載し､学位授与へ導くプロセスを説明している（資料 10）。博士後期では､主指導教授 1名

と副２名の教授または准教授の計３名からなる複数指導教員制を採用して､専門性と学際

性・分野横断性の涵養に配慮した研究指導体制を敷いている。また､ティーチング・アシス

タント（TA）については､平成 27 年度には､全院生数 214 名のほぼ７割にあたる 154 名が学

部の講義および実験・実習での補助に従事し､教育者としてのトレーニングの機会を得てい

る。 
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２．教育プログラムの質保証 

シラバスは､電子シラバス（ウェブシラバス）で公開され、JABEE 基準に準じて､授業概要

や計画のみならず､学生の到達目標､成績評価の明確化､改善対応､オフィスアワーなどの情

報を学生に開示している。学生が主体性を持って科目選択が可能となり、単位の実質化に

寄与している。また、平成 27 年度からは、全学的に科目ナンバリング制を試行しており、

系統的学習ならびに国内外のカリキュラム比較に有用と思われる（資料 11）。 

平成 24 年度で他専攻の授業科目を受講した学生はのべ 27 名､45 科目（全学生数 193 名）

にのぼり横断的教育プログラムが十分に活用できていることが確認された。 

また､FD 委員会が中心となって､大学院においても受講者数 10 名以上の科目は平成 18 年

度後期から､授業評価アンケートを継続している。 

以上のような観点から､単位実質化への配慮は十分になされていると判断される。 
 

資料 10 修士学位論文の指導計画と審査基準について 

 
（出典：生物資源学研究科 学習要項） 
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資料 11 水族生理学特論のウェブシラバスの抜粋とナンバリング例 

 

（水準）期待される水準を上回る 

（判断理由） 

第１期において大学院重点化にあわせて博士後期課程の改組を行い､学部、大学院前期課

程、博士後期課程を一貫する教育課程を編成したことや JABEE プログラムの認定により得

られた効果を維持するとともに、第２期には連携大学院や DD 制度の拡充、教育コース制の

導入、留学生の多様化、学際的・分野横断的な教員の確保により、教育と研究の連携を保

ちながら、より融合的、分野横断的な教育研究の実施体制を実現している。これらのこと

から、教育の実施体制は想定される関係者の期待に十分に応えており、期待される水準を

上回ると判断した。 
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観点１－２ 教育内容・方法 

(観点に係る状況) 

● 体系的な教育課程の編成状況 

１．博士前期課程の編成 

博士前期は､高度な理論と技術を教育し､豊かな学識と幅広い視野を有する専門技術者の

育成を図るとともに､研究者としての基礎的能力を備えた人材を養成することを目的とす

る。教育課程の編成は各教育研究分野が担当する専門科目を特論と演習がペアとなった 1

科目ずつとし､専門領域の知識の習得とその実践のバランスがとれた教育が適切かつ効率

的に行われるようにした。加えて､講座または専攻共通の必修科目を設定し､専攻領域の基

礎知識の修得も行っている。専攻共通科目を充実させ､さらに他専攻科目の履修制度やイン

ターンシップ科目を設定し､豊かな学識と幅広い視野の涵養を図っている。より特色あるカ

リキュラムの充実のため近隣の野菜茶業研究所､増養殖研究所との連携大学院に､平成 23 年

度より森林総合研究所関西支所を加え､発展させている。このように博士前期学生は､専門

性と学際性の二方面からの知識や技術を修得し､その上で指導大学教員の下に修士論文を

仕上げ､研究者としての基礎的能力も身につけることができる。以上のような体系化された

カリキュラムに基づいて博士前期課程の教育は実施されている（資料 12）。 

 
資料 12  生物資源学研究科博士前期課程 教育課程の編成 

 
（出典：生物資源学研究科学習要項から作成） 

 
 

２．博士後期課程の編成 

博士後期課程は､生物資源学の理論・技術を究明し､高度な先端的専門能力と豊かな学識

と幅広い視野を備えた研究者及び技術者を養成することを目的とする。このため､必修科目

である課題研究および特別演習では､博士課程における実質的な研究を行う。この研究指導

体制として､主指導教授１名と副２名の教授または准教授の計３名からなる複数指導教員

制を採用し､かつ､副となる教員には､他講座、他専攻の教員を充てることもできるような工
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夫により､学生一人に対して複数教員によるきめ細かで充実した研究指導を行うとともに､

視野の広い教育の実施を可能としている。 

また、専門的な学識を深めるために､指導教授が所属する講座（自講座）が開設する授業

科目（Ⅰ類）と､幅広い視野と応用展開力を養うため､所属専攻内の他講座あるいは他専攻

が開設する授業科目（Ⅱ類）を必ず履修するような工夫がなされている。また､総合的な研

究能力を助長し、現場感覚を持つ技術者養成に資するため､各専攻共通の学際領域分野およ

び広領域分野の授業科目としてフィールドサイエンスセンターの３附帯施設（農場､演習林､

水産実験所）および附属練習船を利用することによってフィールド・学際領域の調査研究

が履修できる「特別調査研究」を必修科目としている（資料 13）。 

博士前期および後期の履修要項および授業の目的・概要､到達目標､授業スケジュールな

どは Web 上に公開されたシラバスに明記されており､学生への利便を図っている。 

 

以上の教育課程の編成に対応する､平成 26 年度生物資源学研究科学生の満足度調査結果

における満足度平均は､博士前期課程で 4.42､博士後期課程で 4.67 であり､「４：やや満足」

あるいは「５：満足」の範囲にあり､学生から高い評価を得ている（資料 14）。なかでも「現

場実習や現場体験」､「日常的な研究指導」､「学位論文指導」の項目の値がとくに高く（６

段階評定で「やや満足」と「満足」の間）､非常に高い満足度であった。 

 
資料 13 履修区分ならびに履修単位数 

 

生物資源学研究科（博士後期課程）履修基準 

区 分 摘 要 単位数 

課題研究 複数教員による研究指導 必 修 

特別演習 研究課題に直接かかわる分野のゼミナール形式

の演習 

4 単位（必修） 

特別実験 附属教育研究施設などにおける実験 1 単位（選択） 

専門の講義 I 

類 

学生が所属する講座の授業科目 2単位以上4単位まで

（選択必修） 

II 

類 

学生が所属する専攻内の他講座または他専攻の

授業科目 

2単位以上4単位まで

（選択必修） 

特別講義 広領域ないしは学際領域の授業科目 2単位以上4単位まで

（選択必修） 

特別調査研究 フィールドサイエンスセンター及び附属練習船

を利用する学際領域の調査研究 

1 単位（必修） 

計  14 単位以上 

（出典：生物資源学研究科学習要項） 

 

 
資料 14 生物資源学研究科学生の教育カテゴリにおける満足度（6点満点） 

項目 博士前期課程 博士後期課程 

三重大学大学院の教育全般 4.19 4.53 

大学院の授業科目構成 4.36 4.64 

大学院の授業 4.38 4.60 

PBL などの少人数課題探求型の授業 4.23 4.38 

最先端の研究や高度専門知識の教授 4.47 4.23 

現場実習や現場体験 4.32 4.79 

日常的な研究指導 4.67 5.07 

学位論文指導 4.74 5.13 

（出典：高等教育創造開発センター平成 26 年度三重大学教育満足度調査報告書から作成） 
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● 社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

平成17年度からは他専攻及び他研究科の科目も従来の６から、10 単位まで修了要件に含め

られることになり､学生の専門性と学際性の両方の要求に対応できる履修制度が整備され

た（資料15）。平成 25 年度で他専攻の授業科目を受講した学生はのべ 27 名､45 科目（全学

生数 193 名）であり､横断的教育システムは十分に活用されている。平成 19 年度より長期

履修制度を導入し､平成 26 年度には修士 4 名､博士 1 名の長期履修学生の利用があり､教育

効果をあげている。 

 
資料 15 授業科目の履修方法 

 
Ⅱ 授業科目の履修方法 

1  授業科目 

各専攻､講座ごとの授業科目は､別表のとおりとする。 

 

2   単位の基準 

   講義（特論､特別講義等） 15 時間で 1 単位 

   演習           30 時間で 1 単位  

   実習（インターンシップ） 45 時間で 1 単位 

   特別研究         45 時間で 1 単位 

   

3   履修方法 

（１）開設授業科目中､その所属する専攻または講座の定める必修科目と選択必修

科目をあわせて､３０単位以上を履修しなければならない。 

  

特別研究  10 単位  （必修） 

講義及び演習 20 単位以上（必修科目及び選択必修科目をあわせて） 

合 計     30 単位以上 

 

（２）ただし､指導教員が必要と認めて履修させた他の専攻又は他研究科の授業科

目については､10 単位を上限として､合計 30 単位の中に算入することができ

る。 

 

（３）各専攻共通科目である「インターンシップ科目」は､修了要件に含めない。 

（出典：平成 26 年度生物資源学研究科学習要項） 
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● 国際通用性のある教育課程の編成・実施上の工夫 

１．社会のグローバル化とダブルディグリー制度 

海外協定大学（スリウィジャヤ大学､パジャジャラン大学;インドネシア）との間で修士

レベルの DD 制度を開始し、スリウィジャヤ大学からは平成 22 年度に､パジャジャラン大学

からは平成 25 年度に学生受け入れを開始している（資料 16、17、18）。 

 

資料 16 DD 制度の要点 

１）入口の質保証：プログラム候補生に対し､入学前に半年間の予備教育期間を設け（専門

基礎､語学）､基礎学力の保証を行う。 

２）学習内容の質保証（1年次）：入学後 1年間（1年次）は協定先大学大学院において､専

門基礎科目を履修し､基礎的素養を涵養する。その後､二次選抜に合格した者が､プログラ

ム 2年次に進級する。 

３）学習内容の質保証（2 年次）：2 年次は､三重大学大学院生物資源学研究科に在籍し､同

研究科開設の授業科目を修得するとともに必要な研究指導を受ける。この過程で専門的

素養とともに将来の教育者・研究者としての教育研究能力の涵養を行う。また､1・2 年

次ともに両大学の教員が協力して教育にあたる。 

４）出口での質保証：本プログラムでは､我が国の大学院修士課程の修了要件が 30 単位で

あるのに対して､47 単位というハードルの高い修了要件を設定し､身につけるべき資質

を保証する。 

（出典 研究科内資料） 

 

資料 17 は､今までの入学者数である。 

 

                        資料 17 DD プログラム入学者数 

年度 本研究科 スリウィジャヤ大学 パジャジャラン大学 

２２年度 1 3  

２３年度 0 1  

２４年度 0 0  

２５年度 0 3 4 

２６年度 0 1 3 

２７年度 0 0 4 

 
 

資料 18 ダブルディグリープログラムの概要 
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２．国際交流 DDプログラム 

DD プログラムでは両大学の教育システムの特徴や長所をシンクロナイズさせ､かつ関係

教員の相互協力の助長等を期待できる DD 形式を採用している。 

 また、若手教員の国際化推進を目的に日本学術振興会の競争的事業（頭脳循環を加速す

る若手研究者戦略的海外派遣プログラム）に応募し､平成 25 年度より「生物資源の多面的

高度利用のための国際的教育研究拠点の形成」事業がオランダのワーヘニンゲン大学､ベル

ギーのゲント大学を相手機関として動き出した。両大学は生物資源学の教育研究で世界の

トップランク大学であり､多くの留学生を有する国際化の先進大学である。本交流事業を通

して研究面及び教育面でも研究科の飛躍的な国際化が進展すると期待している。 

 

● 養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

１．学習指導方法の工夫 

授業形態の組合せと学習指導法をみると､博士前期では講義と演習がペアとなった１科目とし､

バランスがとれた専門教育が適切に受講できるように工夫するとともに､専攻する専門領域におい

ても幅広い基礎知識の涵養を図れるように講座共通科目の割合を増やした（資料 19）。また､平

成25年度の全科目に占める専任教員の割合は､博士前期では94%､博士後期では100%であり､研究科の

教育目的に沿った教育が実施されている。 

より主体性を持って受講科目の選択ができるように､大学院シラバスを Web 公開し、開講

年度､担当教員等の基本情報に加えて､授業形態､キーワード・テーマ､授業の目的・概要､学

生の到達目標､受講要件､あらかじめ履修が望ましい科目､発展科目､教科書・参考書､成績評

価方法と基準､オフィスアワー､授業改善への工夫等の情報が掲載されている （資料 20）。 

 
資料 19 研究科博士前期課程全科目数に対する講義､演習､共通科目の割合（％） 

 平成15年度以前(改組前) 平成26年度 

 講義(教育研究分野)   ５５ ３４ 

 演習(教育研究分野) ２９ ３４ 

    講座共通科目    ９ ２４ 

    専攻共通科目    ７ ９ 

（平成 15 年度および平成 26 年度生物資源学研究科学習要項より作成） 

 

       資料 20  シラバスの抜粋例（水族生理学特論（資料 12）） 

 
 

また､シラバスの査読を実施し､授業内容の充実を多面的視点から審査する体制を整える
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努力をしており､Web 上でシラバスを公開することにより､修正なども迅速に行うことがで

きる体制となっている。 

 

２．教育の目的に照らした講義､演習､実験､実習等の授業形態の組合せ・バランス 

生物資源学各研究科の講義､演習､実験､実習などの授業形態の割合は､下記の表の通りである（資料

21）。 

資料21 研究科での開設科目の授業形態の割合（％）  

専攻 
博士前期課程 博士後期課程 

講義 演習 実験 実習 講義 演習 実験 実習 

資源循環学専攻 47 47  6 86 9 5  

共生環境学専攻 50 46  4 90 7 3  

生物圏生命科学専攻 47 49  4 93 5 2  

注）開講科目数による。 

 

以上のように､生物資源学研究科では､教育の目的に照らして､講義､演習､実験､実習等の

授業形態の組合せ・バランスが適切であり､それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法

の工夫がなされていると判断できる。 

 

● 学生の主体的な学習を促すための取組 

博士前期入学生に対する履修ガイダンスを、平成 18 年度から継続的に行っている。大学

院科目の履修方法､評価基準等の教育プロセスを理解し､必要な授業科目等の選択を主体的

に行えるようにサポートしている（資料 22）。シラバスには､授業計画・学習の内容と課題

を明記して学生の主体的学習を促している。成績配布は､指導大学教員が直接行い､履修状

況を確認した上で個別履修指導を実施している。また､「大学院成績評価ガイドライン」と

成績評価に関する照会と申立手続きに関する要項も整備し､評価基準の明確化､単位実質化

に配慮している（資料 23）。 

資料 13 に示すように少人数課題探求型の授業など､授業形態の組合せと学習指導法の工

夫についての学生の評価は高いと考えられる。また､研究を進めるための環境整備､研究設

備（IT 環境､AV 機器､実験設備等）の充実､研究に必要な電子情報（図書､論文雑誌､データ

ベース等）の充実等の主体的学習をサポートするインフラ整備に関する満足度は学生から

高い評価を得ている（資料 24）。インターンシップ科目や TA による教育トレーニングの機

会提供の充実に関する現場実習や現場体験については､平成 20 年度より従来のインターン

シップを国際､長期国内､国内インターンシップの３科目に発展・充実させて対応するとと

もに、履修ガイダンス時に学生へ周知させることで対応している。 

また､平成 18 年度後期から開始した大学院授業改善のためのアンケート調査では､本研究

科学生の授業後の意識向上に関する項目の満足度は高く（資料 25）､専門知識や実験・調査

力、問題解決力の向上が感じられる一方、実行力などが低調である。 
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資料 22 博士前期課程新入生のための履修ガイダンス開催案内 

平成２７年３月３０日 

大学院博士前期課程 

履修ガイダンス担当教員 各位 

学務委員長     

大学院教務委員長 

大学院博士前期課程学生の履修ガイダンスについて 

 

標記のとおり､大学院博士前期課程学生に履修ガイダンスを行います。 

つきましては､下記の履修指導を行っていただきますようお願いします。 

 

記 

    １．日 時    平成２７年 ４月 ８日（水） １０時３０分～ 

    ２．場 所    資源循環学専攻    ２１９番教室 

             共生環境学専攻    ２１６番教室 

             生物圏生命科学専攻  ２２０番教室 

    ３．履修ガイダンスの内容 

１）博士前期課程の組織､その運営方法について 

２）大学院生が関連する法規について 

３）履修科目と単位取得要件について 

４）履修申告について 

５）教育職員免許状の取得について 

６）修士学位論文の作成について 

７）大学院成績ガイドラインについて 

８）成績評価に関する照会と申立手続について 

９）その他 

（出典：平成 27 年度博士前期課程履修ガイダンス案内） 

 

 
資料 23 大学院成績評価ガイドライン 

 
（出典：生物資源学研究科学習要項） 

 

Ⅳ 大学院成績評価ガイドライン 

      

   三重大学大学院成績評価ガイドライン 
 

 
１．（成績評価ガイドラインの趣旨） 
   三重大学大学院成績評価ガイドラインは、指針となるべき成績評価の基準と評価方法等を定

めること  によって大学院教育としての実質化及び水準の確保を図ろうとするものである。 
 
２．（成績の評価、評点、評価内容の基準） 
  成績の評価、評点、評価内容の基準を下記のように定める。 

判定 評点 評価点 評定 評価内容基準 成績通知書 

への記載 

成績証明書 

への掲載 

合  格 95～100点 １０ ＡＡ 科目内容を修得し、到達目標を優れ 

て満たしている 

あり あり 

90〜94 ９ 

80〜89 ８ Ａ 科目内容を修得し、到達目標を十分 

に満たしている 

あり あり 

70〜79 ７ Ｂ 科目内容を修得し、到達目標を概ね 

満たしている 

あり あり 

60〜69 ６ Ｃ 科目内容を修得し、到達目標を必要 

限度満たしている 

あり あり 

不合格 60点未満 ５以下 Ｄ 科目内容を修得したと認められず、 

到達目標を満たしていない 

あり なし 

    注）単位の認定のみを行う科目については、合否あるいは認定の表記とする。 

    注）成績通知書には原則として評価点を、成績証明書には評定を記載する。 
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資料 24 生物資源学研究科学生の満足度調査 

項目 
平成 25 年度 平成 26 年度 

博士前期 博士後期 博士前期 博士後期 

研究を進めるための環境整備 4.39 4.70 4.41 4.67 

研究設備（IT 環境、AV 機器、実験設備等）の充実 4.35 4.74 4.35 4.40 

研究に必要な電子情報（図書、論文雑誌、データ

ベース等）の充実 
4.22 4.13 4.42 4.33 

1:非常に不満、2:不満、3:やや不満、4:やや満足、5:満足、6:非常に満足 

（出典：高等教育創造開発センター平成 25・26 年度三重大学教育満足度調査報告書） 

 

資料 25 生物資源学研究科学生の授業後の意識向上 

項目 

平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

博士

前期 

博士

後期 

博士

前期 

博士

後期 

博士

前期 

博士

後期 

新しい知識・考え方・技術などが獲得できた。 

専門知識 
4.29 3.89 3.24 3.83 3.41 3.50 

この授業の受講によって、学業への興味・関心（意欲）

が高まった。 

実験や調査を行う力 

4.12 3.78 3.28 3.83 3.39 3.50 

この授業で学んだことや考え方について、意識するよ

うにしたり、実際に試してみたりした。 

実行力・リーダーシップ 

3.91 3.65 2.93 3.50 3.00 3.00 

学びを深めるために、調べたり尋ねたりした。 

問題解決力 
3.98 3.61 3.19 3.67 3.30 3.25 

1:非常に不満、2:不満、3:やや不満、4:やや満足、5:満足、6:非常に満足 

（出典：高等教育創造開発センター平成 24 年度生物資源学部の授業に関する学生アンケート実施報告書） 

 

（水準）期待される水準にある 

（判断理由）教育課程の編成は､専門領域の知識の習得とその実践のバランスがとれた教育

が適切かつ効率的に行われるようにし、加えて､講座または専攻共通の必修科目を設定し､

専攻領域の基礎知識の修得も行っている。さらに他専攻科目の履修制度やインターンシッ

プ科目、連携大学院科目を設定し､豊かな学識と幅広い視野の涵養を図っている。主体的な

学習をサポートするインフラ整備に関する満足度は高い。大学院授業改善のためのアンケ

ート調査でも、授業後の意識向上に関する項目の満足度は高い。 

 これらのことから、教育内容・方法は想定される関係者の期待に応えており、期待され

る水準にあると判断した。 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点２－１ 学業の成果  

(観点に係る状況) 

● 履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

修了者数については、前期課程は概ね 90 人程度、博士課程では 10 から 20 人が修了して

おり、修了状況及び学位取得状況も良好である。（資料 26,27）。 

  

 資料 26 研究科の修了生推移                  （単位：人） 

区分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

博士前期課程 106 106 91 91 94 90 

博士

後期

課程 

課程博士 9 8 13 7 9 8 

論文博士 4 1 7 2 1 6 

小計 13 9 20 9 10 14 

 （出典 研究科資料） 

 

資料 27 標準修業年限内修了率                                   （単位：％） 

課程 
修了年度 

21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 

博士前期課程 86.0 86.1 86.7 89.5 89.6 85.9 92.8 

博士後期課程 29.4 21.1 27.3 40.0 33.3 46.2 50.0 

（出典 研究科資料） 

 

また､連携大学院については３機関とも入学者があり､最近６年間で４名が入学し、修士

２名、博士２名が修了している（資料 28）。 

 

資料28 連携大学院入学・修了状況（研究科内部資料） 

 
 

  

入学状況

課程 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 合計

博士前期過程 1 1

博士後期過程 0

博士前期過程 0

博士後期過程 1 1

博士前期過程 1 1 2

博士後期過程 1 1 2

修了状況

課程 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 合計

博士前期過程 1 1

博士後期過程 0

博士前期過程 0

博士後期過程 1 1

博士前期過程 1 1

博士後期過程 1 1

独立行政法人
水産総合研究センター

増養殖研究所

独立行政法人
水産総合研究センター

増養殖研究所

独立行政法人
農業・食品産業技術総合研究機構

野菜茶業研究所

独立行政法人
森林総合研究所

関西支所

独立行政法人
森林総合研究所

関西支所

独立行政法人
農業・食品産業技術総合研究機構

野菜茶業研究所
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● 資格取得状況、学生が受けた様々な賞の状況から判断される学習成果の状況 

資格取得者数（教員免許）については､「高専修理科 8 名､農業 1 名､水産 1 名」（平成 22

～27 年度）であり、理科免許が多いが、農業、水産についても継続的に取得させている（資

料 29）。 

各学会等における論文賞、ポスター賞についても、農学、林産、水産等多様な分野で、

継続的に受賞しているが、最近は国内外の学会において、ポスター賞や発表賞（プレゼン

賞）が多いようである（資料 30）。 

 

資料 29 教員免許の取得状況（研究科内部資料） 

区分 理科 農業 水産 計 

22 年度 0 0 0 0 

23 年度 3 0 0 3 

24 年度 0 0 0 0 

25 年度 2 0 0 2 

26 年度 2 0 1 3 

27 年度 1 1 0 2 

合計 8 1 1 10 

 

 

資料 30 修士・博士の院生の受賞リスト（平成 26 年度） 

 

氏名 （担当教員） 年度 賞の名称 受賞業績題目

1
水谷春香
（修士1年）

舩岡正光
野中寛

2014
平成26年度繊維学会年次大会（創立70周年記
念大会）弟9回若手ポスター賞（2014年6月12
日）

ジアリールメタン型構造を経由するC2-Aryl
Etherの選択的制御

2
河村有希子
（修士2年）

舩岡正光
野中寛

2014
Award for Encouragement of Research in
IUMRS-ICA 2014

A New Process for Estimating Structures of
Lignin
-Application of affinity for protein-

3

Kenji Kuriya
Eiko Higashiyama
アヴシャル恵利子
奥村克純
緒方進

奥村克純
緒方進

2014
第6回地域イノベーションに関する国際研究集
会（IWRIS2014）優秀発表賞

Analyses of DNA replication and cell cycle
using Zebrafish-derived cells. The Sixth
International Workshop on Regional Innovation
Studios（IWRIS2014）,Regional Innovation Hall
in Mie University,Tsu,Japan(10.16-17.2014)

4
Yuta Minamigawa
奥村克純
緒方進

奥村克純
緒方進

2014
第6回地域イノベーションに関する国際研究集
会（IWRIS2014）優秀発表賞

Shortage of food nutrition induces DNA
damage and delays DNA damage and delays
DNA replication.The Sixth International
Workshop on Regional Innovation Studies
（IWRIS2014）,Regional Innovation Hall in Mie
University,Tsu,Japan(10.16-17.2014)

5
釘崎祐樹
渡辺晋生

渡辺晋生 2014
土壌物理学会
学会賞(ポスター賞）

土の凍結融解にマクロポアや土質が及ぼす影
響

6
長田友里恵
渡辺晋生

渡辺晋生 2014
土壌物理学会
学会賞(ポスター賞）

凍土の浸水係数に乾燥密度の違いが及ぼす
影響

7
成毛千尋
取出伸夫
坂井勝

取出伸夫
坂井勝

2014
土壌物理学会
学会賞(ポスター賞）

ダイズ根の成長にともなう蒸発散量と水分分布
の変化について

8 弓削公臣 陳山鵬 2014
日本設備管理学会東海支部学生研究発表会
最優秀研究奨励賞

回転機械設備の知的余寿命予測法に関する
研究-遺伝的アルゴリズムによる最適関数探索
法および動的予測法-

9 西村拓也 陳山鵬 2014
日本設備管理学会東海支部学生研究発表会
最優秀研究奨励賞

車輌の自律走行に関する研究-画像処理等の
導入による自己位置同定・走行精度の向上-

10 寺本光貴
村上克介
森尾吉成

2014
農業食料工学会関西支部
学生プレゼンテーション賞

作業ロボット自律走行のための作業通路認識
アルゴリズムの開発

11

博士前期課程の鈴
木孝明さん（共生
環境学専攻），
学部4年生の寺本
光貴さん（共生環
境学科）

王　秀崙
2015
/3/3

農業食料工学会関西支部第133回例会
学生プレゼンテーション賞

麦ワラを用いたバイオボードの作製とその強度

12 山田充矢哉 古丸　明 2014
日本貝類学会平成26年度大会
学生最優秀発表賞

中国、韓国に分布するタイワンシジミ種群にお
けるミトコンドリアDNAにおける分布系統解析
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● 学業の成果の達成度や満足度に関する学生アンケート等の調査結果とその分析結果 

 在学生に対する「卒業時満足度調査」の結果をみると、身についた能力として、「専門知

識」、「実験や調査を行う力」、「プレゼン力」、「「コミュニケーション力」、「問題解決能力」

の評価が高く（平均 3.0 以上）、「IT 力」、「語学力」、「実行力・リーダーシップ力」、（平均

3.0 未満）（４点満点、平成 22～26 年度平均）となっており、専門性などの満足度は高いが、

一般教養的能力、実行力獲得への自己満足度はやや低い結果であった（資料 31）。 

 

資料 31 卒業時満足度調査の結果 （上：修士 下：博士修了生平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１専門知識 ２実験や調査を行う力 ３プレゼン力 ４コミュニケーション力 

５読解力・理解力 ６IT 力 ７語学力 ８実行力・リーダーシップ力  

９問題解決能力 10 進路決定のための判断力（4点満点） 

             （出典 生物資源学部 調査資料） 

 

 

（水準）期待される水準にある 

（判断理由）各種資格取得者数は以前と同様の水準を維持し、学生の満足度調査でも、専

門的知識、実験・調査能力、プレゼン力などの評価が高かった。 

 これらのことから、学業の成果は想定される関係者の期待に応えており、期待される水

準にあると判断した。 
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観点２－２ 進路・就職の状況  

(観点に係る状況) 

● 進路・就職状況、その他の状況から判断される在学中の学業の成果の状況 

博士前期課程・後期課程とも年度により多少の変動はあるものの平均 94％と高い就職率

を維持している（資料 32）。 

教育目的と就職状況との整合性については、資料 32 に示したとおり、修了生の大多数（８

割程度）が研究職および高度専門職に就いており、本研究科の教育目的である「深い専門

知識と目標達成能力及び学際的・創造的視野を持つ先端的高度技術者及び研究者を養成」

に合致した進路となっている。 

 

資料 32  修了後の進路先データ（職業別）平成 22～26 年度 

 
（出典 データ分析集を基に作成） 

○博士前期課程

① ② 小計

研

究

者

農

林

水

産

技

術

者

左

記

①
～

⑬

小

計

22 88.6 78人 9 38 87

23 92 80人 9 10 82

24 96.3 78人 10 9 73

25 97.3 71人 4 3 80

26 95.8 69人 3 3 82

平均 94
75.2

人
7 13 80.8

○博士後期課程

① ② 小計

研

究

者

農

林

水

産

技

術

者

左

記

①
～

⑬

小

計

22 100 12人 33 0 92

23 100 2人 50 0 50

24 80 8人 25 0 75

25 100 8人 13 0 77

26 88.9 8人 25 38 100

平均 93.78 7.6人 29 7.6 78.8

00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0 38 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0 13 25

0 0 13

0 0 25 13 0 13 0

0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 250 0 0 0 0 25

0 0 0 0 0 00 0 0 50 0 0

8

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 00 0 0 8 0 0

運

搬

・

清

掃

等

従

事

者

左

記

以

外

17 0 17 0 0 17 0 0
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ス
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従

事

者

保

安

職
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従

事

者

農

林

漁

業

従

事

者

生

産

工

程

従

事

者

輸

送

・

機

械

運

転

従

事

者

建

設

・

採

掘

従

事

者

保

健

師

・

助

産

師

・

看

護

師

医

療

技

術

者

そ

の

他

の

保

健

医

療

従

事

者

美

術

・

写

真

・

デ

ザ

イ

ナ

等

そ

の

他

事

務

従

事

者

⑫ ⑬ ⑭

製

造

技

術

者

／

開

発

製

造

技

術

者

／

開

発

除

く

建

築

・

土

木

・

測

量

技

術

者

情

報

処

理

・

通

信

技

術

者

そ

の

他

の

技

術

者

教

員

等

医

師

・

歯

科

医

師

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

0

c e f g h i j k

0 0 0 0 0 00 0 0 4 1 6

0 0

32 16 9 3 9 3 0 0

10 0 3 0 0 00 0 0 0 0 6

0 0 0 1

32 13 8 6 8 0
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● 在学中の学業の成果に関する卒業・修了生及び進路先・就職先等の関係者への意見聴取

等の結果とその分析結果 

 在学生に対する満足度調査では、大学院の教育全般、研究水準に対して、満足度は高く、

特に、博士後期の学生が高かった（資料 33）。 

大学院の教育カテゴリ別の満足度調査では、修士、博士とも研究指導、学位論文指導の

満足度が高く、修士では現場体験や現場実習、博士では最先端知識の教授がやや低い結果

であった（資料 34）。 

また、研究科独自の「卒業時満足度調査」の結果をみると、総合的満足度として、学科

に対する満足度（修士 3.3、博士 3.5）、講座・研究室に対する満足度（修士 3.4、博士 3.6）

（平成 22～26 年度平均）となっており、４点満点で、３点以上の評価が多く、学部平均よ

りも修士、博士と学年進行とともに高まり、理系の小規模な研究室単位への満足度が高い

ことが読み取れる（資料 35）。 

 平成 24 年３月の修了生の就職先に対して、修了後約１年となる２月にアンケートを実施

した。「評価できない」という回答を除き「ある程度身についている」と「十分に身につい

ている」と回答した割合を満足群とすると、75%を超えた項目が 28 項目中 16 項目と過半数

を超えており、まずまずの評価を得ていると考えられる（資料 36）。 

 

資料 33 大学全般カテゴリの満足度（生物資源学研究科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1:非常に不満、2:不満、3:やや不満、4:やや満足、5:満足、6:非常に満足 

（出典 高等教育創造開発センター 平成 26 年度満足度調査） 
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資料 34 大学院の教育カテゴリの満足度平均値（生物資源学研究科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
       1:非常に不満、2:不満、3:やや不満、4:やや満足、5:満足、6:非常に満足 

（出典 高等教育創造開発センター 平成 26 年度満足度調査） 

 

 

資料 35 卒業時満足度調査の結果（修士課程、博士課程平均、H22～H26） 

  

 

（出典 生物資源学研究科 調査資料 4 点満点） 
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資料 36 生物資源学研究科修了生に対する事業所の評価 (n=28) 

項目 平均値 
満足群 

(%) 

1 広い視野で多面的に考える力 2.80 68.0 

2 論理や証拠を重視し、それらに基づいて考える力 3.08 87.5 

3 問題のポイントを素早くつかんだり、まとめる力 2.89 77.8 

4 鵜呑みにせず、いったん本当に正しいのかどうかを疑ってみる力 2.70 59.3 

5 想像が豊かで、新しいアイディアや発想を生み出す力 2.71 70.8 

6 事実や他者に対する誠実さ 3.46 92.9 

7 人によっていろんな意見を持っているという多様性を理解する力 3.15 88.9 

8 他者に対する柔軟性や他者との調整力 2.79 60.7 

9 日常的なコミュニケーションをする力 3.04 77.8 

10 外国語でコミュニケーションをする力 2.43 57.1 

11 プレゼンテーションをする力 2.60 60.0 

12 ディスカッションをする力 2.52 52.2 

13 人と協同して仕事をする力 3.11 77.8 

14 文章作成や文章表現の力 2.96 73.1 

15 情報を収集して適切に処理する力 2.85 76.9 

16 情報機器を活用する力 3.23 88.5 

17 社会、または技術の変化に対応する力 2.70 65.2 

18 人間や社会についての理解・知識 2.88 70.8 

19 自然科学に関する基礎知識 3.17 87.0 

20 一般常識 3.19 96.3 

21 基礎学力 3.52 96.0 

22 専門知識や技術 3.30 82.6 

23 失敗してもなお再び挑戦しようとする力 3.00 81.5 

24 どんな仕事にもねばり強く取り組む力 3.04 85.7 

25 ストレスを感じてもそれに耐える力 2.88 76.9 

26 意欲的に物事に取り組む力 3.07 85.7 

27 自立的に自らが決断する力 2.67 55.6 

28 実際に仕事をやり遂げる実行力 2.89 71.4 

※アンケートの内容は、「感じる力」、「考える力」、「コミュニケーション力」、それらを総合した「生きる力」とい

う三重大学の「4つの力」に基づいた 28 質問項目からなり、「身についていない」1点、「あまり身についていない」

2 点、「ある程度身についている」3 点、「十分身についている」4点、「評価できない」の 5段階で回答を求めた（4

点満点）。 （出典 高等教育創造開発センター資料） 

 

（水準）期待される水準にある 

（判断理由）就職や進学に関する進路の状況は毎年調査されており、就職率は高い水準を

維持している。就職先については、非常に高い割合の学生が教育目的に合致した、研究者

を含むより専門性を必要とする職業についている。また、修了生や各職域へのアンケート

も実施されており、それらに対応して、教育内容の変更や組織の変更が実施されている。 

 これらのことから、進路・就職の状況は想定される関係者の期待に応えており、期待さ

れる水準にあると判断した。 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 
 

（１）分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

連携大学院（第１期：２機関→第２期：３機関）を有しており世界的な研究水準を持つ

試験研究機関の技術及び施設を利用した相互協力による大学院の教育研究体制を維持して

いる。これら教育研究体制のもと、他講座または他専攻の授業を選択必修とするなど、幅

広い視野と応用展開力を養成するカリキュラムを編成している。 

その結果、非常に高い割合の学生が、研究者を含むより専門性を必要とする職業につい

ているなど、高度な研究能力と豊かな学識を持つ研究者・専門的技術者の育成に寄与でき

る高い水準を維持している（前記資料 32）。 

 

（２）分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

DD プログラムの入学生は優秀な成績で複数学位を取得したのち､指定校推薦を利用して

博士後期課程に多数進学している。また、「卒業時満足度調査」等の結果では、博士前期課

程、博士後期課程ともに学生は満足度の高い状態で修了しており、高い水準を維持してい

る（前記資料 33～35）。 
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Ⅰ 地域イノベーション学研究科の教育目的と特徴 

 

１．三重大学の基本的な目標と教育に関する目標 

  

国立大学法人三重大学中期目標（抜粋） 

（前文）大学の基本的な目標 

三重大学建学以来の伝統と実績に基づき、本学が基本的な目標として掲げる「三重の力を

世界へ：地域に根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育・研究成果を生み出す ～人と自然の

調和・共生の中で～」の達成を一層確固たるものにするため、以下のことを特色、個性とし

て掲げ、その実践に努める。 

本学は地域社会、国際社会の繁栄と豊かさを実現するため、「幅広い教養の基盤に立った高

度な専門知識や技術を有し、社会に積極的に貢献できる人財」を育成することを教育研究の

目標とする。 

＜中略＞ 

Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する目標 

１ 教育に関する目標 

○［教育全体の目標］ 

幅広い教養の基盤に立った高度な専門知識や技術を有し、地域のイノベーションを推

進できる人財を育成するために､「４つの力」､すなわち｢感じる力」､「考える力」､｢コ

ミュニケーション力」､それらを総合した「生きる力」を養成する。 

 

２.地域イノベーション学研究科の教育に関する目標 

 地域イノベーション学研究科の教育目的は、大学全体の教育目標を踏まえた上で、以下

のように設定した。 

 

（研究科の目的） 

研究科は，地方産業界が求める即戦力型人材であるプロジェクト・マネジメントができる

研究開発系人材の育成に特化した教育・研究を展開することにより，高度な専門知識及び応

用能力を持ち，創造性豊かな研究開発活動を進める高度専門職業人及び研究者を養成し，地

域社会の将来を担う中核人材を育成するとともに，地方立脚型の企業が抱えている成長障害

要因の克服に必要な学際的研究を実施し，その成果を社会に還元することを目的とする。 

（博士前期課程の目的） 

博士前期課程地域イノベーション学専攻は，専門分野における研究開発担当者として，研

究課題を取り巻く総合的な状況を考察し，解決策を構築していく製品化のための研究開発プ

ロジェクトのマネジメントができる研究開発系人材を養成することを目的とする。 

（博士後期課程の目的） 

博士後期課程地域イノベーション学専攻は，自立した研究者として，研究開発成果を基に

した新規事業プランの立案からその事業化までの企画・執行・調整に関する総合的なマネジ

メントを行う事業化プロジェクトのマネジメントができる研究開発系人材を養成することを

目的とする。 

（ 出典： 三重大学大学院地域イノベーション学研究科規程） 

 

３.地域イノベーション学研究科の特徴 

本研究科は、博士前期課程は先端融合工学と総合バイオサイエンスの２つのユニットで

構成している。学生はいずれかのユニットに所属するが、２つのユニットは融合しながら

学際的教育を行っている。博士後期課程では、地域新創造ユニットとして、地域と連携し

ながら専門性を深める研究を行っている。 

（1）Ｒ＆Ｄ教員とＰＭ教員によるサンドイッチ教育 

本研究科の第一の特徴は、１人の学生に対して、基礎的な研究の専門教育を担当

する教員（R&D 教員）と研究開発プロジェクト・マネジメントに関する専門教育を担
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当する教員（PM 教員）を配置し、実践的研究開発マネジメント能力を備えた人材の

育成を行っている点である。この体制の下、R&D 教員と PM 教員が同時に指導を行う

教育方法（サンドイッチ方式教育）により、学生は両方の能力をバランス良く身に

つけられるよう工夫している。 

（2）ＯＰＴ(On the Project)型教育 

第二の特徴は、地域の企業や研究機関との共同研究プロジェクトを実施しながら

教育する OPT(On the Project Training）型教育である。学生は、様々な研究プロジ

ェクトの遂行を通して地域社会に存在する問題を発見し、その問題の要因を分析し、

その解決方法を総合的・実践的に研究開発ができるよう教育を受けられるようにな

っている。 

（3)文理融合型の教育 

博士後期課程では、「工学系の先端テクノロジー」、「バイオサイエンスが関わる 

幅広い分野」に加えて「人文・社会科学系の人間と社会の理解」を融合した文理融

合型の学際的分野の教育を行えるように工夫している。 

以上 3 つの教育方法の特徴を活かして、本研究科は、三重地域圏の研究開発系企業や自

治体等が必要とする「プロジェクト・マネジメントができる研究開発系人材」の育成を目

指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［想定する関係者とその期待］ 

在籍する大学院生と修了生を中心とし、三重地域圏を中心とする近県の住民、また修了

後、彼らを受け入れる三重地域圏の研究開発系企業や自治体を想定している。学生は、「プ

ロジェクト・マネジメントができる研究開発系人材」として活躍する力を身につけること

を期待し、地元住民、地域の研究開発系企業からはそれぞれの環境で活躍することに留ま

らず、国際的にも通用する人材を育成することが期待されている。 

地域イノベーション学研究科の特徴 

共同研究での
教育協力

Ｒ＆Ｄ教員

基礎研究に関
する専門教育
を担当する

ＰＭ教員

研究開発プロ
ジェクト・マネ
ジメントに関
する専門教育
を担当する

三重地域圏
の企業

教育研究ユニット

兼担・兼任教員

① 企業での研究開発プロジェ
クト・マネジメントの実務経
験を有する本学教員

② 客員教授として招聘する企
業経営者

兼担教員

学際研究領域での専門性を
有する本学教員

研究マネジメントの指導

基礎研究の指導

研究開発プロジェクト・
マネジメントの養成に
関する専門講義

基礎研究能力の養成
に関する専門講義

地域イノベーション学研究科

三重県など
地方自治体

支
援

特別研究 学生

OPT型教育
企業との共同研究を題材と

した実践教育

サンドイッチ方式教育
ＰＭ教員とＲ＆Ｄ教員が協

力して指導する

 

 

※Ｒ＆Ｄ教員＝リーサーチ＆ディベロップメント教員 

※ＰＭ教員＝プロジェクト・マネジメント教員 
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Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 
 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 1-1 教育実施体制 

 (観点に係る状況) 

● 教員組織編成や教育体制の工夫とその効果 

教員組織は、先端融合工学ユニットおよびバイオサイエンスユニットの２つのユニットで構成してい

る。それぞれのユニットには、専門的な研究開発を担当する教員（Ｒ＆Ｄ教員）４名と研究プロジェク

ト・マネジメントを担当する教員（ＰＭ教員）１名を配置しており、ユニット間での連携・融合を図り

ながら研究科全体で学生教育を行っている（資料1-1-1）。 

また博士後期課程は、「工学系の先端テクノロジー」、「バイオサイエンスが関わる幅広い分野」に

加えて「人文・社会科学系の人間と社会の理解」を融合した文理融合型の学際的分野の教育を実施する

「地域新創造ユニット」とし、文系の教員も配置している。（資料1-1-2） 

さらに客員教授として三重地域圏の企業経営者に授業を担当していただき、地域産業界との連携によ

って地方立脚型企業が抱える成長障害要因を克服するための問題発見能力と問題解決能力を育成する

工夫を実施している。インターンシップ研修を必修としており、３から４週間地域圏企業で過ごし、地

域社会の現場の問題発見・問題解決能力を育成する工夫を行っている。 

その結果、プロジェクト・マネジメントを意識して研究開発し、異分野の専門家や企業経営者の方に

研究内容を説明できる学生を育成する教育体制になってきたと分析できる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-1-2 地域イノベーション学研究科 文理融合型「地域新創造ユニット」の設置 

 
（出典：地域イノベーション学研究科資料） 

 

資料 1-1-1 地域イノベーション学研究科の教員配置 状況 

年度 ユニット名 
Ｒ＆Ｄ

教授 

Ｒ＆Ｄ

准教授 

Ｒ＆Ｄ 

助教 

ＰＭ教

授 

ＰＭ准

教授 

ＰＭ助

教 
合計 

平成 先端融合工学 3 1 － 1 － － 
10 

22-23 総合バイオサイエンス 2 2 － 1 － － 

平成 先端融合工学 4 0 － 1 － － 
10 

24-26 総合バイオサイエンス 2 2 － 1 － － 

平成 27 

工学イノベーション 2 0 － 1 0 2 

16 バイオイノベーション 2 3 1 1 1 0 

地域新創造 3(4) (3) (1) (2) (1) (2) 

（出典：研究科運営戦略会議資料より抽出） 
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● 多様な教員の確保の状況とその効果 

 本研究科のR&D教員は、人文学部、教育学部、工学部、生物資源学部、生命科学支援センターの教員

を兼務しており、専門分野は多種多様である。教員数は少ないが、幅広い分野をカバーし、同時に他の

学部や研究科等と連携しながら教育研究を実施している（資料1-1-3）。またPM教員（２名）は共に企

業出身者であり、工学，食品系企業での経験を活かし、幅広い考え方を学生に教育している。 

その効果は、多様な学部から入学してくる学生はそれぞれの分野で高度な研究開発能力とプロジェク

ト・マネジメント能力を身に着け、幅広いものの考え方ができるようになっており、幅広い就職先とな

って表れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 入学者選抜方法の工夫とその効果 

 本研究科では研究科の目的に沿った人材養成を実現するために入学者の受入方針を定めている(資料

1-1-4)。入学者の受入方針にも明記しているとおり、多面的な視野に立った文理融合型の大学院を目指

しており、多様な分野の学部卒業生も入学できるように、筆記試験は英語のみとし、それまで学修して

きた専門知識に関しては書類審査と口述試験で評価し、入学動機などを面接で評価している。 

この工夫により、多様な学部の卒業生や国内外の大学からの受験生も毎年、入学してきており、異分

野を融合した環境下で学修する成果となって表れている（資料1-1-5)。その結果、研究科発足以来、博

士前期課程・後期課程共に入学定員をほぼ充足している(資料1-1-6)。 

 

資料1-1-4 入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

 

 地域イノベーション学研究科は、地域のニーズから発生している問題点を発見し、問題解決するため

の新しい概念と方法を創造し、それらを国内のみならず海外にも展開できる地域イノベーション学に関

わる高度な思考方法と実現方法を教育します。そして、多面的な視野で研究・開発が推進できる能力と

プロジェクト･マネジメントに携わる高度な能力を兼ね備えた人材を養成します。そのため、以下のよ

うな人を求めています。 

(１)地域の問題について自ら感じ（感じる力）、問題解決方法を考え（考える力）、社会を発展させる

（生きる力）意欲のある人。 

(２)幅広い知識と、語学能力を持ち、さらに国際的に通用する基礎的研究能力およびコミュニケーショ

ン力を修養する意欲のある人。 

(３)多面的な視野に立った研究シーズの発掘とプロジェクト･マネジメントに興味があり、新規事業を

起業し、地域社会の発展と国際社会の協調に関心がある人 

 

 

 

資料 1-1-3 地域イノベーション学研究科の R&D 教員の兼務学部等 

年度 

三重大学（R＆D教員） 

合計 
人文 教育 医 工 生物資源 

社会連携研究センター 

生命科学支援センター 

平成 

22-23 
0 2 0 2 2 2 8 

平成 

24-26 
1 1 0 2 2 2 8 

平成 27 1 2 0 2 2 6 13 

（出典：研究科運営戦略会議資料より抽出） 
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資料 1-1-5 地域イノベーション学研究科の入学生の卒業学部 

平成

年度 

前期課程と後

期課程の区別 

三重大学 他大学 

留学生 合計 
人文 教育 医 工 

生物

資源 
文系 理系 

平成

22 

博士前期    9 3    11 

博士後期      2 4  6 

平成

23 

博士前期    4 8    12 

博士後期     1 2 3  6 

平成

24 

博士前期  1  7 3    11 

博士後期      1 3 2 6 

平成 

25 

博士前期    4 4 1 3  12 

博士後期     2 2 2  6 

平成

26 

博士前期    1 2  2 3 8 

博士後期  1    2 2 1 6 

平成

27 

博士前期    3 2 1 1 3 10 

博士後期 1 1    3   5 

（出典：研究科運営戦略会議資料より抽出） 
 

資料 1-1-6 入学志願者・入学者数等状況 

博士前期課程       

入学年度 選 抜 別 定 員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

平成２２年度 

一般選抜 

10 19 17 15 12 

平成２３年度 10 14 14 12 12 

平成２４年度 10 15 14 12 11 

平成２５年度 10 16 15 12 12 

平成２６年度 10 10 10 9 8 

平成２７年度 10 12 12 11 10 

平均 10 14.3 13.7 11.8 10.8 

 
博士後期課程 

      

入学年度 選 抜 別 定 員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 

平成２２年度 

一般選抜 

5 

1 1 1 

6 社会人特別選抜 5 5 5 

外国人特別選抜 0 0 0 

平成２３年度 

一般選抜 

5 

1 1 1 

5 社会人特別選抜 4 4 4 

外国人特別選抜 0 0 0 

平成２４年度 

一般選抜 

5 

1 1 1 

6 社会人特別選抜 3 3 3 

外国人特別選抜 2 2 2 

平成２５年度 

一般選抜 

5 

2 2 2 

6 社会人特別選抜 4 4 4 

外国人特別選抜 0 0 0 

平成２６年度 

一般選抜 

5 

1 1 1 

6 社会人特別選抜 4 4 4 

外国人特別選抜 1 1 1 

 
平成２７年度 

 

一般選抜  
5 

0 0 0 

5 社会人特別選抜 5 5 5 

外国人特別選抜 0 0 0 

平均 5 5.7 1.9 19 5.7 

（出典：研究科内資料より抽出） 
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●教員の教育力向上や職員の専門性向上のための体制の整備とその効果 

全学で実施しているFD研修会に積極的に参加するように呼びかけ、参加させると共に、以下に示す教

員の教育力向上と職員の専門性を向上させるFD研修会を実施している（資料1-1-7）。このFD研修会は、

当研究科独自の取り組みであり、e-ラーニングシステム「ムードル」の使用方法や問題発見解決学習法

（Problem/Project based Learning；PBL)の講演やグループ討論を実施し、教員と職員のコンピュータ・

システムへの理解度の向上、コミュニケーション能力などを向上させている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●研究内容講演会による発表・討論による教員・学生の研鑽活動 

全教員と博士後期課程の２年生が、平成21年度から毎月行っている「研究内容講演会」(資料1-1-8、

資料1-1-9)では各自毎年1回、約１時間講演する。「研究内容講演会」は平成21年度以来、継続実施し

ており、研究内容を異分野の先生にも理解できるようわかりやすく説明し、異なる視点から研究内容に

対して相互に意見交換し、参加者全員で異分野の考え方や問題点を理解し、イノベーションの種を発見

する場を提供している。 

その効果として、発表者は専門が異なる学生や教員に対しても自分の研究内容を説明できるようにな

り、参加者は異分野の研究の考え方を理解できるようになってきており、相互理解が相当進んできたこ

とに表れている。そのため、自分の考え方が他の分野でも通用することに気づいた教員もおり、従来、

行われていなかった境界領域や学際領域の新しい研究分野への研究にも着手しようとの効果も表れて

いる。 

 

資料 1-1-7 地域イノベーション学研究科内での FD 研修会 

平成

年度 
FD 研修会の題目 

参加教員数 

（人） 

参加職員数 

（人） 

合計 

（人） 

23 
e ラーニングシステム（ムードル）の入

門者向け講習会 
7 4 11 

24 
参加者の「やる気」を向上させる問題発

見解決型学習 PBL 
7 4 11 

25 
新しい Moodle２を使用して、教育活動と

事務処理の効率を上げよう！ 
6 4 10 

26 
Moodle2 を利用した e-Learning の活用 

Moodle２における遠隔授業技術 
8 4 12 

27 
Moodle で動画～新システムでの動画取

り扱いについて～ 
8 4 12 

（出典：研究科教授会資料より抽出） 
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資料 1-1-8 研究内容講演会 （平成 22 年度の抜粋） 

 

（出典：研究科教務委員会資料より抽出） 

博士後期課程の発表者を示す 

No. 氏    名 職 名 等 ユニット名 日  程 外部審査委員 

1 小林 一成 
副研究科長,本研究科・

教授 

総合バイオサ

イエンス 

５月１４日（金）  

 

 

2 

奥村 晴彦 本研究科・教授     先端融合工学 ６月 ４日（金） 
 

坂内 正明 本研究科・教授 先端融合工学 
 

 

3 

竹林 憲明 博士後期課程２年生 先端融合工学 ７月 ９日（金） 
百五経済研究

所代表取締役 

東山 雅一 博士後期課程２年生 先端融合工学 
 

雲井 純 

4 

市原 佐保子 本研究科・准教授    
総合バイオサ

イエンス 
８月 ６日（金） 

 

矢野 竹男 本研究科・教授 
総合バイオサ

イエンス  

 

5 

疋田 眞也 博士後期課程２年生 先端融合工学 ９月１０日（金） 
百五経済研究

所代表取締役 

石川 雅人 博士後期課程２年生 
総合バイオサ

イエンス  

雲井 純 

6 

苅田 修一 本研究科・教授 先端融合工学 １０月８日（金） 
 

西村 訓弘 医学系研究科・教授   
 

 

7 

北村 裕司 博士後期課程２年生 
総合バイオサ

イエンス 
１１月１２日（金） 

中外医薬生産

株式会社 

浜田 吉司 博士後期課程２年生 
総合バイオサ

イエンス  

 田山 雅俊 

8 

三島   隆 本研究科・准教授 
総合バイオサ

イエンス 
１２月３日（金） 

 

萩原 克幸 本研究科・准教授    先端融合工学 
 

 

9 

久保 雅敬 本研究科・教授 先端融合工学 １月 ７日（金） 
 

奥村 克純 生物資源学研究科・教授   
 

 

鶴岡 信治 
研究科長        

本研究科・教授 

総合バイオサ

イエンス  
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資料 1-1-9 研究内容講演会 （平成 27 年度の抜粋） 

No. 氏    名 職 名 等 日  程 外部審査委員 

1 

小林 一成 

研究科長 

本研究科・教授 

(生命科学支援ｾﾝﾀ-)  ５月１５日（金）   

鶴岡 信治 三重大学・理事 

2 

鳥飼 直也 
本研究科・教授 

（工学部） 
 ６月 ５日（金）   

加賀谷 安章  
本研究科・准教授 

（生命科学研究支援センター） 

3 

三宅 秀人 
本研究科・教授 

（工学部） 
 ７月 ３日（金）   

藤田 達生 
本研究科・教授 

（教育学部） 

4 

岡石 義和 博士後期課程２年生 

 ８月 ７日（金） 雲井 純・客員教授 

谷口 耕輔 博士後期課程２年生 

5 

杉田 正明  
本研究科・教授 

（教育学部） 
 ９月 ４日（金）   

朴 恵淑 
本研究科・教授 

（人文学部） 

6 

青木  恭彦 
本研究科・教授 

（生物資源学部） 
１１月 ６日（金）   

狩野 幹人 
本研究科・准教授 

（社会連携研究センター） 

7 

坂内 正明 本研究科・教授 

１２月 ４日（金）   

矢野 竹男 本研究科・教授 

8 

渡邉 龍児 博士後期課程２年生 

 １月２２日（金） 雲井 純・客員教授 

柏木 展子 博士後期課程２年生 

（出典：研究科教務委員会資料より抽出） 

博士後期課程の発表者を示す 
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●教育プログラムの質保証・質向上のための工夫とその効果 

 受講生が 10 名以上の全授業に関しては、学生による授業アンケートを実施しており、また修了時に

は、本研究科の教育内容に関するアンケート調査も毎年実施している(資料 1-1-10)。この結果、５年

間の平均がどの授業科目も 3.9 以上あり、学生はほぼ満足していることがわかる。 

 

 

資料 1-1-10 授業改善のためのアンケート結果 （平成 22-26 年度） 

 

アンケ

ート項 

目 等 

総 合 的 に 判 断 し て こ の 授 業 に 満 足 で き た か ？ 

1.あてはまらない 2.あまりあてはまらない 3.どちらともいえない 4.ややあてはまる 5.あてはまる 

（５段階，中間点は３点） 

開講 

時期 
授 業 科 目 名 科目 

平成

22 

平成

23 

平成

24 

平成

25 

平成

26 
平均 

前期 基礎科学特論 必修 4.00 4.31 3.90 3.70 3.8 3.94 

前期 先端産業学特論 〃 3.56 4.27 4.13 3.70 4.5 4.03 

前期 産業人基礎特論 〃 4.22 4.67 4.22 3.90 4.25 4.25 

前期 地域イノベーション学特論 〃 4.11 4.50 4.22 3.80 4 4.13 

前期 
バイオサイエンス 

マネジメント演習 
〃 4.44 4.56 4.11 3.90 3.75 4.15 

前期 先端融合工学マネジメント演習 〃 4.11 4.50 4.22 3.80 4 4.13 

年度ごとの全科目の平均値 4.07 4.47 4.13 3.80 4.05 4.10 

※アンケートは，博士前期課程の共通科目について実施した。 

（出典：研究科教務委員会資料より抽出） 

 

 

学生が学修した研究能力の質保証に関しては、指導教員を除いた調査委員会(資料 1-1-11、資料

1-1-12)を構成し、論文審査だけではなく、発表会形式による口頭試問を実施しており、異分野の教員

からの多様な評価基準に対して、それぞれの基準を上回る質となるように学生を指導するシステムを構

築している。他の研究科の教員や企業経営者が参加する公開討論会を開催して、外部評価も行いながら、

最終の評価は研究科教授会で審議し決定している。その効果として、学生は専門の研究分野の考え方だ

けでなく、他の研究分野の考え方やプロジェクト・マネジメントの考え方など多様な視点から研究を実

施するようになってきており、多様な価値観を理解した研究論文が作成できるようになってきたことが

挙げられる。 
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資料 1-1-11 指導教員を含めない博士前期課程の調査委員会 （平成 22 年度の抜粋） 

学籍番号 修士論文題目 

調 査 委 員 会 指導教員 

調査委員 
専門 

委員 

R&D

教員 

PM 

教員 

609M001 
二次元薄膜を利用したランダムレーザー

発光の高強度化 
鶴岡 奥村 矢野 三島 久保 坂内 

609M002 
サゴヤシ由来糖質資源の物理化学特性の

分析測定 
小林 苅田 坂内 市原 三島 矢野 

609M003 
ファミリー3糖質融合モジュールの結合

特性 
奥村 奥村 坂内 萩原 小林 矢野 

609M004 
マイクロバブルの工業利用を目指した気

泡のダイナミックス 
小林 奥村 矢野 三島 久保 坂内 

609M006 セルラーゼ触媒部位の基質親和力の研究 久保 西村 坂内 市原 小林 矢野 

609M007 
水の防災機能に着目した農地活用(営

農・宅地化)施策の提言 
小林 久保 矢野 萩原 苅田 坂内 

609M008 
Web システムを用いた商用印刷における

校正業務フローの改善 
鶴岡 久保 西村 萩原 奥村 坂内 

609M009 

マイクロアレイ及びプロテオミクス解析

によるメタボリック症候群の標的分子マ

ーカーの同定 

小林 苅田 坂内 三島 市原 矢野 

609M010 
イネの種子成熟過程における OsLTP2 遺

伝子の動的発現制御 
苅田 奥村 坂内 市原 小林 矢野 

609M011 
カラー画像認識を利用した梅の実の自動

良否判定システムに関する研究 
鶴岡 西村 矢野 三島 久保 坂内 

609M012 

講義受講者の理解度をリアルタイムに把

握する教育支援システム ―多人数講義

における短答式記述テストの支援― 

奥村 久保 奥村 萩原 苅田 坂内 

609M013 

蓄電容量の向上を目指したアルミ電解コ

ンデンサー材料の高機能化 ―新規長鎖

二塩基酸の開発― 

鶴岡 苅田 矢野 市原 久保 坂内 

（出典：研究科教務委員会資料より抽出） 
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資料 1-1-12 平成 28 年 3 月修了予定者 学位論文審査における調査委員会 

学籍番号 論文題目 

調査委員会 
R&D 

教員 

PM 

教員 調査委員 
専門

委員 

613M010 
ゲノムデータの一塩基多型の検出におけ

る誤判定の頻度とその原因の分析 
青木 三宅 坂内 三島 小林 矢野 

614M001 
トンネル切羽画像に対する色特徴を利用

した岩領域と粘度領域の識別方法 
矢野 鳥飼 小林 市原 三宅 坂内 

614M002 
サイトカイニンによるイネのいもち病感

受性誘導 
鳥飼 青木 坂内 

加賀

谷 
小林 矢野 

614M004 
糖質加水分解酵素ファミリー５ 触媒モ

ジュールの基質結合特性に関する研究 
坂内 三宅 青木 狩野 小林 矢野 

614M005 

工程内不良対策に於ける新たなるアプロ

ーチとしての熱収縮ポリエチレンシート

の構造解析に関する研究 

三宅 小林 矢野 三島 鳥飼 坂内 

614M006 

The possible function of SlArf/Xyl1in 

Tomato infected by Botrytis.cinerea as 

a disease susceptive gene             

坂内 青木 奥村 
加賀

谷 
小林 矢野 

614M008 

プログラミング能力向上を目的としたソ

フトウェアテストの自己学習システムに

関する研究 

小林 矢野 鳥飼 市原 三宅 坂内 

（出典：研究科教務委員会資料より抽出） 

 

 

 

 

（水準） 

期待される水準を上回る。 

（判断理由） 

本研究科の教育の目的を達成するための適切な教員配置が行われており、研究科の特徴であるサンド

イッチ方式教育が適切に展開されている。また、FD 活動は、FD 研修会と研究内容講演会を活用した、

教員の「教えるスキル」を磨く仕組みによって期待を上回る効果を得ている。これら学生の授業に対す

る満足度の結果や入学志願者の状況が良好であることを総合的に考慮し、本研究科の教育の実施体制は

期待される水準を上回ると判断した。 
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観点１-２ 教育内容・方法  

 (観点に係る状況) 

● 体系的な教育課程の編成状況 

 本研究科では研究科の目的に沿った人材を養成するため、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

及び教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）を定めている(資料 1-2-1、資料 1-2-2)。

本研究科には学部からの進学者、留学生、企業からの社会人入学者など、異なるバックグランドを持つ

多様な学生が入学してくるので、これらの学生のニーズに応える目的で、博士前期課程と博士後期課程

から構成される区分制博士課程として設置されている。博士前期課程と博士後期課程における科目編成

の基本的考え方は以下のとおりである。 

１）博士前期課程 

「研究開発」と「プロジェクト・マネジメント」に関する教育を並行しつつ段階を踏んで実施す

るため、科目編成についても、①本専攻のすべての学生を対象に学生基礎能力の養成を目的とする

「共通科目」（特論、演習）、②各教育研究ユニットにおける専門能力の養成を目的とする「専門科

目」｛インターンシップ研修、所属ユニット専門科目（特論、専門英語）、他ユニット専門科目｝、

③高度な研究開発能力とプロジェクト・マネジメント能力の養成を目的とする「特別研究」に分類

し、学生の習熟度に合わせた教育を行っている（資料 1-2-3）。博士前期課程の修了に必要とされ

る単位数は、共通科目 12 単位以上、専門科目としてインターンシップ研修の必修 4 単位と合わせ

て 16 単位以上、特別研究 10 単位であり、修了必要単位数は 38 単位以上としている（資料 1-2-4）。 

２）博士後期課程 

   高度な研究開発能力を土台として、幅広い分野についての専門知識と種々の専門知識を基に新た

な技術コンセプトを生み出していく研究開発のマネジメント能力を養成するための教育を実施し

ている。このため、①幅広い分野における専門知識の修得を目的とする「専門科目」（所属ユニッ

ト専門科目、他ユニット専門科目、ユニット共通必修科目）、②高度な基礎研究と研究開発のプロ

ジェクト・マネジメントを行う能力の養成を目的とする「特別研究」の２段階の教育を実施してい

る（資料 1-2-5）。博士後期課程の修了に必要とされる単位数は、専門科目 14 単位以上、特別研究

８単位、修了必要単位数は 22 単位以上としている（資料 1-2-6）。なお、開講される科目以外にも

学生の学習速度や知識基盤補足のために、他の研究科が開設する科目も受講可能としている。 

  

資料1-2-1 学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）   （平成26年まで） 

 

地域イノベーション学研究科では、地方立脚の企業が抱えている成長障害要因の克服に必要とされる学

際研究を実践すると共に、産業界との連携を通した人材教育を行うことで「プロジェクト・マネジメント

が出来る研究開発系人材」を地域社会に輩出することを目指している。なお「プロジェクト・マネジメン

トができる研究開発系人材」とは、 

(１）高度な研究開発に関する能力 

(２）研究開発のプロジェクト・マネジメントに関する能力 

(３）グローバル化に対応した国際感覚 

の全てを備えた「高度な専門的職業人」であり、最先端分野の技術に関する幅広い知識と社会の様々な情

報から「社会ニーズを読み取る」ことで新製品についての構想を生み出すと共に、アイデアを製品化する

ための研究開発を起案し、実行していくマネジメント能力を持つ人材である。 

博士前期課程では、「課題を深く考察し解決する研究者としての基礎能力」と「研究課題を取り巻く総

合的な状況を考察して最適な方法論を選択し解決策を構築していく研究開発担当者に必要なプロジェク

ト・マネジメントの基礎能力」を持つ人材を養成することを目指し、修了者には主に企業などで「研究開

発を担当する社員」として就職することを期待する。このため、博士前期課程の修了者として想定してい

る人材像は、企業の研究開発部門に所属し、自立した研究開発者として、製品開発プロジェクトの立案か

ら目標到達までの研究開発を遂行することができるような、「製品化のための研究開発プロジェクトのマ

ネジメントができる研究開発系人材」として活躍する人材である。 
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資料1-2-2 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）（平成26年まで） 

 

地域イノベーション学研究科は、ディプロマ・ポリシーに示した3つの能力を学生が身につけられるよう

に、それぞれの能力を育成するための授業科目を設置している。 

（１）高度な研究開発に関する能力 

地域イノベーションを起こすには、地域社会で問題となっている課題を発見し、その課題を解決する

ための解決方法を提案する必要がある。このためには、最先端の専門分野の科学と技術を理解し、多方

面からの分析と実証実験をし、異分野との連携を図らなければならない。このような能力を育成するた

めに、以下の授業科目を開講している。 

基礎科学特論、先端融合工学特論Ⅰ～Ⅷ、総合バイオサイエンス特論Ⅰ～Ⅶ、 

先端融合工学実践特論Ⅰ・Ⅱ、総合バイオサイエンス実践特論 

（２）研究開発のプロジェクト・マネジメントに関する能力 

地域イノベーションを起こすには、その地域の特性や時代の要請に応じたプロジェクト・マネジメン

ト能力を身につけていなければならない。このような能力を育成するために、以下の授業科目を開講し

ている。 

先端産業学特論、産業人基礎特論、地域イノベーション学特論、企業経営財務特論、技術者倫理特論、 

先端融合工学マネジメント演習、バイオサイエンスマネジメント演習 

（３）グローバル化に対応した国際感覚 

現在、社会はグローバル化しており、地域イノベーションを起こすには、世界の人々と情報交換しな

がら連携し、相互の違いを受け入れ、地域イノベーションを育成していかなければならない。このよう

な能力を育成するために、以下の授業科目を開講している。 

先端融合工学専門英語Ⅰ～Ⅴ、総合バイオサイエンス専門英語Ⅰ～Ⅳ、先端融合工学ビジネス英語、 

総合バイオサイエンスビジネス英語 

（４）総合的な科目 

（１）～（３）の能力を身につけるには、地域社会の現場を体験したり、種々の実験をしながら複雑

な思考をし、総合的に地域イノベーションを発展させていかなければならない。このような能力を育成

するために、以下の授業科目を開講している。 

インターンシップ研修、先端融合工学特別研究、総合バイオサイエンス特別研究 
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資料 1-2-3 博士前期課程における科目編成と履修方法 

 

 

(出典：研究科設置計画書より抜粋） 

資料 1-2-4 博士前期課程修了要件 

科目群 科 目 種 別 選択の別 単位数 備考 

共通科目 共通科目 必修 12 単位以上 選択科目 12 単位以上  

ア 所属ユニットの特論，インターンシップ研修Ⅱか 

   ら 8単位以上を選択，または所属ユニットの特論 

   から 6単位以上選択かつ他のユニットの特論から 

   2 単位以上を選択 

イ 所属ユニットの専門英語から 2 単位以上を選択  

ウ 所属ユニットの「国際コミュニケーション英語」， 

  「国際コミュニケーション英語Ⅱ」，「英語口頭発 

   表」，「英語論文作成」から 2単位以上を選択 

専門科目 

インターンシップ研修Ⅰ 必修 4 単位 

専門科目（特論） 選択 

12 単位以上 専門科目（専門英語） 選択 

インターンシップ研修Ⅱ 選択 

特別研究 特別研究１、Ⅱ 必修 10 単位 

修 了 必 要 単 位 計 38 単位以上 

※以上の単位を修得し，必要な論文指導を受け，修士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

（出典：研究科設置計画書より抜粋） 
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資料 1-2-5 博士後期課程における科目編成と履修方法 

（出典：研究科設置計画書より抜粋） 

資料 1-2-6 博士後期課程修了要件 

科 目 群 選択の別 単位数 

専門科目 必修 ６単位 

 選択 ８単位以上 

特別研究 必修 ８単位 

修了必要単位 計 ２２単位以上 

※以上の単位を修得し，必要な論文指導を受け，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。 

（出典：研究科設置計画書より抜粋） 
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●教育内容・方法を改善するための取組 

 本研究科が新設されて５年が経過したため、平成26年度から新設当初のカリキュラムが学生にとって

望ましい状況であるのか見直しを行うための作業部会（ＷＧ）を発足させ、修了生や在学生へのヒアリ

ング内容を基に、カリキュラムの改編等についての具体論を審議してきた。その結果として、平成27

年度から自らの考えを発表することやコミュニケーション能力の向上を重視したカリキュラムへの改

編やユニット名称の変更等を行っている（資料1-2-7）。 

 

資料1-2-7 カリキュラムの改編の経緯と実行内容 
年 度 博士前期 博士後期 

平成26年度 ＷＧ（ワーキンググループ）発足 

平成27年度 

（カリキュラム改編） 

・ユニット名称変更 

・自らの考えを発表する場を増やすカリキ

ュラム 

・コミュニケーション能力を向上させるカ

リキュラム 

・ユニット一本化 

・遠隔授業・e-ラーニングのスタート 

平成27年度～ 

（ユニット改編） 

・平成29年度から新ユニット設立 

「新社会イノベーションユニット」 
・数年後に向けた発展的拡充計画 

 

 平成26年度からカリキュラム改編に着手し、３つのワーキンググループを発足させ、平成27年度から改編した内

容で講義をスタートした。 

（1） カリキュラム改編（博士前期課程）とユニットの統合（博士後期課程）（第一ステップ）当研究科が設立

して5年経過したが修了生や学生にカリキュラムについてのヒアリングを実施し、平成26年にカリキュラ

ムの改編に着手した。改編内容は以下の通り。 

① 博士前期課程 

現行を踏襲するが、ユニット名称を理解し易く変更し、カリキュラムを一部変更した。 

旧（平成26年度まで） 新（平成27年度から） 

先端融合工学 工学イノベーション 

総合バイオサイエンス バイオイノベーション 

② 従来の教員と学生との対面座学主体の講義を学生がグループ討議し、自らの考えを発表する場合が多く

なるようにする。 

③ 国際・英語教育においては、コミュニケーション能力向上のため英語討論作成、口答発表や国際ワーク

ショップへの参加を増やすカリキュラムにした。 

④ 遠隔授業・eラーニング 

通学時間に制約がある博士後期の学生のために自宅や任意の場所でeラーニングで学習できる遠隔授業

方式を確立した。 

⑤ 博士後期課程のユニット一本化（地域新創造ユニットへの統合） 

地域圏大学であることを強く意識し、「地域イノベーション学」で解決を目指す課題を「地域発のイノ

ベーションによる三重地域圏の持続的発展」に設定している。この目的達成のため、文理融合型の学際

研究を通した教育を実施する「地域新創造ユニット」を設置した。従来の「工学系の先端テクノロジー」、

「バイオサイエンスが関わる幅広い分野」に加えて「人文・社会科学系の人間と社会の理解」等を融合

した学際的分野の教育・研究を通じて、地域社会の将来を担う高度専門職業人・研究者養成のために従

来の２つのユニットを一本化し、地域新創造ユニットに改編した。特に「食と健康」、「環境・次世代

エネルギー」や「地域企業・地域産業による価値の創造」の分野に重点を置き、研究成果を産業界に社

会還元するプロジェクト・マネジメントに関する教育を行うこととした。 

（2） ユニット改編（第二ステップ） 

       地域の生き残りをかけて、地域を守ることができる人材の輩出が急務である。 

         平成27年9月に、社会変革を起こせる若手人材と彼らを指導するトップ人材の育成を目的としてＦＤをスター

トした。今後の活動計画を以下に示す。 

① 博士前期課程に新ユニット設立準備 

「地域にゼロから1を創造できる社会企業家」の育成を目的として、平成29年度設立を目標として、改

組を進めていく。 

 －新ユニット名：「新社会イノベーションユニット」 

 －新設時期：平成29年度4月 

平成27年1月に新ユニットに対する地域からの要望を聞くために、地元（企業中心に約100社、県内の全

29市町と県）に対し、アンケート調査を実施した。 

② 博士後期課程の発展的拡充計画 

－教育・研究組織体制の拡充― 

平成 31 年を目途に、学長のリーダーシップの下、更なる教員の再配置を実施し、組織体制の計画を策定する。 

（出典：地域イノベーション学研究科内資料） 
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●社会のニーズに対応した教育課程の編成・実施上の工夫 

社会のニーズに対応した教育課程とするために、社会で指導者として活躍している企業経営者や地方

自治体の元責任者の方に、客員教授や非常勤講師、ゲストスピーカーになっていただき、学生への教育

に協力していただいている（資料1-2-8）。また学生には社会のニーズを企業現場での体験により、習

得するようにインターンシップ研修を必修科目としている（資料1-2-9）。また、博士後期課程には、

社会人を入学しやすくなるように、ｅラーニングシステムやインターネットなどを通じた教育研究指導

を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-2-8 客員教授の授業科目 （平成 26 年度） 

授業科目名 主な経歴、役職 大学での役職 

技術者倫理特論 前三重県知事、元松阪市長、元衆議院議員 客員教授 

産業人基礎特論 

地域イノベーション学特論 

企業経営財務特論 

金融系シンクタンク代表取締役 客員教授 

産業人基礎特論 

地域イノベーション学特論 

企業経営財務特論 

製薬会社代表取締役 客員教授 

                                 客員教授の授業科目   （平成 27 年度） 

授業科目名 主な経歴、役職 大学での役職 

技術者倫理特論 

前三重県知事、元松阪市長、元衆議院議員 

日本赤十字社・三重県支部長 

 三重県総合博物館・名誉館長 

客員教授 

地域イノベーション学特論 

企業経営財務特論 

プロジェクトマネジメント演習Ⅰ  

地域新創造マネジメント特論Ⅰ 

地域新創造マネジメント特論Ⅱ 

（それぞれ一部を担当） 

金融系シンクタンク・ 

（元）代表取締役社長、（現）特別顧問 
客員教授 

地域イノベーション学特論 

企業経営財務特論 

プロジェクトマネジメント演習Ⅰ  

地域新創造マネジメント特論Ⅰ 

地域新創造マネジメント特論Ⅱ 

（それぞれ一部を担当） 

製薬会社代表取締役 客員教授 

（出典：学生募集要項より抜粋） 
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資料 1-2-9 インターンシップ研修実施状況 （平成 22-24 年度） 

研修先企業名(所在地) 研修機関 参加人数 

株式会社三重銀総研(三重県四日市市) 22.8.23～22.9.17 1 

株式会社百五経済研究所(三重県津市丸之内) 22.8.23～22.9.3 1 

万協製薬株式会社(三重県多気郡多気町) 22.9.6～22.9.17 1 

株式会社光機械製作所(三重県津市) 22.8.23～22.9.10 2 

新日本工業株式会社（三重県桑名市） 22.8.23～22.9.17 2 

東芝産業機器製造株式会社（三重県朝日町） 22.8.17～22.9.10 1 

中外医薬生産株式会社（三重県伊賀市） 22.8.23～22.9.17 1 

辻製油株式会社(三重県松阪市) 22.8.24～22.9.18 1 

三重県県土整備部（三重県津市） 22.8.16～22.9.3 1 

三重トヨタ自動車株式会社（三重県津市） 22.8.24～22.9.17 1 

株式会社マスヤ（三重県伊勢市） 22.8.23～22.9.17 1 

 

   インターンシップ研修実施状況 （平成 27 度） 

研修先企業名(所在地) 研修期間 参加人数 

 辻製油株式会社(三重県松阪市) 27.8.18～27.9.7 2 

 井村屋株式会社（三重県津市） 27.8.17～27.8.21 1 

 株式会社光機械製作所(三重県津市) 27.8.17～27.9.4 1 

 株式会社百五経済研究所（三重県津市） 27.8.17～27.9.4 1 

東芝産業機器システム株式会社（三重県朝日町） 27.8.24～27.9.11 1 

 株式会社東海テクノ（三重県四日市市） 27.8.17～27.9.4 1 

 ヤマダイ食品株式会社（愛知県名古屋市） 27.8.17～27.9.11 1 

 株式会社マスヤ（三重県伊勢市） 27.8.24～27.9.11 1 

 富士電機株式会社（三重県鈴鹿市） 27.8.24～27.9.18 1 

 株式会社赤塚植物園（三重県津市） 27.8.22～27.9.29 1 

（出典：研究科運営戦略会議資料より抜粋） 
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●養成しようとする人材像に応じた効果的な教育方法の工夫 

 本研究科では、社会の問題を研究室で研究するために、共同研究や委託研究を多数行っており、在学

中に課題を解決する試みを実施しながら教育する方法（On the Project Training; OPT教育）を実施し

ている（資料1-2-10、資料1-2-11）。問題解決の方法を検討する際には、多面的な思考をしながら、地

域社会で役立つ成果を出すために、個人の学生に対して、研究開発に関する教育を担当する

R&D(Research and Development)教員とプロジェクト・マネジメントに関する教育を担当するPM（Project 

Management）教員が２つの異なる立場から学生を挟み込むような教育（サンドイッチ教育）を実施して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-2-11 ＯＰＴ型教育の実施例 （平成 22 年度） 

担当教員 担当学生 研究プロジェクト名称 共同研究等の相手方 区 分 

鶴岡信治 博士前期・

学生Ａ 

画像処理による梅の実の形状評価方法の研究

開発 

チョウヤ梅酒株式会

社 

共同研究 

小林一成 博士前期・

学生Ｂ 

いもち病菌感染初期の菌糸伸長を抑制するイ

ネ圃場抵抗性遺伝子の単離と機能解析 

独立行政法人農業生

物資源研究所 

受託研究 

苅田修一 博士前期・

学生Ｃ 

サトウキビバガスに対する糖質結合モジュー

ル（CBM）の機能解明及び評価 

味の素株式会社ライ

フサイエンス研究所 

共同研究 

鶴岡信治 博士後期・

学生Ａ 

統計的手法を利用した経営組織の分析手法の

開発 

有限会社ヒキタ経営

情報事務所 

共同研究 

〃 博士後期・

学生Ｂ 

地域イノベーションの数理モデルの構築と評

価方法の開発 

株式会社百五経済研

究所 

共同研究 

〃 博士後期・

学生Ｃ 

新型モールド変圧器の研究開発 東芝産業機器製造株

式会社 

共同研究 

苅田修一 

三島 隆 

博士後期・

学生Ｄ 

博士後期・

学生Ｅ 

スイートソルガムを利用した三重県型バイオ

エタノール・飼料同時生産システム構築に関

する基礎的研究 

株式会社マスヤ 共同研究 

※共同研究については，共同研究契約に至っていないものも含む。 

           （出典：研究科内資料より抽出） 

資料 1-2-10 サンドイッチ方式教育及びＯＰＴ型教育の概念図 

 

（出典：研究科パンフレットより抜粋） 
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指導法の工夫として、シラバスについては本学ではウェブシラバスを導入しており、本研究科も全学

の方針に沿って、授業の目的・概要、学生の到達目標、成績評価方法と基準、各回の学習内容、学習課

題（予習・復習）等の項目を提示している。学生は、学内ＬＡＮを通じて、いつでも自由にウェブシラ

バス（資料 1-2-12）にアクセスできる環境にあり、シラバス活用の利便性を配慮している。また、本

研究科では、ウェブサイトを活用した e ラーニングシステム「三重大学 Moodle(ムードル)」に授業科

目を登録することを推奨しており、現在、37 コース登録している。各授業では、教材配付、レポート

提出、ディスカッションなどの学習指導法の工夫を行っている。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

資料 1-2-12 ウェブシラバスの例（抜粋） 

シラバス基本情報 

開講年度・区分 2010 年度・地域イノベーション学研究科(博士前期課程) 

授業科目名称 基礎科学特論 

対象学生・科目区分 地域イノベーション学研究科(博士前期課程)・・・1 年次 

開講学期・単位数等 前期・2 単位 

他研究科等の受講 他研究科受講可能 

担当教員 

鶴岡信治(地域イノベーション学研究科),奥村晴彦(地域イノベーション学研究

科),久保雅敬(地域イノベーション学研究科),萩原克幸(地域イノベーション学研

究科),奥村克純(生物資源学研究科),小林一成(地域イノベーション学研究科),

三島隆(地域イノベーション学研究科),市原佐保子(地域イノベーション学研究

科) 

授業内容・授業計画 

授業種別 講義 

キーワード・テーマ 基礎科学、バイオサイエンス、融合工学、学際的研究 

授業の目的・概要 

学際的研究を行うために必要なバイオサイエンス、メディカルサイエンス、環境

科学、情報科学、材料科学、測量科学などの専門知識をオムニバス方式で教

育することで、幅広い領域の科学専門知識について理解させる。 

学生の到達目標 
学際研究を行う研究者に必要な幅広い領域に渡っての基礎科学知識を修得す

る。 

成績評価方法と基準 100 点をレポート 50%、期末試験 50%の割合で評価し、60 点以上を合格とする。 

オフィスアワー メールにより各授業担当教員に連絡を取り、面談する。 

授業改善への工夫 
「三重大学 Moodle」使用 Moodle を利用し、ネットでのコミュニケーションを有

効利用する。 

授業計画・学習の内容と課題 

学習内容 課題 

第１回 地域イノベーションを起こす基礎科学 

第２回 脳の認知モデルを実現した文字認識システム 

第３回 データ圧縮のアルゴリズムとソフトウェアの歴史 

第４回 有機/無機ハイブリッド化による新機能発現のメカニズム 

第５回 有機/無機ハイブリッドがもたらす材料イノベーション 

第６回 ニューラルコンピュータの世界について 

第７回 データマイニングが引き起こすイノベーション 

第８回 動物細胞の分化・分裂過程とその制御 

第９回 先端生命科学における研究手法とイノベーション 

第１０回 生物におけるエネルギーの流れ 

第１１回 食糧生産を支えてきたイノベーション：「緑の革命」 

第１２回 日本の諸地域で行ってきた地域生物資源の有効利用 

第１３回 生物・化学的に側面から見た地域生物資源の特性 

第１４回 生活習慣病の予防・診断・治療の研究開発 

第１５回 疾患感受性因子の同定とオーダーメイド医療の実現 

 

○幅広い研究分野の知識を修得するた

めに講義で学んだことを総括し、自分の

考えを加味してレポートとしてまとめ提出

する。 

（出典：ウェブシラバス抜粋） 
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学生のプロジェクト・マネジメント能力を育成する方法では、毎年、年度末までの進捗状況を「養成

する人材像に対するプロジェクト・マネジメント能力調査書」（資料 1-2-13）として提出することに

している。また三重大学は環境先進大学を目指しており、「現在行っている研究活動と環境問題に関す

る事項」について記入し、環境意識を向上させる工夫をしている。 

この調査書は、学生が書類を作成し、R&D 教員と PM 教員と意見交換しながら完成させる方法にして

おり、他の研究科にはないユニークな特色ある教育方法である。 

 

   資料 1-2-13 養成する人材像に対するプロジェクト・マネジメント能力調査書 
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●学生の主体的な学習を促すための取組 

 学生の主体的な学習を促すために、PBL 授業科目を博士前期課程で７科目（平成 27 年度は５科目）、

博士後期課程で 10 科目（平成 27 年度は２科目）を実施している（資料 1-2-14(1)、(2)）。また、PBL

教育科目の実施のために不可欠である事例調査を行うために、自主的に学習し、その後グループワーク

を自由に行えるよう、本研究科の大学院生が自由に利用できるパソコン（17 台）を院生居室に整備し

た。また授業に出席できない時にも授業内容が学習できるよう、高品質な授業映像の配信装置（HD ビ

デオ会議システム）を計２台（２つの教室に各１台）プラズマテレビと共に設置した（資料 1-2-15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 1-2-14(1)  PBL 教育を実施している科目（平成 22 年度～平成 26 年度） 

課程別 授  業  科  目  名 キーワード（テーマ） 

博士前期 

課程 

先端融合工学マネジメント演習 
学際研究マネジメント，先端技術の総合理解力 

バイオサイエンスマネジメント 

演習 

学際研究マネジメント，バイオ関連技術の総合理解力 

技術者倫理特論 
技術者倫理，工学倫理，知的財産，特許，著作権，PBL，

多面的理解，社会理解 

先端融合工学特論Ⅰ 
医用画像処理、空間フィルタ、パターン認識、フーリエ

変換、ニューラルネットワーク 

先端融合工学特論Ⅲ 
マーケティング、異業種間連携、産学連携、地域づくり、

企業の社会的責任 

先端融合工学特論Ⅳ 
情報通信技術（ＩＣＴ）、情報科学 

総合バイオサイエンス特論Ⅱ 
生物触媒、物質変換、発酵、バイオマス、物質生産、応

用生物化学 

博士後期 

課程 

先端情報科学特論 
情報工学、組み込みシステム、画像情報圧縮(MPEG)、

システム LSI、SOC 設計 

先端計算理工学特論 
サーバークライアントシステム、コンピュータネットワ

ーク 

先端材料科学特論 
有機/無機ハイブリッド、共役高分子、シリカ 

先端システム科学特論 
社会システム、地域づくり、コミュニティ、企業と社会 

先端応用生物化学特論 
生物触媒，物質変換，発酵，バイオマス，物質生産，バ

イオエネルギー 

先端知能機械工学特論 
福祉用機器，知能機械，ロボット，システム設計，人間

機械協調，人間工学的評価 

植物バイオサイエンス特論 
環境ストレス応答・植物免疫応答・植物分子生物学 

情報バイオサイエンス特論 
統計的パターン認識，確率統計学（多変量解析），ソフ

トコンピューティング 

医学バイオサイエンス特論 
医学，医療，製薬 

高度農学バイオサイエンス特論 
農学，地域資源 

（出典：研究科シラバスより抽出） 
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資料 1-2-15 ハイディフィニションビデオ会議室システムの設備仕様書の抜粋 

構 成 内 訳 主な性能及び機能に関する要件 

ビデオ会議システム   一式 

リモコンパンチルトズームカメラ付き 1280×720 画素以上のハイ

ディフィニション・フルモーション（HD720p, 30fps)のビデオ会議

システムを２台 

フルハイビジョンプラズマディスプ

レイシステム    一式 

ハイディフィニション・フルモーション（HD1080p, 30fps)５０イ

ンチのプラズマディスプレイを２台 

コンテンツ作成システム 一式 
講師映像とパワーポイント等の映像を２画面同時に収録し、デスク

トップパソコン１７台を有すること。 

コンテンツ配信システム 一式 学内 LAN 経由で別の建物の各学部のパソコンから視聴できること。 

バックアップシステム  一式 LAN 接続型ハードディスクは２TB 以上 

（出典：ハイディフィニションビデオ会議システム仕様書(平成 21 年８月)より抽出） 

資料 1-2-14(2)  PBL 教育を実施している科目（平成 27 年度） 

課程別 授  業  科  目  名 キーワード（テーマ） 

博士前期 課程 

地域イノベーション実践特論 地域イノベーション、プロジェクト・マネジメント 

プロジェクトマネジメント演習Ⅰ 
学際研究マネジメント、総合バイオサイエンス技術

の総合理解、先端融合工学の総合理解 

技術者倫理特論 
技術者倫理、工学倫理、知的財産権、特許、著作権、

ＰＢＬ、多面的理解、社会理解 

工学イノベーション特論Ⅰ 
半導体，光デバイス，LED，半導体レーザ，ディスプ

レイ，太陽電池 

バイオイノベーション特論Ⅰ 
植物分子細胞生物学・植物免疫・環境ストレス応答・

植物ホルモン応答 

博士後期 課程 

地域新創造特論Ⅴ 環境ストレス応答・植物免疫応答・植物分子生物学 

地域新創造特論Ⅵ 半導体工学、材料工学、地域イノベーション研究 

（出典：研究科シラバスより抽出） 
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本研究科の特色として、「インターンシップ研修」を必修としており、地域社会での問題点を発見し、

将来就業する学生にとって地域や社会で何が期待されているかを地域社会で活動している方から直接

学習し、修了までに行動しなければならない具体的な事柄を明確にすることを目指している。インター

ンシップ研修に参加した学生に「研修全体の雰囲気」および「指導の方法」に関してアンケート調査を

した結果、全ての学生が「良かった」または「まあまあ良かった」と回答し、「良くなかった」と回答

した学生はいなかった。この結果からも「地域企業が抱えている成長障害要因とその解決策」に関する

学生の具体的理解を深めるという目的が達成されたと考えられる(資料 1-2-16)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(水準) 

 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

本研究科の特徴である「サンドイッチ方式教育」と「OPT 型教育」による新しいコンセプトの教育を

確実に実行し、上記に示すインターンシップ研修・参加者のアンケート結果から明らかなように雰囲気、

指導方法とも「良かった」との評価が 67～81％と高く評価されている。長期研修なので研修テーマを

明確にし企業側と意志の疎通が図られていることがわかる高い効果を上げた。以上のことを総合的に考

慮し、本研究科の教育方法は期待される水準を上回ると判断した。

  

資料 1-2-16 インターンシップ研修参加者に対するアンケート結果 （平成 22-27 年度） 

ア ン ケ ー ト 項 目 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 平均 

研修先

におけ

る研修

環境 

全体の

雰囲気 

良かった 9 12 9 8 7 7 8.7 

まあまあ良かった 4 0 1 4 0 3 2.0 

良くなかった 0 0 0 0 0 0 0.0 

指導の

方法 

良かった 7 12 8 6 7 3 7.2 

まあまあよかった 6 0 2 6 0 7 3.5 

良くなかった 0 0 0 0 0 0 0.0 

参加者数＝回答者数 13 12 10 12 7 10  

（出典：研究科内資料より抽出） 
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点２-１ 学業の成果    

 

(観点に係る状況) 

●履修・修了状況から判断される学習成果の状況 

  本研究科の設立以来の博士前期課程の修了生の修業年数は２年間であるが、２年以上で修学に至る学

生もいる（資料 2-1-1）。これは職を有する社会人や様々な学部卒業生を受け入れているためであるが、

研究科が設定した学習内容について身に付けて修学を終えることを求めているためであり、適切と考え

られる。さらに、博士後期課程では社会人の割合が 77％であり、３年間で博士の学位が修得できる学

生が 35％である（資料 2-1-2）。職を有する社会人においては、長期履修を行い確実に研究能力の向上

を行うことが重要と考えられる。地域に根ざした社会人の教育を無理なく行うことは地域活性に強く繋

がっていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学生による研究成果の発表状況 

 本研究科の学生が発表した研究成果の状況は（資料 2-1-3）である。博士前期・後期課程の学生はそ

れぞれ定員 10 名、５名であり、1 学年の定員は合計 15 名である。国内会議、国際会議(査読あり、査

読なし)ともに、平均 15 件を上回っており、在学中に各自国内や国際会議で平均１回以上発表しており、

学習成果は出ていると考えられる。 

 また国際会議等での受賞者数も平均 1.5 名おり(資料 2-1-3)、研究成果が地域発のイノベーティブな

製品(資料 2-1-4)に結びつき、新聞記事(資料 2-1-5)となった例もあり、本研究科の目標とする地域発

のイノベーションを創出する高度な研究成果が出ている。 

資料 2-1-1 博士前期課程の修了生の修業年数（平成 22-27 年度） 

修 了 年 度 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 合 計 

前年度の入学者数(定員 10 名)a 13 12 12 11 12 8 68 

２年間での修了者数 b 12 12 12 9 11 6 62 

２年間での修了者の割合（％）b/a 92 100 100 82 92 75 平均 91 

２年を超えた修了者数 0 0 0 0 0 1 1 

（出典：研究科内資料より抽出） 

資料 2-1-2 博士後期課程の修了生の修業年数（平成 21 年度設立のため平成 23－26 年度から） 

修了年度 平成23 平成24 平成25 平成26 平成27 合 計 

２年度前の入学者数(定員 5 名)a 6 6 6 7 6 31 

２年度前の社会人入学者数b(割合b/a×100%) 6(100) 5(83) 5(83) 3(42) 5(83) 24(77) 

３年間での修了者数 b 2 2 2 2 3 11 

３年間での修了者の割合（％）b/a×100 33 33 33 33 50 平均 35 

３年を超えた修了者数 0 0 1 0 0 1 

（出典：研究科内資料より抽出） 



三重大学地域イノベーション学研究科 分析項目Ⅱ     

－11-27－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-1-4 社会人学生が研究開発した製品 

 

(出典：アタカメンテナンスホームページ http://www.amc-ataka.jp/membrane/index.html) 

資料 2-1-3 学生が研究発表した件数（共著者を含む、平成 22-27 年度） 

終了年度 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 平均 

国内学会 17 25 9 20 20 3 15.7 

国際会議（査読なし） 0 1 0 1 3 0 0.8 

国際会議（査読あり） 14 15 16 19 5 2 11.8 

国際会議の論文集（英語の論文） 14 15 16 8 2 1 9.3 

学術雑誌（日本語の論文） 1 2 5 2 0 1 1.8 

学術雑誌（英語の論文） 0 0 1 5 7 5 3.0 

受賞件数 3 3 2 1 0 0 1.5 

合   計 49 61 50 56 37 12 36.0 

（出典：研究科内資料より抽出） 
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資料 2-1-5 社会人学生が研究開発した製品の新聞記事 

 

（出典：中日新聞 2013 年３月 20 日朝刊三重県内版） 

 

 

この部分は著作権の関係で掲載できません。



三重大学地域イノベーション学研究科 分析項目Ⅱ     

－11-29－ 

●修了時の教育方法に関するアンケート調査結果 

 毎年、学位授与式の日に行っている地域イノベーション学研究科の教育方法に関するアンケート結果

では、本研究科の最大の教育目標である「プロジェクト・マネジメントができる研究開発系人材」の能

力が身に付いたと感じる評価点（問 2と問 4）の平均は５段階で 4.1 及び 3.9,肯定的（評価が 5または

4 の学生）に思う学生の割合は 81 及び 72％であり、新しい教育方法は学生の評価も高い。今後は一段

と評価が向上するよう、教育方法を更に改善していく努力が必要である（資料 2-1-6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-1-6 修了時のアンケート調査結果 （平成 22-27 年度） 

 

５：大いに思う、４：やや思う、 3：どちらでもない、 ２：あまり思わない、１：全く思わない 

上段：平均値、下段：肯定的な意見（５と４）の割合（％） 

質問 
平成 22

年度 

平成 23

年度 

平成 24

年度 

平成 25

年度 

平成 26

年度 

平成 27

年度 
平均 

問１ あなたは「高度な研究開発に関する能力：専門

分野における研究開発を担当者として遂行できる能

力」が身に付いたと思いますか。 

3.73 4.00 4.00 3.67 4 4.17 3.9 

64 79 79 78 78 83 77 

問２ あなたは「研究開発のプロジェクト・マネジメ

ントに関する能力：研究開発プロジェクトを担当者と

して遂行できる能力」が身に付いたと思いますか。 

3.73 4.07 4.21 4.11 4.1 4.17 4.1 

72 79 86 89 78 83 81 

問３ あなたは「グローバル化に対応した国際感覚」

が身に付いたと思いますか。 

4.27 3.29 3.57 3.11 3.1 4.17 3.6 

55 35 57 33 44 83 51 

問４ あなたは総合的に「プロジェクト・マネジメン

トができる研究開発系人材」の能力が身に付いたと思

いますか。 

3.55 3.79 4.08 3.89 3.78 4.34 3.9 

64 57 79 67 67 100 72 

問５ あなたはＲ＆Ｄ教員とＰＭ教員による複数の

教員によるサンドイッチ方式教育は有効であると思

いますか。 

4.36 3.79 4.79 4.22 3.67 4.5 4.2 

82 64 100 89 67 83 81 

問６ あなたは On the Project Training (OPT)型教

育は有効であると思いますか。 

4.45 4.00 4.57 4.44 4 4.5 4.3 

82 79 93 89 78 83 84 

問７ あなたは授業の共通科目は多いと思います

か？ 

3.36 3.07 3.21 3.56 3.56 3.67 3.4 

55 50 43 44 56 67 53 

問８ あなたは授業の選択科目は多いと思います

か？ 

3.45 2.93 2.86 3.22 3.45 3.5 3.2 

45 43 29 33 56 50 43 

問９ あなたは「インターンシップ研修」の必修を効

果的だと思いますか？ 

4.64 4.86 4.69 3.89 4.6 4.84 4.6 

91 100 100 78 89 100 93 

（出典：研究科内資料より研究科の評価に関わる項目を抽出） 
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●教育満足度のアンケート調査結果 

 本研究科の学生に行った「大学院生の教育満足度調査」では、研究科の評価に関わる項目の全てにお

いて満足度の平均値が中間点の 3.50(満点６)を大きく上回る結果が得られた（資料 2-1-7）。このこと

は、本研究科における教育の特徴であるサンドイッチ方式教育、OPT 型教育および PBL 教育などが着実

に効果を上げており、「f.日常的な研究指導」や「g.学位論文指導」「i.研究設備（IT 環境，AV 機器，

実験設備等）」「j.研究に必要な電子情報（図書，論文雑誌，データベース等）の充実」で「5.0/6.0 以

上の年度がある」と評価が高かったことは、本研究科の教員による教育の質が極めて高い水準にあるこ

とも示しており、「k.研究室内の人間関係」も高いのは、印象の良い研究室で過ごしたことを表してい

る（資料 2-1-7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水準） 

 期待される水準を上回る。 

（判断理由) 

本研究科の博士前期課程では、設立以来、ほぼ全員が２年間で修了している。大学院での学習成果は

公開し、外部の意見を取り入れながら、PDCA サイクルを回し、自ら改善・向上していく姿勢を身につ

けることが重要である。特に博士前期後期課程の全学生に対し、論文の中間発表、最終発表時には論文

要旨と共に「プロジェクトマネジメントの素養に関する調査」を提出させており、研究においてＰＤＣ

Ａサイクルを常に実践している。研究発表の状況を見ると、学生の研究成果発表は、在学中に平均して

国内・国際会議に１回以上であり、国際会議での受賞も出ている。また地域発のイノベーションとして

は、入学後、研究開発した成果が既に市場に出ている製品もあり、新聞記事にも大きく取り上げられて

いる。以上のことから、本研究科の学業の成果は、期待される水準を上回ると考えられる。 

 

資料 2-1-7 大学院生の教育満足度調査結果 （平成 22-26 年度） 

 

1.非常に不満 2.不満 3.やや不満 4.やや満足 5.満足 6.非常に満足（６段階，中間点は 3.5 点） 

調  査  項  目 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平均 

大
学
院
の
教
育
に
つ
い
て 

a.大学院の授業科目構成 4.20 4.30 3.83 4.44 4.18 4.19 

b.大学院の授業 4.60 4.50 4.83 4.50 4 4.49 

c.ゼミなどの少数人数課題 

探求型の授業 
4.80 4.50 4.60 4.40 4.19 4.50 

d.最先端の研究や高度専門 

知識の教授 
4.80 4.40 4.75 4.25 4 4.44 

e.現場体験や現場実習 4.40 4.90 5.09 4.29 4.67 4.67 

f.日常的な研究指導 5.00 4.80 4.58 4.75 4.65 4.76 

g.学位論文指導 5.00 4.60 4.83 4.36 4.93 4.74 

研
究
環
境
に
つ
い
て 

h.研究を進めるための環境 

整備 
4.60 4.80 4.83 4.75 5.12 4.82 

i.研究設備（IT 環境，AV 機器，

実験設備等） 
5.00 4.70 4.91 4.56 5.12 4.86 

j.研究に必要な電子情報（図

書，論文雑誌，データベー

ス等）の充実 

5.20 4.50 4.67 4.56 4.76 4.74 

k.研究室内の人間関係 5.00 5.00 5.00 4.50 4.82 4.86 

平   均 4.78 4.64 4.72 4.49 4.59 4.64 

（出典：研究科内資料より研究科の評価に関わる項目を抽出） 
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観点２-２ 進路・就職の状況  

 

 (観点に係る状況) 

 博士前期課程の修了者の就職者数と進学者数の合計を修了者数で割った就職率は 98％である（資料

2-2-1）。博士前期課程の修了生の進路先は、三重県と愛知県が 7 割以上である（資料 2-2-2）。また多

様な活躍場所を見出し、様々な企業・自治体や教育機関に就職している（資料 2-2-3）。博士後期課程

の学生は社会人が大半であるため、修了後は三重大学で修得した知識を各自の職場で生かしている。さ

らに、新規の商品開発（参考例 nanoGrid, http://www.bellows.co.jp/ja/?p=952）につなげている実

例も有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-2-1 博士前期課程の修了生の就職状況（平成 22-27 年度） 

修了年度 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 合計 

就職者数(a) 10 11 12 8 11 6 58 

進学者数(b) 2 1 0 0 0 0 3 

就職者数と進学者数の合計(a+b) 12 12 12 8 11 6 44 

就職率(=(a+b)/修了者数)（％） 100 100 100 89 100 100 98 

（出典：研究科内資料より抽出） 

資料 2-2-2 博士前期課程の修了生の進路・就職先の所在地（平成 22-27 年度、上位項目を優先し計数） 

進路・就職先 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 合計 

三重県に本社がある企業 5 1 1 1 3 2 13 

三重県に事業所がある企業 2 5 2 0 3 0 12 

愛知県に本社がある企業 1 1 3 3 3 1 12 

愛知県に事業所がある企業 0 0 0 0 1 0 1 

三重県と隣接県の地方自治体 0 2 1 0 0 1 4 

三重県の教育機関へ就職 0 0 1 0 0 0 1 

教育機関へ進学 2 1 0 0 0 0 3 

その他の地域 2 2 4 4 1 2 15 

合  計 12 12 12 8 11 6 61 

（出典：研究科内資料より抽出） 
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三重大学の卒業・修了生に求める資質について調査したアンケート調査（三重大学の就職先を主とす

る愛知県と三重県の企業 530 社からの回答）（資料 2-2-4）によると、「モチベーション」「社会人とし

てのマナー・態度」「専門的知識・技術」「問題解決力」「実行力」「協調性」が強く望まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 2-2-4 学生に求める資質（平成 24 年度 愛知・三重県企業 530 社） 

学生に求める資質 総合職 技術職 合計 

１．感性 103 105 208 

２．共感 117 58 175 

３．倫理観 127 83 210 

４．モチベーション 236 215 451 

５．主体的学習力 123 152 275 

６．心身の健康に対する意識 73 64 137 

７．幅広い教養 80 31 112 

８．専門的知識・技術 24 298 322 

９．論理的思考力 78 89 167 

10.批判的思考力 38 43 81 

11.課題探究力 68 157 225 

12.問題解決力 188 185 373 

13.情報発信力 52 58 110 

14.情報受信力 43 36 79 

15.プレゼンテーション力 38 62 100 

16.討論力 9 19 28 

17.対話力 182 97 279 

18. 指導力 103 62 165 

19. 協調性 213 136 349 

20. 社会人としてのマナー・態度 233 146 379 

21. 実践外国語力 14 9 23 

22.実行力 210 149 359 

（出典：三重大学高等教育創造開発センターの資料より抽出） 

資料 2-2-3 博士前期課程の修了生の就職先の一覧 （平成 22-27 年度） 

進路・就職先 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 合計 

食料品 2 0 2 0 2 2 8 

化学 0 0 3 1 1 1 6 

医薬品 2 1 0 1 1 0 5 

金属製品 0 1 0 0 0 0 1 

機械 1 2 0 0 1 0 4 

電気機器 1 1 1 3 1 0 7 

運輸 0 1 0 0 0 0 1 

電気・ガス 0 0 0 1 0 0 1 

情報・通信 3 2 2 1 5 2 15 

小売業 0 0 1 0 0 0 1 

サービス業 1 1 1 0 0 0 3 

公務員 0 2 2 1 0 1 6 

進学者数 2 1 0 0 0 0 3 

合  計 12 12 12 8 11 6 61 
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本研究科で「養成する具体的な人材像」は、平成 21 年度の設立時から『地方立脚型の企業が抱えて

いる成長障害要因の克服に必要とされる学際研究を実施するとともに、産業界との連携を通した人材教

育を行うことで「プロジェクト・マネジメントができる研究開発系人材」を地域社会に輩出することを

目指す。（平成 22 年度学生募集要項）』（資料 2-2-5）としており、教育方法として、「OPT 教育」「サン

ドイッチ教育」「インターンシップ」、「PBL 教育」を実行しており、ほぼ社会の要望に合致した資質の

養成となっている。 

 

資料 2-2-5 学生募集要項に明記されている養成する具体的人材像 

（１）養成する具体的人材像 

本研究科では、地方立脚型の企業が抱えている成長障害要因の克服に必要とされる学際研究を実施すると

ともに、産業界との連携を通した人材教育を行うことで「プロジェクト・マネジメントができる研究開発系

人材」を地域社会に輩出することを目指す。尚、「プロジェクト・マネジメントができる研究開発系人材」

とは、 

１）高度な研究開発に関する能力 

２）研究開発のプロジェクト・マネジメントに関する能力 

３）グローバル化に対応した国際感覚 

の全てを備えた「高度な専門的職業人」であり、最先端分野の技術に関する幅広い知識と社会に溢れている

様々な情報から「社会ニーズを読み取る」ことで新製品についての構想を生み出すとともに、アイデアを製

品化するための研究開発を起案し、実行していくマネジメント能力を持つ人材であると定義する。 

 

（出典：地域イノベーション学研究科 平成 22 年度学生募集要項 p.13-14 より） 

 

 

 

(水準) 

 期待される水準を上回る。 

(判断理由) 

 本研究科の博士前期課程では、設立以来、ほぼ 100％の就職率であり、ほぼ全員が２年間で修了して

いる。また卒業生が就職した企業からは、積極的に学生を採用したいという声が届いており、設立間も

ないにもかかわらず、推薦枠を提供してくれる企業が出てきている。以上のことから、本研究科の進路・

就職の状況は、期待される水準を上回ると判断した。
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 
(1) 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

『修了時のアンケート調査による自己分析結果』 

本研究科の博士前期課程では、「インターンシップ研修」を必修科目とし、1 年生の３週間から４週

間で県内の企業で研修を実施する。事前研修会では、プロジェクト・マネジメント教育を担当する教員

が学生の希望と企業からの要望を調整する。この研修で、学生は社会人として活躍するために基礎能力

（社会人マナー、コミュニケーション能力、協調性、専門的な知識・技能、能動的な学習能力など）を

自らの体験により、発見し、身につけるべき努力目標を明確にし、研修後に自己啓発し、社会が要望し

ている社会人となるよう努める。 

この教育方法に関して、学生の修了時のアンケート調査（前述資料 2-1-6）を分析すると、サンドイ

ッチ教育や OPT 教育に比べ、評価値は高く、５点満点で 4.6 となっており、ほぼ全員の学生が効果的と

回答しており、当研究科の教育方法で最も効果的な教育方法となっている。 

当研究科の学生は、この教育方法により、専門家でない方にも自分の研究内容を発表する公開討論会

でも他分野の専門家からの意見に対して適切に答えられるようになり、教育の課程で学生の質的な変化

が起こったと考えられる。 

 

(2) 分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

『国際ワークショップを通じた専門英語能力の育成』 

本研究科が主催し、本研究科の設立年度の平成 21 年度から毎年 10 月に「地域イノベーション学に関

する国際ワークショップ」を開催している（資料Ⅲ-1）。この国際ワークショップでは、学生の国際感

覚を向上させるために、自らの学生の研究成果を英語の論文を書いて、英語で口頭発表することにより、

国内の研究者だけでなく、外国の大学の教員とも意見交換ができる重要性を認識してもらうことを目指

している。博士前期 1年生は、国際ワークショップでの会場の設営、進行補助、受付などの仕事を担当

し、２年時に研究成果を発表することを推奨しており、英語で成果を発表することに慣れて、外部の国

際会議等で成果を発表することを目指す。また博士後期課程の学生は、英語の査読付き学術雑誌に論文

発表するか、論文集のある国際会議で研究成果を発表することにしており、博士前期・後期課程共に、

在学中に、一度は英語で研究成果を発表するようになってきた。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料Ⅲ-1 地域イノベーション学に関する国際ワークショップの発表件数（平成 22-27 年度） 

発表者の分類 
平成

21 

平成

22 

平成

23 

平成

24 

平成

25 

平成

26 

平成

27 
合計 

海外の大学からの招待講演 2 1 1 2 2 3 3 14 

三重大学の博士前期課程の学生 10 11 9 13 14 19 12 88 

三重大学の博士後期課程の学生 5 10 7 7 3 2 6 40 

三重大学の教員 2 2 2 0 0 0 0 6 

他大学等の学生 1 0 1 0 0 0 0 2 

他大学の教員 2 0 0 0 0 0 0 2 

社会人 １ 2 0 3 2 0 0 8 

その他 0 0 0 0 0 0 1 1 

合  計 23 26 20 25 19 24 22 159 

（出典：地域イノベーションに関する国際ワークショップの論文集の目次より編集） 
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